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1741年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾚｵﾆｽ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~同年)⇒｢ﾌﾚｲ･ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ﾃ
  ﾞ･ｻﾝ･ﾎｾ｣(~1742年)
1741年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Muhammad Sahaddin｣(~1780年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ｳﾞｨﾗﾑｶﾞﾑ国(ﾊﾞﾛｰﾀﾞに負けﾊﾟﾃﾞｨに移転)⇒ﾊﾟﾃﾞｨ国
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｽｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾗﾝ･ﾃﾞﾋﾞｱ･ｼﾝ･ﾊﾞﾜﾙﾀ･ﾊﾟﾄﾅｲｸ｣(~1771年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国摂政｢ﾗｸﾊﾟﾂｨ｣(~1752年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾞｭﾗｰ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞｳﾞｧﾙﾀﾞﾝ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1773年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾓﾀﾞﾙ･ﾗｲ･ｼﾝ｣(~1743年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾘﾋﾞｸﾗﾑ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1742年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾋﾞﾗｽﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｳﾞｨ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1778年没)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｸﾀｰﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｱﾊﾞﾗｼﾞ2世･ｶﾗﾝｼﾝｼﾞ｣(~1769年)
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国にｴﾗﾔﾀﾞﾄｩ･ｽﾜﾙﾊﾟﾑが併合される
1741年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ王国がﾍﾞﾝｶﾞﾙ地方に侵入
1741年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾀｼｭｹﾝﾄはｺｶﾝﾄﾞが占領(~1742年)
1741年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督代行｢ﾃﾞｨﾃﾞｨｴ･ﾄﾞ･ｻﾝ･ﾏﾙﾀﾝ｣(2回目~1742121
  8)
1741年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｷﾞｵﾙｷﾞ9世｣(~1742年)
1741年-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人が初めてｾｰｼｪﾙ島を探査
1741年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾒﾌﾄｩﾘがﾍﾟﾙｼｬに占領される(~1742年)
1741年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<死去>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾘﾑ｣
1741年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾊｼﾞ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~1747年)
1741年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Kagali｣(~1750年)
1741年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾗﾅ｣(~1746年頃)
1741年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Namugala｣(~1750年)
1741年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾝｽﾞﾜﾆ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｻｲﾃﾞｨ･ｱﾊﾒﾄﾞ｣(~1782年)
1741年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾃｨﾌﾞｻﾞｰﾄﾞ･ﾔﾋﾔ･ﾊﾟｼｬ｣(~17430703)
1741年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾐﾊﾞﾝﾌﾞｳｪ3世｣(~1746年)
1741年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｽﾚｲﾏｰﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙｱﾑｽﾞが再びﾀﾞﾏｽｸｽ総督に就任
1741年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1742年)
1741年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾞｼﾞ･ｱｲｳﾞｧｽﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1742年)
1741年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣(~17480119死去)
1741年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Loel, Mbangi｣(~1751年)
1741年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ｳﾞｧｰﾉﾝはｶﾙﾀﾍﾅ攻撃を試みるが,堅い守りにあい撃退される
1741年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの時計師が円錐滑車工作機械を発明
1741年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Jose Sanchez Dumpierrez｣
1741年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｷﾝｺ･ﾌﾞﾌﾞ･ﾑｰｻ｣(2回目~1743年)
1741年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｷｭｰﾊﾞ|  |||英国首相ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ,兵5千を送りｸﾞｱﾝﾀﾅﾓを攻撃
1741年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢John Richardson｣
1741年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島副総督｢ｼﾞｮﾝ･Pickering｣(~1742.6)
1741年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ副総督｢ﾗﾝｽﾛｯﾄ･ｽﾄｰﾘｰ｣(~1761年没)
1741年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢John Pickering｣(~1742.6)
1741年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾄﾏｽ･ﾍﾙﾒﾈｼﾞﾙﾄﾞ･ﾃﾞ･ｱﾗﾅ｣(~1745年)
1741年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾄﾏｽ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ﾃﾞ･ｳｨﾝﾄｩｲｾﾝ｣(~1743年)
1741年1月5日-09:00|日本|東京都千代田区|元文5年11月18日|<加増>一橋徳川家5万俵｢徳川宗尹｣+1万俵⇒6万俵
  (⇒延享3(1746)年9月15日､10万石に加増)
1741年1月8日-09:00|日本|鳥取県|元文5年11月21日|<元文一揆>一揆の首謀者･松田勘右衛門らの処刑執行/同時
  に処罰された関係者40名あまりが追放刑に処せられた
1741年1月11日-09:00|日本|京都府京都市|元文5年11月24日|桜町天皇が280年ぶりに新甞祭を挙行
1741年1月15日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾗﾓﾝ･ﾃﾞｽﾌﾟｲｸﾞ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾈｽ･ﾃﾞ･ﾏﾙｼｰｼﾞｬ｣
1741年1月16日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾌｪﾃﾞﾘｺ･ﾛｴﾛ･ﾃﾞｨ･ｸﾞｱﾚｰﾈ｣(~18日)
1741年1月17日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Andres Bonito de Pignatelli
  ｣(~1744年)
1741年1月18日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾝﾄ･ﾀﾞ･ﾌｫﾝｾｶ｣(~17730124没)
1741年1月23日-09:00|日本|東京都台東区|元文5年12月7日|<死去>出羽岩崎藩主｢佐竹義長｣(86歳)⇒婿養子の義
  道が継いだ
1741年2月4日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾒｰｹﾞﾝ伯｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｼｬﾙ･ﾍﾞﾙ｣(⇒17450907､ｼｬﾙ･ﾂｰ･ﾍﾞﾙ伯~17
  831203没)
1741年2月12日-09:00|日本|山形県新庄市|元文5年12月27日|<死去>戸沢正庸(77歳)前出羽新庄藩主
1741年2月16日-08:00|中国|  ||清･乾隆6年|清朝が初の人口調査を実施､1億4341万人
1741年2月17日-09:00|日本|愛知県名古屋市|元文6年1月2日|名古屋大火/日置橋から7Km消失
1741年2月19日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が､再びｼｭﾚｼﾞｴﾝに出陣
1741年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰ｣
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1741年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰ｣(~17550820死去)
1741年2月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾆｭｰﾖｰｸで黒人と貧民の暴動.黒人13人が焚刑､18人が絞首刑に処せられる｡ほか
  に70人の黒人が奴隷として売り飛ばされる｡ｽﾍﾟｲﾝを支持するｶﾄﾘｯｸ教会の神父が｢黒人の陰謀｣を組織したとさ
  れ,白人4人も処刑される
1741年3月8日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾊﾞﾛﾝ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾃﾞ･ﾋﾟｰﾀｰｾﾝ｣(~17470411)
1741年3月14日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ第一閣僚｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾝﾄﾞﾚｲ･ｲﾜﾉｳﾞｨｯﾁ･ｵｽﾀｰﾏﾝ｣(2回目~12.23)
1741年3月21日-09:00|日本|大阪府松原市|元文6年2月5日|<死去>河内丹南藩1万石｢高木正陳｣(77歳)⇒4月2日､
  養子｢高木正恒｣が継ぐ(⇒寛保3(1743)年6月4日､30歳で死去)
1741年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃｨﾆ｣
1741年4月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄﾞﾝﾄﾞｯｸﾞ･ｵﾝﾎﾞ｣
1741年4月2日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ代行｢ｻﾞﾙｺﾞ(8人の評議会)｣(~9.15)
1741年4月10日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝ王ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がﾓﾙｳﾞｨｯﾂの戦いでｵｰｽﾄﾘｱ軍を破り､ｼｭﾚｼﾞｴﾝを占
  領
1741年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣
1741年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣先代の息子(~17630413死去)
1741年4月12日-09:00|日本|  ||寛保1年2月27日|｢寛保｣に改元
1741年4月13日-09:00|日本|京都府京都市|寛保1年2月28日|<死去>6代家宣室天英院殿[後水尾帝第一皇女常子内
  親王息女]/76
1741年4月21日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾃｨﾝｶｰ｣(~17580710没)
1741年4月22日-09:00|日本|愛媛県上浮穴郡久万高原町|寛保1年3月7日|浮穴郡久万山農民､紙方新法により困窮
  倍加し､強訴をはかり久米村まで出る(~11日)
1741年5月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Antonio Ferrao de Castello Branco｣(
  ~6.26死去)
1741年5月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾗﾝｽとﾊﾞｲｴﾙﾝがﾆﾝﾌｪﾝﾌﾞﾙｸ条約を結び､ｻﾞｸｾﾝ､ｽﾍﾟｲﾝ､ﾌﾟﾛｲｾﾝを加え
  て対ｵｰｽﾄﾘｱ同盟が成立
1741年5月9日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｪﾝｷﾝｽ｣(~17420322)
1741年5月12日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|寛保1年3月27日|<死去>六郷政晴(67歳)前出羽本荘藩主
1741年5月15日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|寛保1年4月1日|<死去>大和小泉藩11129石｢片桐貞起｣(73歳)⇒次
  男｢片桐貞音｣が継ぐ(⇒寛延3(1750)年4月3日､39歳で死去)
1741年5月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾙﾘｻﾙ侯爵ﾙｲｽ･ｶﾙﾛｽ･ｲﾅｼｵ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣
  (2回目~17420614)
1741年5月22日-09:00|日本|東京都品川区|寛保1年4月8日|幕府が品川沖で無許可の小船が諸廻船と密売買する
  ことを禁じる
1741年6月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾀｰﾋﾙ｣
1741年6月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ﾇｰﾙ･ｱﾘｰ1世｣(~1742年)
1741年6月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰﾊﾝﾌﾟｼｬｰ州植民地総督｢ﾍﾞﾆﾝｸﾞ･ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~17670730)
1741年6月9日-09:00|日本|  ||寛保1年4月26日|幕府が取退無尽･寺社建立講を賭博として禁じる
1741年6月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾝ･ｱﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｽﾏｲﾙ･ｱﾙ=ｻﾐｰﾝ｣(~11.24廃位~1762
  年死去70歳)
1741年6月13日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｱｯﾗｰ｣(~17571110死去79歳)
1741年6月14日-09:00|日本|青森県八戸市|寛保1年5月2日|<死去>陸奥八戸藩2万石｢南部広信｣(33歳)⇒嫡男｢南
  部信興｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年5月29日､隠居)
1741年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣
1741年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣(~17550411死去)
1741年6月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾋﾟｻｰﾆ｣急死
1741年6月17日-09:00|日本|広島県広島市|寛保1年5月5日|安芸郡矢賀村出火,全焼
1741年6月18日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ﾀﾊﾞﾙｶがﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲに降伏
1741年6月22日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾔｰﾉｼｭ･ｸﾞﾙﾌ･ﾊﾟﾙﾌｨ ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ｣(2回目~17510324)
1741年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾉｰｾｽｸ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣
1741年6月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾉｰｾｽｸ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶｰﾈｷﾞｰ｣(~17920120死去)
1741年6月24日-09:00|日本|青森県八戸市|寛保1年5月12日|<死去>三谷宗鎮(77歳)儒学者､茶人
1741年6月25日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾌﾞﾗﾆﾝ｣(3度目)､代行｢ﾊﾞﾙﾀｻﾞ
  ｰﾙ･ﾍﾞﾃﾞｺｳﾞｨｯﾁ･ｺﾓﾙｽｷ｣(~1742年)
1741年6月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ家のﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱが､ﾊﾝｶﾞﾘｰ女王として戴冠
1741年6月26日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Antonio Ferrao de Castello Bran
  co｣
1741年6月26日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~1744年)
1741年6月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛保1年5月16日|<初演>文耕堂,三好松洛,小川半平｢新薄雪物語｣竹本
  座
1741年6月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~17520307死去)
1741年6月30日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝ･ﾄﾏ教会を再建中のﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾎﾞﾆｮｰﾛ､最古の遺跡を発見
1741年6月30日 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ｱｰｻｰ･Hodge｣(~17490128死去)
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1741年7月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Ibrahim Agha｣(1期目~8.25)
1741年7月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ｲｳﾞｧﾙ･ﾎﾞﾝｻｯｸ｣(~1744091
  7)
1741年7月16日-04:00|ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞの船がｱﾗｽｶのｾﾝﾄｴﾗｲｱｽ山を発見
1741年7月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢William Henry｣
1741年7月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ候｢Ernst August1世｣(~17480119死去)
1741年7月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｨｳﾞｧﾙﾃﾞｨ/63歳(誕生16780304)ｲﾀﾘｱの作曲家
1741年8月8日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝのﾊｯﾄ党政権がﾛｼｱに宣戦布告
1741年8月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王ﾏｰﾙﾀｰﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏがｺﾗﾁｭﾙの戦いでｵﾗﾝﾀﾞ軍を破った
1741年8月10日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾏｰｸ･ｼﾞｮｾﾌ･ﾗﾗｻﾊﾞﾙ｣(~17491110)
1741年8月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17490911)
1741年8月15日-09:00|日本|愛媛県上浮穴郡久万高原町|寛保1年7月5日|伊予国久万山に百姓一揆が起こる
1741年8月20日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Jasper Ellis｣(~17430622)
1741年8月23日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｱｳﾃﾞｨｴﾝｼｱ大統領ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾋﾞｾﾝｼｵ｣(
  ~17421103)
1741年8月25日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sulayman Pasha al-Azm｣(2期目~17430825)
1741年8月25日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|寛保1年7月15日|<初演>｢播州皿屋敷｣[合作]人形浄瑠璃､豊竹
  座
1741年8月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾘｱ･ｴﾘｰｻﾞﾍﾞﾄ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣
1741年8月26日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌｫﾝ･ﾊﾗﾊ｣(~1744年)
1741年8月26日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ｹﾞﾙｳﾞｧｽ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾊﾗｯﾊ･ｽﾞ･ﾛｰﾗｳ｣(~17
  430316)
1741年8月29日-09:00|日本|北海道|寛保1年7月19日|<寛保元年渡島大島津波>北海道西南沖の大島で火山性地震
  (M6.9).大津波発生､佐渡･能登･若狭にも津波､死者2033人
1741年9月1日-09:00|日本|香川県高松市|寛保1年7月22日|高松藩領内,暁より大風雨が夜半まで続き,町･郷の潰
  家2115軒
1741年9月3日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ軍が､ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞのｳｨﾙﾏﾝｼｭﾄﾗﾝﾄﾞでｽｳｪｰﾃﾞﾝ軍に大勝
1741年9月7日-09:00|日本|京都府福知山市|寛保1年7月28日|<死去>朽木稙治(77歳)前丹波福知山藩主
1741年9月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||(8月22日~)ﾄﾞｲﾂ生まれ英国のﾍﾝﾃﾞﾙがｵﾗﾄﾘｵの｢ﾒｻｲｱ｣作曲
1741年9月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾂｧ｣(2回目~1744年7月死去)
1741年9月16日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ｶﾙﾑｲｸ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ﾄﾞﾝﾄﾞｯｸﾞ･ﾀﾞｼ｣(17570402まで摂政~17610202没)
1741年9月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊﾞｲｴﾙﾝ軍が､ｵｰｽﾄﾘｱのﾘﾝﾂを占領
1741年9月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛保1年8月12日|<初演>歌舞伎｢新薄雪物語｣京都早雲座
1741年9月22日-09:00|日本|奈良県天理市|寛保1年8月13日|<死去>大和柳本藩1万石｢織田信方｣(30歳)⇒長男｢織
  田秀賢｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年8月26日､隠居)
1741年10月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(2回目~17430720)
1741年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1741年10月8日-09:00|日本|北海道松前郡松前町|寛保1年8月29日|渡島大島､地震･噴火､山体崩壊に伴う岩屑な
  だれで大津波､犠牲者1467名
1741年10月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾀﾙｺｯﾄ｣
1741年10月11日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾛｰ｣(~17501106死去)
1741年10月14日-09:00|日本|福島県いわき市|寛保1年9月5日|<死去>陸奥湯長谷藩15000石｢内藤政醇｣(31歳)⇒
  長男｢内藤政業｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年11月14日､隠居)
1741年10月28日-09:00|日本|京都府舞鶴市|寛保1年9月19日|<死去>牧野英成(71歳)前丹後田辺藩主､寺社奉行･
  京都所司代
1741年11月-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞの一隊がｱﾘｭｰｼｬﾝ列島でｽﾃﾗｶｲｷﾞｭｳを発見
1741年11月6日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Johannes Thedens｣(~17430528)
1741年11月10日-09:00|日本|  ||寛保1年10月3日|<死去>鷹司輔信(62歳)茶人
1741年11月16日-01:00|ﾁｪｺ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||ﾌﾟﾗﾊが､ﾊﾞｰｴﾙﾝとﾌﾗﾝｽの連合軍によって陥落
1741年11月20日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛保1年10月13日|<交替>播磨姫路藩15万石｢榊原政岑｣強制隠居(吉
  原の遊女を身受けしたため蟄居謹慎)⇒長男｢榊原政純｣が継ぐ(⇒11月1日､越後高田藩15万石に移封)
1741年11月24日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾝ･ｱﾙ･ｱﾋﾞﾃﾞｨﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ｲｽﾏｲﾙ･ｱﾙ=ｻﾐｰﾝ｣(~1762年死去70
  歳)
1741年11月24日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<復位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(4回目~17420203廃位~17571110死去79歳)
1741年11月26日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|寛保1年10月19日|<死去>西郷寿員(69歳)元下野上田藩主
1741年12月4日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊﾞｲｱﾑ｣
1741年12月6日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦11月25日|<即位>ﾛｼｱ皇帝｢ｴﾘｻﾞｳﾞｪｰﾀ1世｣皇后/近衛隊が宮廷革命を起こし
  擁立(~17620105没)
1741年12月8日-09:00|日本|新潟県上越市|寛保1年11月1日|<移封>播磨姫路藩15万石｢榊原政純｣⇒越後高田藩15
  万石(⇒延享元(1744)年12月11日､病死)
1741年12月8日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛保1年11月1日|<移封>陸奥国白河藩15万石｢松平明矩｣⇒播磨姫路藩
  15万石(⇒寛延元年11月17日(17490105)､死去)
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1741年12月8日-09:00|日本|福島県白河市|寛保1年11月1日|<移封>越後高田藩113000石｢松平定賢｣⇒陸奥白河藩
  11万石(⇒明和7(1770)年7月12日､死去)
1741年12月9日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ｶﾚﾙ･ｱﾙﾌﾞﾚﾌﾄ｣(~17430512)神聖ﾛｰﾏ皇帝､ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯
1741年12月9日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾘｴ･ﾃﾚｼﾞｴ｣
1741年12月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｴﾙｷﾞﾝ伯･2代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞﾙｰｽ｣
1741年12月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｴﾙｷﾞﾝ伯･3代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣先代の次男(~17470210死
  去ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯断絶)
1741年12月19日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾛｼｱ/ｱﾒﾘｶ|  ||ﾛｼｱ暦12月8日|ﾋﾞｰﾄｽ･ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞが壊血病のためﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ島で死去/(
  誕生:1680)｡ﾍﾞｰﾘﾝｸﾞ海峡を発見した
1741年12月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾘﾝﾂを包囲し､ﾊﾞｲｴﾙﾝ=ﾌﾗﾝｽ連合軍をﾊﾞｲｴﾙﾝ領に押し返す
1742年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞｭﾃﾙ｣(~1746年)
1742年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾐﾇｯﾗｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ(下ﾍﾟﾗ支配)｣(~1
  750年没)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ｼﾞｬﾗﾜｰﾄﾞ国(新首都ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ設立)⇒ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｳﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅｼｬ3世｣(~1758年没)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾖｷﾞ･ﾗｵ｣(~1760年)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1752年)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｲｽﾞ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~17771212没)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢I Maappibabasa Sultan Abdul Kudus｣(~1753年)
1742年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾞﾊﾟｰﾙ太守｢Nawab Faiz Mohammad Khan｣(~17771212死去)
1742年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾗｽﾍﾞﾗ国ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ｢ﾋﾞﾋﾞ･ﾁｬｸﾞﾘ｣再建国⇒｢ｱﾘ･ｶｰﾝ1世｣(~1765年)
1742年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世｣(~1747.7死去)
1742年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世｣(2回目~1747年)
1742年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  ||ﾛｼｱ暦10月17日|ｶｲﾀｸﾞがﾍﾟﾙｼｬに占領される(~1743年)
1742年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙﾒ1世｣
1742年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾊｼﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1747年)
1742年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷｿﾏ2世｣(~1768年)
1742年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｶﾌｧ帝国ｶﾌｨ･ｱﾃｨｵ｢ｶﾞﾘ･ｶﾞｵﾁｮ｣(~1765年)
1742年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Nawaub Salim Pasha｣(~1754年)
1742年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>初代ﾌﾞﾛｲ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ=ﾏﾘｰ｣(~17450522死去)
1742年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾁ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1743年)
1742年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ代行｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ｼﾞｪﾙｼﾞ･ﾌﾞﾗﾆﾝ｣(4度目~17430310)
1742年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｲｪｰｹﾞﾝ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1744年)
1742年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱﾗﾀﾞのﾌｫﾝ王国国王｢ﾃﾞｶ｣(~1792年)
1742年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｸﾞﾗｳﾞｨｰﾅ公｢Filippo Bernualdo Orsini｣(~1824年)
1742年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<即位>ﾍﾞﾙｸ公ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ家(ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ系)ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ(~1799年)
1742年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾉｳﾞｧｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1747年)
1742年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝのｾﾙｼｳｽが摂氏温度を作成
1742年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｽﾞｻﾞﾙﾃ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ﾏﾘｱ｣(~1751年)
1742年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ副総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾙｰｶｽ｣(~1747年没)
1742年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞﾐﾆｶ司令官｢ﾃﾞｯｻｿｰ･ﾎﾞﾝﾀﾝ｣(~1754年没)
1742年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾄﾚﾛｰﾆｰ自ら兵を率い,ﾊﾟﾅﾏを攻撃するが敗退
1742年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰのｱﾝﾃﾞｽ東斜面でｻﾝﾄｽ･ｱﾀﾜﾙが反乱
1742年1月 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Sir Thomas Robinson｣(~17470414解任)
1742年1月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞﾚｲﾃﾞﾝ｣(~1746年)
1742年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第5代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1742年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾝｶｽﾀｰ=ｹｽﾃｨｰｳﾞﾝ公･第6代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ﾍﾟﾚｸﾞﾘﾝ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~17780812死去)
1742年1月1日 05:00|日本|京都府京都市|寛保1年11月25日|<京都寛保元年の大火>未の刻(14時頃)､四条大橋の
  南側､四条石垣町から出火､四条河原の伝統を継ぐ芝居小屋や芝居茶屋､水茶屋などを残らず焼失/炎は大和橋
  を落とし､祇園新地､知恩院門前から三条通に焼け抜け､壇王法林寺の東､頂妙寺新地から西は清光寺､東光院な
  ど皆な類焼させ､亥の刻(22時頃)鎮火/町家2800戸､寺院14所が焼失
1742年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣
1742年1月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~17900925死去)
1742年1月8日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾀﾞﾆｴﾙ･ｵｰﾊﾞｰﾍﾞｯｸ｣(~17430511)
1742年1月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾃﾞｭﾌﾟﾚｯｸｽ｣(~1754年)
1742年1月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1742/1/3|ｲｷﾞﾘｽの天文学者ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾊﾚｰ没/85歳(誕生:16561029)/1682
  年にﾊﾚｰ彗星を観測し､周期彗星の存在を確認し､1705年にﾊﾚｰ彗星の記録を調査して同一彗星が周期的に楕円
  軌道を描いて再現することを確認した
1742年1月20日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|寛保1年12月14日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下長監｣(18歳)
  ⇒弟｢木下俊能｣が継ぐ(⇒寛延元(1748)年8月30日､死去)
1742年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王(ｳﾞｨｯﾃﾙｽﾊﾞｯﾊ朝)｢ｶｰﾙ7世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ
  選帝侯ｶｰﾙ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ.ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ2世の玄孫(~17450120死去)ﾎﾞﾍﾐｱ王･ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝候
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1742年2月-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾙｼﾄﾞ｣(~17430620死去)
1742年2月3日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(~17571110死去79歳)
1742年2月3日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<復位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ･ﾑｽﾀﾃﾞｨ｣(2回目~1743年5月廃位)
1742年2月5日-09:00|日本|  ||寛保2年1月|彗星河鼓南及河鼓に現る
1742年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~17450318死去)
1742年2月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｲﾚﾙﾝ｣(~15日)
1742年2月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~17561208死去)
1742年2月10日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛保2年1月6日|<死去>常陸宍戸藩1万石｢松平頼慶｣(64歳)⇒長男｢松
  平頼多｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年11月20日､45歳で死去)
1742年2月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍が､ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯領に侵入し､首都ﾐｭﾝﾍﾝを開城させる
1742年2月14日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ､ｻﾞｷﾝﾄｽで地震(M6.5)死者120人
1742年2月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ﾙﾌｨｯﾂ･ｱﾝﾄﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｺｳﾙﾌｪﾙﾄ｣(~17530513)
1742年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国首相｢ｳｨﾙﾐﾝﾄﾝ伯ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17430702死去)W
  hg
1742年2月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大主教ﾋｭｰ･ﾎﾞｰﾙﾀｰ(9.27まで)/ｱｰﾏ
  ｰ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾄﾞﾘｰ(12.3から)/ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17430929)
1742年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ｶﾈｳﾞｧﾛ｣(~17440220)
1742年2月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月11日|<辞任>ｲｷﾞﾘｽ首相｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣66歳
1742年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎｰﾌﾟ｣
1742年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾎｰﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(~17810212死去)
1742年2月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1742/2/16|<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第2代首相｢(初代ｳｨﾙﾐﾝﾄﾝ伯爵)ｽﾍﾟﾝｻ
  ｰ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣ﾎｲｯｸﾞ党(~17430702)
1742年3月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Jean Francois Louis de Brach｣
1742年3月 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Andre Martin｣(~1744年)
1742年3月10日-09:00|日本|秋田県|寛保2年2月4日|<死去>佐竹義堅(51歳)元出羽久保田新田藩主
1742年3月22日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣(~7.20死去)
1742年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1742年4月2日-09:00|日本|東京都|寛保2年2月27日|<死去>3代市川團十郎(22歳)歌舞伎役者
1742年4月11日-09:00|日本|熊本県熊本市|寛保2年3月7日|<交替>熊本新田藩35000石｢細川利恭｣隠居⇒甥｢細川
  利寛｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年9月24日､死去)
1742年4月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙのｵﾗﾄﾘｵ｢ﾒｻｲｱ｣がﾀﾞﾌﾞﾘﾝで初演される
1742年4月21日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾍｷﾓﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~9.23)
1742年4月23日-09:00|日本|新潟県長岡市|寛保2年3月19日|<死去>井伊直矩(49歳)前越後与板藩主
1742年5月5日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆7年4月|朝鮮全国に熱病が流行し死者が多数
1742年5月7日-09:00|日本|埼玉県川越市|寛保2年4月3日|<交替>武蔵川越6万石｢秋元喬求｣隠居⇒養子｢秋元凉朝
  ｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年閏9月15､出羽山形藩6万石に移封)
1742年5月10日-09:00|日本|  ||寛保2年4月6日|吉宗の法令集｢公事方御定書｣(御定書百ｶ条)が完成
1742年5月11日-09:00|日本|三重県桑名市|寛保2年4月7日|<交替>伊勢長島藩2万石｢増山正任｣隠居⇒次男｢増山
  正武｣が継ぐ(⇒延享4年6月11日(17470718)､死去)
1742年5月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｺﾄｳｼﾞｯﾂ=ﾁｬｽﾗｳの戦いで､ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世の騎兵隊がｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1742年5月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界初の屋内ﾌﾟｰﾙがﾛﾝﾄﾞﾝで開設
1742年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ軍ﾓｰﾃﾞﾅ公国を占領(～1748)
1742年6月 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾝﾄ｣(~1751年死去)
1742年6月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲﾝﾃﾞｨｵのﾌｱﾝ･ｻﾝﾄｽ･ｱﾀﾜﾙﾊﾟ,ｲﾝｶ帝国の復活を唱え,ﾌﾆﾝ州のﾊｳﾊ,ﾀﾙﾏを根城に反乱開
  始
1742年6月3日-03:00|日本|  ||寛保2年5月1日|午前6時～8時､西日本から北陸地方,東北地方にかけての広い範
  囲で皆既日食
1742年6月11日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾞﾚｽﾗｳの和約が結ばれ､ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾟﾛｲｾﾝに上下ｼﾚｼﾞｱを割譲
1742年6月11日-09:00|日本|東京都|寛保2年5月9日|幕府が市中での辻駕籠の戸を立てることを禁止し,牛車･大
  八車･地車の通行･駐車による往来妨害を取り締まる/また火を携行しての行商を禁じる
1742年6月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会:ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝﾁｪﾛｽ(17430
  330まで)/ﾙｲｽ･ｶｴﾀｰﾉ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ/ﾛｰﾚﾝｿ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ(17430518から)｣(~17440924)
1742年6月21日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｵﾙﾄ･ｲ･ｽﾞ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬ
  ｽｿ､町の侯爵｣(~17451122)
1742年6月23日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾞｲ諸島ﾛｱﾀﾝ島のﾎﾟｰﾄ･ﾛｲﾔﾙをｲｷﾞﾘｽ軍が再占領(~1752年)
1742年6月23日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛保2年5月21日|<死去>三河奥殿藩16000石｢松平盈乗｣(27歳)⇒7月､
  長男｢松平乗穏｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年11月21日､隠居)
1742年7月2日-09:00|日本|京都府京都市|寛保2年6月1日|<就任>京都所司代｢牧野貞通｣(⇒1749(寛延2年9月18日
  ))
1742年7月2日-09:00|日本|東京都千代田区|寛保2年6月1日|<就任>老中｢土岐頼稔｣(~延享1年9月12日)
1742年7月6日-09:00|日本|東京都|寛保2年6月5日|<死去>初代･林屋正蔵(落語家)[1781年生～]
1742年7月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾞﾗｯﾃﾞｨ･ﾏｰｼｭの戦いで植民地軍､ｽﾍﾟｲﾝ軍に勝利



1760迄(2926件)

1742年7月7日-09:00|日本|東京都中央区|寛保2年6月6日|<死去>早野巴人(67歳)俳人
1742年7月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾒﾘｶ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍退却､ｼﾞｪﾝｷﾝｽﾞの耳戦争､北米で終結
1742年7月17日-09:00|日本|東京都中央区|寛保2年6月16日|大名陸尺ら､暴れて場外に出されたのを怨み大挙し
  て葺屋町市村座に押しかけ暴れる
1742年7月20日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾗﾝﾊﾞｰﾄ｣
1742年7月20日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾊﾟｳｴﾙ｣(~17440311)
1742年7月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾌﾗﾝｼｽｺ｣
1742年7月21日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾍﾞｰｼﾞｬ公｢ﾍﾟﾄﾞﾛ3世｣(~17860525死去)ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王ｼﾞｮｱﾝ5世の息子
1742年7月21日-09:00|日本|新潟県柏崎市|寛保2年6月20日|<死去>堀直央(55歳)前越後椎谷藩主
1742年7月27日-09:00|日本|  ||寛保2年6月26日|<死去>田中桐江(75歳)儒学者､漢詩人
1742年7月28日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝ条約が結ばれ､ｵｰｽﾄﾘｱとﾌﾟﾛｲｾﾝ間の第1次ｼｭﾚｼﾞｴﾝ戦争が終結
1742年7月29日-09:00|日本|茨城県石岡市|寛保2年6月28日|<死去>常陸府中藩2万石｢松平頼幸｣(24歳)⇒8月13日
  ､養子｢松平頼済｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年5月29日､65歳で死去)
1742年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||副王軍によるｱﾀﾜﾙﾊﾟ討伐失敗.ｱﾀﾜﾙﾊﾟは逆にｷﾐﾘ攻略に成功.ｲﾝﾃﾞｨｵに支持を
  ひろげる
1742年8月18日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾄｰﾏｽ･Robinson卿｣(~17470414)
1742年8月27日-09:00|日本|京都府京都市|寛保2年7月27日|畿内大暴風雨､鴨川洪水､三条大橋落ちる
1742年8月28日-09:00|日本|群馬県沼田市|寛保2年7月28日|<移封>駿河田中藩35000石｢土岐頼稔｣⇒上野沼田藩3
  5000石(⇒延享元(1744)年9月12日､50歳で死去)
1742年8月28日-09:00|日本|千葉県君津市|寛保2年7月28日|<移封>上野沼田藩3万石｢黒田直純｣⇒上総国久留里
  藩3万石(⇒安永4(1775)年閏12月27日､死去)
1742年8月29日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ司令官｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｷｰｽ
  ｣(~17430102)
1742年8月29日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞをﾛｼｱが占領(~17430616)
1742年8月30日-09:00|日本|長野県|寛保2年8月1日|<寛保2年｢千曲川戌の満水｣>夜中から2日の朝にかけて､信濃
  国佐久平の南端にある上畑村では千曲川と支流の大石川など4つの川が氾らんし集落は全滅248人死亡/佐久平
  北側の小諸藩領内では､同町を貫流する支流の中沢川が氾らんし城下から城中に流れ込み507人が死亡/小県郡
  の上田藩領では158人死亡､中でも松代藩領の善光寺平は千曲川と犀川が合流する地点なので水量も多く､御幣
  川村が全滅するなど全藩領の被害は家屋流失1731軒､同全壊857軒､1220人死亡/隣の須坂藩領､幕府領の現小布
  施町一帯､奥信濃の飯山藩領などすべて千曲川沿岸部一帯に甚大な被害が出て全体で2800人が死亡
1742年8月31日-09:00|日本|東京都|寛保2年8月2日|<寛保2年｢関東大洪水｣>夜,関東では荒川が決壊し洪水によ
  り葛西で2000人余りが死亡
1742年9月2日-09:00|日本|  ||寛保2年8月4日|荷田在満の歌論書｢国歌八論｣完成
1742年9月3日-09:00|日本|  ||寛保2年8月5日|<寛保2年｢関東大洪水｣>利根川が決壊して大洪水となり､中流の
  越谷で3700人､粕壁では1800人が死亡/下流の隅田川沿岸部の本所､深川､浅草､下谷なども大洪水となり3914人
  が死亡/山手ではがけ崩れが起き､神田川､渋谷川､目黒川が氾らん､大森､品川の江戸湾沿岸部では大波で多く
  の船が破壊されている
1742年9月5日-09:00|日本|大分県佐伯市|寛保2年8月7日|<交替>豊後佐伯藩2万石｢毛利高慶｣隠居⇒嫡孫｢毛利高
  丘｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年6月16日､33歳で死去)
1742年9月7日-09:00|日本|新潟県上越市|寛保2年8月9日|高田町南の荒川橋が洪水で落橋/高田藩,今町から渡船
  1艘を派遣し,輸送にあたらせる
1742年9月17日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾄﾞ･ﾎﾙﾂｧﾌﾟﾌｪﾙ｣(~174
  3年)
1742年9月23日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾｲｲﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17460809)
1742年9月25日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島永続的軍政知事｢Melchor de Cabrer
  a Bethencourt Dumpierrez｣(~1762年死去)
1742年9月28日-09:00|日本|静岡県沼津市|寛保2年8月30日|<死去>駿河松永13000石｢大久保教端｣(56歳)⇒三男｢
  大久保教起｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年2月8日､死去)
1742年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1742年10月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｻｱﾀﾞﾄｩｯﾗｰ･ｶｰﾝ2世｣(~17440704没)
1742年10月7日-09:00|日本|東京都|寛保2年9月9日|幕府が市中で富士山の加持水を薬と称して病人に飲ませる
  者を取り締まる
1742年10月15日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾖﾊﾝ･ﾔｺﾌﾞ･ﾏｳﾘｷｳｽ｣(~17510
  423)
1742年10月16日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾄﾏｽ･ﾃﾞ･ﾘﾍﾞﾗ･ｲ･ｻﾝﾀ･ｸﾙ
  ｽ｣(~17480926)
1742年10月31日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛保2年10月4日|<死去>紀海音(80歳)浄瑠璃作者､狂歌師､俳人
1742年11月3日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌｴﾝｸﾗﾗ伯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｾﾌﾞﾘｱﾝ･ｲ･ｱｸﾞｽﾃｨﾝ｣(~17460
  708)
1742年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann August｣
1742年11月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann Ludwig2世｣(~17461105死去)､｢Christian Aug
  ustus｣(~17470316)共同統治
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1742年11月9日-09:00|日本|大分県竹田市|寛保2年10月13日|<死去>豊後岡藩70440石｢中川久忠｣(46歳)⇒12月19
  日､養子｢中川久慶｣が継ぐ(⇒寛保3年10月30日(17431215)､死去)
1742年11月21日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾗｻﾞｰﾙ･ﾋﾟｺｰによって､ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ島と名付けた島をﾌﾗﾝｽ領宣言
1742年11月26日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾞﾗｰﾌ･ｱﾚｸｾｲ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾍﾞｽﾄｩｼﾞｪﾌ･ﾘｭｰﾐﾝ｣(17440726まで副
  首相~17580226)
1742年12月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｴﾝｿﾝ海軍中将の率いるｲｷﾞﾘｽ艦,ﾊﾟｲﾀ港を占拠
1742年12月12日-09:00|日本|奈良県奈良市|寛保2年11月16日|<交替>大和柳生藩1万石｢柳生俊平｣隠居⇒養子｢柳
  生俊峯｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年8月29日､死去)
1742年12月17日-09:00|日本|兵庫県加東市|寛保2年11月21日|<移封>美作･河内国内1万石｢丹羽薫氏｣⇒播磨三草
  藩1万石(⇒宝暦7(1757)年5月22日､死去)
1742年12月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛保2年11月25日|京都大火､｢京都寛保の大火｣､芝居小屋､茶店残ら
  ず焼失
1742年12月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ3
  世ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1742年12月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾕｰﾘﾋ=ｸﾚｰﾌｪ=ﾍﾞﾙｸ連合公･ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ﾉｲﾌﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣
  兼ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ｶｰﾙ4世ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣(⇒17771230､ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯位と統合)(~17990216死去)
1742年12月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<退位>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ=ｽﾞﾙﾂﾊﾞｯﾊ公｢ｶｰﾙ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣(⇒ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯､ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯)
1743年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Nathaniel Steinmetz｣(~1748年)
1743年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｾﾗﾝｺﾞｰﾙ王｢ﾗｼﾞｬ･ﾙﾑ･ﾋﾞﾝ･ﾀﾞｲﾝ･ﾁｪﾗｸ｣建国(~1766年)
1743年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Adikara4世｣(~1750年)
1743年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾀﾗｰﾑ王国ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ2世が王都ｶﾙﾀｽﾗを捨て､ｿﾛ村に王居を設け､｢ｽﾗｶﾙﾀ･ｱﾃﾞｨﾆﾝｸﾞﾗｯﾄ
  ｣と命名して歴代の首都にした/以来ｿﾛは｢ｽﾗｶﾙﾀ｣とも呼ばれる
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｷｼｭﾏ｣(~1751年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾄﾞﾏﾅｳﾞｧﾃﾞｰｳﾞｧ｣(~不明)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｶﾞﾚﾇｽ･ﾒﾙｾﾝ｣(~1747年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾍﾞｲ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾌﾀｹﾙ･ﾇｰﾙ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾑﾐﾝ･ｶｰﾝ2世｣(~1783年没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾﾗｲｹﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾋﾞﾗﾑ･ｼﾝ｣(~1818年没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾝﾀ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ｳﾞｨｸﾗﾑﾃﾞｵｼﾞ｣(~同年)⇒｢ｶﾗﾝｼﾑｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗﾀﾝｼﾑｼﾞ･ｶﾗﾝ
  ｼﾑｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｱﾊﾞｲｼﾑｼﾞｰ･ｶﾗﾝｼﾑｼﾞｰ｣(~1795年没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ｣建国(~1762年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨｷﾞﾘｱ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾅｰﾄ･ﾁｬﾑﾊﾟﾃｨ･ｼﾝ｣(~不明)⇒｢ｼﾞｬﾄﾞｩﾏﾆ･ﾗｲ･ｼﾝ｣(~1793年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞﾝﾅｰﾄ･ﾊﾞﾗﾏﾗﾊﾞﾗ｣(~1745年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ﾗｸﾞｼﾞ1世｣建国(~17550214没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌﾞｰﾌﾟ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1778年没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾞﾅﾀﾞﾙ･ﾏﾝｸﾞﾗｼﾞ｣(~1748年)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾗﾝﾌﾟﾙ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｶｰﾝ｣(~1768年没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｶｲﾑ･ｶｰﾝ｣(~17481122没)
1743年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾄﾗﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1773年没)
1743年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｼｬｯｷは地元の反乱軍に占領される(~1746年)
1743年-04:00|ｵﾏｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ﾏｽｶｯﾄとｿﾊｰﾙはﾍﾟﾙｼｬに占領された(~1749年)
1743年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾙﾝﾀﾞ1世｣(~1755年頃)
1743年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾄﾞ･ﾚｺﾞ･ﾊﾞﾚｯﾄ･
  ﾀﾞ･ｶﾞﾏ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣(~1746年)
1743年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||ｱｽｱﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙｱｽﾞﾑがﾀﾞﾏｽｸｽ総督に就任
1743年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ﾄﾞ･ﾒﾘﾆｰ｣(~1744年3月)
1743年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾔﾋﾔ･ﾊﾟｼｬ｣(~1746年)
1743年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂでｻﾝｽｰｼｰ宮殿が完成
1743年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの数学者ﾀﾞﾗﾝﾍﾞｰﾙが｢動力学論｣を刊
1743年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｽｰﾚｰ･ﾅｼﾞ｣(1回目~1747年頃)
1743年 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞ島副司令官｢Peter Simmons｣(~1778年)
1743年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督･大統領｢ﾃﾞｨｵﾆｼｵ･ﾃﾞ･ｱﾙﾁｪﾄﾞ･ｳｶﾞﾙﾃ･ｲ･ｴﾚｰﾗ｣(~1749年)
1743年 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||副王軍,ｷﾐﾘを攻略するが,ｱﾀﾜﾙﾊﾟは戦闘の末再度奪取に成功.副王軍守備隊96人
  は全員斬殺
1743年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第2代総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾃｨｰｳﾞﾝｽ｣(~1751年)
1743年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌｽﾄ･ﾎﾞﾈｵ･ｲ･ﾓﾗﾚｽ｣(~1744年)
1743年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Joaquin Codallos｣(~1749年)
1743年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾘｺﾞｰ｣(~1753年)
1743年1月3日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月28日|<就任>ﾛｼｱ領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾖﾊﾝ･ﾊﾞﾙﾀｻﾞｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｶﾝﾍﾟﾝﾊｳｾﾞﾝ｣
  (~同年)
1743年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｶﾍﾟﾙ｣
1743年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾝ･ｶﾍﾟﾙ｣(~17990304死去)
1743年1月26日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|寛保3年|下村彦右衛門正啓､江戸日本橋大伝馬町3丁目に｢大丸屋｣江
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  戸店開業
1743年1月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣(宰相)｢ｱﾝﾄﾞﾚ=ｴﾙｷｭｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾙｰﾘｰ枢機卿｣ﾌﾗﾝｽの聖職者
  (1653~､89歳)
1743年1月30日-09:00|日本|東京都|寛保3年1月5日|<死去>生島新五郎(73)元歌舞伎役者､前年赦免で江戸に帰っ
  たばかり
1743年2月6日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾅﾗｱﾊﾟﾔ｣(~17611028)
1743年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1743年2月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｴﾌｨﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17631119死去)
1743年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢Sir ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ｣
1743年2月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾘｯﾁﾌｨｰﾙﾄﾞ伯｢Sir ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘｰ｣(~17720917死去)
1743年2月17日-09:00|日本|  ||寛保3年1月23日|<死去>初代江戸半太夫(不明)浄瑠璃太夫
1743年2月19日-09:00|日本|青森県弘前市|寛保3年1月25日|<死去>津軽政たけ(77歳)前陸奥黒石領主
1743年2月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲｵﾆｱ海で地震(M6.9～7.3)ｲﾀﾘｱで180人死亡
1743年2月24日-09:00|日本|兵庫県明石市|寛保3年2月|<交替>播磨明石藩6万石｢松平直常｣隠居⇒長男｢松平直純
  ｣が継ぐ(⇒明和元(1764)年3月20日､死去)
1743年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･2代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1743年3月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･3代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~17580117死去)
1743年3月10日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ｶｰﾙ･ﾖｰｾﾞﾌ･ﾊﾞｯﾁｬｰﾆ｣(~17560315)
1743年3月14日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛保3年2月19日|<死去>榊原政岑(31歳)元播磨姫路藩主
1743年3月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ｶｰﾙ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ｹｰﾆﾋｾﾞｯｸ･ｴﾙﾌﾟｽ｣(~17440
  108)
1743年3月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾄﾞﾝｶｽﾀｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺｯﾄ｣2代ﾊﾞｸﾙｰ公(~17510422死去)
1743年3月24日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|寛保3年2月29日|<死去>内田正偏(51歳)元下野鹿沼藩主
1743年3月25日-09:00|日本|徳島県|寛保3年2月30日|<死去>蜂須賀宗英(60歳)前阿波徳島藩主
1743年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1743年3月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~17460310死去)
1743年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧﾌﾞﾘﾆ｣
1743年4月3日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾗ･ﾌﾞﾊﾟﾙ･ｼｬｰ｣
1743年4月3日-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｺﾞﾙｶ･ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾘﾄｳﾞｨ･ﾅﾗﾔﾅ･ｼｬｰ｣(⇒17680925ﾈﾊﾟｰﾙ国王~17750111没)
1743年4月17日-09:00|日本|新潟県五泉市|寛保3年3月23日|<死去>堀直為(46歳)前越後村松藩主
1743年4月30日 05:00|日本|大分県大分市|寛保3年4月7日|<豊後府内寛保3年の大火>昼未の上刻(14時ごろ)､下
  柳町の市兵衛宅から出火,次々と延焼し城内の浄安寺へも炎が迫った/侍屋敷へも飛び火してたちまち燃え上
  がり､また今ひとつの飛び火が城内へ侵入し東の丸から本丸天守へと延び酉の中刻(19時ごろ)には焼け落とし
  てしまった/城内も侍屋敷も町家もほぼ同時刻に出火したが､幸にも一人の犠牲者も出さなかった/三の曲輪の
  ほか塩九升町も残らず焼けた/被害は本丸書院､天守､北大門､冠木門､二重櫓など城中の主だった建物が焼け､
  侍屋敷69軒.寺院は浄安寺､福寿院の2か所､塔頭2か寺.町家は42丁､1079軒､土蔵37か所が全焼/3人死
1743年5月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ･ﾑｽﾀﾃﾞｨ｣
1743年5月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<復位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(4回目~1747年7月廃位)
1743年5月2日-09:00|日本|福井県大野市|寛保3年4月9日|<交替>越前大野藩4万石｢土井利知｣隠居⇒長男｢土井利
  寛｣が継ぐ(⇒延享3年8月16日(17460930)､死去)
1743年5月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾕﾘｳｽ･ｳﾞｧﾚﾝﾃｨﾝ･ｽﾀｲﾝ･ｳﾞｧﾝ･ｺﾞﾚﾈｯｾ｣(~1751050
  6)
1743年5月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾏﾘｴ･ﾃﾚｼﾞｴ｣(~17801129死去)ｵｰｽﾄﾘｱ大公､ﾊﾝｶﾞﾘｰ女王
1743年5月13日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|寛保3年4月20日|<死去>京極高通(53歳)前讃岐多度津藩主
1743年5月26日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｸﾞﾛﾌﾞ･ﾄﾞﾙﾌ｣(~17440203)
1743年5月26日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|寛保3年閏4月3日|<交替>石見津和野藩43468石｢亀井茲延｣隠
  居⇒養子｢亀井茲胤｣が継ぐ(⇒宝暦2(1752)年7月9日､死去)
1743年5月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Gustaaf Willem van Imhoff｣(~17501101
  死去)
1743年5月29日 05:00|日本|岐阜県|寛保3年閏4月6日|<岐阜寛保3年の大火>14時ごろ､今泉村の七軒町から出火
  した炎は各所に延焼し､翌朝6時ごろまで燃え続けた/全焼を免れたのは上今町北ﾉ端､今町上ﾉ切､同中ﾉ切､同下
  ﾉ切など10町だけで､岐阜の上､中､下竹屋町､上､中､下矢島町､蜂屋横町､女郎屋横町など36町､今泉村の4町､忠
  節村1町が全焼し､半焼で終わったのは米屋横町､東鑷屋横町､加和屋町と､つごう町家1513軒､土蔵70棟､寺院7
  か所が全焼し､消火のため14軒が破壊された/死亡者は1人
1743年5月31日-09:00|日本|千葉県成田市|寛保3年閏4月8日|<死去>井上政鄰(51歳)前下総高岡藩主
1743年5月31日-09:00|日本|北海道|寛保3年閏4月8日|<死去>蝦夷松前藩1万石｢松前邦広｣(39歳)⇒8月16日､長男
  ｢松前資広｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年3月19日､死去)
1743年6月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Gilbert Guillouet｣(3期目~1751.6)
1743年6月1日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||ｵｰﾗﾝﾄﾞ諸島を(ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ全土とともに)ﾛｼｱが占領(~16日)
1743年6月8日-09:00|日本|東京都|寛保3年閏4月16日|幕府が､火事装束の華美を禁止
1743年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ･ｳﾞｪﾅﾌﾞﾙｽﾞ=ﾊﾞｰﾃｨ｣
1743年6月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ｳｨﾗﾋﾞｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣(~17600610死去)
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1743年6月19日-09:00|日本|東京都|寛保3年閏4月27日|幕府が女子の櫛笄類の華美を禁止
1743年6月20日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｽﾙﾀｰﾝ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾙｼﾄﾞ｣
1743年6月22日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Johan Heyliger Pzn.｣(~17521121､死
  去)
1743年6月27日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦6月16日|ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争で､ｲｷﾞﾘｽを中心とするｵｰｽﾄﾘｱ連
  合軍が､ﾃﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝでﾌﾗﾝｽ軍を破る
1743年6月28日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Matias de Abadia｣
1743年6月28日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Domingo Perez de Nanclares｣(~10.
  29)
1743年6月30日-09:00|日本|広島県広島市|寛保3年5月9日|長雨･洪水,広島領の田畑損毛1万9040石余,流失全壊
  家屋560軒,死者9人
1743年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国がﾏｰﾙﾜ地方を正式にﾏﾗｰﾀｰ王国に割譲
1743年7月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国首相｢ｳｨﾙﾐﾝﾄﾝ伯ｽﾍﾟﾝｻｰ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1743年7月3日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~17440228)
1743年7月3日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾏﾇｴﾙ･ﾙﾋﾞｵ･ﾃﾞ･ｱﾚﾊﾞﾛ
  ･ｲ･ﾏﾙﾃｨﾝ｣(1回目~17450322)
1743年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ｼﾞｮｽﾘﾝ･ｼﾄﾞﾆｰ｣
1743年7月20日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲｵｱﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(~1747年5月)
1743年7月21日-09:00|日本|東京都|寛保3年6月1日|幕府が,諸藩の留守居役が料亭で酒宴･遊興することを禁じ
  る
1743年7月21日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|寛保3年6月1日|<死去>陸奥三春藩5万石｢秋田頼季｣(48歳)⇒7
  月22日､長男｢秋田治季(延季)｣が継ぐ(⇒宝暦元(1751)年9月23日､隠居)
1743年7月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣
1743年7月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｼｭﾙｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯･ｳｫｰﾀｰｳｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾙﾎﾞｯﾄ｣先代の甥(~17870722死去
  )
1743年7月22日-09:00|日本|  ||寛保3年6月2日|<死去>絵師陶工･尾形乾山/81歳(誕生:寛文3(1663))
1743年7月22日-09:00|日本|  ||寛保3年6月2日|<死去>尾形乾山(81歳)陶工､絵師
1743年7月24日-09:00|日本|大阪府松原市|寛保3年6月4日|<死去>河内丹南藩1万石｢高木正恒｣(30歳)⇒7月25日､
  長男｢高木正弼｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年9月27日､40歳で死去)
1743年7月27日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｶﾞﾙｼｱ4世｣(~1752
  0331没)
1743年8月18日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦8月6日|ｵｰﾎﾞでﾛｼｱとｽｳｪｰﾃﾞﾝの間の条約が成立し､1741年
  以来の戦争が終結
1743年8月20日-09:00|日本|新潟県佐渡市|寛保3年7月|佐渡奉行所,鶴子銀･銅山の官営を停止/休山とする
1743年8月26日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Ibrahim Agha｣(2期目~10.14)
1743年8月27日-09:00|日本|茨城県常陸太田市|寛保3年7月8日|<死去>中山信昌(45歳)常陸太田藩主､水戸藩家老
  ⇒三男の政信が継いだ
1743年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1743/8/27|<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国第3代首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ｣ﾎｲｯｸﾞ党(~
  17540306死去)
1743年9月9日-09:00|日本|福島県福島市|寛保3年7月21日|<死去>陸奥福島藩3万石｢板倉勝里｣(38歳)⇒長男｢板
  倉勝承｣が継ぐ(⇒明和2年3月26日(17650515)､死去)
1743年9月13日-09:00|日本|宮城県仙台市|寛保3年7月25日|<交替>陸奥仙台藩62万石｢伊達吉村｣隠居⇒四男｢伊
  達宗村｣が継ぐ(⇒宝暦6年5月24日(17560621)､39歳で死去)
1743年9月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾜﾅｶﾞﾙ国統治者(ｼﾞｬﾑ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾗｶｼﾞ3世･ﾀﾏﾁ｣(~17671102没)､摂政｢ﾒﾙ･ｶﾜｽ
  ｣(1回目~17671102)
1743年9月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ｲｼｭﾜﾘ･ｼﾝ｣(~17501225没)
1743年9月27日-09:00|日本|愛知県犬山市|寛保3年8月10日|<死去>成瀬正幸(64歳)前尾張犬山藩主､尾張藩家老
1743年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘｷﾞ｣
1743年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱｰｶﾞｲﾙ公･初代ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公｢ｼﾞｮﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣ｸﾞﾘﾆｯｼﾞ公廃絶
1743年10月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱｰｶﾞｲﾙ公｢ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~17610415死去)
1743年10月10日-09:00|日本|  ||寛保3年8月23日|<死去>沢露川(83歳)俳人
1743年10月14日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢As'ad Pasha al-Azem｣(~17570121)
1743年10月17日-08:00|中国|  ||清･乾隆8年9月|清の顧琮が限田法の施行を許可される
1743年10月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ15世とｽﾍﾟｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟ5世がﾌｫﾝﾃﾝﾌﾞﾛｰ軍事条約を結ぶ/ｵｰｽﾄﾘｱ
  継承戦争でのﾌﾞﾙﾎﾞﾝ家の結束を確認
1743年10月29日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan Jose Colomo｣(~17500811死去)
1743年10月29日-09:00|日本|大分県佐伯市|寛保3年9月13日|<死去>毛利高慶(69歳)前豊後佐伯藩主
1743年11月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ2世はｼﾞｬﾜ東北海岸地方をすべてｵﾗﾝﾀﾞに譲り渡した
1743年11月8日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾍﾟｰﾀｰ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾍﾞｯｸ｣(~1
  753年7月)
1743年11月8日-09:00|日本|  ||寛保3年9月23日|幕府が潰銀の私売買を禁止
1743年11月8日 05:00|日本|秋田県能代市|寛保3年9月23日|<出羽能代寛保の大火>子の刻(午前0時ごろ)､清助町
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  の山嘉兵衛の家から出火､瞬く間に町々に延焼/藩の能代奉行所関係の建物も多く焼けた/焼失したもの､在府
  屋(奉行所)､御札場(通貨を藩札に両替する所)､御米蔵､御休所､御細工小屋｡町家は本家1245軒､借家257軒､合
  計1502軒焼失/そのほか土蔵67棟､穴蔵68か所､板蔵(造)物置41棟が焼失/寺10か所､神社2か所も焼けた/貯蔵し
  ていた秋田杉の角材約700本､同丸太約1900本なども焼失
1743年11月21日-09:00|日本|山口県|寛保3年10月6日|長州藩領内で風雨･洪水で13万石余が被害､家屋3484戸が
  倒壊
1743年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ=ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾍﾞﾙｼﾞｭ｣
1743年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ﾃﾞｭﾗｽ伯爵､ﾃﾞﾙﾀﾞｰﾚﾝ男爵ｼﾞｬﾝ=ﾙｲ･ﾋﾔｼﾝﾄ･ﾄﾞ･ｵｲｴﾝﾌﾞﾙｯｼ
  ﾞｭ｣(~17440310)
1743年12月11日-09:00|日本|東京都|寛保3年10月26日|幕府､治安維持のため覆面の着用を禁止
1743年12月13日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Didier de Saint-Martin｣(1期目~17450508)
1743年12月13日-09:00|日本|福島県郡山市|寛保3年10月28日|<交替>陸奥守山藩2万石｢松平頼貞｣隠居⇒三男｢松
  平頼寛｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年10月28日､死去)
1743年12月15日-09:00|日本|大分県竹田市|寛保3年10月30日|<死去>豊後岡藩70440石｢中川久慶｣(36歳)⇒12月2
  1日､養子｢中川久貞｣が継ぐ(⇒寛政2年5月20日(17900702)､死去)
1743年12月16日-09:00|日本|  ||寛保3年11月上旬|彗星東壁に出現/光芒斜め､奎指にあり/二旬稍衰
1743年12月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｸﾞﾚﾝ｣(~17560601)
1743年12月20日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ2世ｷﾞﾚｲ｣(~17480518死去)
1743年12月23日-09:00|日本|  ||寛保3年11月8日|幕府が潰銀の私売買を禁止
1744年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Gerrard van Brandwijk van Blokland｣(~1748年
  )
1744年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾉﾏﾝ君主｢Sultan Anom4世 Khairuddin｣(~1797年)
1744年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾎﾞﾎｰﾙ島でﾀｺﾞﾎｲの反乱
1744年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ摂政｢ｼｪﾗﾌﾞ･ﾜﾝﾁｭｸ｣(~1763年)
1744年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾈﾝﾌｧｰ･ﾌﾟﾗﾏｯﾀ･ｼﾝ｣(~1751年没)
1744年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｲﾝﾄﾞﾗｼｬ･ﾏﾆｰｷﾔ2世｣(~1746年頃)
1744年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｶﾞｼﾞｼﾑｼﾞ2世ﾗｲｼﾑｼﾞ｣(~17820405没)
1744年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾑﾄﾞｩﾙｸﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾖｰｸﾞﾗｵ1世ﾊﾞｰﾍﾞ｣ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞから分離(~1777年)
1744年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾀｼｭｹﾝﾄはｺｶﾝﾄﾞが占領(~1745年)
1744年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ｵﾏｰﾝ(ｱﾙｻｲｰﾄﾞ朝)ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ･ｱﾙﾌﾞｻｲﾃﾞｨ｣ｵﾏｰﾝからﾍﾟﾙｼｬ人を駆逐
1744年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾋﾞﾗﾗﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾑﾔｰﾙ｣(第2治世~1749年死去)
1744年-03:00|ｹﾆｱ/ｵﾏｰﾝ|  |||ﾓﾝﾊﾟｻがｵﾏｰﾝからの独立を宣言
1744年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sehla Ahmed Pasha｣(1期目~1745.4)
1744年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich1世｣
1744年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑﾊﾞﾗｸ｣(2回目~1759年)
1744年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾘｱ･ｱﾝﾅ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣(~17441216死去)
1744年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾚｼﾆﾂｧ公｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｴﾙﾄﾞﾏﾝ｣(~1792年)
1744年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾒﾙﾄ司令官｢ﾖﾊﾝ･ﾖｾﾞﾌ男爵ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾇｰﾄ｣(~17631130没)
1744年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ﾀﾞﾎﾒ王国ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ総督｢ﾃﾞﾃﾞﾚ｣(~1765年)
1744年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍｼﾓｸﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17451006)
1744年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｼｭﾗｲﾂ伯｢Heinrich12世｣(~1784年死去)
1744年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<昇格>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ伯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｴﾙﾝｽﾄ1世｣⇒ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ･ｳﾝ
  ﾄ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯(~1754年)
1744年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Francisco Luis da Conceicao｣(~同年死去
  )⇒代理｢Francisco de Alvaro Brandao｣(~1745年)
1744年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾞｱｿ統治者(ﾌｧﾝｶﾏﾗ)｢ﾃﾞﾝﾊﾞ･ｼｰｶﾞ･ｼﾞｬｰﾛ｣(~1796年)
1744年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<設立>ﾌﾗﾝｽのｱﾉﾏﾌﾞのｱﾅﾏﾎﾞｴ砦(1753年8月にｲｷﾞﾘｽ軍が占領､ｳｨﾘｱﾑ砦と改名)
1744年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Jacques Greaux, Jr.｣
1744年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ司令官｢ﾏﾙﾀﾝ｣(~同年没)
1744年 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢Francis Jones｣(~1747年)
1744年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles de Tubieres de Pastel de Levoy de Grim
  oire｣(~1750年死去)
1744年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官代理｢Veret｣(~1746年)
1744年 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<制定>ﾌﾗﾝｽ植民地ｻﾝﾄ･ﾙｰｼｰ
1744年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ｲｼﾄﾞﾛ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･
  ﾋﾞﾊﾞﾙ｣(~1751年)
1744年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾗﾘｵｽ｣(~1748年)
1744年1月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾃﾞｨｵﾆﾂｨｵ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ﾃﾞ･ｱﾌﾞﾚｳ｣(~1747年)
1744年1月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ﾏﾘｱ･ｱﾝﾅ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｷﾞﾝ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~12.16没)
1744年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1744年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｱﾊﾞｺｰﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~17891009死去)
1744年1月19日-09:00|日本|兵庫県三田市|寛保3年12月5日|<死去>摂津三田藩36000石｢九鬼隆由｣(26歳)⇒29日､
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  養子｢九鬼隆邑｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年11月14日､隠居)
1744年2月1日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾛﾚﾝﾂｫ･ﾃﾞ･ﾏﾘ｣(~17460201)
1744年2月3日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾖﾙｹﾞﾝ･ﾋﾞﾙｾﾝ｣(~17450311)
1744年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣
1744年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣(~17470516死去)
1744年2月11日-09:00|日本|  ||寛保3年12月28日|彗星再度明るく輝く/11月以来稍が西北､営室下星へ向かい､
  近営室下星で切れる
1744年2月14日-09:00|日本|福島県いわき市|寛保4年|<創業>鉱泉旅館藤屋(玉山温泉)
1744年2月14日-09:00|日本|東京都中央区|寛保4年1月|<初演>｢百千鳥娘道成寺｣初代瀬川菊之丞,江戸中村座
1744年2月23日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｼｪﾜ支配君主｢ｱﾑﾊ･ｲﾔｻｽ･ｹﾀﾞﾐ･ｶﾙ｣(~17750206没)
1744年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:ﾄｩｰﾛﾝの海戦>(22日~)ﾄﾏｽ･ﾏｼｭｰｽﾞ指揮下のｲｷﾞﾘ
  ｽ戦列艦30隻が､ﾌﾗﾝｽ･ｽﾍﾟｲﾝ連合艦隊27隻の後衛を成すｽﾍﾟｲﾝ戦隊を攻撃.午後5時に両者は互いに離脱.翌日も
  互いに遠くから砲火を交わしたが､ｲｷﾞﾘｽ艦隊は痛手を被っており､さらにﾌﾗﾝｽ艦がｽﾍﾟｲﾝ艦隊の支援に近づい
  てきたため､ｲｷﾞﾘｽ側は撤退
1744年3月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾗｲﾝﾊﾙﾄ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾅｲﾍﾟﾙｸ｣(5回
  目~1753年)
1744年3月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｺｶ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾗｸﾞｰﾌﾟ･ﾊﾟｼｬ｣(~17480831､地元
  軍によって退却を余儀なくされた)
1744年3月3日-09:00|日本|東京都|寛保4年1月19日|幕府が偽虚無僧の取り締まり令を出す
1744年3月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ大司教｢ﾊﾞｳﾞｨｴｰﾙ公爵ｼﾞｬﾝ11世ﾃｵﾄﾞｰﾙ｣(~17630127没)
1744年3月11日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣(~17470314)
1744年3月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾐｭｴﾙ･ﾍﾞｲｶｰがｵｰｸｼｮﾝﾊｳｽ｢ｻｻﾞﾋﾞｰｽﾞ｣設立(ﾛﾝﾄﾞﾝ)
1744年3月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦3月4日|ﾌﾗﾝｽがｲｷﾞﾘｽに宣戦布告し､ｲｷﾞﾘｽが全面的にｵｰｽﾄﾘ
  ｱ継承戦争に参戦することになる
1744年3月18日-09:00|日本|岩手県北上市|寛保4年2月5日|陸奥国黒沢尻通で､南部藩の新田開発反対の一揆が起
  こる
1744年3月25日-01:00|赤道ｷﾞﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾝﾉﾎﾞﾝ島をﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王が所有
1744年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1744年4月1日-09:00|日本|  ||寛保4年2月19日|<死去>太田巴静(67歳)俳人
1744年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||世界初のｺﾞﾙﾌｵｰﾌﾟﾝ競技会がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞで開催
1744年4月3日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Christian von Schweder
  ｣(~17470425)
1744年4月3日-09:00|日本|  ||延享1年2月21日|｢延享｣に改元
1744年4月8日-09:00|日本|埼玉県川越市|延享1年2月26日|<死去>秋元喬求(29歳)前武蔵川越藩主
1744年4月12日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾄﾞﾘｰ/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛ
  ﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17450831)
1744年4月13日-09:00|日本|岡山県高梁市|延享1年3月1日|<移封>伊勢亀山藩5万石｢板倉勝澄｣⇒備中松山藩5万
  石(⇒寛延4(1751)年9月23日､隠居)
1744年4月13日-09:00|日本|三重県亀山市|延享1年3月1日|<移封>備中松山藩6万石｢石川総慶｣⇒伊勢亀山藩6万
  石(⇒明和元(1764)年6月30日､死去)
1744年4月16日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ暫定総督｢Poul Jensen Lindemark｣(~174705
  15死去)
1744年4月21日 05:00|日本|福島県会津若松市|延享1年3月9日|会津実成寺焼失
1744年5月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｸｯｸ｣(~17590420死去)
1744年5月9日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Charles de Tubieres de Grimoard de Pest
  el de Levis｣(~17500512死去)
1744年5月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢奴隷の娘｣》
1744年5月14日 05:00|日本|広島県広島市南区|延享1年4月3日|広島稲荷町出火,土手町全焼
1744年5月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの両軍がｲﾝﾄﾞでも戦争に突入
1744年5月21日-09:00|日本|茨城県筑西市|延享1年4月10日|<死去>石川総陽(52歳)前常陸下館藩主
1744年5月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Charles Edzard｣
1744年5月29日-09:00|日本|静岡県浜松市|延享1年4月18日|<死去>遠江浜松藩7万石(老中)｢松平信祝｣(62歳)⇒6
  月4日､長男｢松平信復｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年10月15日､三河吉田藩7万石に移封)
1744年5月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1744/5/19|<死去>ｲｷﾞﾘｽの詩人で風刺作家ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ﾎﾟｰﾌﾟ/56歳(誕
  生16880521)
1744年6月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose Masones de Lima y Sotomayo
  r｣(~1745.9死去)
1744年6月1日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Patrick Lindsay｣(~1751年)
1744年6月2日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｵﾙﾀﾞﾆｰ島知事｢John Le Mesurier2世｣(~17930312
  死去)
1744年6月8日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ司令官｢ﾆｺﾗ･ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾃﾞ･ﾒﾘｴ･ﾄﾞ･ﾛﾝｼﾞｭｳﾞｨﾙ(1回目
  ~17530311)
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1744年6月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享1年5月1日|<就任>大坂城代｢堀田正亮｣(⇒延享2(1745)年11月13
  日)
1744年6月11日-09:00|日本|東京都千代田区|延享1年5月1日|<就任>老中｢酒井忠恭｣(~寛永2年1月15日)
1744年6月20日-09:00|日本|兵庫県明石市|延享1年5月10日|<死去>松平直常(66歳)前播磨明石藩主
1744年6月29日-09:00|日本|  ||延享1年5月19日|<死去>河村若元(77歳)画家
1744年7月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾍﾃｨ王｢ｴﾚｸﾚ2世｣(~17620119)
1744年7月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||即位>ｶﾙﾄﾘ王｢ﾃｲﾑﾗｽﾞ2世｣(~17620119没)
1744年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾊｲ･ｲｵｱﾝ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾂｧ｣
1744年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(4回目~1748年4月)
1744年7月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾝﾜﾙﾃﾞｨﾝ･ｶｰﾝ｣(~17490803没)
1744年7月5日-09:00|日本|青森県弘前市|延享1年5月25日|<死去>陸奥弘前藩46000石｢津軽信著｣(26歳)病死⇒8
  月2日､長男｢津軽信寧｣が継ぐ(⇒天明4年閏1月2日(17840222)死去)
1744年7月5日-09:00|日本|福岡県柳川市|延享1年5月25日|<死去>筑後柳河藩104200石｢立花貞俶｣糖尿病とその
  合併症のため(47歳)⇒次男｢立花貞則｣が継ぐ(⇒延享3年7月17日(17460902)謎の暴漢集団に豊前国大里浜にて
  襲撃され死去)
1744年7月28日-09:00|日本|  ||延享1年6月19日|幕府が江戸七軒飛脚問屋の請願により継早飛脚の廃止を命じ
  る
1744年8月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾃﾞﾙ･ﾄﾞｩｲﾝ男爵ﾌｨﾘｯﾌﾟｽ･ｳｨﾚﾑ｣(~1746年6月)
1744年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･初代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ侯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣
1744年8月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｼｬﾝﾄﾞｽ公･2代ｶｰﾅｰｳﾞｫﾝ候｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌﾞﾘｯｼﾞｽﾞ｣先代の息子(~17711128死
  去)
1744年8月10日-09:00|日本|三重県桑名市|延享1年7月3日|<死去>増山正任(66歳)前伊勢長島藩主
1744年8月13日-09:00|日本|静岡県掛川市|延享1年7月6日|<死去>遠江掛川藩6万石｢小笠原長庸｣(23歳)⇒長男｢
  小笠原長恭｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年9月25日､陸奥棚倉藩6万石に移封)
1744年8月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||第2次ｼｭﾚｼﾞｴﾝ戦争が始まる(～17451225:ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ条約)
1744年8月15日-09:00|日本|愛媛県西条市|延享1年7月8日|<死去>伊予小松藩1万石｢一柳頼邦｣(50歳)⇒三男｢一
  柳頼寿｣が継ぐ(⇒安永8(1779)年8月7日､隠居)
1744年8月24日-09:00|日本|佐賀県唐津市|延享1年7月17日|<死去>肥前唐津藩7万石｢土井利延｣(22歳)⇒弟｢土井
  利里｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年9月30日､下総古河藩に転封)
1744年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Hekimoglu Ali Pasha｣(2期目~同年)
1744年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱﾝﾄﾝ｣
1744年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ﾙｰﾄﾞﾙｼｭﾀｯﾄ侯｢John Frederick｣(~17670710死去)
1744年9月1日-09:00|日本|  ||延享1年7月25日|<死去>竹本播磨少掾(54歳)浄瑠璃太夫
1744年9月6日-09:00|日本|  ||延享1年7月30日|<死去>中川宗瑞(60歳)俳人
1744年9月9日-09:00|日本|福島県郡山市|延享1年8月3日|<死去>松平頼貞(81歳)前陸奥守山藩主
1744年9月16日-09:00|日本|香川県高松市|延享1年8月10日|高松城下周辺で高潮となる.東西の新開･四番丁通り
  まで潮入る.侍屋敷45軒大破,78軒小破,町屋3167軒潮入り,百姓屋817軒倒壊
1744年9月16日-09:00|日本|広島県|延享1年8月10日|風雨洪水.広島領の流失全壊996軒,死者9人
1744年9月16日-09:00|日本|福岡県福岡市|延享1年8月10日|<死去>黒田宣政(60歳)前筑前福岡藩主
1744年9月16日-09:00|日本|山口県|延享1年8月10日|長州藩領で風雨洪水.20人死亡､5080戸が倒壊
1744年9月17日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾊﾝｽ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾎﾞﾝｻｯｸ｣(~175
  40905)
1744年9月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱｽﾏﾙ伯爵､ｶｽﾃﾛ･ﾉｳﾞｫ侯爵､ｱﾛﾙﾅ侯爵ﾍﾟﾄﾞﾛ･
  ﾐｹﾞﾙ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｴ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~17500927)
1744年9月25日-09:00|日本|東京都港区|延享1年8月19日|江戸芝浦に津波/家屋多数倒壊,死者多数
1744年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1744年10月7日-09:00|日本|宮崎県日南市|延享1年9月2日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐之｣(18歳)⇒異母兄
  ｢伊東祐隆｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年8月18日､死去)
1744年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ女伯｢ｸﾞﾚｲｽ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣
1744年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰﾄﾚｯﾄ｣(~17630102死去)
1744年10月13日-09:00|日本|京都府宮津市|延享1年9月8日|<死去>丹後宮津藩48000石｢青山幸秀｣(49歳)⇒10月
  晦日､三男｢青山幸道｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年12月27日､美濃郡上藩48000石に移封)
1744年10月17日-09:00|日本|  ||延享1年9月12日|幕府が蔵米を担保とした御家人の借金帳消し令をだす
1744年10月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|延享1年9月12日|<死去>上野沼田藩35000石(老中)｢土岐頼稔｣(50歳)
  ⇒10月29日､長男｢土岐頼煕｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年3月25日､37歳で死去)
1744年10月17日-09:00|日本|佐賀県小城市|延享1年9月12日|<死去>肥前小城藩73000石｢鍋島直英｣(46歳)⇒次男
  ｢鍋島直員｣が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年5月､隠居)
1744年10月23日-09:00|日本|東京都千代田区|延享1年9月18日|<就任>老中｢酒井忠恭｣(~1749年1月15日)
1744年10月29日-09:00|日本|京都府|延享1年9月24日|<死去>石田梅巌(60歳)思想家､倫理学者/石門心学
1744年10月30日-09:00|日本|広島県広島市|延享1年9月25日|<死去>広島新田藩3万石｢浅野長賢｣(52歳)⇒11月19
  日､長男｢浅野長喬｣が継ぐ(⇒明和6年12月12日(17700108)､死去)
1744年11月1日-09:00|日本|広島県広島市|延享1年9月27日|<死去>土屋安親(75歳)装剣金工
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1744年11月17日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｱﾘｭﾚｯﾄﾞ･ﾎﾟｯﾌﾟﾙ｣
1744年11月20日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣(1期目~1
  7470623)
1744年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｾﾙｶｰｸ伯･ﾗｸﾞﾗﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1744年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｾﾙｶｰｸ伯｢ﾀﾞﾝﾊﾞｰ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣先代の弟の孫(~17990614死去)
1744年12月4日-09:00|日本|  ||延享1年11月|｢御触書寛保集成｣完成
1744年12月6日-09:00|日本|  ||延享1年11月3日|<死去>森田治良兵衛(不明)機業家､丹後縮緬の始祖
1744年12月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾘｱ･ｱﾝﾅ･ﾌｫﾝ･ｴｽﾀｰﾗｲﾋ｣
1744年12月16日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ｣(~1780
  0704死去)
1744年12月16日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ･ﾌﾟﾘﾝﾂ･ﾌｫﾝ･ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ･ｳﾝﾄ･ﾊﾞｰﾙ｣(1回目~1
  7460316)
1744年12月18日-09:00|日本|京都府南丹市|延享1年11月15日|<死去>丹波園部藩24000石｢小出英貞｣(61歳)⇒12
  月26日､長男｢小出英持｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年10月15日､62歳で死去)
1745年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝｶﾗﾝ君主｢Cakraningrat5世｣(~1770年)
1745年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝで修道会ｱｼｴﾝﾀﾞの土地収奪に抗議する農民反乱
1745年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｽﾘ･ｼﾞｬﾔｳﾞｨｼｭﾇﾏﾗ｣
1745年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾗｼﾞｬﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(~1758年10月没)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾗｶﾙ王国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ･ｸﾝﾋ･ｱﾑｻ2世｣(~1777年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｺﾞﾋﾟﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾅﾗﾔﾝ｣(~1757年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝﾅﾇｰﾙ国統治者(ｱﾘ･ﾗｼﾞｬ)｢ｸﾝﾋ･ｱﾑｻ2世ｱﾃﾞｨｰ｣(~1777年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ1世｣(1回目~1757年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ﾊﾞﾙﾗﾑ･ﾅｰﾄ･ｼｬｰ｣(~1748年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾝｶﾅﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝｼﾝ･ﾄﾘﾛﾁｬﾝ･ﾏﾋﾝﾄﾞﾗ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ｣(~1785年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾑﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾀﾞｻｰﾙ･ﾃﾞﾌﾞ｣(~1779年)
1745年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱﾌﾞ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1748年)
1745年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾙﾃｨｽﾀﾝ国王｢ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾗﾄﾞ2世｣(~1780年)
1745年-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ﾙｲ･ﾛｰﾗﾝ･ﾃﾞｭﾘｭｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾋﾞｭｯｼｰ｣(~1746年)
1745年-04:00|ﾛｼｱ/ｲﾗﾝ|  |||ﾀﾙｷは再びﾍﾟﾙｼｬの宗主権下(~1747年)
1745年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||ｱﾙﾜｯﾊｰﾌﾞがｻｳｰﾄﾞ家に身を寄せ第1次ﾜｯﾊｰﾌﾞ王国が成立
1745年-02:00|ｴｽﾜﾃｨﾆ|  |||<即位>ｽﾜｼﾞﾗﾝﾄﾞ国王｢ﾇｸﾞﾜﾈ3世｣(~1780年)
1745年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Eleonora｣
1745年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Juan Antonio Tineo y Fuertes｣(~同年)⇒総督｢Juan Jo
  se de Palafox y Centurion｣(~1746年)
1745年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾋﾟｵﾝﾋﾞｰﾉ公｢Gaetano｣(~1777年)
1745年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂの物理学者ｸﾗｲｽﾄが蓄電用のﾗｲﾃﾞﾝ瓶を発明
1745年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~1747年)
1745年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢Robert Carpenter｣
1745年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｼﾓﾝｽﾞ｣(~1756年)
1745年 04:00|ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ｾﾝﾄﾋﾞﾝｾﾝﾄ司令官｢ﾌﾟﾚｳﾞｫｽﾄ｣(~1761年)
1745年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾙｲｽ･ﾏﾁｬﾄﾞ｣(~1746年)
1745年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾊﾟﾗｼｵｽ ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｾﾚｽ･ｲ･ﾓﾘﾈｰﾄﾞ｣
1745年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<死去>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Tau niua｣
1745年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾎﾟﾗﾎﾟﾗ統治者｢Te ari`i maeva rua1世｣(~1778年死去)
1745年1月3日-09:00|日本|  ||延享1年12月|幕府､米売買取り締まりのため米吟味所を開設
1745年1月8日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱ側4国が､ﾜﾙｼｬﾜでﾌﾟﾛｲｾﾝの分割を協定
1745年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公｢ｽｸﾛｰﾌﾟ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣
1745年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公｢ｼﾞｮﾝ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~17480226死去)
1745年1月13日-09:00|日本|新潟県上越市|延享1年12月11日|<死去>越後高田藩15万石｢榊原政純｣病死⇒弟｢榊原
  政永｣が継ぐ(⇒寛政元(1789)年5月10日､隠居)
1745年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ｶｰﾙ1世ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ｣兼ﾄﾞｲﾂ王
  ｢ｶｰﾙ7世｣47歳(誕生16970806)
1745年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>神聖ﾛｰﾏ帝国牧師｢ﾊﾞｲｴﾙﾝ公ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ3世ﾖｰｾﾞﾌ/ｻﾞｸｾﾝのﾊﾟﾗﾃｨｰﾉ伯爵､ｻﾞｸｾ
  ﾝ公ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世(2回目)｣(~9.13)
1745年1月20日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾞｲｴﾙﾝ選帝侯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ3世ﾖｰｾﾞﾌ｣ｶｰﾙ1世ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄの息子(~177712
  30)
1745年1月22日-09:00|日本|富山県富山市|延享1年12月20日|<死去>越中富山藩10万石｢前田利隆｣(55歳)⇒翌年2
  月13日､長男｢前田利幸｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年9月4日､死去)
1745年1月30日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆9年12月28日|朝鮮で｢続大典｣完成
1745年2月1日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|延享2年|いとう呉服店が京都室町姉小路に仕入店を開設
1745年2月1日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延享2年|<加増>下総国佐倉藩6万石｢松平乗邑｣+1万石⇒7万石(⇒10月1
  0日､加増分の1万石減封隠居)



1760迄(2926件)

1745年2月1日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|延享2年|<加増>伊勢神戸藩1万石｢本多忠統｣+5000石⇒15000石(⇒寛延
  3(1750)年11月19日､隠居)
1745年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ=ｽｷｭｰﾀﾞﾓｱ｣
1745年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の弟(~17561028死去)
1745年3月2日-09:00|日本|広島県府中市|延享2年1月30日|備後府中上市出火,町を全焼し出口村に延焼,焼失家
  屋1000軒余
1745年3月3日-09:00|日本|福井県|延享2年2月1日|南条郡帰村で雪崩,死者14人
1745年3月7日-09:00|日本|東京都江東区|延享2年2月5日|亀戸天満宮全焼
1745年3月10日-09:00|日本|福井県大野市|延享2年2月8日|<死去>土井利知(72歳)前越前大野藩主
1745年3月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾄｰﾏｽ･ﾌﾞﾛｯｸ｣(~23日)
1745年3月14日-09:00|日本|東京都|延享2年2月12日|<江戸延享2年の大火｢六道火事｣>午の刻(午前12時ごろ)千
  駄ヶ谷の滝川播磨守下屋敷から出火,青山を全焼､桜田から麻布三軒家､本村から氷川社､善福寺門前町を全焼/
  その後､広尾から白金の寺や細川越中守の中屋敷も焼き尽くし､三田伊皿子から白金の瑞聖寺､猿町､二本榎､車
  町から高輪へと延焼､南品川までの武家屋敷､町家を焼き尽くし翌日鎮火/焼失した家は､武家屋敷､町家､寺院
  など合わせて2万8678軒､そのほか630軒を消火のため壊した/1323人が死亡したが､避難先の細川越中守中屋敷
  で236人､松平(伊達)陸奥守の下屋敷で398人が死亡
1745年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣
1745年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~17510331死去)
1745年3月18日-09:00|日本|香川県仲多度郡琴平町|延享2年2月16日|讃岐日量弟子日忠琴平に福成寺を創す
1745年3月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｿﾗﾝﾀﾞ侯爵ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾌｪﾘｯ
  ｸｽ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｵﾚﾘｬｰﾅ･ｲ･ﾗﾀﾞ｣(~17530922)
1745年3月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾖﾊﾝ･ﾜｲﾙﾀﾞｰ｣(~4.23)
1745年3月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1745年3月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾊﾞﾃﾞｨｰﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(~18010813死去)
1745年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｻﾞﾝﾋﾟｰﾆ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1745年4月2日-09:00|日本|  |||日食が起こる/最大で52%
1745年4月22日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ･ﾖｰｾﾞﾌ選帝侯が､ﾌｭｯｾﾝの和約を結んでｵｰｽﾄﾘｱに屈する
1745年4月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1745年4月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｳｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯(~17570321死去)
1745年4月23日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官代行｢ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊｯｹﾝﾊﾞｰｸﾞ｣(~1
  7460621)
1745年4月29日-09:00|日本|  ||延享2年3月28日|<死去>3代千宗守(53歳)茶人､武者小路千家家元
1745年5月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾘﾝﾌﾞﾙｸをﾌﾗﾝｽが占領(~17481018);ﾘﾝﾌﾞﾙｸをﾌﾗﾝｽが占領<就任>ﾌﾗﾝｽ軍ﾘﾝﾌﾞﾙｸ
  総督｢ﾓﾘｯﾂ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ｣(~17481018)
1745年5月11日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ/ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾙｲ15世が王太子とともにﾍﾞﾙｷﾞｰのﾌｫﾝﾄﾉﾜの戦いに
  出陣し､ｲｷﾞﾘｽ･ｵﾗﾝﾀﾞ連合軍に勝利を得る
1745年5月15日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Jean-Baptiste Azema｣(~10.31死去)
1745年5月19日-09:00|日本|  ||延享2年4月18日|<死去>関口黄山(28歳)書家
1745年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>初代ﾌﾞﾛｲ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ=ﾏﾘｰ｣
1745年5月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>第2代ﾌﾞﾛｲ公｢ｳﾞｨｸﾄﾙ=ﾌﾗﾝｿﾜ｣(~18040330死去)
1745年5月27日 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･Carpenter｣(1期目~1782
  年)
1745年6月4日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:ﾎｰｴﾝﾌﾘｰﾄﾍﾞﾙｸの戦い>ﾌﾟﾛｲｾﾝ軍がｵｰｽﾄﾘｱ連合軍に
  勝利
1745年6月4日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督代行｢ｵﾊﾞﾝﾄﾞ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾝﾄﾞ･ｿﾘｽ｣(~1746年3月)
1745年6月8日-09:00|日本|福島県二本松市|延享2年5月9日|<交替>陸奥二本松藩100700石｢丹羽高寛｣隠居⇒長男
  ｢丹羽高庸｣が継ぐ(⇒明和2年12月14日(17660124)､死去)
1745年6月11日-09:00|日本|  ||延享2年5月12日|<死去>理豊女王(74歳)後西天皇の皇女
1745年6月12日-09:00|日本|静岡県富士宮市|延享2年5月13日|日因､大石寺塔中東之坊を創す
1745年6月16日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1745/6/5|<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:ｼﾞｮｰｼﾞ王戦争>ﾆｭｰｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ軍
  がﾌﾗﾝｽ側ﾙｲﾌﾞｰﾙ要塞を攻略
1745年6月17日-09:00|日本|東京都|延享2年5月18日|幕府が各町書役に町内雑務を代行することを禁じる
1745年7月4日-09:00|日本|栃木県大田原市|延享2年6月5日|<死去>下野大田原藩11400石｢大田原扶清｣(57歳)⇒
  六男｢大田原友清｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年2月8日､隠居)
1745年7月10日-09:00|日本|  ||延享2年6月11日|<死去>初代伊佐幸琢(62歳)茶人
1745年7月11日-09:00|日本|石川県|延享2年6月12日|<死去>加賀藩102万5千石｢前田吉徳｣(56歳)⇒嫡男の｢前田
  宗辰｣が継ぐ(⇒翌年12月8日(17470118)､死去)
1745年7月11日-09:00|日本|愛媛県大洲市|延享2年6月12日|<死去>伊予大洲藩5万石｢加藤泰温｣(30歳)⇒養子｢加
  藤泰ﾐﾁ｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年2月1日､隠居)
1745年7月12日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｰ副王｢ｽｰﾍﾟﾙｳﾝﾀﾞ伯爵ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵﾏﾝｿ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ･ｲ･ｻﾝﾁｪｽ･ﾃﾞ･ｻﾏﾆ
  ｴｺﾞ｣(~17611012)
1745年7月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ｼﾞｬﾔﾊﾟﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17550725没)
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1745年7月28日-09:00|日本|福井県勝山市|延享2年6月29日|<死去>越前勝山藩22000石｢小笠原信胤｣(31歳)⇒養
  子｢小笠原信房｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年11月16日､隠居)
1745年8月4日-09:00|日本|  ||延享2年7月7日|<死去>狩野随川(54歳)狩野派の絵師
1745年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｼｬｰﾘｰ｣
1745年8月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17600505死去)
1745年8月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣
1745年8月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾋﾙﾄﾌﾞﾙｸﾊｳｾﾞﾝ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣(~17800923死去)1748年まで
  母のｶﾛﾘｰﾈ･ﾌｫﾝ･ｴﾙﾊﾞｯﾊ=ﾌｭﾙｽﾃﾅｳが摂政を務めた
1745年8月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享2年7月16日|<初演>並木千柳,三好松洛,竹田小出雲｢夏祭浪花鑑｣
  竹本座
1745年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾁｭｱｰﾄによる｢ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ｣復元反乱(~17460420)
1745年8月23日 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ｣(~1746年12月)
1745年8月23日-09:00|日本|茨城県結城市|延享2年7月26日|<死去>水野勝政(61歳)前下総結城藩主
1745年8月27日-08:00|中国|  ||清･乾隆10年8月|<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｶﾙﾀﾞﾝ･ﾂｪﾘﾝ｣ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部に内乱起こる
1745年8月27日-08:00|中国|  ||清･乾隆10年8月|<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾂｪﾜﾝ･ﾄﾞﾙｼﾞ･ﾅﾑｼﾞｬﾙ｣(~1750年)
1745年8月29日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝ･ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ教会再建と献堂
1745年8月31日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾁｪｽﾀｰﾌｨｰﾙﾄﾞ伯爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞｰﾏｰ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~1747
  0913)
1745年9月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Jose Masones de Lima y Sotomayo
  r｣
1745年9月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Luis Mayony y Salazar｣(~1746.8
  死去)
1745年9月3日-09:00|日本|愛知県田原市|延享2年8月8日|<交替>三河田原藩12000石｢三宅康徳｣隠居⇒長男｢三宅
  康高｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年8月28日､隠居)
1745年9月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｴﾙﾝｽﾄ2世｣
1745年9月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公｢ﾌﾗﾝﾂ･ﾖｼｱｽ｣ｻﾞｸｾﾝ=ｻﾞｰﾙﾌｪﾙﾄ公ﾖﾊﾝ･ｴﾙﾝｽﾄの息
  子(~17640916死去)
1745年9月9日-09:00|日本|山形県新庄市|延享2年8月14日|<死去>出羽新庄藩68200石｢戸沢正勝｣(27歳)⇒10月7
  日､弟｢戸沢正諶｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年9月20日､死去)
1745年9月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王｢ﾌﾗﾝﾂ1世｣ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄ3世の曾孫.ｶ
  ｰﾙ6世の女婿(~17650818死去)ｵｰｽﾄﾘｱ大公･ﾄｽｶｰﾆ大公･ﾛﾚｰﾇ公/皇后:ﾏﾘｱ･ﾃﾚｼﾞｱ(1717年~1780年)
1745年9月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾊﾟﾙﾏをｽﾍﾟｲﾝが占領
1745年9月16日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享2年8月21日|<初演>初代竹田出雲･竹田小出雲･三好松洛･初代並
  木千柳の合作｢菅原伝授手習鑑｣大阪竹本座
1745年9月21日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄﾚ｣
1745年9月21日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢Archbishop Juan Arrechederra｣
  (~17500720)
1745年9月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享2年8月28日|<死去>｢富永仲基｣大坂の町人学者､思想史家
1745年9月24日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|延享2年8月29日|<死去>出羽亀田藩2万石｢岩城隆韶｣(39歳)⇒11
  月10日､養子｢岩城隆恭｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年11月3日､死去)
1745年9月26日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|延享2年9月1日|<廃止>天王寺村領高津新地銭座
1745年9月26日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|延享2年9月1日|<加増>遠江横須賀藩25000石｢西尾忠尚｣+5000石
  ⇒3万石(⇒寛延2(1749)年12月15日､5000石加増され35000石)
1745年9月26日-09:00|日本|東京都千代田区|延享2年9月1日|<就任>老中｢西尾忠尚｣(~延享4年3月1日)
1745年9月27日-09:00|日本|富山県高岡市|延享2年9月2日|高岡大仏創建
1745年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ﾄｰﾏｽ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1745年10月1日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|延享2年9月6日|<死去>大和国郡山藩15万1200石｢柳沢吉里｣(59歳
  )⇒四男｢柳沢信鴻｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年10月3日､隠居)
1745年10月3日-09:00|日本|岐阜県山県市|延享2年9月8日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道矩｣(37歳)⇒11月4日､
  養子｢本庄道倫｣が継ぐ(⇒宝暦6(1756)年5月20日､死去)
1745年10月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾎﾞｽﾀﾝｼﾞ･ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17460428)
1745年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1745/9/28|ﾛﾝﾄﾞﾝのﾄﾞｩﾙｰﾘｰ･ﾚｰﾝ劇場で英国国歌初めて歌われる
1745年10月13日-09:00|日本|大分県大分市|延享2年9月18日|<交替>豊後府内藩22200石｢松平近貞｣隠居⇒長男｢
  松平近形｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年7月21日､隠居)
1745年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>9代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣
1745年10月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>10代ﾊﾞｶﾝ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｱｰｽｷﾝ｣(~17671201死去)
1745年10月15日-09:00|日本|岡山県倉敷市|延享2年9月20日|<死去>伊東長救(84歳)前備中岡田藩主
1745年10月18日-09:00|日本|東京都|延享2年9月23日|<死去>初代水木辰之助(73歳)歌舞伎役者(1681年露川龍之
  助,1685年二代目鶴川辰之助,1687年初代椹辰之助,1690年水木辰之助､引退後は､大和屋丑松､大和屋宇左衛門)
1745年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦:1745/10/8|<死去>ｽｳｨﾌﾄ/77歳(誕生16671130)ｲｷﾞﾘｽの小説家､｢ｶﾞﾘﾊﾞｰ
  旅行記｣など
1745年10月20日-09:00|日本|東京都千代田区|延享2年9月25日|徳川吉宗が隠居して大御所となり,徳川家重が家
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  督を相続
1745年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾎﾟｳｨｽ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1745年10月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾎﾟｳｨｽ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~17480308死去廃絶)
1745年10月26日-09:00|日本|  ||延享2年10月2日|<死去>服部沾圃(83歳)能役者､俳人
1745年10月29日-09:00|日本|熊本県宇土市|延享2年10月5日|<死去>肥後宇土藩3万石｢細川興里｣(24歳)⇒閏12月
  16日､弟｢細川興文｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年正月25日､隠居)
1745年10月31日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Jean-Baptiste Azema｣
1745年11月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ4世ｷｭﾁｭｸ｣(~1748年2月)
1745年11月1日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島司令官｢Didier de Saint-Martin｣(2期目~12.18)
1745年11月2日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世ﾊﾟｼｬ｣
1745年11月2日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾒﾌﾒﾄ ﾊﾟｼｬ ｣(~17540724没)
1745年11月2日-09:00|日本|東京都千代田区|延享2年10月9日|<解任>老中｢松平乗邑｣
1745年11月3日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延享2年10月10日|<交替>下総佐倉藩7万石｢松平乗邑｣失策の責任をと
  り6万石に減封され隠居⇒次男｢松平乗祐｣が継ぐ(⇒延享3(1746)年1月23日､出羽山形藩に移封)
1745年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾙｲｽ･ﾜﾄｿﾝ｣
1745年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾜﾄｿﾝ｣(~17460226死去廃絶)
1745年11月16日-09:00|日本|三菱UFJﾌｨﾅﾝｼｬﾙ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ|延享2年10月23日|<死去>4代鴻池善右衛門(48歳)豪商
1745年11月21日-09:00|日本|広島県福山市|延享2年10月28日|<死去>儒学者｢伊藤梅宇｣36歳
1745年11月22日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾝﾄﾞﾅｴｷﾞ･ｲ･ﾗ･ﾌﾟﾗｻﾞ｣(~17561104)
1745年11月23日-09:00|日本|東京都中央区|延享2年11月|<初演>｢女暫｣江戸市村座
1745年11月23日-09:00|日本|東京都中央区|延享2年11月|<初演>｢扇伊豆日記｣奴丹前･初代中村仲蔵､中村座
1745年11月24日-09:00|日本|東京都千代田区|延享2年11月2日|徳川家重(35)の将軍宣下の儀が行われ､第9代の
  征夷大将軍に叙せられる～17600513/吉宗は大御所として政治を見る
1745年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾆｭｰ･ﾖｰｸ植民地ｻﾗﾄｶﾞを焼き払う
1745年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sehla Ahmed Pasha｣(2期目~1746.11)
1745年12月3日-09:00|日本|  ||延享2年11月11日|<死去>八文字屋自笑(85歳)浮世草子作者､版元
1745年12月4日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾌｪﾘｯｸｽ･ｴｽﾋﾟﾉｻ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾓﾝﾃﾛｽ｣(~174606
  19)
1745年12月5日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享2年11月13日|<就任>大坂城代｢阿部正福｣(~延享4(1747)年12月20
  日)
1745年12月5日-09:00|日本|東京都千代田区|延享2年11月13日|<就任>老中｢堀田正亮｣(~宝暦11年2月11日)
1745年12月6日-09:00|日本|東京都|延享2年11月13日|幕府が牛車･大八車の荷物に無断で御用札を立てて運送す
  ることを禁じる
1745年12月25日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ条約が締結され､ﾌﾟﾛｲｾﾝとｵｰｽﾄﾘｱの第2次ｼｭﾚｼﾞｴﾝ戦争が終結/
  ﾌﾟﾛｲｾﾝがﾌﾗﾝﾂ1世を神聖ﾛｰﾏ皇帝として承認する代りに､ｼｭﾚｼﾞｴﾝをﾌﾟﾛｲｾﾝが支配することになる
1745年12月29日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Gerard Gaspard de Ballade｣(1期目~17470328)
1746年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ｺﾚｲ ｱ･ﾃﾞ･ﾗｾﾙﾀﾞ｣(~1750年)
1746年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮｾﾌ･Hurlock｣(~1752年)
1746年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ｽﾗｲﾏﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾞﾊｰﾙ｣(2度目~1756年
  )
1746年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼｱｸ第2代ｽﾙﾀﾝ｢Abdul Jalil Rahmad Shah2世｣(~1765年)
1746年-06:00|ﾌﾞｰﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾞｰﾀﾝ精神的支配者･国家元首｢ｼﾞｸﾞﾐ･ﾄﾞﾗｸﾞﾊﾟ1世｣(~1761年没)
1746年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｶﾝﾃｨﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔｼﾞｮﾃｨﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(~1752年)
1746年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼﾞｬｷﾞｳﾞｧﾝﾗｵ･ﾊﾟﾗｼｭﾗﾑ･ﾀﾞﾄﾞﾊﾞ｣(1回目~1749年
  )
1746年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ1世｣(~17490114没)
1746年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼﾞｬﾔ･ﾏﾆｷﾔ3世｣(~1748年頃)
1746年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｺｯﾄ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗｶｼﾞ1世ﾗﾝﾏﾙｼﾞ｣(1回目~不明)⇒｢ﾒﾌﾗﾏﾑｼﾞ3世ﾗｶｼﾞ
  ｣(~1794年没)
1746年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢`Abd al-Karim Biy｣
1746年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢`Abd ar-Rahman Biy｣⇒｢Irdana Biy｣(1期目~1751年)
1746年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏﾑｶ｣(~1749年)
1746年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ/ｵﾏｰﾝ|  |||<就任>ｵﾏｰﾝ･ｻﾞﾝｼﾞﾊﾞﾙ総督｢ｱﾌﾞﾀﾞﾗ･ﾋﾞﾝ･ｶﾞｯﾄﾞ｣(~1765年)
1746年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｳﾏﾙ･ﾚｲﾙ｣(~1753年頃)
1746年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ｶｴﾀｰﾉ･ｺﾚｲｱ･ﾀﾞ･ｻ｣(~1
  750年1月)
1746年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ﾕﾋ4世ｶﾞﾋﾝﾃﾞｨﾛ｣(~1802年)
1746年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<死去>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ﾏﾗﾑ･ﾕﾇｽ･ﾀﾞﾝ･ｲﾌﾞﾗﾑ｣
1746年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗの対立ﾜﾘｽ｢ﾒﾌﾒｯﾄ･ﾌﾞｼｬﾄﾘ｣
1746年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jose Orcasitas y Oleaga｣(~1751年)
1746年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ﾊﾞﾊﾞ･ﾀﾞﾝ･ﾏﾗﾑ｣(~1757年)
1746年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾌｰﾃﾞ｣(~1752年)
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1746年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国｢ｱﾑﾆﾜｲｴ,ｱﾗﾌｨﾝ｣(~同年)→｢ｵﾆｼﾞｰﾙ,ｱﾗﾌｨﾝ｣(~1754年)
1746年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾀﾏｳﾘﾊﾟｽの原住民,平定される
1746年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾎｾ･ﾘｬﾏｽのひきいる大規模なｱﾀﾜﾙﾊﾟ討伐隊が密林地帯に進攻するが,ｱﾀﾜﾙﾊﾟの迎
  撃にあい惨敗.逆に山岳地帯のﾓﾉﾊﾞﾝﾊﾞまでｱﾀﾜﾙﾊﾟにより奪取される
1746年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ会社ｾﾈｶﾞﾙ局長｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｴｽﾄｰﾊﾟﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾙｰｴ｣(~17580430)
1746年 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督｢大佐 Charles Hutchinson｣(~1764年)
1746年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｼﾞｬﾏｲｶ|  |||ｼﾞｬﾏｲｶで,再び黒人奴隷の反乱が発生.総督府は参加者全員を処刑
1746年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ﾃﾞ･ｼﾞｬｳﾚｷﾞ｣(~1754年)
1746年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1747年)
1746年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ｻﾐｭｴﾙ･ｵｰｸﾞﾙ｣(~1752年)
1746年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾗ｣(~1747年)
1746年1月2日-09:00|日本|群馬県高崎市|延享2年12月11日|<交替>上野高崎藩72000石(老中格)｢松平輝貞｣隠居
  ⇒従弟｢松平輝規｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年2月9日､隠居)
1746年1月3日-09:00|日本|奈良県桜井市|延享2年12月12日|<陣屋移転>大和戒重藩1万石｢織田輔宜｣⇒大和芝村
  藩1万石(⇒安永7(1778)年2月25日､隠居)
1746年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1746年2月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｷﾞｬﾛｳｪｲ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(~17730924死去)
1746年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ伯｢ﾄﾏｽ･ﾜﾄｿﾝ｣廃絶
1746年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｬﾝ･ﾌﾗﾝｾｽｺ･ﾌﾞﾘﾉｰﾚ･ｻﾚ2世｣(~17480303)
1746年3月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1746年3月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ﾏｲﾆﾝｹﾞﾝ公｢ｱﾝﾄﾝ･ｳﾙﾘﾋ｣(~17630127)
1746年3月10日-09:00|日本|青森県弘前市|延享3年1月19日|<死去>津軽信寿(78歳)元陸奥弘前藩主
1746年3月14日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延享3年1月23日|<移封>出羽山形藩10万石｢堀田正亮｣⇒下総佐倉藩10
  万石(⇒宝暦10(1760)年4月1日､1万石加増され11万石)
1746年3月14日-09:00|日本|山形県山形市|延享3年1月23日|<移封>下総佐倉藩6万石｢松平乗祐｣⇒出羽山形藩6万
  石(⇒明和元(1764)年6月21日､三河国西尾藩6万石へ移封)
1746年3月15日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|延享3年1月24日|<死去>森川俊胤(77歳)元下総生実藩主
1746年3月23日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督代行｢ﾃﾞｨﾃﾞｨｴ･ﾄﾞ･ｻﾝ=ﾏﾙﾀﾝ｣(~17461
  006)
1746年3月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ﾛｻｽ･ｲ･ｶﾞﾙｼｱﾃﾞ･ｳﾞｨﾗｽｰｿ｣(~1755年12月)
1746年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1746年4月3日-09:00|日本|長野県飯田市|延享3年2月13日|<死去>信濃飯田藩2万石｢堀親蔵｣(32歳)⇒長男｢堀親
  長｣が継ぐ(⇒安永8(1779)年､隠居)
1746年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<爵位剥奪>3代ｸﾛﾏｰﾃｨ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾏｯｹﾝｼﾞｰ｣(~17660928死去)
1746年4月11日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｴﾐｰﾙ｢ｻﾃﾞｸ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣
1746年4月11日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ1世｣(~17500612没)
1746年4月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ｶﾛﾃﾞﾝの戦い>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞで英国軍がｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ軍に完勝.虐殺有り
1746年4月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ侯｢ﾄﾏｽ･ﾜﾄｿﾝ=ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣初代ﾓﾙﾄﾝ伯(~17501214死去)
1746年4月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ﾊﾟﾙﾏはｵｰｽﾄﾘｱが奪回
1746年4月20日 13:00|日本|東京都|延享3年2月30日|<江戸延享3年の大火｢坪内火事｣>夜四つ時前(22時ごろ)､築
  地本願寺脇の坪内権左衛門宅から出火､炎は周辺の武家街から南八丁堀､東八丁堀､茅場町､小網町へと延焼､つ
  いで大坂町､堺町､芦屋町､村松町､橘町へと延びこの辺りの武家屋敷を全焼､大川端(隅田川沿岸)通りを進んだ
  炎は馬喰町から浜町､柳原同朋町を灰とした/浜町から大川を飛び越え本所に飛び火､小泉町､横網町､松井町､
  相生町､亀沢町へと延焼
1746年4月21日 02:00|日本|東京都|延享3年3月1日|<江戸延享3年の大火｢坪内火事｣>昼四つ半ごろ(午前11時ご
  ろ)､前日からの火事が浅草寺の子院､寿命院の屋根に飛び火､周辺の寺院ことごとく類焼/ついで南､北馬道町
  から花川戸町､山之宿町から聖天町､橋場町を総なめにして､夕七つ時(16時ごろ)ようやく小塚原で止んだ
1746年4月22日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃｨﾈｵ･ｲ･ﾌｴﾙﾃｽ｣(~7
  .21没)
1746年4月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮﾝ･ﾎｰﾄﾞﾘｰ(17460719まで
  )/ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ(17470410から)/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17470913)
1746年4月26日-09:00|日本|東京都|延享3年3月6日|町奉行が,火災時に建具･家財を路上に持ち出し,大八車に積
  んで引き出すことを禁じる
1746年4月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾍｼﾓｸﾞﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(3回目~17480401)
1746年5月2日-09:00|日本|福井県|延享3年3月12日|勝山城下で火事,町家334軒･家中73軒など焼失
1746年5月11日-09:00|日本|  ||延享3年3月21日|幕府が武家諸法度頒布
1746年5月12日-09:00|日本|  ||延享3年3月22日|幕府が諸士法度頒布
1746年5月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ総督･総司令官･提督｢｢ｳｨﾚﾑ4世ｶﾚﾙ･ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ﾌﾘｰｿﾞ･ﾌﾟﾘﾝ･ｳﾞ
  ｧﾝ･ｵﾗﾆｴ･ｴﾝ･ﾅｯｿｰ｣(~17511022没)
1746年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｿﾞﾗﾜﾙ･ｼﾝ｣
1746年5月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｶﾈｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｲ･ｼﾝ｣(~17870325没)
1746年5月19日-09:00|日本|  ||延享3年3月29日|幕府が市中に悪徳高利貸取締令を出す
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1746年5月23日-09:00|日本|新潟県長岡市|延享3年4月4日|<交替>越後長岡藩74000石｢牧野忠周｣隠居⇒養子｢牧
  野忠敬｣が継ぐ(⇒延享5(1748)年6月29日､死去)
1746年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1746年5月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の弟(~17470928死去)
1746年6月-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾍｯｾﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟｽﾀｰﾙ公ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~1748年)
1746年6月4日-09:00|日本|千葉県佐倉市|延享3年4月16日|<死去>松平乗邑(61歳)元下総佐倉藩主､老中
1746年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ独立宣言
1746年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1746年6月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣(~17510207死去)
1746年6月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:ﾋﾟｱﾁｪﾝﾂｧの戦い>ｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾌﾗﾝｽ=ｽﾍﾟｲﾝ
  連合軍に勝利
1746年6月18日-09:00|日本|群馬県安中市|延享3年4月30日|<死去>上野安中藩2万石｢内藤政里｣(34歳)⇒次男｢内
  藤政苗｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年2月6日､三河挙母藩2万石に移封)
1746年6月19日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾌｱﾝ･ﾎｾ･ｻﾙｾﾄﾞ｣(~17520107)
1746年6月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾖｰｽﾄ･ﾌﾟﾗﾄﾌｧｽ｣(~17510306)
1746年6月26日-09:00|日本|岐阜県恵那市|延享3年5月8日|<死去>美濃国岩村藩2万石(老中)｢松平乗賢｣(54歳)⇒
  養子｢松平乗薀｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年4月22日､隠居)
1746年6月30日-09:00|日本|東京都|延享3年5月12日|幕府が小普請組支配組頭を創置
1746年7月3日-09:00|日本|群馬県館林市|延享3年5月15日|<移封>陸奥棚倉藩54000石｢松平武元｣⇒上野国館林藩
  54000石(⇒明和6(1769)年12月1日､7000石加増され61000石)
1746年7月3日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年5月15日|<就任>老中｢松平武元｣(~安永8年7月29日)
1746年7月6日-09:00|日本|千葉県香取市|延享3年5月18日|<死去>下総小見川藩1万石｢内田正親｣(37歳)⇒長男｢
  内田正美｣が継ぐ(⇒翌年5月24日､死去)
1746年7月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｯｸ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣(⇒17591113兼ｳｫﾘｯｸ伯~17730706死去)
1746年7月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺﾞｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣(~17541225死去)
1746年7月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王｢ﾌｪﾘﾍﾟ5世｣
1746年7月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ6世｣ﾌｪﾘﾍﾟ5世の息子(~17590810死去45歳
  )
1746年7月9日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾚﾋﾞﾘｬﾋﾍﾄﾞ伯爵ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｸﾞｴﾒｽ･ｲ･ｵﾙｶｼｰﾀ
  ｽ｣(~17551109)
1746年7月13日-09:00|日本|茨城県那珂市|延享3年5月25日|<死去>新庄直祐(55歳)前常陸麻生藩主
1746年7月18日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年6月1日|<解任>老中｢本多忠良｣死去
1746年7月21日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾆｬﾛｻ｣(~174
  70609)
1746年8月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Luis Mayony y Salazar｣
1746年8月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官代理｢Pedro Enriquez de Ovideo｣(~
  同年)
1746年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ砦を焼き払う
1746年8月2日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|延享3年6月16日|<死去>下野宇都宮藩77850石｢戸田忠余｣(58歳)⇒次
  男｢戸田忠盈｣(⇒寛延2(1749)年7月23日､肥前島原藩77000石に移封)
1746年8月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公｢ｸﾘｽﾁｬﾝ6世｣兼ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢
  ｸﾘｽﾁｬﾝ9世｣46歳
1746年8月6日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ5世｣兼ｵﾙ
  ﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｸ3世｣ｸﾘｽﾁｬﾝ6世とｿﾞﾌｨｰ･ﾏｸﾞﾀﾞﾚｰﾈ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｸﾙﾑﾊﾞｯﾊの息子(~17660114死去42歳)
1746年8月6日-09:00|日本|三重県桑名市|延享3年6月20日|<死去>伊勢桑名藩10万石｢松平忠雅｣(64歳)⇒三男｢松
  平忠刻｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年6月14日､隠居)
1746年8月9日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾃｨﾘｬｷ･ﾊﾁｭ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17470824)
1746年8月13日-01:00|ｽｲｽ|  |||ｽｲｽ出身の天文学者ﾄﾞ･ｼｪｿﾞｰがﾄﾞ･ｼｪｿﾞｰ彗星発見/絶対等級がﾏｲﾅｽの4彗星の1つ
1746年8月16日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾜﾗｷｱで農奴制が廃止される
1746年8月18日-09:00|日本|石川県|延享3年7月2日|加賀藩､藩の財政改革にあたっていた前藩主の寵臣大槻伝蔵
  を蟄居･閉門とする(加賀騒動)
1746年9月2日-09:00|日本|福岡県柳川市|延享3年7月17日|<死去>筑後柳河藩104200石｢立花貞則｣(20歳)謎の暴
  漢集団に豊前国大里浜にて襲撃され⇒弟｢立花鑑通｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年閏7月22日､隠居)
1746年9月4日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝とｱﾌｼｬｰﾙ朝がｶｽﾘ･ｼｰﾘｰﾝ条約を結ぶ
1746年9月4日-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ｸﾙﾀﾞﾝ条約を締結し､ｲﾗｸ･ｲﾗﾝの国境を画定
1746年9月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣(~17560922死去)
1746年9月6日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国はｵｰｽﾄﾘｱに降伏
1746年9月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾍﾞｸﾞﾗｰﾙ･ｶｰﾝ･ﾐﾙｻﾞ･ｶﾞﾀﾞ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1747年2月没)
1746年9月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾏﾄﾞﾗｽを占領(~17490821)
1746年9月14日 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国ｶﾅﾘｱ諸島総司令官｢Juan de Urbina｣(~1761年)
1746年9月15日-08:00|中国|  ||清･乾隆11年8月|清の福建上杭県で羅日光らの抗租暴動がおこる
1746年9月21日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Domingo Gomez de la Sierra｣(~1749
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  0908)
1746年9月26日-09:00|日本|山形県米沢市|延享3年8月12日|<死去>出羽米沢藩15万石｢上杉宗房｣(29歳)⇒9月26
  日､弟｢上杉重定｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年4月24日､隠居)
1746年9月27日-09:00|日本|長野県佐久市|延享3年8月13日|<死去>信濃岩村田藩15000石｢内藤正敬｣(42歳)⇒長
  男｢内藤正弼｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年6月18日､死去)
1746年9月27日-09:00|日本|山口県|延享3年8月13日|<延享3年長門国風水害>萩城下付近では猛烈な暴風雨とな
  り､長門国の表高16万7000石の81%の田が損害を受けた/家屋倒潰大小およそ3670ばかり､寺社156宇､破船42艘､
  死亡者16名､牛馬死3頭
1746年9月30日-09:00|日本|福井県大野市|延享3年8月16日|<死去>越前大野藩4万石｢土井利寛｣(29歳)⇒長男｢土
  井利貞｣が継ぐ(⇒文化2(1805)年11月8日､隠居)
1746年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1746年10月1日-09:00|日本|三重県四日市市|延享3年8月17日|<死去>伊勢東阿倉川1万石｢加納久通｣⇒甥｢加納久
  堅｣が継ぐ(⇒天明6(1786)年8月24日､死去)
1746年10月5日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享3年8月21日|<初演>竹田出雲･並木千柳･三好松洛･竹田小出雲､人
  形浄瑠璃｢菅原伝授手習鑑｣大坂竹本座
1746年10月6日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌｪﾘｯｸｽ･ﾊﾞﾙﾃﾚﾐｰ･ﾀﾞｳﾞｨｯﾄﾞ｣
  (~17530210)
1746年10月12日-09:00|日本|滋賀県甲賀市|延享3年8月28日|<死去>近江水口藩25000石｢加藤明経｣(24歳)⇒養子
  ｢加藤明煕｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年10月14日､死去)
1746年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾃｵﾌｨﾛｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣
1746年10月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾝﾃｨﾝﾄﾞﾝ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾍｲｽﾃｨﾝｸﾞｽ｣(~17891002死去)
1746年10月15日-09:00|日本|京都府京都市|延享3年9月|<初演>歌舞伎｢菅原伝授手習鑑｣京都嵐座
1746年10月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||第1次ｶｰﾅﾃｨｯｸ戦争で､ﾌﾗﾝｽ軍がｲｷﾞﾘｽ領ﾏﾄﾞﾗｽを占領
1746年10月22日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｶﾚｯｼﾞ･ｵｳﾞ･ﾆｭｰ･ｼﾞｬｰｼﾞｰ(後のﾌﾟﾘﾝｽﾄﾝ大学)創立
1746年10月28日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ､ﾘﾏ･ｶﾔｵ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.6)死者1万8000人
1746年10月29日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年9月15日|<加増>一橋徳川家6万俵｢徳川宗尹｣⇒10万石(⇒
  明和元(1764)年12月22日､死去)
1746年10月29日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年9月15日|<加増>田安徳川家｢徳川宗武｣賄料10万石(⇒明和
  8(1771)年6月4日､死去)⇒7月3日､五男｢徳川治察｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年9月8日死去､当主なしの状態)
1746年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Johann Ludwig2世｣
1746年11月8日-09:00|日本|静岡県掛川市|延享3年9月25日|<移封>上野館林藩5万石｢太田資俊｣⇒遠江掛川藩5万
  石(⇒宝暦13(1763)年12月10日､死去)
1746年11月8日-09:00|日本|静岡県牧之原市|延享3年9月25日|<移封>陸奥泉藩15000石｢板倉勝清｣⇒遠江相良藩1
  5000石(⇒寛延元(1748)年11月､2万石に加増)
1746年11月8日-09:00|日本|福島県いわき市|延享3年9月25日|<移封>遠江国相良藩15000石｢本多忠如｣⇒陸奥泉
  藩15000石(⇒宝暦4(1754)年8月29日､隠居)
1746年11月8日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|延享3年9月25日|<移封>遠江掛川藩6万石｢小笠原長恭｣⇒陸
  奥棚倉藩6万石(⇒安永5(1776)年5月29日､死去)
1746年11月19日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督代行｢ｴﾃｨｴﾝﾇ･ｺｼｬｰﾙ･ﾃﾞｭ･ﾍﾟﾙﾉ･ﾄﾞ･ｼｬｽﾃﾉﾜ｣(3
  回目~17480812)
1746年12月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ｣(~1752年)
1746年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｶﾙﾊﾞﾊｰﾙ･ｲ･ﾗﾝｶｽﾃﾙ｣(~17540409)
1746年12月7日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年10月25日|<就任>老中｢本多正珍｣(~宝暦8年9月2日)
1746年12月12日-09:00|日本|鹿児島県|延享3年11月|<交替>薩摩藩72万8700石｢島津継豊｣隠居⇒長男｢島津宗信｣
  が継ぐ(⇒寛延2年7月10日(17490822)､死去)
1746年12月25日-09:00|日本|大分県中津市|延享3年11月14日|<死去>豊前中津藩10万石｢奥平昌成｣(53歳)⇒次男
  ｢奥平昌敦｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年9月26日､死去)
1747年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｮﾎｰﾙ統治者(ｳﾀﾞﾝｸﾞ･ﾙｱｸ･ｼﾞｮﾎｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾗﾝﾌﾞｯﾄ･ﾊﾟﾝｼﾞｬﾝ｣(~1760年頃没)
1747年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾄﾝﾓ･ﾚｱｷｱ2世｣
1747年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾄﾝﾓ･ﾚｱﾁｬ4世｣(~同年没)⇒｢ﾗﾏﾃﾞｨﾊﾟﾃｨ2世｣(1回目~1749年)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾘﾌﾞﾚﾋﾄ･ﾌｰｱﾏﾝ｣(~1753年)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾝﾃﾞｨ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｲｼﾞﾝｸﾞ･ﾃﾞｵ3世｣(~1771年)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｸﾞﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾊﾞｲ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣(~1750年)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｭﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾗｲｼﾝｼﾞ･ｱﾌﾞﾊｼﾝｼﾞ｣(~1768年没)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾜﾗ国統治者(ﾏﾊﾗﾜﾙ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1786年没)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾞﾏﾝ｣(~1748年没)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁﾂｧｲ(ｳｶﾞｯﾄ･ｼｬｰ)(簒奪者)｣(~1751年)
1747年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｰｼﾞｶﾞﾙ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ｼﾞｬｶﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1775年)
1747年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ﾌｧｲｽﾞ･ﾊｰﾝ｣
1747年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ･ﾊﾝ｢Baybori Khan｣(~1757年死去)
1747年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ=ﾑｳﾐﾝ｣ｱﾌﾞﾙ･ﾌｧｲｽﾞの長男
  (~1748年)
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1747年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾀﾘｸ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑ｣(⇒1753年ｱﾐｰﾙを
  称す⇒1756年ﾊﾝを僭称~1758年死去)
1747年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶｰﾌﾞﾙ首相(ﾜｼﾞｰﾙ･ｲ･ｱｻﾞﾑ)｢ﾊﾞｷﾞ･ﾊｰﾝ･ｻﾘﾌｻﾞｲ･ﾊﾞﾐｻﾞｲ(ｼｬｰ･ﾜﾘ･ｶｰﾝ)｣(~1773
  年)
1747年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾀﾞｳﾗｯﾄ･ｶｰﾝ｣建国(~1800年)
1747年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾍﾟｼｬｰﾜﾙはｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝの一部
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｲｪﾆ･ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱ･ﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~1763年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ1世｣(~1756年)
1747年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾒﾌﾃﾞｨｰ=ﾊｰﾝ･ｶｾﾑﾙ｣建国(~1748年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊﾟﾅ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣建国(~1763年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾞﾝｼﾞｬ汗国ﾊｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾜﾙﾃﾞｨ･ﾊｰﾝ｣建国(~1760年死去)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｸﾊﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣建国(2度目~1758年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾔﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊｰﾝ｣再建(~1757年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾁｬﾗﾋﾞ･ﾊｰﾝ｣再建(~1755年死去)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼﾞｬﾜﾄﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ｷﾔｽ･ﾊｰﾝ｣建国(~1750年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾅﾌﾁｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｲﾀﾞﾙ･ｸｰﾘｰ･ﾊｰﾝ｣建国(~1764年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾊﾞｸｰ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾐﾙｻﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｰﾝ1世｣再建(~17681017死去)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾎｰｼﾞｬ･ｼｬﾏｶ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~1768年)
1747年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ﾏｸ汗国ﾊｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾊﾞﾔｯﾄ｣(~1778年)
1747年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ﾏﾑｶ｣(~1749年)
1747年-04:00|UAE|  |||<即位>ｼｬﾙｼﾞｬ統治者(ﾊｷﾑ)｢Sheikh Rashid ibn Matar ibn Rahman al-Qasimi｣(~1777年
  死去)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｶﾝｶﾞﾙﾘ汗国(ｱﾙﾒﾆｱ､ﾎｲの北西､ｴﾚﾊﾞﾝの南60ﾏｲﾙ)ｶｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｿﾙﾀﾝ･ｶﾝｶﾞﾙﾘ｣建国(~17
  78年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾗﾌﾞ汗国(ｲﾗﾝ北西部､ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞの東)ｶｰﾝ｢ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｼｬｶｷ｣建国(~1786年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞ汗国ｶｰﾝ｢ﾅｼﾞｬﾌｷﾙ･ｶｰﾝ1世｣建国(~1784年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾄﾞﾝﾎﾞﾘ汗国ｶｰﾝ｢ｻﾊﾞｽﾞ･ﾊｰﾝ2世ｲﾌﾞﾝ･ﾑﾙﾄｩｻﾞｸﾞﾙ｣建国(1744年から統治者~1763年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾃﾞｨﾛｸﾞﾙ汗国(ｲﾗﾝ北西部､ｻﾗﾌﾞの東､ｶｽﾋﾟ海の南西隅の西)ｶｰﾝ｢ﾊﾞﾃﾞｨﾙ･ｶｰﾝ｣建国
  (~1763年)､｢ﾅｼﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1808年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ副王｢ﾐｰﾙ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾏﾗｼ(後にｽﾚｲﾏﾝ2世)｣(~1748年)
1747年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ｶｰﾝ･ｶｼﾞｬｰﾙ｣(ｱｽﾀﾗﾊﾞｰﾄﾞで対立~1757年)
1747年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗ･ﾜﾘｽ｢ﾍﾞｼﾞﾙ･ｹｽﾘｲｪﾘ･ｱﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1750年)
1747年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｼｷ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｲｼｺ｣(~1791年頃)
1747年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞでﾏﾑﾙｰｸ勢力が支配権を握る
1747年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sehla Ahmed Pasha｣(3期目~同年)
1747年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｾｲｲﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1748年)
1747年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ﾏﾙｺ･ﾊﾞﾘｯﾁ｣(~1760年)
1747年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸで貴族の子弟向けｱｶﾃﾞﾐｰが設立
1747年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾍﾞﾙﾘﾝに最初のﾚｱｰﾙｼｭｰﾚ(実科学校)が設立
1747年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Francisco Luis das Chagas｣(~1748年)
1747年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ﾌﾞﾌﾞ･ｶﾞｲｼﾘ｣(~1749年頃)
1747年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾀﾞﾝﾊﾞｰ｣(~1750年4月)
1747年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~同年)⇒｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾍﾞﾙﾁｬｰ｣(~17
  57年)
1747年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｱﾝｿﾆｰ･ﾊﾟｰﾏｰ｣(~同年)
1747年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ｣(~同年)
1747年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾗ･ｶﾞﾘｿﾆｴｰﾙ伯爵ﾛｰﾗﾝ=ﾐｼｪﾙ･ﾊﾞﾘﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ｶﾞﾘｿ
  ﾆｴｰﾙ｣(~1749年)
1747年1月6日-09:00|日本/中国|  ||延享3年11月26日|唐船が香焼島で難破し､乗員80人中56人が水死
1747年1月14日-09:00|日本|東京都千代田区|延享3年12月4日|幕府が神田佐久間町に天文台を設ける
1747年1月16日-09:00|日本|高知県高知市|延享3年12月6日|<高知延享3年の大火>昼八ﾂ時過ぎ(14時過ぎごろ)火
  元は高知城下西部の中須賀村の紺屋(染物屋)で､井口村､小高坂西町､築地を初め､上町分残らず,中嶋町､鷹匠
  町､唐人町､雑喉場､堺町､浦戸町､朝倉町､弘岡町残らず焼失/焼失家屋は､城下2185軒､郊外の村256軒で合計244
  1軒焼失､55人死亡
1747年1月18日-09:00|日本|石川県金沢市|延享3年12月8日|<死去>加賀藩102万5千石｢前田宗辰｣⇒弟の｢前田重
  熙｣が継ぐ(~宝暦3年4月8日(17530510)､死去)
1747年1月18日-09:00|日本|兵庫県赤穂市|延享3年12月8日|<死去>播磨赤穂藩2万石｢森政房｣(37歳)⇒翌年2月6
  日､養子｢森忠洪｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年7月23日､隠居)
1747年1月25日-09:00|日本|京都府京都市|延享3年12月15日|<就任>関白｢一条道香｣
1747年1月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝに世界初の性病専門の病院が開院｢ﾛﾝﾄﾞﾝ･ﾛｯｸ病院｣
1747年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｻﾌﾀﾞﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾐﾙｻﾞ･ｸﾞﾗﾑ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(1回目~1748年)
1747年2月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾏﾇｴﾙ･ｱﾙﾊﾞﾗﾝ神父ら,ｱﾀﾜﾙﾊﾟ説得にあたるが,一行30人はｶﾝﾊﾟ族の弓矢攻撃に
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  より全滅
1747年2月4日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾖﾊﾝ･ｶｽﾊﾟｰ･ﾗｰﾊﾞ｣(~1751年)
1747年2月9日-08:00|中国|  ||清･乾隆12年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ｷﾞｭﾙﾒ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ｣(~1750年)
1747年2月9日-09:00|日本|千葉県香取郡多古町|延享3年12月30日|<死去>松平勝房(45歳)前下総多胡藩主
1747年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｴﾙｷﾞﾝ伯･3代ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣ｱｲﾙｽﾞﾍﾞﾘｰ伯断絶
1747年2月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｴﾙｷﾞﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾞﾙｰｽ｣9代ｷﾝｶｰﾃﾞｨﾝ伯(~17710514死去)
1747年2月14日-09:00|日本|福岡県北九州市|延享4年1月5日|<死去>小倉新田藩(篠崎屋敷)1万石｢小笠原貞通｣(6
  2歳)⇒六男｢小笠原貞顕｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年8月19日､隠居)
1747年2月16日-09:00|日本|京都府京都市|延享4年1月7日|日本左衛門こと濱嶋長兵衛､京都西町奉行所に自首
1747年2月22日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾊﾐﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣
1747年2月22日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾕｽﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~17551230没)
1747年3月4日-09:00|日本|  ||延享4年1月23日|幕府西川正休･渋川則休をして貞享暦を改正せしむ
1747年3月11日-08:00|中国|  ||清･乾隆12年2月|四川でﾁﾍﾞｯﾄ族大金川土司ｻﾗﾍﾞﾝ(莎羅奔)と小金川土司ﾂｪﾜﾝ(沢
  旺)との間の内紛から大金川の反乱がおこる
1747年3月14日 00:00|ｾﾝﾄﾍﾚﾅ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾍﾚﾅ総督代理｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(⇒17640425総督~176
  40513)
1747年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Christian Augustus｣
1747年3月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾂｪﾙﾌﾟｽﾄ候｢Friedrich August｣(~17930303死去)
1747年3月21日-09:00|日本|愛知県刈谷市|延享4年2月11日|<移封>三河西尾藩23000石｢土井利信｣⇒三河刈谷藩2
  3000石(⇒明和4(1767)年8月18日､隠居)
1747年3月21日-09:00|日本|愛知県西尾市|延享4年2月11日|<移封>三河刈谷藩23000石｢三浦義理｣⇒三河西尾藩2
  3000石(⇒宝暦6(1756)年7月3日､死去)
1747年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1747年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《ｵﾗﾄﾘｵ｢ﾕﾀﾞｽ･ﾏｶﾍﾞｳｽ｣》
1747年4月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Leopold1世｣
1747年4月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Leopold2世｣(~17511216死去)
1747年4月10日-09:00|日本|東京都千代田区|延享4年3月|江戸牛込御門前牡丹屋彦右衛門が､血の道の薬｢人参熱
  湯散｣と疾瘡毒の薬｢妙応散｣を売り出す
1747年4月10日-09:00|日本|東京都千代田区|延享4年3月1日|<解任>老中｢西尾忠尚｣
1747年4月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾔﾝ･ﾌｧﾝ･ﾌｫｰﾙｽﾄ｣(~17540714)
1747年4月12日-08:00|中国|  ||清･乾隆12年3月3日|ﾁﾍﾞｯﾄでﾎﾞﾗﾈｰが没し､その子ｷﾞｭﾙﾒｰが独立政策をとる
1747年4月14日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Didier de Saint-Martin｣(~17481111)
1747年4月14日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<解任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Sir Thomas Robinson｣
1747年4月14日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾍﾝﾘｰ･Grenville｣(~17530523)
1747年4月14日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Henry Grenville｣(~1756年)
1747年4月20日-09:00|日本|東京都中央区|延享4年3月11日|<死去>日本左衛門.捕縛され､小伝馬町牢獄で処刑さ
  れた(29歳､1719年生)盗賊(｢白波五人男｣の頭･日本駄右衛門のﾓﾃﾞﾙ)
1747年4月25日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Christian Suhm｣(~1758
  0601)
1747年4月26日-09:00|日本|  ||延享4年3月17日|<死去>初代吉田三郎兵衛(不明)人形浄瑠璃の人形遣い
1747年4月28日-09:00|日本|茨城県笠間市|延享4年3月19日|<移封>日向延岡藩8万石｢牧野貞通｣⇒常陸笠間藩8万
  石(⇒寛延2(1749)年9月13日､43歳で死去)
1747年4月28日-09:00|日本|福島県いわき市|延享4年3月19日|<減移封>常陸笠間藩6万石｢井上正経｣⇒陸奥磐城
  平藩37000石(⇒宝暦8(1758)年12月､遠江国浜松藩6万石に加増移封)
1747年4月28日-09:00|日本|宮崎県延岡市|延享4年3月19日|<加増移封>陸奥磐城平藩6万石｢内藤政樹｣⇒日向延
  岡藩7万石(⇒宝暦6(1756)年10月21日､隠居)
1747年5月-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾌﾚﾄﾞﾘｯｸ･ﾌｫﾝ･ﾛｰｾﾞﾝ｣(~1754年7
  月)
1747年5月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<初演>J.S.ﾊﾞｯﾊ《音楽の捧げもの》
1747年5月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国全州総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ4世｣ｵﾗﾆｴ公ﾖﾊﾝ･ｳｨﾚﾑ･ﾌﾘｰｿﾞ
  の子(~17511022死去40歳)
1747年5月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:第一次ﾌｨﾆｽﾃﾚ岬の海戦>英国艦隊がﾌﾗﾝｽ艦隊に
  勝利
1747年5月15日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ｾﾊﾞｽﾃｨｱ･ﾄﾞ･ｳﾞｨｸﾄﾘｱ･ｴﾝﾊﾟﾗﾝ･ｲ･ﾛﾖﾗ｣(~17
  561002)
1747年5月15日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｾﾝﾄｸﾛｱ暫定総督｢Poul Jensen Lindemark｣
1747年5月15日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Jens Hansen｣(~17511222)
1747年5月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌﾚﾐﾝｸﾞ｣
1747年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich29世｣
1747年5月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛｲｽ=ｴｰﾍﾞﾙｽﾄﾞﾙﾌ伯｢Heinrich24世｣(~17790513死去)
1747年5月24日-09:00|日本|東京都千代田区|延享4年4月16日|江戸城二の丸が焼失
1747年5月26日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督代理｢Joao do Nascimento｣(~17510827)
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1747年6月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾀﾘｼｭ汗国ﾊｰﾝ｢ﾐｰﾙ･ｻｲｰﾄﾞ･ｼﾞｬﾏﾗｼﾞﾝ･ﾊｰﾝ(ｶﾞﾗ･ﾊｰﾝ)｣建国(~1787年
  6月死去)
1747年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kazikci Huseyin Pasha｣(~同年)⇒｢Kur Vesir P
  asha｣(~1749年)
1747年6月9日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官｢ｶｼﾞｶﾞﾙ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｼﾞｶ
  ﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾞｶﾞ｣(~17600518)
1747年6月9日-09:00|日本|京都府京都市|延享4年5月2日|<就任>摂政｢一条道香｣
1747年6月9日-09:00|日本|京都府京都市|延享4年5月2日|<譲位>115代｢桜町天皇｣
1747年6月9日-09:00|日本|京都府京都市|延享4年5月2日|<践祚>116代｢桃園天皇｣/9月21日即位式(~17620712)
1747年6月12日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Luis Francisco de Castellanos｣(~174
  91201)
1747年6月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｶﾗﾌﾞﾘｱ公(両ｼﾁﾘｱ王の推定相続人の称号)｢ｲﾝﾌｧﾝﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣ﾅﾎﾟﾘ王ｶﾙﾛ7世
  の長男(~17770919病死)
1747年6月14日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾀﾌﾞﾗｰﾀﾞ｣(~1750年)
1747年6月20日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｱﾌｼｬｰﾙ朝ｼｬｰ｢ﾅｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣暗殺される
1747年6月20日-09:00|日本|山形県上山市|延享4年5月13日|上山藩領内の上山町の町人が､米価高騰により富家
  を打ち壊し､在郷農民も金納値段の引き下げなどを要求して強訴する(上山騒動)
1747年6月23日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｯﾌﾟﾙ｣(1期目､1752.1)
1747年6月26日-09:00|日本|  ||延享4年5月19日|幕府が御家人の子に関し母が家出して行方不明の場合は､原則
  として家督相続を禁じる
1747年6月26日-09:00|日本|福岡県大牟田市|延享4年5月19日|<死去>筑後三池藩1万石｢立花貫長｣(61歳)⇒長男｢
  立花長煕｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年9月26日､隠居)
1747年6月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢ｴﾙｺｰﾚとｴﾍﾞの結婚｣》
1747年7月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢ｱﾌﾞ･ｱﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ2世｣
1747年7月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第34代ﾊﾝ｢ｶﾞｲﾌﾟ｣ﾊﾞﾄｩﾙの子(~1757.11)
1747年7月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣
1747年7月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<復位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ･ﾑｽﾀﾃﾞｨ｣(3回目~1748年廃位)
1747年7月1日-09:00|日本|千葉県香取市|延享4年5月24日|<死去>下総小見川藩1万石｢内田正美｣⇒養子｢内田正
  良｣が継ぐ(⇒文化4(1807)年11月11日､死去)
1747年7月2日-09:00|日本|  ||延享4年5月25日|<死去>初代大谷広次(52歳)歌舞伎役者
1747年7月6日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝ｼｬｰ｢ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ｣(~17480929)
1747年7月7日-09:00|日本|東京都|延享4年5月30日|<死去>古文辞学派の儒者･太宰春台(68)
1747年7月10日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ﾏﾃｲ･ｷﾞｶ｣(3回目~1748年4月~17520903死去)
1747年7月10日-09:00|日本|東京都|延享4年6月3日|<死去>小川破笠(85歳)漆芸家､浮世絵師､俳人
1747年7月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享4年6月4日|<死去>初代竹田出雲(不明)浄瑠璃作者
1747年7月18日-09:00|日本|三重県桑名市|延享4年6月11日|<死去>伊勢長島藩2万石｢増山正武｣(43歳)⇒8月5日､
  義弟｢増山正贇｣が継ぐ(⇒安永5(1776)年4月5日､死去)
1747年8月6日-08:00|中国|  ||清･乾隆12年7月|清が八旗漢軍人の外省居住を許す
1747年8月7日-09:00|日本|山形県米沢市|延享4年7月2日|<死去>米沢新田藩1万石｢上杉勝周｣(52歳)⇒長男｢上杉
  勝承｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年6月10日､死去)
1747年8月9日-09:00|日本|岡山県浅口市|延享4年7月4日|<死去>池田政倚(79歳)前備中鴨方藩主
1747年8月11日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<死去>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｽﾘ･ｳｨｼﾞｬﾔ･ﾗｼﾞｬｼﾝﾊ｣
1747年8月12日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｷｬﾝﾃﾞｨ王国国王･ｼﾝﾊﾗ国王｢ｷﾙﾃｨｽﾘ･ﾗｼﾞｬｼﾑﾊ｣(~17820102死去)
1747年8月12日-09:00|日本|群馬県邑楽郡邑楽町|延享4年7月7日|<移封>陸奥桑折藩2万石｢松平忠恒｣⇒上野篠塚
  藩2万石(⇒明和5(1767)年閏9月28日､上野小幡藩に陣屋移転)
1747年8月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｾｲｲﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~17500103)
1747年9月7日-09:00|日本|愛媛県松山市|延享4年8月3日|<死去>松山新田藩1万石｢松平定章｣(48歳)⇒長男｢松平
  定静｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年2月12日､宗家松山藩を相続し廃藩)
1747年9月13日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾊﾘﾝﾄﾝ伯爵ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣(~17510919)
1747年9月14日-09:00|日本|兵庫県たつの市|延享4年8月10日|<死去>播磨龍野藩51000石｢脇坂安興｣(31歳)⇒長
  男｢脇坂安弘｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年7月17日､死去)
1747年9月19日-09:00|日本|熊本県熊本市|延享4年8月15日|<死去>肥後熊本藩54万石｢細川宗孝｣(32歳)江戸城大
  広間の便所で旗本板倉勝該に殺害される⇒弟｢細川重賢｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年10月26日､死去)
1747年9月25日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|延享4年8月21日|<死去>因幡鳥取藩32万石｢池田宗泰｣(31歳)⇒長男｢
  池田重寛｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年10月12日､死去)
1747年9月27日-09:00|日本|東京都|延享4年8月23日|<処刑>｢板倉勝該｣切腹(熊本藩主｢細川宗孝｣殺害の罪)
1747年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1747年9月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の叔父(~17571027死去)
1747年9月28日-09:00|日本|滋賀県大津市|延享4年8月24日|<死去>近江膳所藩6万石｢本多康敏｣(55歳)⇒養子｢本
  多康桓｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年1月25日､隠居)
1747年10月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ帝国ｼｬｰ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰ｣ｱﾌｼｬｰﾙ朝から自立(~17720604)
1747年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
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1747年10月6日-09:00|日本|東京都千代田区|延享4年9月3日|<就任>老中｢松平武元｣(~1779年7月25日)
1747年10月9日-09:00|日本|愛媛県大洲市|延享4年9月6日|大洲藩に､藩校｢止善書院明倫堂｣創立
1747年10月17日-09:00|日本|新潟県村上市|延享4年9月14日|<死去>松平輝貞(83歳)前越後村上藩主､側用人･老
  中格
1747年10月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｵｰｽﾄﾘｱ継承戦争:第二次ﾌｨﾆｽﾃﾚ岬の海戦>英国艦隊がﾌﾗﾝｽ艦隊
  に決定的勝利
1747年11月2日-09:00|日本|  ||延享4年9月30日|<死去>観世清親(55歳)能役者
1747年11月5日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ｵﾚｱﾑﾉ･ｲ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾒﾚﾝﾃﾞｽ｣(1回
  目~17480122)
1747年11月12日-09:00|日本|鹿児島県|延享4年10月10日|<死去>島津吉貴(73歳)前薩摩藩主
1747年11月27日-09:00|日本|東京都|延享4年10月25日|宮古路文字太夫が姓を常磐津と改め,常磐津節を始める
1747年12月-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾍﾟｸﾞ国王｢ﾋﾞﾝﾆｬ･ﾀﾞﾗ｣(~17570502)
1747年12月17日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享4年11月16日|<初演>竹田出雲･三好松洛･並木千柳,人形浄瑠璃｢
  義経千本桜｣大坂竹本座
1748年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ﾄｩｱ(ｱﾛ)王｢Nimo o le Tano'a｣(~同年)⇒｢Veliteki｣(~1756年)
1748年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Muhammad Tahir Ud-din｣
1748年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Cornelis Rosenboom｣(~1750年)
1748年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ｽｰﾙｰ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･Muizuddin｣(~1763年死去)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ﾄｩﾗｼﾞ･ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1755年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾀﾏｳ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｲ･ｼﾝ｣(~1752年没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ﾊﾝｼﾞｰ1世｣建国(~17580928没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾐｰﾙ･ﾓｲﾝ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾐｱﾝ･ｱｯﾁｬﾝ｣(1回目~1750年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｹﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｶﾑ･ｾﾝ｣(~1762年没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｲｪｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ｣(~1759年没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｳﾒｯﾄﾞ･ｼﾝ｣(~17640513没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｮﾀ･ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾗｼﾞｬ)｢ﾏﾋﾅｰﾄ･ｼｬｰ｣(~1762年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗｸｼｭﾏﾝ･ﾏﾆｷﾔ｣(~1760年没)､摂政｢ｼｬﾑｼｪﾙ･ｶﾞｰｼﾞ｣(~1758年頃没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｺﾞﾄﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾗﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1780年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国支配者(ﾗﾜｯﾄ)｢ﾊﾟﾄﾞﾏﾅｳﾞｧ･ﾋﾞﾙﾊﾞｰ･ﾏﾝﾗｰｼﾞ｣(~1793年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙﾀﾝ国統治者(ﾅｲｸ)｢ﾏﾄﾞｼﾞ･ﾗｵ･ﾆﾝﾊﾞﾙｶﾙ3世｣(~1765年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ﾗﾃｨﾌ･ｳｯﾗｰ･(簒奪者)｣(~1749年)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｱﾌﾗｼ･ｶｰﾝ｣(~1751年没)
1748年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾗﾝﾊﾞ国をｶﾝﾄﾞﾊﾟﾗが占領(~1749年)
1748年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>小ｼﾞｭｽﾞ･ﾊﾝ｢ﾊﾞﾄｩﾙ｣(~1771年)
1748年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ﾀｼｭｹﾝﾄはｺｶﾝﾄﾞが占領(~1750年)
1748年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝ･ﾊﾝ｢ｽﾙﾀﾝﾍﾞｸﾞ｣(~1765年)
1748年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｻﾝ･ｱﾘ=ﾊｰﾝ｣(~1750年)
1748年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1759年)
1748年-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ｷﾌﾞﾘｽが再びｵｽﾏﾝ帝国大宰相の領地となる(~1784年)
1748年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｼｪﾘﾌ･ﾊﾘﾙ･ﾕｰｽﾌ･ﾊﾟｼｬ｣(~1750年)
1748年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ﾌﾟﾚﾄﾘｳｽ伯ｱﾝﾄﾞﾚｱｽ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣(~1760年)
1748年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Leopold Ernest Graf von Firmian｣(~17580907)
1748年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞでｻﾞｳｽｷ図書館が設立
1748年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾛﾝﾊﾞﾙﾃﾞｨｰｱはｳﾞｨｼﾞｪｳﾞｧｰﾉ､ｵﾙﾄﾚﾎﾟｰ､ｳﾞｧﾙ･ﾄﾞｯｿﾗを失う
1748年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾎﾟｳｨｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｱｰｻｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~17720910死去)
1748年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~1751年)
1748年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｲｻ･ﾋﾞｯｼﾞ｣(1回目~1749年)
1748年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ｴｸｳｪ･ｱｼﾞｬﾛ｣(~1754年)
1748年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~17510521)
1748年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾋﾞﾗﾜ･ｹﾒ｣(~1750年頃)
1748年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ｺﾞﾒﾗ伯｢Domingo de Herrera｣(~17661214)
1748年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世ｱﾙﾊﾃｨﾌﾞ｣(1回目~10月)
1748年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<廃位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ･ﾑｽﾀﾃﾞｨ｣
1748年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾘｴ･ﾄﾞ･ﾎﾟｱﾝｼｰ｣(~1757年)
1748年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Joseph de Jarrier de La Chassaigne｣(1期目~1752
  年)
1748年 05:00|ｷｭｰﾊﾞ|  |||ｻﾝ･ﾍﾛﾆﾓ大学がﾊﾊﾞﾅに創設される
1748年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1754年)
1748年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞﾘｵ･ﾌﾝｺ･ｲ･ｴｽﾌﾟﾘｴﾗ｣(~1750年)
1748年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍,ｻﾝﾌｱﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾉﾙﾃを占領.ｱｷｽｸﾞﾗﾝ友好条約により返還
1748年1月1日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|延享4年12月|遠江･駿河･信濃等の勧進によって一宮小國神社が造
  営される
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1748年1月5日-09:00|日本|京都府京都市|延享4年12月5日|四条火災､芝居小屋辺焼亡
1748年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ1世｣
1748年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸ
  ﾞｽﾄ1世の息子(~17580528死去)
1748年1月22日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞｨｴｽ･ﾅﾊﾞﾛ･ｲ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ｣(~17500314)
1748年1月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|延享4年12月23日|<就任>大坂城代｢酒井忠用｣(~宝暦2(1752)年4月7日
  )
1748年1月30日-09:00|日本|愛媛県松山市|延享5年|松山の湯神社拝殿の普請完成
1748年1月30日-09:00|日本|三重県伊勢市|延享5年1月|<初演>歌舞伎｢義経千本桜｣伊勢
1748年2月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ4世ｴﾙ･ﾚﾄﾙﾄ｣(~17541211没)
1748年2月14日-09:00|日本|大阪府高槻市|延享5年1月16日|<交替>摂津高槻藩36000石｢永井直期｣隠居⇒長男｢永
  井直行｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年4月22日､死去)
1748年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公｢ｼﾞｮﾝ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣
1748年2月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾌﾞﾘｯｼﾞｳｫｰﾀｰ公･3代ﾌﾞﾗｯｸﾘｰ侯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｴｼﾞｬｰﾄﾝ｣(~18030308死去ﾌﾞﾘｯ
  ｼﾞｳｫｰﾀｰ公位廃絶)
1748年2月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆13年2月|朝鮮が通信使を日本に派遣
1748年3月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｶｽﾘﾙ･ｱﾊﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~11月)
1748年3月6日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢al-Mansur al-Husayn2世｣
1748年3月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｾｻﾞｰﾚ･ｶｯﾀﾈｵ･ﾃﾞﾗ･ｳﾞｫﾙﾀ｣(~17500306)
1748年3月7日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾌﾃﾞｨ･ｱｯﾊﾞｽ｣ｱﾙﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙﾌｾｲﾝ2世の息子(~17750904死去)
1748年3月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾎﾟｳｨｽ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣廃絶
1748年3月8日-09:00|日本|愛知県名古屋市|延享5年2月10日|名古屋に蟹養斉を中心とした官許立の巾下学問所
  を創設(明倫堂のはじまり)
1748年3月14日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ総督｢ﾊﾝﾌﾘｰ･ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ｣(~17540531)
1748年3月23日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ･ﾊﾞﾚﾝｼｱ地震､死者多数
1748年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ｣
1748年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｷｼｬﾝｶﾞﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼﾝ｣(~1781年没)､対抗ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾏﾝﾄ･ｼﾝ｣(⇒1756
  年､ﾙｰﾌﾟﾅｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ~17650821没)
1748年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(3回目~17490831)
1748年4月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｸﾞﾘｺﾞｰﾙﾏﾃｲ･ｷﾞｶ｣(2回目~17520823)
1748年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘﾉ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘｷﾞ｣
1748年4月1日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｺｶ･ﾊｼ･ﾍﾞｸﾙﾊﾟｼｬ｣(4回目~17480425)
1748年4月11日-09:00|日本|  ||延享5年3月14日|<死去>烏丸光栄(60歳)内大臣､歌人
1748年4月17日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢運営委員会(ﾌﾚｲ･ﾏﾉｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾝﾀ･ｲﾈｽ/ｳﾞｨ
  ｸﾄﾘｱﾉ･ﾃﾞ･ﾌｧﾘｱ･ｴ･ﾒﾛ･ｳﾞｧﾚｼﾞｬﾝ･ｶｽﾃｯﾛ･ﾌﾞﾗﾝｺ/ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎｾ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ﾍﾟﾚｲﾗ)｣(~17490112)
1748年4月17日-09:00|日本|東京都|延享5年3月20日|町方の女子の羽織着用が禁止される
1748年4月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛ
  ﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17490920)
1748年4月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣45歳
1748年4月26日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~17540602退位~17750101死去49歳)
1748年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ｽﾊﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞ､ﾜｼﾞﾙ･ｱﾙ=ﾏﾏﾘｸ)｢ｱﾌﾞｰﾙ･ﾏﾝｽｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｷﾑ･ｶｰ
  ﾝ｣(6.29まで代行~17530513)
1748年5月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢認められたｾﾐﾗｰﾐﾃﾞ｣》
1748年5月15日-09:00|日本|J.ﾌﾛﾝﾄﾘﾃｲﾘﾝｸﾞ|延享5年4月18日|<死去>下村彦右衛門(61歳)商人､大丸屋の創業者
1748年5月15日-09:00|日本|富山県南砺市|延享5年4月18日|前田家の臣大槻伝蔵､藩主毒殺の嫌疑により越中五
  箇山の祖山村に流刑(10月4日自害)
1748年5月18日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｾﾘﾑ2世ｷﾞﾚｲ｣
1748年5月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾆｻﾞｰﾑ王国2代国王｢ﾅｰｼﾙ･ｼﾞｬﾝｸﾞ｣(~17501216第二次ｶｰﾅﾃｨｯｸ戦争で戦死)
1748年5月27日-08:00|中国|  ||清･乾隆13年5月|蘇州で米騒動が発生､年内に中国各地に波及し､食糧暴動が頻
  発
1748年5月29日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｱﾙｽﾗｰﾝ･ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1756.3)
1748年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｼﾌｼﾞｬｰ王朝ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｻﾞﾑ｢ｶﾏﾙｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｰﾝ｣
1748年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ﾅｼﾙ･ｼﾞｬﾝ･ﾐﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~17501216没)
1748年6月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｼﾌｼﾞｬｰ王朝ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ･ﾆｻﾞﾑ｢ﾅｰｼﾙ･ｼﾞｬﾝｸﾞ｣(~17501216死去)
1748年6月14日-09:00|日本|愛媛県大洲市|延享5年5月19日|大洲領中村より出火､104軒を焼失
1748年6月25日-09:00|日本|  ||延享5年5月30日|<死去>佐久間柳居(63歳)俳人
1748年7月15日-09:00|日本|新潟県柏崎市|延享5年6月20日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直旧｣(30歳)⇒従弟｢堀直
  喜｣が継ぐ(⇒寛延4年6月22日(17510714)､死去)
1748年7月21日-09:00|日本|千葉県館山市|延享5年6月26日|<死去>安房国北条藩15000石｢水野忠定｣(58歳)⇒次
  男｢水野忠見｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年8月19日､46歳で死去)
1748年7月24日-09:00|日本|新潟県長岡市|延享5年6月29日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠敬｣(20歳)⇒弟｢牧
  野忠利｣が継ぐ(⇒宝暦5(1755)年7月24日､22歳で死去)
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1748年7月25日-09:00|日本|  ||延享5年7月1日|朝鮮人風の衣装を身に着けて､辻踊りをすることが禁じられる
1748年8月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｲｴｹﾞﾝ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1週間)
1748年8月5日-09:00|日本|  ||寛延1年7月12日|｢寛延｣に改元
1748年8月12日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｺﾝﾌﾗﾝ伯ﾕﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾘｴﾝﾇ｣(~17510329)
1748年8月22日-09:00|日本|埼玉県行田市|寛延1年7月29日|<交替>武蔵忍藩10万石｢阿部正喬｣隠居⇒甥｢阿部正
  允｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年11月24日､死去)
1748年8月24日-09:00|日本|群馬県高崎市|寛延1年8月|<陣屋移転>上野篠塚藩12200石｢松平忠恒｣⇒上野上里見
  藩2万石(⇒明和4(1767)年閏9月28日､上野小幡藩へ移封)
1748年8月26日-09:00|日本|京都府亀岡市|寛延1年8月3日|<移封>丹波篠山藩5万石｢松平信岑｣⇒丹波亀山藩5万
  石(⇒宝暦13(1763)年11月20日､死去)
1748年8月26日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|寛延1年8月3日|<移封>丹波亀山藩5万石｢青山忠朝｣⇒丹波篠山藩
  5万石(⇒宝暦10年7月15日(17600825)､死去)
1748年9月1日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾆｼｬﾝﾁ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1752年1月)
1748年9月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延1年8月14日|<初演>竹田出雲･竹田出雲･三好松洛･並木千柳,人形
  浄瑠璃｢仮名手本忠臣蔵｣大坂竹本座
1748年9月9日-09:00|日本|三重県四日市市|寛延1年8月17日|<死去>伊勢八田藩主｢加納久通｣(76歳)若年寄⇒養
  嗣子の加納久堅(実兄加納政信の五男)が継いだ
1748年9月14日-09:00|日本|千葉県野田市|寛延1年8月22日|<交替>下総関宿藩58000石｢久世暉之｣隠居⇒養子｢久
  世広明｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年1月24日､死去)
1748年9月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾝﾌﾟｰﾙ太守｢Faizullah Khan｣(~17930724),摂政｢Hafiz Rahmat Khan｣(~
  17740423)
1748年9月22日-09:00|日本|大分県速見郡日出町|寛延1年8月30日|<死去>豊後日出藩25000石｢木下俊能｣(24歳)
  ⇒弟｢木下俊泰｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年7月29日､43歳で死去)
1748年9月24日-09:00|日本|広島県|寛延1年9月2日|中国地方で風雨洪水/安芸で死者132人､6421戸が流出/広島･
  三原両城破損
1748年9月26日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｼﾞｮ･ｲ･ﾘｵ｣(~1
  7520117)
1748年9月29日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝ｼｬｰ｢ｴﾌﾞﾗﾋﾑ｣(12.8まで摂政~1749年5月没)
1748年9月30日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Johan Elias van Mylendonk｣(~17551216
  )
1748年10月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督代行｢ｶｰﾙ･ﾖｰｾﾞﾌ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾊﾞｯﾃｨﾔｰﾆｰ｣(~17490423)
1748年10月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<復位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣(5回目~17571110死去)
1748年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1748年10月3日-09:00|日本|岡山県倉敷市|寛延1年9月11日|<死去>岡山新田藩15000石｢池田政晴｣(45歳)⇒次男｢
  池田政員｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年正月25日､31歳で死去)
1748年10月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾙﾏ公｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ｣(~17650718死去45歳)
1748年10月18日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼｭﾚｼﾞｴﾝ戦争が終結/ﾛｼｱが介入する姿勢を見せたため､ﾖｰﾛｯﾊﾟ
  各国がｱｰﾍﾝの和約を結ぶ.ｵｰｽﾄﾘｱ王位継承戦争終結.敗れたｵｰｽﾄﾘｱはｼﾚｼﾞｱをﾌﾟﾛｲｾﾝなどに割譲.同盟側はﾏﾘｱ･ﾃ
  ﾚｼﾞｱの帝位相続権を承認
1748年11月-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾃﾘｱｷ･ﾊﾟｼｬ｣(~1751年)
1748年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの思想家ﾓﾝﾃｽｷｭｰが｢法の精神｣を刊
1748年11月5日-09:00|日本|滋賀県長浜市|寛延1年10月15日|<加増>近江宮川藩1万石｢堀田正陳｣+3000石⇒13000
  石(⇒宝暦3(1753)年10月4日､45歳で死去)
1748年11月7日-09:00|日本|  ||寛延1年10月17日|<死去>橘守国(70歳)狩野派の絵師
1748年11月7日-09:00|日本|三井住友ﾌｨﾅﾝｼｬﾙｸﾞﾙｰﾌﾟ|寛延1年10月17日|<死去>三井高房(65歳)豪商
1748年11月21日-09:00|日本|愛知県岡崎市|寛延1年閏10月1日|<拝領>三河西大平藩1万石｢大岡忠相｣(⇒寛延4(1
  751)年12月19日､死去)
1748年11月22日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｲﾏｰﾑ･ｶｰﾝ｣(~1749年)
1748年11月22日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Gerard Gaspard de Ballade｣(2期目~17490317)
1748年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｼｰﾓｱ｣
1748年12月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｱﾙｼﾞｬｰﾉﾝ･ｼｰﾓｱ｣(~17500207死去)
1748年12月11日-09:00|日本|  ||寛延1年閏10月21日|<死去>堀内仙鶴(74歳)茶人､俳人
1748年12月20日-09:00|日本|静岡県牧之原市|寛延1年11月|<加増>遠江相良藩15000石｢板倉勝清｣⇒2万石(⇒寛
  延2(1749)年2月6日､上野安中藩に移封)
1748年12月22日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ﾈﾎﾟﾑｸ･ｶｰﾙ｣
1748年12月22日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<復位>第4代ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ公｢ﾖｰｾﾞﾌ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ1世｣(~17720210死去)
1748年12月22日-09:00|日本|  ||寛延1年11月3日|幕府が町人･農民がかってに苗字を名乗り､帯刀することを禁
  じる
1749年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾇｰ｣(~1771年)
1749年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ3世｣(⇒1755年ｽﾗｶﾙﾀとｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀに分裂しｽﾗｶﾙﾀ
  君主~1788年死去)
1749年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ2世の死後､ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ3世(-1788)の即位をめぐってﾏﾀﾗｰﾑ王国で争い(第3次



1760迄(2926件)

  ｼﾞｬﾜ継承戦争～1755)
1749年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<死去>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ﾀｵ･ｱﾝ(ｲﾝﾀｿｰﾑ)｣
1749年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｯﾀ5世｣(~1755年没)
1749年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ﾙｱﾝﾊﾟﾊﾞｰﾝ王国国王｢ｲﾝﾀｰﾎﾟﾑ｣(~同年)⇒｢ｿﾃｨｶ･ｸｵﾏﾈ｣(~1771年死去)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽﾗｵ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ｣(1回目~1752年)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾞｧﾝｶﾅｰﾙ国統治者(ﾗｰｼﾞ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾊﾞﾛｼﾞ･ｹｻﾙｼﾝｼﾞ｣(~1784年没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ﾗｰﾏｳﾞｧﾙﾏ7世｣(~1760年8月没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1754年没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾛﾋ国統治者(ﾗｵ)｢ﾌﾟﾘｽｳﾞｨ･ｼﾝ｣(~1772年没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1758年)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｶﾞﾊﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾝ･ﾊﾟﾙ｣(~1770年没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌｧﾙｶﾊﾞｰﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ｶﾞｰﾘﾌﾞ･ｼﾞｬﾝ｣(~1771年11月没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾝﾃﾞｨ国統治者(ﾗｵ･ﾗｼﾞｬ)｢ｳﾒｲﾄﾞ･ｼﾝ｣(1回目~1770年)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾄﾞ･ﾔｰﾙ･ｶｰﾝ｣(~1760年没)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏｸﾗｲ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾙｼﾞ･ｸﾈ･ﾗﾆ｣(~不明)⇒｢ﾀﾞｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1765年)
1749年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国にｳﾞｧﾀﾞｸﾑｸﾙが併合される
1749年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾗｯﾄ国ﾜﾘ｢ﾑﾊﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣
1749年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗｯﾄ国ﾜﾘ｢ﾎｻｲﾝ･ﾅｽﾙ･ｶｰﾝ1世｣(~1794年没)
1749年-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<死去>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ﾋﾞﾗﾗﾌﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾋﾑﾔｰﾙ｣
1749年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世｣(3回目~1752年3月)
1749年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｱｻﾞﾄﾞ･ﾊｰﾝ･ｱﾌｶﾞﾝ｣(ﾀﾌﾞﾘｰｽﾞで対立~1756年)
1749年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｱｳｻ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｹﾀﾞﾌ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ｹﾀﾞﾌ｣(~1779年)
1749年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ伯｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣(~1768年)
1749年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Georg Dietloff von Arnim-Boitzenburg｣(~1753年)
1749年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼｬﾄﾚ夫人がﾆｭｰﾄﾝのﾌﾟﾘﾝｷﾋﾟｱをﾌﾗﾝｽ語訳
1749年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾋﾞｭﾌｫﾝが｢自然誌｣の刊行を開始
1749年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞﾝﾊﾞｰﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣断絶
1749年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾏ･ﾊﾞﾃｨｵ･ｻﾝﾌﾞ｣(~1757年)
1749年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｽｰﾚｰ･ﾅｼﾞ｣(2回目~1752年頃)
1749年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾟﾗｲｱはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王領に組み込まれた
1749年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島副王｢Rouve de La Perelle｣司令官(2期目
  ~1753年)
1749年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｷﾞﾌﾟｽｺｱ会社の横暴に反対し大反乱(ﾚｵﾝの反乱).ｸﾘｵｰｼﾞｮによる最初の反乱となる
1749年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督･大統領｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃｨｱｰﾉ･ｲ･ﾙﾔﾝﾄﾞ｣(~1751年)
1749年 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ人入植者がﾎﾟﾙﾄｰﾌﾟﾗﾝｽ建設
1749年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Tomas Velez Cachupin｣(~1754年)
1749年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾃﾞ･ﾅﾊﾞﾚﾃ｣(~1752年)
1749年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾗ･ｼﾞｮﾝｷｴｰﾙ侯爵ｼﾞｬｯｸ=ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾀﾌｧﾈﾙ･ﾃﾞ･
  ﾗ･ｼﾞｮﾝｷｴｰﾙ｣(~17520317死去)
1749年1月4日-09:00|日本|長崎県大村市|寛延1年11月16日|<死去>肥前大村藩24973石｢大村純富｣(38歳)⇒長男｢
  大村純保｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年12月16日､27歳で死去)
1749年1月5日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛延1年11月17日|<死去>播磨姫路藩15万石｢松平明矩｣(36歳)⇒12月27
  日､長男｢松平朝矩｣が継ぐ(⇒寛延2(1749)年1月22日､前橋藩15万石へ移封)
1749年1月7日-09:00|日本|広島県福山市|寛延1年11月19日|<交替>備後福山藩10万石｢阿部正福｣隠居⇒次男｢阿
  部正右｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年7月12日､死去)
1749年1月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣(~17940126死去)
1749年1月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ﾍﾟﾝﾌﾞﾙｯｸ伯･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｰﾊﾞｰﾄ｣
1749年1月12日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ﾗｳﾞﾗｼﾞｵ伯ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｿｱﾚｽ･ｴ･ﾎﾟ
  ﾙﾄｶﾞﾙ｣(~17530731)
1749年1月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延1年12月|<初演>歌舞伎｢恋淵血夕絞染｣角の芝居,坂東豊三郎座
1749年1月19日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延1年12月|<初演>歌舞伎｢假名手本忠臣蔵｣大坂中の芝居､嵐三五郎
  座
1749年1月22日-08:00|中国|  ||清･乾隆13年12月4日|清朝の中央政治機構の内閣大学士の制度か改められ､三殿
  三閣制となる
1749年1月28日 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ｱｰｻｰ･Hodge｣
1749年1月28日 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢John Welch｣(~1750年)
1749年2月2日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Luis Garcia de Bivar｣(1期目~
  17530125)
1749年2月17日-08:00|中国|  ||清･乾隆14年1月|清で四川の大金川反乱の指導者が投降し反乱が終結
1749年3月3日-09:00|日本|東京都千代田区|寛延2年1月15日|<解任>老中｢酒井忠恭｣
1749年3月10日-09:00|日本|群馬県前橋市|寛延2年1月22日|<移封>播磨姫路藩15万石｢松平朝矩｣⇒上野国前橋藩
  15万石(⇒明和4(1767)年閏9月15日､川越藩15万石へ移封)



1760迄(2926件)

1749年3月10日-09:00|日本|兵庫県姫路市|寛延2年1月22日|<移封>上野厩橋藩15万石｢酒井忠恭｣⇒播磨姫路藩15
  万石(⇒明和7(1770)年閏6月23日､八男｢忠交｣に姫路新田藩1万石を分与立藩⇒安永元(1772)年7月13日､死去)
1749年3月14日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢Sir Humphrey Bland｣(~17540531)
1749年3月16日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱのｵﾊｲｵ会社､ｵﾊｲｵ川上流に20万ｴｰｶｰの土地を下付される
1749年3月17日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|寛延2年1月29日|<死去>上総大多喜藩2万石｢松平正貞｣(68歳
  )⇒養子｢松平正温｣が継ぐ(⇒明和4(1767)年､隠居)
1749年3月24日-09:00|日本|愛知県豊田市|寛延2年2月6日|<移封>上野安中藩2万石｢内藤政苗｣⇒三河挙母藩2万
  石(⇒明和(1766)年11月26日､隠居)
1749年3月24日-09:00|日本|群馬県安中市|寛延2年2月6日|<移封>遠江相良藩2万石｢板倉勝清｣⇒上野安中藩2万
  石(⇒明和4(1767)年､1万石加増され3万石)
1749年3月24日-09:00|日本|静岡県牧之原市|寛延2年2月6日|<移封>遠江国相良藩1万石｢本多忠央｣⇒遠江相良藩
  1万石(⇒宝暦8(1758)年10月25日､改易)
1749年3月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ･ﾊﾞﾚﾝｼｱ地震､死者5千
1749年3月27日-09:00|日本|群馬県高崎市|寛延2年2月9日|<交替>上野高崎藩72000石｢松平輝規｣隠居⇒長男｢松
  平輝高｣が継ぐ(⇒安永8(1779)年12月15日､1万石加増され82000石)
1749年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1749年4月9日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<初演>ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾞｨﾘﾊﾞﾙﾄ･ｸﾞﾙｯｸ《歌劇｢神々の闘い｣》
1749年4月17日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱで農奴制が廃止される
1749年4月17日-09:00|日本|  ||寛延2年3月1日|幕府が御三家･大名･旗本が別荘地を新たに買い入れることを禁
  止し,また筋違いの譲渡を禁じる
1749年4月22日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<初演>ｼﾞｬﾝ=ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾗﾓｰ《ｵﾍﾟﾗ｢ﾅｲｽ｣》
1749年4月22日-09:00|日本|神奈川県横浜市金沢区|寛延2年3月6日|<死去>武蔵六浦藩12000石｢米倉里矩｣(17歳)
  ⇒養子｢米倉昌晴｣が継ぐ(⇒天明5(1786)年12月20日､死去)
1749年4月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘﾝﾌﾞﾙｸ総督｢ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝとﾊﾞｰﾙ公ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(2回目~17800704)
1749年4月24日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛延2年3月8日|京都三十三間堂通矢の｢金堂百射｣で､山本郷右
  衛門が76総矢数100中)を記録
1749年4月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<初演>ｹﾞｵﾙｸ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾝﾃﾞﾙ《組曲｢王宮の花火の音楽｣》
1749年5月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝ｼｬｰ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾛﾌ｣(1回目~12.30)
1749年5月24日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Antoine Marie Desforges-Boucher｣(1期目~8.23)
1749年6月10日-04:00|ｵﾏｰﾝ|  |||<即位>ﾔｱｰﾘﾊﾞ王朝ｲﾏﾑ｢ｱﾌﾞﾋﾗﾙ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~17831214没)
1749年6月18日-09:00|日本|  ||寛延2年5月4日|<死去>早川伝四郎(52歳)歌舞伎役者､歌舞伎作者
1749年6月24日-09:00|日本|長崎県島原市|寛延2年5月10日|<死去>肥前島原藩65900石｢松平忠刻｣(34歳)⇒7月13
  日､長男｢松平忠祇｣が継ぐ(⇒23日､下野宇都宮藩65900石に移封)
1749年7月4日-09:00|日本|東京都|寛延2年5月20日|町奉行が､町方の婦女が菅笠の代りに青紙張りの日傘をさす
  ことを禁じる
1749年7月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ公･2代ﾓﾝｻﾞｰﾏｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰ｣爵位廃絶
1749年7月9日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞでﾊﾘﾌｧｸｽが創設/以後､英領北米の商業中心地･陸海軍基地
1749年7月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(1回目~1751年7月)
1749年7月16日-09:00|日本|熊本県|寛延2年6月3日|<死去>細川利恭(49歳)前肥後熊本新田藩主
1749年7月25日-09:00|日本|静岡県富士宮市|寛延2年6月12日|<創建>大石寺｢五重塔｣
1749年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社がﾏﾄﾞﾗｽを回復
1749年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱでｷｰﾝらがｱﾒﾘｶ初の劇団をつくる
1749年8月3日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｰｶｯﾄ国支配者｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ﾜﾗｼﾞｬ｣(~17951013没)
1749年8月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ﾁｬﾝﾀﾞｰ･ｻｰﾋﾌﾞとﾑｻﾞｯﾌｧﾙ･ｼﾞｬﾝｸﾞの連合軍は､ｶﾙﾅｰﾀｶ太守ｱﾝﾜｰﾙｯﾃﾞｨｰ
  ﾝ･ﾊｰﾝをｱﾝﾌﾞｰﾙで破り殺害し(ｱﾝﾌﾞｰﾙの戦い)第二次ｶｰﾅﾃｨｯｸ戦争が勃発
1749年8月3日-09:00|日本|  ||寛延2年6月21日|幕府が持参金つきの養子縁組をした漆奉行粕谷金太夫と勘定方
  勘野喜四郎を死罪にする
1749年8月14日-09:00|日本|  ||寛延2年7月2日|<寛延2年中国地方畿内風水害>瀬戸内海沿岸の備中､備前､播磨
  から日本海側の但馬､丹後､京都から江戸にいたる各地が大風雨に襲われ,特に播磨国の被害が大きく､姫路城
  下では大洪水となり､1000人余死亡､姫路城の城門､塀､石垣などが崩れて流失し､被害地域全体で3000人余が死
  亡した
1749年8月22日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|寛延2年7月10日|<死去>薩摩藩72万8700石｢島津宗信｣(22歳)⇒弟
  ｢島津重年｣が継ぐ(⇒宝暦5年6月16日(17550724)､死去)
1749年8月31日-09:00|日本|  ||寛延2年7月19日|幕府が非行の御家人3名を死罪とし,他の3名を遠島とする
1749年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｲｵﾙﾀﾞﾁｪ･ｽﾀｳﾞｧﾗﾁｪ｣(~12月)
1749年9月4日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|寛延2年7月23日|<移封>肥前島原藩65900石｢松平忠祇｣⇒下野宇都宮
  藩65900石(⇒宝暦12(1762)年9月､隠居)
1749年9月4日-09:00|日本|長崎県島原市|寛延2年7月23日|<移封>下野宇都宮藩77850石｢戸田忠盈｣⇒肥前島原藩
  77000石(⇒宝暦4(1754)年7月25日､隠居)
1749年9月5日-09:00|日本|  ||寛延2年7月24日|<死去>初代鶴沢友次郎(不明)浄瑠璃三味線方
1749年9月6日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Joseph Brenier｣(1期目~17501016)
1749年9月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延2年7月25日|<初演>竹田出雲･竹田出雲･三好松洛･並木千柳､人形
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  浄瑠璃｢双蝶々曲輪日記｣大阪竹本座
1749年9月8日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Enrique de Olavide y Michelena｣(1
  期目~17561106)
1749年9月12日-09:00|日本|  ||寛延2年8月|<襲名>2代横綱｢丸山権太左衛門｣(~現役中没)
1749年9月12日-09:00|日本|京都府京都市|寛延2年8月|<初演>歌舞伎｢双蝶々曲輪日記｣京都嵐三右衛門座
1749年9月13日-09:00|日本|長野県上田市|寛延2年8月2日|<交替>信濃国上田藩53000石｢松平忠愛｣隠居⇒長男｢
  松平忠順｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年2月8日､死去)
1749年9月14日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Richard Temple｣
1749年9月15日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ﾌｨｯﾌﾟｽ｣(~17530
  807)
1749年9月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾌｧｲｽﾞﾗ･ｶｰﾝ｣(~17940717)､摂政｢ｻﾙﾀﾞﾙ･ﾊﾌｨｽﾞ･ﾗﾌ
  ﾏﾄ･ｶｰﾝ｣(~1752年)
1749年9月16日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Domingo Santos
   de Uriarte｣
1749年9月16日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官代理｢Francisco 
  de Gorriti｣(~1750年)
1749年9月20日-09:00|日本|島根県安来市|寛延2年8月9日|<交替>出雲広瀬藩3万石｢松平近明｣隠居⇒長男｢松平
  近輝｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年5月9日､死去)
1749年9月20日 11:00|日本|京都府京都市|寛延2年8月9日|夜､東本願寺厨火災
1749年9月21日-09:00|日本|秋田県秋田市|寛延2年8月10日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義峯｣(60歳)⇒10
  月16日､孫｢佐竹義真｣が継ぐ(⇒宝暦3(1753)年8月20日､死去)
1749年9月29日-09:00|日本|千葉県野田市|寛延2年8月18日|<死去>久世暉之(51歳)前下総関宿藩主
1749年10月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢de Lafond｣(1期目~1750.12)
1749年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1749年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｱﾙｼﾞｬｰﾉﾝ･ｼｰﾓｱ｣(~17500207死去)
1749年10月12日-09:00|日本|東京都|寛延2年9月2日|<死去>初代瀬川菊之丞(57歳)歌舞伎役者
1749年10月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾃﾝﾌﾟﾙ女伯｢ﾍｽﾀｰ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣(~17521006死去)
1749年10月23日-09:00|日本|茨城県笠間市|寛延2年9月13日|<死去>常陸笠間藩8万石｢牧野貞通｣(43歳)⇒弟｢牧
  野貞長｣が継ぐ(⇒寛政4(1792)年3月21日､隠居)
1749年10月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地で公式に奴隷制度の導入が認可される
1749年11月5日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ｳﾞｨﾗｰﾙ侯爵ﾎｾ･ｱﾙﾌｫﾝｿ･ﾋﾟｻﾛ｣(~17531124)
1749年11月7日-09:00|日本|東京都千代田区|寛延2年9月28日|<就任>老中｢酒井忠寄｣(~宝暦14年5月26日)
1749年11月10日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ総督｢ﾊｲﾒ･ｻﾝｽｽﾄ｣(~17610402)
1749年11月19日-09:00|日本|茨城県結城市|寛延2年10月10日|<死去>下総結城藩18000石｢水野勝庸｣(32歳)⇒弟｢
  水野勝前｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年4月6日､隠居)
1749年11月23日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢John Huske｣(~17610118死去)
1749年11月24日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾚｯｸﾊｲﾑ伯｢ﾖﾊﾝ･ﾈﾎﾟﾑｸ･ｺﾞﾍﾞｰﾙ1世｣(~17951001)
1749年11月24日-09:00|日本|愛知県豊橋市|寛延2年10月15日|<移封>遠江浜松藩7万石｢松平信復｣⇒三河吉田藩7
  万石(⇒明和5(1768)年9月19日､死去)
1749年11月24日-09:00|日本|京都府京都市|寛延2年10月15日|<就任>京都所司代｢松平資訓｣(⇒1752(宝暦2年3月
  26日))
1749年11月24日-09:00|日本|静岡県浜松市|寛延2年10月15日|<移封>三河吉田藩7万石｢松平(本庄)資訓｣⇒遠江
  浜松藩7万石(⇒宝暦2(1752)年3月26日､死去)
1749年11月25日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|寛延2年10月16日|<死去>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直恒｣(49歳)⇒翌
  年3月22日､長男｢鍋島直興｣が継ぐ(⇒宝暦7(1757)年5月29日､死去)
1749年11月26日-09:00|日本|広島県福山市|寛延2年10月17日|鞆原町出火,焼失家屋244軒
1749年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｴﾙﾝｽﾄ2世ﾚｵﾎﾟﾙﾄ｣
1749年11月29日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣(~17781230死去)
1749年11月30日-09:00|日本|福井県福井市|寛延2年10月21日|<死去>越前福井藩30万石｢松平宗矩｣(35歳)⇒12月
  7日､養子｢松平重昌｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年3月18日､16歳で死去)
1749年12月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾗｺｳﾞｨﾂｧ｣(1回目~17530703)
1749年12月1日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Fray Julian de Arriaga y Rivera｣(~1
  7510622)
1749年12月4日-09:00|日本|和歌山県新宮市|寛延2年10月25日|<死去>紀伊新宮藩35000石(紀州藩附家老)｢水野
  忠昭｣(50歳)⇒11月19日､長男｢水野忠興｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年6月28日死去)
1749年12月5日-09:00|日本|大阪府豊中市|寛延2年10月26日|<死去>摂津麻田藩1万石｢青木一都｣(29歳)⇒翌年2
  月19日､弟｢青木見典｣が継ぐ(⇒宝暦4(1754)年8月14日､死去)
1749年12月9日-09:00|日本|沖縄県|寛延2年10月30日|<死去>惣慶忠義(64歳)琉球の歌人､和文学者
1749年12月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾌﾗｯﾀ国最高統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾁｬﾄﾗﾊﾟﾃｨ)｢ﾗｼﾞｬﾗﾑ2世｣(~17771211没)
1749年12月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱﾄｷﾞｱ伯爵ﾙｲｽ･ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾟﾚｸﾞﾘｰﾉ･ﾃﾞ･ｶ
  ﾙｳﾞｧｰﾘｮ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ･ｴ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(~17540817)
1749年12月23日-09:00|日本|  ||寛延2年11月14日|<死去>丸山権太左ヱ門､赤痢のため(37歳)3代横綱
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1749年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>20代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･4代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾘﾝｼﾞｰ｣
1749年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>21代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯･5代ﾘﾝｼﾞｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ=ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ｣(~17810811死去)
1749年12月31日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ副王｢ｱﾐｰﾙ･ｱﾗﾑ･ｶｰﾝ･ｺｰｻﾞｲﾏ｣(1回目~17500109)
1750年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾑﾀﾋﾙ･ﾋﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾘｱﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣
1750年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾐﾇｯﾗｰ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ(下ﾍﾟﾗ支配)｣
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Nicolaas Jongsma｣(~1752年)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ﾌﾚｲ･ｼﾞｬｼﾝﾄ･ﾀﾞ･ｺﾝｾｲﾁｶﾝ/ｼﾞｮｱﾝ
  ･ﾎｰﾈ(2期目)｣(~1751年)
1750年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ﾚﾝﾊﾞｳ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ﾚﾝﾊﾞｳ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾚﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ﾙﾘﾝｿｰ｣(~1790年頃)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1781年)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾒﾈﾌﾟ君主｢Bendara Saud｣(~1767年)
1750年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾀﾞﾊﾗ･ｾﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾝ･ﾊｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾄｩﾝ･ｱｯﾊﾞｽ｣(~1770年)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾗﾄｩｰ･ｻﾘﾌ･ﾌｧﾃｨﾏ｣(~1752年死去)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Adiningrat｣(~1752年)
1750年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼｬｰ3世ﾖﾊﾝ･ﾍﾞﾙﾀﾞｳﾗｯﾄ･ﾍﾟﾙ･ｱﾗﾑ･ｼﾞｬﾗﾙﾗ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･
  ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(2度目~17540830)
1750年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<廃位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾇﾙ･ｱﾙﾌｨﾝ｣実質的統治者ﾗﾄｩｰ･ﾌｧﾃｨﾏがVOC総督ﾌｧﾝ･ｲﾑﾎﾌの
  了解を得て
1750年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ｿﾄﾞﾅﾑ･ﾌﾞｽﾀﾝｼﾞﾝ･ﾊﾞﾝｷﾞｬﾙ｣
1750年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏｽﾀﾝｸﾞ王｢ﾀﾞﾊﾞﾝｸﾞ･ﾙｷﾞｬﾙ･ﾗﾄﾞﾗｼﾞｪ｣(~1797年没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｸﾞﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞﾑﾋﾙ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣(~1751年没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾄﾚﾊｰﾙ国支配者(ﾗｲ･ｻﾍﾌﾞ･ｼｭﾘ)｢ﾀﾞﾗﾑ･ﾊﾟﾙ｣(~不明)⇒｢ｸﾞﾙﾊﾟﾙ｣(~不明)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝｼﾞｪﾘ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｻﾙﾀﾞﾙｼﾝｼﾞ｣(~1789年没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｳﾞｧｶﾞﾝｶﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾄｩ･ｳﾞｧﾄﾞｩｶﾞﾅｰﾀ･ﾍﾟﾘﾔｳﾞﾀﾞﾔ･ﾃｳﾞｧﾙ｣(~1772年)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾏﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1770年没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｿ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾊﾘ･ｼﾝ｣(~1775年)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｻﾌﾀﾞﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾐﾙｻﾞ･ｸﾞﾗﾑ･ﾏﾌﾑｰﾄﾞ｣(2回目~17580221)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｿﾈﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｨｳﾞｨﾔ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~1770年没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌﾟﾙｿｯﾀﾑ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1755年)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝﾄﾞｰﾗ国統治者(ﾃﾞｭﾜﾝ)｢ﾄﾞｩﾙｼﾞｬﾝ･ｼﾝ｣ｼﾞｬｿ国から分裂(~不明)⇒｢ﾒﾄﾞﾆｰ･ｼﾝ｣(~
  不明)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾘ国統治者(ﾃﾞｨﾜﾝ)｢ｱﾁｬﾙｼﾞｭ･ｼﾝ｣建国(~不明)⇒｢ｸﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1780年頃没)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾕﾙﾊﾞﾆ国ﾗｼﾞｬ｢ﾁｬｸﾗﾀﾞｰﾙ･ﾊﾞﾆ･ﾃﾞﾌﾟ｣(~1761年)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾃｨ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ﾗｶｼﾞ3世ｼﾞｼﾞﾊﾞﾜ｣(~不明)⇒｢ｽﾙｼﾝｼﾞ2世ﾗｸﾊｼﾞ｣(~不明)
  ⇒｢ﾙﾝｼｬｼﾞ･ｽﾙｼﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｼﾞｼﾞﾊﾞﾜ2世ﾙﾝｼｬｼﾞ｣(~不明)⇒｢ﾗｶｼﾞ4世ｼﾞｼﾞﾊﾞﾜ｣(~不明)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<設立>ﾁｭｲｶﾀﾞﾝ国(ｻﾞﾐﾝﾀﾞﾘ)
1750年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国にﾃｯｸﾑｸﾙを併合
1750年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｻﾞ国ﾐﾙ･ﾀﾑ｢ｼｬｰ･ｷｽﾛ･ｶｰﾝ｣(~1780年)
1750年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾑﾊﾊﾞｯﾄ･ｶｰﾝ｣(2回目~1751年)
1750年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｻﾙ･ｲ･ﾌﾟﾙをｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに編入/ﾊﾞﾀﾞﾌｼｬﾝはﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰの下でｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ(ｶﾌﾞｰﾙ)に組み込
  まれた(~1793年頃)
1750年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼﾞｬﾜﾄﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾀﾗ･ﾊｻﾝ･ﾊｰﾝ｣(~17890329死去)
1750年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾎｾｲﾝ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1780年)
1750年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｺｰｷ王国統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾀﾋﾝﾌﾞﾜ1世｣(~1780年頃没)
1750年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞのﾍﾞｲ及びﾜﾘｽ｢ｽﾚｲﾏﾝ1世･ｱﾌﾞ･ﾗｲﾗ｣(~1762年)
1750年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｽﾗのﾑﾃｯｻﾘﾌ｢ﾍﾞｼﾞﾙ･ｹｽﾘｲｪﾘ･ｱﾌﾒｯﾄ･ﾊﾟｼｬ｣(~1768年)
1750年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国首相｢Kabinuli｣⇒｢Lugoloobi｣(~1780年)
1750年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｿﾝｺﾞﾗ統治者(ｵﾑﾊﾞｲﾄ)｢ｷｮｳｺｲﾗ｣(~1775年)
1750年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｼﾞｭﾝﾌﾞﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾊﾞﾎﾛﾛ｣
1750年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>上ﾔｰﾌｧ首長｢Salih ibn Ahmad Al Harhara｣(~1780年)
1750年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾌﾞｶﾞﾝﾀﾞ王国国王｢Kyabaggu Kabinuli｣(~1780年死去)
1750年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙのｻﾝ･ﾏﾘｰ島を占領し､交易所を設立
1750年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ismail Pasha｣(~同年)
1750年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾎﾞﾁｬ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ﾑﾃｸﾜﾃｸﾜ｣
1750年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1752年)
1750年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｼﾞｭｸﾞのｸﾞﾙﾏﾝｼｭ国統治者｢ｸﾙｸﾞ1世｣建国
1750年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾄﾞｯｿ支配者(ｻﾞﾙﾏｷｮｲ)｢ｱﾌﾞﾊﾞｶｰﾙ｣建国
1750年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｰﾆｭ公｢ｸﾛｰﾄﾞ=ﾗﾓﾗﾙ2世｣(~1766年)
1750年-01:00|ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｵﾙﾝｸﾞ王国国王｢ﾚﾝｺﾝｼﾞｪ｣⇒｢ｸﾞｳｪﾗﾝｸﾞ･ｲｳｫﾉ｣(~1790年)
1750年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<死去>ｱｼｬﾝﾃｨ王｢ｵﾎﾟｸ･ﾜﾚ･ｶﾀｷｴ｣
1750年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｺｺｯｼ統治者(ｿｰﾏ)｢ﾅ･ﾋﾞｴﾏ･ﾎﾞﾝｻﾌｫ1世｣
1750年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾗｯﾄ=ｺﾄﾞｩ｣(~1755年頃)
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1750年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾊﾞ統治者(ｵﾌﾞｳｪ)｢ｸﾞﾅｳ｣建国
1750年 00:00|ｶﾞｰﾅ|  |||<即位>ｱｼｬﾝﾃｨ王ｸｼ･ｵﾎﾞｱﾀﾞﾑ(~1764年)
1750年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ|  |||<即位>ｻｶｽｰのﾊﾞｳﾙ王国女王｢ﾅﾅﾝ･ｱﾌﾞﾗ･ﾎﾟｸ｣建国(~1760年頃)
1750年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ|  |||英国船に積み込まれた黒人奴隷350人が,ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ島付近で反乱.船を乗
  っ取り脱出を図るも,軍により捕獲される
1750年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||王立ｱﾌﾘｶ会社がﾍﾞﾝｽ島に残した城砦がｸﾞﾗﾝﾄ･ｻｰｼﾞｪﾝﾄ･ｱﾝﾄﾞ･ｵｽﾞﾜﾙﾄﾞ社の手に
  渡る
1750年 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾌｪﾘﾍﾟ･ｲ･ｻﾝﾃｨｱｺﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ軍事司令官｢Juan de Achucarro Mar
  in｣(~1751年死去)
1750年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Charles de Tubieres de Pastel de Levoy de Grim
  oire｣
1750年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢George Frye｣(~1754年死去)
1750年 04:00|ｱﾝｷﾞﾗ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｱﾝｷﾞﾗ副総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･Gumbs2世｣(~1768年死去)
1750年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｼﾞｮﾝ･ｼﾞｮｾﾌ･ｺﾛﾝﾌﾞｽ｣(~10.8没)
1750年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｪｰﾑｽ･ﾊﾟｰｾﾙ｣(~1751年)
1750年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Maximin de Bompar｣(~1757年)
1750年 04:00|ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ島司令官｢Greaux｣
1750年 04:00|ｶﾞｲｱﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ人によるﾃﾞﾒﾗﾗ入植(ｴｾｷﾎﾞに従属)
1750年 05:00|ｹｲﾏﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹｲﾏﾝ諸島主任判事｢ｳｨﾘｱﾑ･Cartwright｣(~1776年)
1750年 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||第2次討伐隊,ﾓﾉﾊﾞﾝﾊﾞを攻略,ｱﾀﾜﾙﾊﾟの根拠地ｴﾈﾉをめざすが,ふたたび惨敗
1750年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾄｩﾙｯｺ｣(~1751年)
1750年1月-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ｿﾌｧﾗ､ﾘｵｽ･ﾃ･ｸｱﾏ､ﾓﾉﾓﾀﾊﾟ総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｲ･ｶ
  ｽﾄﾛ｣(~17520419)
1750年1月3日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾃﾞｨｳﾞｨﾄﾀﾞｰﾙ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｴﾐﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~17520701)
1750年1月3日-09:00|日本|東京都|寛延2年11月25日|<死去>初代姉川新四郎
1750年1月6日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延2年11月28日|<初演>並木千柳･並木千柳･三好松洛､人形浄瑠璃｢源
  平布引瀧｣大阪竹本座
1750年1月10日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ副王｢ﾕｾﾌ･ｱﾘ･ｶｰﾝ･ｼﾞｬﾚｰﾙ｣(~3月)
1750年1月13日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｿﾚｲﾏﾝ2世｣(ﾏｼｬﾄﾞで~3.20)
1750年1月13日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｳﾙｸﾞｱｲ|  |||ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ条約締結/ｽﾍﾟｲﾝはｻｸﾗﾒﾝﾄ(現ｳﾙｸﾞｱｲ)を手に
  入れるかわりに,ｳﾙｸﾞｱｲ川流域のｼｴﾃ･ﾐｼｵﾈｽをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに割譲/ﾌﾞﾗｼﾞﾙのｱﾏｿﾞﾝ,ﾊﾟﾗﾅ地域領有が認められる
1750年1月22日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|寛延3年9月27日|<加増>遠江横須賀藩3万石｢西尾忠尚｣+5000石⇒
  35000石(⇒宝暦10(1760)年3月10日､死去)
1750年1月28日-09:00|日本|福島県会津若松市|寛延2年12月21日|(~27日)陸奥会津藩23万石(藩主:松平容貞)､凶
  作による大一揆が発生
1750年2月7日-08:00|中国|  ||朝鮮･乾隆15年|<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾂｪﾜﾝ･ﾄﾞﾙｼﾞ･ﾅﾑｼﾞｬｬﾙ｣
1750年2月7日-08:00|中国|  ||朝鮮･乾隆15年|<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾗﾏ･ﾄﾞﾙｼﾞ｣(~17530113､死去)
1750年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公･ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ｱﾙｼﾞｬｰﾉﾝ･ｼｰﾓｱ｣
1750年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾋｭｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣(⇒17661022初代ﾉｰｻﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公･初代ﾊﾟｰ
  ｼｰ伯~17860606死去)
1750年2月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｰﾓｱ｣(~17571215死去)
1750年2月22日-09:00|日本|愛媛県大洲市|寛延3年1月16日|大洲藩領浮穴郡小田町･二名･露峰･薄木･大瀬村など
  の農民18000人､凶作のため､特権商人の暴利停止･6か村庄屋の罷免を要求､内子河原に屯集(~28日)
1750年2月26日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾏｰﾄﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ3世ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾙ･ﾑｶﾗﾑ｣(17521212からﾏﾗﾊﾞ
  ﾘの囚人~17570625没)
1750年2月26日-09:00|日本|  ||寛延3年1月20日|幕府が百姓の徒党･強訴･逃散を禁ずる
1750年2月26日-09:00|日本|香川県丸亀市|寛延3年1月20日|讃岐丸亀藩で一揆
1750年3月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ副王｢ｱﾐｰﾙ･ｱﾗﾑ･ｶｰﾝ･ﾎｰｻﾞｲﾏ｣(2回目~17541202没)
1750年3月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾌﾗﾝｸﾘﾝが避雷針を発明
1750年3月3日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|寛延3年1月25日|<死去>伊勢菰野藩11000石｢土方雄房｣隠居⇒弟
  ｢土方雄端｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年9月17日､死去)
1750年3月8日-09:00|日本|  ||寛延3年2月|幕府が諸国に人口調査を命じる/その数は､男1,381万8,654人､女1,2
  09万9,176人､ 計2,591万7,830人
1750年3月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ｳﾞｨｱｰﾚ｣(~17520310)
1750年3月14日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ｲｸﾞﾅｼｵ･ﾃﾞ･ｿﾘｱ･ｲ･ﾓﾝﾃﾛ･ﾃﾞ･ｴｽﾋﾟﾉｰｻ｣(~1754
  年)
1750年4月 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領代行｢ｼﾞｮｻｲｱ｣(~1752年)
1750年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾋﾟｴｰﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｳｺﾞﾘｰﾆ｣
1750年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾙｹｲｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣(~17510421退任)
1750年4月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ議会が鉄条例を制定
1750年4月15日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ｲｸﾞﾉﾀｽ･ｵｷﾞﾝｽｷｰ｣(8.21まで代行~17680222)
1750年4月17日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢趙顯命｣(~11.27)
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1750年4月20日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛ
  ﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ｣(~17510919)
1750年4月28日-09:00|日本|福井県福井市|寛延3年3月22日|福井城下三橋町で火事,100軒余焼失
1750年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領有地ﾏｽﾞﾘﾊﾟﾀﾑをｲｷﾞﾘｽが占領(~7月)
1750年5月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｷｬﾘｰﾑ･ﾊｰﾝがｲｽﾌｧﾊｰﾝを占領
1750年5月8日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|寛延3年4月3日|<死去>大和小泉藩11129石｢片桐貞音｣(39歳)⇒5月
  29日､長男｢片桐貞芳｣が継ぐ(⇒天明7(1788)年12月8日､隠居)
1750年5月10日-09:00|日本|埼玉県深谷市|寛延3年4月5日|<死去>武蔵岡部藩20250石｢安部信平｣(41歳)⇒養子｢
  安部信允｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年9月11日､隠居)
1750年5月12日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Charles de Tubieres de Grimoard de Pes
  tel de Levis｣
1750年5月28日-09:00|日本|京都府京都市|寛延3年4月23日|<死去>桜町上皇(桜町天皇)､脚気衝心のため(31歳､
  享保5(1720)0101生)115代天皇
1750年5月29日-09:00|日本|新潟県新発田市|寛延3年4月24日|<死去>柳沢時睦(55歳)前越後三日市藩主
1750年6月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ｻﾞｶﾘﾔ･ｶｰﾝ･ｶｻﾞｼﾞ｣(~1751年6月)
1750年6月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝対立ｼｬｰ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾛﾌ｣(2回目~同月)
1750年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯｢Friedrich Ludwig｣
1750年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯｢Josef Friedrich Wilhelm｣(~17980409死去)
1750年6月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||ｷﾞﾘｼｬ､ﾍﾟﾛﾎﾟﾈｿｽ半島･ｷﾃｨﾗ島で地震(M7)死者2000人
1750年6月12日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊｰﾜﾙ･ｶｰﾝ1世｣
1750年6月12日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾊｰﾜﾙﾌﾟﾙ国ﾅﾜﾌﾞ･ｱﾐｰﾙ｢ﾓﾊﾞﾗｸ･ﾊｰﾝ2世｣(~17720604没)
1750年6月29日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｲｽﾏｲﾙ3世｣(~1773年没)
1750年7月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾋﾒﾈｽ,皇帝の末裔ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｲﾝｶﾞと称しﾘﾏ東方の町ﾜﾛﾁﾘで蜂起,1
  週間にわたり町を占拠しｺﾚﾋﾄﾞｰﾙを殺害/副王軍は鎮圧後残酷な報復を繰り返す
1750年7月1日-09:00|日本|  ||寛延3年5月28日|<死去>住吉広保(85歳)画家
1750年7月17日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｾｲｲﾄﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ﾊﾟｼｬ｣(~1751年)
1750年7月19日-09:00|日本|大分県佐伯市|寛延3年6月16日|<死去>豊後佐伯藩2万石｢毛利高丘｣33歳⇒次男｢毛利
  高標｣が継ぐ(⇒享和元(1801)年8月7日､47歳で死去)
1750年7月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾎｾ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｵﾊﾞﾝﾄﾞ｣(~17540726)
1750年7月26日-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙのｾﾝﾄ･ﾏﾘｰ島(ﾉｼ ﾎﾞﾗﾊ)が､ﾀﾏﾀﾌﾞ(ﾍﾞﾂｨﾐｻﾗｶ)の王ﾗﾂｨﾐﾗﾎによ
  ってﾌﾗﾝｽに割譲された
1750年7月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの作曲家ﾖﾊﾝ=ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ=ﾊﾞｯﾊ/65歳(誕生16850321)
1750年7月31日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｱﾝ5世大度王｣60歳(誕生16891022)
1750年7月31日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｶﾞﾝｻ公･ﾌﾞﾗｼﾞﾙ女公･ﾍﾞｲﾗ女公･ﾊﾞﾙｾﾛｽ女公･ｳﾞｨﾗ･ｳﾞｨｺｻ女候･ﾊﾞﾙｾ
  ﾛｽ女伯･ｵｳﾚﾑ女伯･ｱﾗｲｵﾛｽ女伯･ﾈｲｳﾞｧ女伯｢ﾏﾘｱ･ﾌﾗﾝｼｽｶ｣ｼﾞｮｾﾞﾌ1世国王の長女(~17770224ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙｳﾞｪ女王
  ~18160320死去)
1750年7月31日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｼﾞｮｾﾞ1世改革王｣(~17770224死去)ｼﾞｮｱﾝ5世の子
1750年8月2日-09:00|日本|  ||寛延3年7月|幕府､銅座を廃止し諸山の銅を長崎直買い入れとする
1750年8月3日-09:00|日本|  ||寛延3年7月2日|<死去>初代山下金作(不明)歌舞伎役者
1750年8月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌｧﾆｮｰﾚ伯｢ｸﾛｰﾄﾞ･ﾗﾓﾗﾙ2世｣(~17660407)
1750年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣
1750年8月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ公･ﾚﾉｯｸｽ公･ﾏｰﾁ伯･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾚﾉｯｸｽ｣先代の子(~1806122
  9死去)
1750年8月11日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公摂政｢ｳﾞｧｼﾘｴ3世｣(~17660310死去)
1750年8月11日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan Jose Colomo｣
1750年8月11日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Agustin de Parejas｣(~17510708死去)
1750年8月12日-09:00|日本|  ||寛延3年7月11日|<死去>和田希因(51歳)俳人
1750年8月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆15年7月11日|朝鮮で均役法施行､均役庁を設置
1750年8月15日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Johannes Philippus Eijlbracht｣(~17560202死
  去)
1750年8月20日-09:00|日本|京都府京都市|寛延3年7月19日|<死去>西川祐信(80歳)浮世絵師
1750年8月20日-09:00|日本|山梨県|寛延3年7月19日|甲斐幕領で一揆(米倉騒動)
1750年8月27日-09:00|日本|埼玉県行田市|寛延3年7月26日|<死去>阿部正喬(79歳)前武蔵忍藩主､元寺社奉行･老
  中
1750年8月29日-09:00|日本|香川県丸亀市|寛延3年7月28日|丸亀藩,西讃百姓一揆の関係者の処罰を行う.礫は三
  野郡笠岡村大西権兵衛以下4名,打首獄門は笠岡村新右衛門以下4名,そのほか打首3名･永牢1名･追放刑33名
1750年9月10日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾗﾝﾂｧｳ伯爵ｵｯﾄｰﾏﾝ･ﾃﾞﾙｯﾌﾟ｣(~17681002没)
1750年9月11日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾍﾞﾝｿﾝ･ﾃｨﾙ･ｱｶﾞｰｽｳﾞｫﾙﾄ｣(17700116まで副
  総督~17710208)
1750年9月19日-09:00|日本|  ||寛延3年8月19日|<死去>八文字屋其笑(不明)浮世草子作者､版元
1750年9月23日-09:00|日本|宮崎県|寛延3年8月23日|日向大風/高鍋藩領1300余石損/佐土原藩領200余戸倒壊
1750年9月26日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛延3年8月26日|二条城天守に落雷し焼失(以後,再建されず)
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1750年9月27日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾀｳﾞｫﾗ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱｼｽ･ﾀﾞ･ﾀｳﾞｫﾗ｣(~175
  40918)
1750年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ｱﾙﾌｫﾝｿ･ｼﾞｬﾝｷﾞ｣
1750年10月8日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官代行｢ﾎｾ･ﾃﾞ･ｽﾞﾆｴ･ﾃﾞ･ﾊﾞ
  ｽﾃﾛｽ｣(~17510618)
1750年10月10日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|寛延3年9月11日|<死去>市橋直方(62歳)前近江仁正寺藩主
1750年10月11日-09:00|日本|  ||寛延3年9月12日|<死去>多田南嶺(53歳)神道家､国学者､故実家､浮世草子作者
1750年10月16日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Jean-Baptiste Charles Bouvet de Lozier｣(1期
  目~17521214)
1750年10月26日-09:00|日本|福島県会津若松市|寛延3年9月27日|<死去>陸奥会津藩23万石｢松平容貞｣(27歳)⇒1
  1月12日､長男｢松平容頌｣が継ぐ(⇒文化2年7月29日(18050823)､死去)
1750年10月30日-09:00|日本|  ||寛延3年10月|<刊行>雑俳集｢武玉川｣初編
1750年10月30日-08:00|中国|  ||朝鮮･乾隆15年10月|ﾁﾍﾞｯﾄでｷﾞｭﾙﾒｰ･ﾅﾑｷﾞｭﾙが駐蔵都統に殺害される
1750年11月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督｢Gustaaf Willem van Imhoff｣
1750年11月1日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領東ｲﾝﾄﾞ総督代理｢Jacob Mossel｣(⇒1752年総督~17610
  515死去)
1750年11月3日-09:00|日本|京都府舞鶴市|寛延3年10月5日|<死去>丹後田辺藩35000石｢牧野明成｣(47歳)⇒三男｢
  牧野惟成｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年6月12日､死去)
1750年11月5日-09:00|日本|  ||寛延3年10月7日|佐渡一国惣代弥次右衛門ら5人,年貢減免などの訴願を勘定奉
  行に提出(寛延一揆)
1750年11月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ｼﾞｮﾅｻﾝ･ﾛｰ｣
1750年11月6日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ﾛｼﾞｬｰ･ｳｫﾙｺｯﾄ｣(~1754年)
1750年11月9日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事代理｢Maximin｣(⇒1752年知事~1752年)
1750年11月24日-09:00|日本|  ||寛延3年10月26日|前年の諌早百姓騒動の中心人物･若杉春后と大坂町奉行所に
  直訴した農民3人が佐賀藩の手で磔刑に
1750年12月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Azmzade Sa'deddin Pasha｣(~1751年)
1750年12月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Gabriel d'Erchigny de Clieu｣(2期目~1752081
  5)
1750年12月5日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ,ﾁﾛﾙ地方の境界確定
1750年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>17代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣
1750年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>18代ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｻｻﾞｰﾗﾝﾄﾞ｣(~17660116死去)
1750年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ侯｢ﾄﾏｽ･ﾜﾄｿﾝ=ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣
1750年12月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾛｯｷﾝｶﾞﾑ侯･初代ﾓﾙﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾜﾄｿﾝ=ｳｪﾝﾄﾜｰｽ｣(~17820701死去全
  爵位廃絶)
1750年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣
1750年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾀﾞｰﾄﾏｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾚｯｸﾞ｣先代の孫(~18010715死去)
1750年12月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ﾑﾋ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ｼﾞｬﾝ･ﾋﾀﾞﾔｯﾄ｣(
  ~17510213第二次ｶｰﾅﾃｨｯｸ戦争で戦死)
1750年12月17日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|寛延3年11月19日|<交替>伊勢神戸藩15000石｢本多忠統｣隠居⇒五男｢
  本多忠永｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年10月13日､隠居)
1750年12月22日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|寛延3年11月24日|<死去>播磨山崎藩1万石｢本多忠辰｣(40歳)⇒長男｢
  本多忠堯｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年2月25日､25歳で死去)
1750年12月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ｲｼｭﾜﾘ･ｼﾝ｣
1751年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞｭﾃﾙ･ﾃﾞ･ﾌｨｹﾞｲﾚﾄﾞ･ｻﾙﾒﾝﾄ｣(2期目~1756
  年)
1751年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Ayan Shah｣(~1754年)
1751年-07:00|ﾗｵｽ|  |||<即位>ｼｪﾝｸｱｰﾝ王｢ｵﾝ･ﾛｰ｣(~1779年)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｯｻﾑ国ﾗｼﾞｬ｢ｽﾗﾝﾌｧ･ﾗｼﾞｪｽｳﾞｧｰﾙ･ｼﾝ｣(~1769年没)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｵﾗｼﾞｬﾊﾟﾃｨ2世｣(~1759年)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾄｶﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞﾗｷｼｮﾚﾃﾞｳﾞｧ1世｣(~1780年没)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾜﾙﾀﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾏﾊｰﾊﾞﾘ･ｼﾝ｣建国(~1801年)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾝｸﾞﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｭﾘﾝｶﾞｰ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣(~同年)⇒｢ｶﾞﾏﾝﾄﾞ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ｣(~1774年没)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾙﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑﾅﾜﾙ･ｶｰﾝ｣(~1792年)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｾｲﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ｼｪｼｭﾏﾙｼﾞ1世ﾗｲｼﾝｼﾞ｣建国(~1794年没)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞｰﾗﾄ･ｼｬｰ｣(~1752年没)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾑｶﾞﾙ帝国ｶｼﾐｰﾙ総督｢ﾐｰﾙ･ﾓﾋﾑ･ｶｰﾝ｣(~1752年)
1751年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾄｶﾗ国はﾏﾌﾗｯﾀ宗主権下(~1803年)
1751年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾏｸﾗﾝ統治者(ﾅｾﾞﾑ)｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~1816年)
1751年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Nizam ad-Din Baba Biy｣(~1
  752年死去)
1751年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢`Ubayd Allah Khan3世｣(~1754年
  死去)
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1751年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾓﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻﾘﾑ･ｶｰﾝ･ｱﾌｼｬﾙ｣(~1752年)
1751年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾞﾝﾄﾞ王朝ﾜｷﾙ･ｱﾙ=ﾗｰﾔ(民衆保護者)｢ｶﾘｰﾑ･ﾊｰﾝ･ｻﾞﾝﾄﾞ｣(~17790301)
1751年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｲｻｳｨ･ｲﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾝｶﾙ･ｱﾙ=ﾑｻｯﾊﾞｱｳｨ｣
1751年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Pedro Olaisa｣(~同年)⇒総督｢Carlos Francisco de Cro
  ix｣(~1754年)
1751年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｼｪﾘﾌ･ﾊﾘﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(~17520418)
1751年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ王室廷吏｢ﾌﾗﾝﾂ･ｶｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｸﾞﾘﾛｯﾄ｣(~~1770年)
1751年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞｷﾞﾙﾐ王国ｽﾙﾀﾝ｢Hajji Mohammed al'Amin, Mbangi｣(~1785年)
1751年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｼﾞｪﾉｳﾞｧ､ｺﾙｼｶを征服
1751年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Eleazar Le Marchant｣(~1757.12死去)
1751年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛｹ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ｣(1回目~1756年)
1751年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがｼﾞﾝ法を制定し､ｼﾞﾝの消費を規制
1751年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾝﾄ｣
1751年 04:00|英領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾊﾞｰｼﾞﾝ諸島副知事｢ｼﾞｮﾝ･ﾊﾟｰｾﾙ｣(~1771年死去)
1751年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾃｨｱｰﾉ･ｲ･ﾙﾔﾝﾄﾞ｣(~1758年)
1751年 05:00|ﾊｲﾁ|  |||逃亡奴隷(ﾏﾙｰﾝ)でﾓｽﾚﾑの医術師ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏｯｶﾝﾀﾞﾙ,白人を駆逐し独立した｢ｱﾌﾘｶ王国｣を建
  設しようとして反乱
1751年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｱﾀﾜﾙﾊﾟ,山間部へ攻勢をかけｿﾉﾓﾛ,ｱﾝﾀﾞﾏﾙｶを攻略
1751年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第3代総督｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｶｰ｣(~1752年)
1751年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾄﾞﾐﾝｺﾞ･ｿﾄ･ﾍﾞﾙﾑﾃ
  ﾞｽ｣(~1756年)
1751年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ﾊｼﾝﾄ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾘｵｽ･ｲ･ﾊｳﾚｷﾞ｣(~1759年)
1751年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｬｲﾌﾟｰﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｻﾜｲ･ﾏﾄﾞ･ｼﾝ1世｣(~17680304没)
1751年1月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||｢ｱﾙﾋﾞﾉｰﾆのｱﾀﾞｰｼﾞｮ｣のｲﾀﾘｱの作曲家ｱﾙﾋﾞﾉｰﾆ没/79歳(誕生:16710614)
1751年1月27日-09:00|日本|  ||寛延4年1月|<刊行>烏有庵｢万世百物語｣
1751年1月27日-09:00|日本|東京都|寛延4年1月1日|<死去>初代坂東彦三郎(59歳)歌舞伎役者
1751年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ｶﾞｰｼﾞｰ･ｱｯﾃﾞｨﾝ(反乱中)｣(~17521016没)
1751年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣
1751年2月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ﾎﾝﾌﾞﾙｸ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ7世｣(~1806年本家のﾍｯｾﾝ大公国領に併合)
1751年2月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊｲﾃﾞﾗﾊﾞｰﾄﾞ国統治者(ﾆｻﾞﾑ･ｱﾙ･ﾓﾙｸ)｢ｱｻﾌ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞｳﾗ･ﾐｰﾙ･ｱﾘ･ｻﾗﾊﾞｯﾄ･ｼﾞｬﾝ
  ｣(~17620708廃位~17630916殺害される)
1751年2月24日-09:00|日本|沖縄県|寛延4年1月29日|<死去>琉球国王｢尚敬｣(52歳)
1751年2月26日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|寛延4年2月1日|宇和島城下に大火があり､140軒余焼失
1751年2月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|寛延4年2月1日|<初演>三好松洛･吉田冠子､人形浄瑠璃｢恋女房染分手
  綱｣(近松門左衛門｢丹後与作侍夜の小室節｣の改作)大阪竹本座
1751年2月27日-02:00|南ｱﾌﾘｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｹｰﾌﾟ植民地司令官(ｵﾗﾝﾀﾞ東ｲﾝﾄﾞ会社)｢ﾘｸ･ﾄｩﾙﾊﾞｰｸﾞ｣(~
  17710811)
1751年3月1日-09:00|日本|山口県萩市|寛延4年2月4日|<死去>長州藩369000石｢毛利宗広｣(35歳)⇒養子｢毛利重
  就｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年8月28日､隠居)
1751年3月6日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ﾏｸﾞﾇｽ･ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾘｭﾂｫｳ｣(~8日)
1751年3月8日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官代行｢ﾏｸﾞﾅｽ･ﾊｯｾﾝ｣(~17520721)
1751年3月14日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾋﾞﾃﾞｵ総督｢Jose Joaquin de Viana｣(1期目~17640408)
1751年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣
1751年3月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｨﾘｱﾑ･ｺｳﾞｪﾝﾄﾘｰ｣(~18090903死去)
1751年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾉｴﾙ｣
1751年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾉｴﾙ｣(~17590527死去)
1751年3月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ代行｢ｼﾞｪﾙｼﾞ伯爵ｴﾙﾃﾞﾃﾞｨ･ﾓﾆｮﾛｹﾚｷ･ｴｽ･ﾓﾉｽﾛｰ｣(~5.1
  1)
1751年3月25日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ﾌﾚﾄﾞﾘｸ1世｣兼>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ1世｣7
  4歳(誕生1676年)
1751年3月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ8世｣ｶｰﾙの下の息子(~17600201死去)
1751年3月25日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾚﾄﾞﾘｸ｣(~17710212死去60歳)
1751年3月26日-09:00|日本|京都府|寛延4年2月29日|京都で大地震/愛宕山の石灯籠残らず崩れ､近辺の諸社寺の
  築地･土蔵破損した｡近衛家御構築地内に損所､知恩院の高塀､妙心寺の築地石垣少損､御香宮の石鳥居柱南北に
  5-6寸筋違い､町家なども破損｡京都で1町土蔵2つずつ損ともいう｡余震2ｶ月
1751年3月29日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｴﾏﾆｭｴﾙ･ｵｰｷﾞｭｽﾄ･ﾄﾞ･ｼﾄﾞｩ･ﾃﾞｭ･ﾎﾞﾜ･ﾄﾞ･ﾗﾓﾃ｣(
  ~17530531)
1751年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣
1751年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾛｽｼｰ公(ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王位の法定推定相続人)･ｺｰﾝｳｫｰﾙ公･初代ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公･
  ｲｰﾘｰ候･25代ﾁｪｽﾀｰ伯･23代ｷｬﾘｯｸ伯･初代ｴﾙﾀﾑ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾙｲｽ王子｣
1751年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｰﾌｫｰﾄﾞ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｳｫﾙﾎﾟｰﾙ｣(~17911205死去)
1751年3月31日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ公･2代ｴﾙﾀﾑ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ王子｣(~17601025､ｼﾞｮｰｼﾞ3世としてｲｷﾞﾘ
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  ｽ国王に即位､爵位は王領に統合)
1751年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱｳﾚﾘｵ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧﾌﾞﾘﾆ｣
1751年4月15日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|寛延4年3月20日|<交替>摂津尼崎藩48000石｢松平忠喬｣隠居⇒次男｢松
  平忠名｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年12月24日､死去)
1751年4月18日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｷｮﾌﾟﾘｭﾘｭ･ﾊｯｸ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1752121
  0)
1751年4月20日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金在魯｣(~17521103)
1751年4月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退任>ﾀﾞﾙｹｲｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣
1751年4月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾊﾞｸﾙｰ公･ﾄﾞﾝｶｽﾀｰ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｽｺｯﾄ｣
1751年4月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾊﾞｸﾙｰ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｽｺｯﾄ｣(⇒18101223兼5代ｸｲｰﾝｽﾞﾍﾞﾘｰ公~18120111死去
  )
1751年4月23日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ･ｴﾙﾝｽﾄ男爵ﾌｧﾝ
  ･ｼｭﾍﾟﾙｹ｣(~17520907)
1751年4月24日-09:00|日本|山形県酒田市|寛延4年3月29日|<酒田宝暦(寛延4年)の大火｢豊後火事｣>荒瀬町から
  出火､日和山にある陣屋(米の集積場)まで焼き尽くした/80人死亡､住家2405軒と町家のほとんどを失い､米倉1
  70棟､船舶10隻､米と麦10万2667俵､たばこ1万箱を焼失
1751年5月2日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Basil Cochrane｣(~1761年)
1751年5月6日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｼﾞｮｰﾝ･ｳﾞﾘｰﾗﾝﾄﾞ｣(~17520226死去)
1751年5月11日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾊﾞｯﾁｬｰﾆ伯ﾈﾒﾄｩｲｳﾞｧｰﾙ｣(~17651026
  没)
1751年5月18日-09:00|日本|東京都千代田区|寛延4年4月23日|<就任>老中｢西尾忠尚｣(~宝暦10年3月10日)
1751年5月21日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Antonio Rodrigues Neves｣(~6.2死
  去)
1751年5月21日-07:00|日本|新潟県|寛延4年4月26日|<寛延4年越後高田地震｢越中･越後地震｣>丑の刻(午前2時ご
  ろ)､越後高田城下を震源とするﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ7ｸﾗｽの内陸直下地震/高田城の多聞櫓､三重櫓などが大破/城下では
  今町の被害がひどく家屋全壊321棟､同半壊384棟など/城下全体で侍屋敷122棟､町家2082棟が全壊し､侍屋敷82
  棟､町屋敷414棟が半壊となり城下は壊滅/高田藩沿岸部では鉢崎-直江津-糸魚川間で山崩れが多発し､桑取川､
  名立川､能生川各谷あいも山崩れが多発/名立の小泊集落では裏山が崩れ406人が死亡､81戸埋没､4戸全壊､3戸
  半壊/この地震による被害合計1539人死亡,家屋全壊8088棟､同半壊8208棟､土蔵全壊147棟､同半壊41棟､同破損
  150棟,寺社全壊229か所､同半壊75か所.山崩れ1700か所以上など
1751年5月25日-08:00|中国|  ||清･乾隆16年5月1日|雲南､剣川地震/M6.8､死者1050人
1751年5月25日 06:00|ﾁﾘ|  |||ﾁﾘ､ﾋﾞｵﾋﾞｵ州ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ沖で地震(ﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ8.6)死者65人
1751年5月27日-09:00|日本|山口県下関市|寛延4年5月3日|<交替>長門長府藩5万石｢毛利匡敬｣本家長州藩を相続
  ⇒長男｢毛利匡満｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年8月13日､22歳で死去)
1751年6月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾙﾃﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾙｳﾞｨｴ｣(1回目~1758年3
  月頃)
1751年6月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Jean-Baptiste Hyacinthe de Saint-Michel Dunezat｣(
  1期目~1752.5)
1751年6月2日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Antonio Rodrigues Neves｣
1751年6月2日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地総督｢Chamber Senate｣(~1754年)
1751年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ2世｣(~17530110没)
1751年6月5日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾎｾ･ﾃﾞｻ･ｴ･ﾌｧﾘｱ｣(~7.15)
1751年6月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの数学者ｼﾞｮﾝ･ﾏﾁﾝ(誕生1685年)/収束の速い円周率の計算法を発
  見
1751年6月18日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾙﾋﾞｵ･ｲ･ﾍﾟﾆｬﾗﾝﾀ
  ﾞ｣(~1759年)
1751年6月22日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Felipe Nicolas Ricardos｣(~17570909)
1751年6月23日-09:00|日本|茨城県古河市|寛延4年6月1日|<死去>下総古河藩5万石｢本多忠良｣(62歳)⇒長男｢本
  多忠敞｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年1月15日､石見浜田藩に移封)
1751年6月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの数学者ﾀﾞﾗﾝﾍﾞｰﾙが｢百科全書｣の刊行を開始
1751年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾌﾄ･ｼﾝ｣(~17520921没)
1751年7月2日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾊﾟﾝﾀﾚｵﾝ･ｲﾊﾞﾆｪｽ･ｸｴﾊﾞｽ｣(~1757年)
1751年7月8日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Agustin de Parejas｣
1751年7月8日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Esteban Bravo de Rivero｣(1期目~17
  530501)
1751年7月12日-09:00|日本|東京都千代田区|寛延4年6月20日|<死去>大御所･徳川吉宗が､脳卒中で(68歳､貞享1(
  1684)1021生)第8代将軍
1751年7月14日-09:00|日本|新潟県柏崎市|寛延4年6月22日|<死去>越後椎谷藩1万石｢堀直喜｣(22歳)⇒養子｢堀直
  著｣が継ぐ(⇒明和5年4月21日(17680605)､死去)
1751年7月15日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢商工会議所上院/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾞﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗｳｰ
  ｼﾞｮ｣(~1754年8月)
1751年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣



1760迄(2926件)

1751年7月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｾﾝﾄ･ｵｰﾙﾊﾞﾝｽﾞ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎﾞｰｸﾗｰｸ｣(~17860201死去)
1751年8月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Alvaro Jose Xavier Botelho de Tavora｣(~17540516)
1751年9月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Seyyid Emir Ahmed Pasha｣(~1752.6)
1751年9月13日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Josue Le Marchant｣
1751年9月19日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾄﾞｰｾｯﾄ公爵ﾗｲｵﾈﾙ･ｸﾗﾝﾌｨｰﾙﾄﾞ･ｻｯｸﾋﾞﾙ｣(2回目~17
  550505)
1751年9月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛延4年8月2日|<死去>一条兼香(60歳)元関白､太政大臣
1751年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃｨﾆ｣
1751年10月2日-09:00|日本|  ||寛延4年8月13日|<死去>7代千宗左(47歳)茶人､表千家家元
1751年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国全州総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ4世｣40歳
1751年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ摂政｢ｱﾝﾅｳﾞｧﾝ･ﾌﾞﾗﾝｽｳｨｸ･ﾙｰﾈﾝﾌﾞﾙｸ｣(~17590112没)
1751年10月22日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国全州総督｢ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ5世｣ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ4世の子母
  后ｱﾝﾇが実権を握る(~17950119~18060409死去58歳)
1751年10月25日-09:00|日本|  ||寛延4年9月7日|<死去>並木宗輔(57歳)浄瑠璃作者
1751年10月26日-09:00|日本|  ||寛延4年9月8日|<死去>祇園南海(76歳)儒学者､漢詩人､画家
1751年11月10日-09:00|日本|岡山県高梁市|寛延4年9月23日|<交替>備中松山藩5万石｢板倉勝澄｣隠居⇒長男｢板
  倉勝武｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年5月27日､死去)
1751年11月10日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|寛延4年9月23日|<交替>陸奥三春藩5万石｢秋田治季(延季)｣隠
  居⇒弟｢秋田定季｣が継ぐ(⇒宝暦7年6月14日(17570729)､死去)
1751年11月29日-09:00|日本|千葉県勝浦市|宝暦1年10月12日|<改易>上総勝浦城主1万石｢植村恒朝｣発狂､大和高
  取に幽閉
1751年12月14日-09:00|日本|  ||宝暦1年10月27日|｢寶暦｣に改元
1751年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Leopold2世｣
1751年12月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ候｢Leopold3世｣(⇒1807年ｱﾝﾊﾙﾄ･ﾃﾞｯｻｳ公に昇格~18170809
  死去)
1751年12月21日-09:00|日本|千葉県富津市|宝暦1年11月4日|<死去>上総佐貫藩16000石｢阿部正鎮｣(53歳)⇒養子
  ｢阿部正興｣が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年3月11日､死去)
1751年12月22日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Peter Clausen｣(1期目~17550806)
1751年12月28日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝暦1年11月11日|三河岡崎藩主水野忠辰が乱心として重臣により江
  戸屋敷座敷牢に押しこめられる
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督代理｢Goderd Ludolf van Beusechem｣(1期目~同年)
  ⇒総督｢Gerard Cluysenaar｣(~1757年)
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Hindley｣(~1754.9死去)
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ﾊﾟﾈﾝﾊﾞﾊﾝ君主｢Panembahan Cirebon3世 Muhammad Tair Yarini Sabir
  in｣(~1773年)
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Outhoorn Ayan Syah｣(~1755年)
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢Abu al-Ma'ali Muhammad Wasi Zainal Alimin｣(~1753年)
1752年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾒｶｻﾝ君主｢Aria Cakraadiningrat1世, R. Alsari｣(~1800年)
1752年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ｶﾝﾃｨﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(2回目~17680925)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼﾞｬｷﾞｳﾞｧﾝﾗｵ･ﾊﾟﾗｼｭﾗﾑ･ﾀﾞﾄﾞﾊﾞ｣(2回目~1754年
  )
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｵﾙｶ国ﾗｼﾞｬ｢ｻﾝﾜﾝﾄ･ｼﾝ｣(~1765年没)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶｯﾁ国統治者(ﾐﾙｻﾞ･ﾏﾊﾗｵ)｢ﾗｸﾊﾟﾂｨ｣(~1761年)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾀﾏｳ国ﾗｼﾞｬ｢ﾌｧﾃ･ｼﾝ｣(~1802年没)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾙﾁｬｰ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾁｬﾝﾄﾞﾗ･ﾋﾞﾗﾊﾞｰﾙ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1765年)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾔﾇﾝﾄﾞ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1753年)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾏﾝ･ｼﾝ｣(~1758年没)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｶﾞｳﾘ･ｼｬﾑ･｣(1回目~1758年)
1752年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<設立>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国
1752年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Nizam ad-Din Baba Biy｣
1752年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ(ﾌｪﾙｶﾞﾅ)ﾍﾞｸ｢Irdana Biy｣(2期目~1753年)
1752年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ﾎﾞﾎﾞﾍﾞｸ｣(~1753年)
1752年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰが北ｲﾝﾄﾞに侵入
1752年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊﾘｰﾙ･ﾊｰﾝ｣(~1755年)
1752年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ｻﾞｶﾘﾔ･ﾊｰﾝ･ｶｻﾞｼﾞ｣(~1756年)
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾌﾞｳｪﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｶﾊﾔ｣
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｶｼﾞｬﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷﾎﾝﾄﾞﾜ｣
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｷｸﾞﾙ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙｳｨﾘ｣(~1777年)
1752年-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<就任>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｱﾌﾞ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ･ｻﾊﾞ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｼﾞｬﾋﾞﾙ･ｱﾙ･ｻﾊﾞ｣(~17580905
  以前)ｵﾈｲｻﾞ族の出身で､元は商人.商人仲間から､ｵｽﾏﾝ帝国との交渉役として互選され､首長となる
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｶ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾀﾋﾞﾝﾜ･ﾆﾛ｣(~1780年)
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾙｷｶﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙｶﾞﾝﾊﾞｷﾞｴ｣
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1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾝｼｪﾆ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾙｶｱﾘ｣
1752年-03:00|ﾏﾖｯﾄ|  |||<即位>ﾏｵﾚ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾎﾞｲﾅ･ｺﾝﾎﾞ｣(~1790年)
1752年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||ﾑﾎﾟﾛﾛ国が6つに分割される
1752年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇﾑｰﾙ公･ﾓﾙﾃﾝ伯｢ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~17851118死去)
1752年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾒｼ1世｣(~1757年)
1752年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louise Henriette de Bourbon｣(~17590209死去)
1752年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾝ王国内乱の収拾を巡り､ﾊﾞﾝﾃﾝ王国はVOCの主権を認めてｵﾗﾝﾀﾞの保護国
  になり､ﾗﾝﾌﾟﾝを割譲させられる
1752年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Nicolas de Castejon e Ibanez de Segovia｣
1752年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣代理｢Hans Jacobsen Debes｣(⇒1455年首席大臣~1769年
  死去)
1752年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｳﾀ･ﾄｰﾛ統治者(ﾃﾞﾅﾝｹ･ｻﾃｨｷﾞ)｢ｼﾞｬｼﾞｪ･ｳﾚ｣⇒｢ｽｰﾚｰ･ﾅｼﾞ｣(3回目~1765年頃)
1752年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾗﾝｻﾛｰﾃ島領主｢Martin Miguel de Castejon y Davila｣(~17640824死去)
1752年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾑﾘﾝｿﾝ｣(~1753年没)
1752年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Alexandre Rouille de Rocourt｣(~1757年)
1752年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第4代総督｢ﾊﾟﾄﾘｯｸ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~1754年)
1752年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾀｽｶｰ･ｼﾆｱ｣(~1753年)
1752年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾌﾙﾍﾝｼｵ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｿﾘｽ｣(~1755年)
1752年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾎｾ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾗﾝｶｰﾆｮ｣(~1756年)
1752年1月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾒﾚｸ･ﾊﾟｼｬ｣(~12月)
1752年1月 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督代理｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｼﾞｮｰﾝｽﾞ｣(2期目~175611
  21)
1752年1月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ:ﾒﾙﾋﾞﾙがﾌﾗｳﾝﾎｰﾌｧｰ線を発見※ﾅﾄﾘｳﾑに炎色反応する黄色のｽﾍﾟｸﾄﾙ線
1752年1月7日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾏﾝｸﾗﾚｽ｣(~17570117)
1752年1月16日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦1年12月|<初演>歌舞伎｢戀女房染分手綱｣中村座
1752年1月17日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾎｾ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾌﾟﾚｰｺﾞ･ﾓﾝﾀｵｽ
  ･ｲ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ｣(~17530624)
1752年1月22日-09:00|日本|千葉県勝浦市|宝暦1年12月7日|<立藩>上総勝浦藩1万石｢大岡忠光｣(⇒宝暦4(1754)
  年3月1日､5000石加増され15000石)
1752年1月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦1年12月11日|<初演>人形浄瑠璃｢一谷嫩軍記｣大坂豊竹座
1752年2月3日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝暦1年12月19日|<死去>三河西大平藩1万石｢大岡忠相｣(75歳)⇒次男｢
  大岡忠宜｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年8月26日､死去)
1752年2月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｧﾛｱ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ=ｵﾙﾚｱﾝ｣兼ｵﾙﾚｱﾝ公｢ﾙｲ4世｣48歳
1752年2月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｳﾞｧﾛｱ公･ｵﾙﾚｱﾝ公･ﾓﾝﾊﾟﾝｼｴ公･ﾇﾑｰﾙ公｢ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ1世｣(~17851118死去60歳
  )
1752年2月8日-09:00|日本|宮城県仙台市|宝暦1年12月24日|<死去>伊達吉村(72歳)前陸奥仙台藩主
1752年2月15日-09:00|日本|沖縄県|宝暦2年|<即位>琉球国王｢尚穆｣(~17940502死去)
1752年2月15日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Nicolas Baptiste des Merliers de Longue
  ville｣(~1759年)
1752年2月18日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾏｻｰﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ2世｣(1度目~17590824)
1752年2月19日-09:00|日本|東京都港区|宝暦2年1月5日|赤坂の紀州徳川邸が焼失
1752年2月19日-09:00|日本|長崎県対馬市|宝暦2年1月5日|<死去>対馬府中藩22800石｢宗義如｣天然痘のため(37
  歳)⇒弟｢宗義蕃｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年閏4月28日､隠居)
1752年2月26日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ･ｼﾞｮｰﾝ･ｳﾞﾘｰﾗﾝﾄﾞ｣
1752年2月26日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督代理｢ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ﾃﾞ･ﾖﾝｸﾞ｣(~9.10)
1752年2月27日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦2年1月13日|<死去>安芸広島藩42万6500石｢浅野吉長｣(72歳)⇒3
  月7日､長男｢浅野宗恒｣が継ぐ(⇒宝暦13(1763)年2月21日､隠居)
1752年2月29日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｱﾗｳﾝﾊﾟﾔ｣(~17600511没)
1752年3月-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｲﾒﾚﾃｨ王｢ｿﾛﾓﾝ1世｣(1回目~1766年)
1752年3月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣
1752年3月10日-09:00|日本|  ||宝暦2年1月25日|紋尽､人形などでの賭博行為が禁じられる
1752年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗﾑﾘｰ=ｻﾝﾀﾞｰｿﾝ｣
1752年3月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｽｶｰﾊﾞﾗ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾗﾑﾘｰ=ｻﾝﾀﾞｰｿﾝ｣(~17820512死去)
1752年3月17日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾗ･ｼﾞｮﾝｷｴｰﾙ侯爵ｼﾞｬｯｸ=ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾀﾌｧﾈﾙ･ﾃ
  ﾞ･ﾗ･ｼﾞｮﾝｷｴｰﾙ｣
1752年3月17日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ﾄﾞｩｹｰﾇ侯爵ﾐｼｪﾙ=ｱﾝｼﾞｭ･ﾄﾞ･ﾒﾈｳﾞｨﾕ｣(~175
  5年)
1752年3月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾛﾚﾀﾞﾝ｣(~17620519死去)
1752年3月20日-09:00|日本|福岡県北九州市|宝暦2年2月5日|<死去>豊前小倉藩15万石｢小笠原忠基｣(71歳)⇒六
  男｢小笠原忠総｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年11月8日､死去)
1752年3月21日 11:00|日本|宮城県仙台市|宝暦2年2月6日|<仙台宝暦2年の大火>戌の刻(20時頃)仙台城下の中心
  ､元柳町から出火､町人の屋敷を中心に家数(世帯数)で1527戸を焼く大火となった/侍屋敷19軒､町屋敷385軒の
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  合計404軒
1752年3月23日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏのﾓﾝ族がｲﾝﾜを攻撃し､ﾄｩﾝｸﾞｰ朝が滅ぶ
1752年3月23日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞで最初の新聞ﾊﾘﾌｧｯｸｽ･ｶﾞｾﾞｯﾄが発行
1752年3月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾃﾌｧﾉ･ﾛﾒｯﾘﾆ｣(~6.7退任)
1752年3月31日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｶﾞﾙｼｱ4世｣
1752年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1752年4月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｷﾞﾙﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾉｰｽ｣(~17900804死去)
1752年4月14日 11:00|日本|鹿児島県鹿児島市|宝暦2年3月|地頭川上式部ら､諏訪(潜木)神社の拝殿を新たに造
  る
1752年4月14日-09:00|日本|静岡県掛川市|宝暦2年3月1日|<死去>小笠原長熙(63歳)前遠江掛川藩主
1752年4月15日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾀｳﾝｸﾞはｱﾜに再編入
1752年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏﾚｰ｣
1752年4月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰﾚｲ｣先代の弟(~17561201死去)
1752年4月19日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ﾒﾛ･ｴ･ｶｽﾄﾛ｣
  (~17580315)
1752年5月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶｼﾐｰﾙは新しく設立されたｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ王国によって征服される
1752年5月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Gilbert Guillouet｣(4期目~1753.7)
1752年5月5日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝暦2年3月22日|<交替>三河岡崎藩6万石｢水野忠辰｣強制隠居幽閉⇒9
  月､養子｢水野忠任｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年9月29日､肥前唐津藩4万石に移封)
1752年5月9日-09:00|日本|静岡県浜松市|宝暦2年3月26日|<死去>遠江浜松藩7万石｢松平(本庄)資訓｣(53歳)⇒5
  月12日､三男｢松平資昌｣が嗣ぐ(⇒宝暦8(1759)年12月27日､丹後宮津藩7万石へ移封)
1752年5月11日-09:00|日本|岩手県盛岡市|宝暦2年3月28日|<死去>陸奥盛岡藩10万石｢南部利視｣(45歳)⇒5月25
  日､従弟｢南部利雄｣が継ぐ(⇒安永8年12月5日(17800111)､死去)
1752年5月14日-08:00|中国|  ||清･乾隆17年4月|清で湖北羅田県民の馬朝柱の反乱計画が発覚
1752年5月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦2年4月7日|<就任>大坂城代｢松平右京大夫輝高｣(~宝暦6.5.7)
1752年5月20日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦2年4月7日|<就任>京都所司代｢酒井忠用｣(⇒1756(宝暦6年4月10
  日))
1752年5月27日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛ
  ﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｲﾙ｣(~17530921)
1752年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Sari Abdurrahman Pasha｣(~同年)⇒｢Sehla Ahme
  d Pasha｣(4期目~1753.2)
1752年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~17540607)
1752年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｽﾃﾌｧﾉ･ﾛﾒｯﾘﾆ｣
1752年6月7日-09:00|日本|長野県長野市|宝暦2年4月25日|<死去>信濃松代藩13万2千石｢真田信安｣(39歳)⇒6月1
  0日､長男｢真田幸弘｣が継ぐ(⇒寛政10(1798)年8月21日､隠居)
1752年6月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｶﾙﾅｰﾀｶ太守｢ﾁｬﾝﾀﾞｰ･ｻｰﾋﾌﾞ｣
1752年6月21日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝ･ﾌﾗﾝｸﾘﾝが、雷が電気現象との仮説を実証するため、雷雨の中で凧を
  揚げて実験
1752年7月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹｰｾ･ﾊﾞﾋﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~17550215)
1752年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞｱがｲｷﾞﾘｽ王領化される
1752年7月21日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｶｰﾙ･ｴﾝｸﾞﾏﾝ｣(~17570311)
1752年7月21日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱ西部･ﾚﾊﾞﾉﾝで地震(M7)死者2万人
1752年7月31日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｼｪｰﾝﾌﾞﾙﾝ動物園開園(ｳｲｰﾝ)【現存する世界最古の動物園】
1752年8月1日-09:00|日本|  ||宝暦2年6月22日|<死去>武藤巴雀(67歳)俳人
1752年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･6代ﾊﾝﾄﾘｰ侯｢ｺｽﾞﾓ･ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1752年8月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｺﾞｰﾄﾞﾝ公･7代ﾊﾝﾄﾘｰ侯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(⇒17840702兼ﾉｰﾘｯﾁ伯~1
  8270617死去)
1752年8月9日-08:00|中国|  ||清･乾隆17年7月|清が沿海地域において日本の寛永通宝の使用を禁止
1752年8月14日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督代行｢ｷﾞﾙﾊﾞｰﾄ･ﾌﾚﾐ
  ﾝｸﾞ｣(~17530702)
1752年8月15日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ暫定知事｢de Lafond｣(2期目~17531227)
1752年8月18日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|宝暦2年7月9日|<死去>石見津和野藩43468石｢亀井茲胤｣(27
  歳)⇒養子｢亀井矩貞｣が継ぐ(⇒天明3(1783)年4月18日､隠居)
1752年8月27日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ﾆｺﾗｽ1世｣(~1758
  年)
1752年8月27日-09:00|日本|  ||宝暦2年7月18日|<死去>油谷倭文子(20歳)歌人
1752年9月7日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ｳｨｸﾞﾎﾞﾙﾄﾞ･ｸﾛﾝﾒﾘﾝ｣(1回
  目~17541022)
1752年9月10日-09:00|日本|  |||因幡で､暴風雨による洪水に襲われる
1752年9月10日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ｼﾞｮｱﾝ･ｷﾞﾃﾞｵﾝ･ﾛｰﾃﾝ｣(~17570317)
1752年9月11日-09:00|日本|京都府綾部市|宝暦2年8月4日|<死去>九鬼隆直(66歳)前丹波綾部藩主
1752年9月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  ||ﾕﾘｳｽ暦9月3日|ｲｷﾞﾘｽでｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ暦が採用され､旧暦9月2日の翌日が9月14日と



1760迄(2926件)

  なる
1752年9月19日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾉｳﾙｽﾞ｣(~17560127)
1752年9月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾋﾞｼﾞｪｲ･ｼﾝ｣(1回目~17530131)
1752年9月25日-09:00|日本|愛知県岡崎市|宝暦2年8月18日|<死去>水野忠辰(29歳)前三河岡崎藩主
1752年10月1日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾏｼｭｰ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(~17530622)
1752年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｺｽﾀﾝﾃｨｰﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1752年10月2日-09:00|日本|  ||宝暦2年8月25日|<死去>彭城百川(56歳)画家
1752年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾃﾝﾌﾟﾙ女伯｢ﾍｽﾀｰ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ｣
1752年10月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾃﾝﾌﾟﾙ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｸﾞﾚﾝｳﾞｨﾙ=ﾃﾝﾌﾟﾙ｣(~17790912死去)
1752年10月11日-09:00|日本|  ||宝暦2年9月5日|<死去>松尾宗二(76歳)茶人
1752年11月21日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島司令官｢Johan Heyliger Pzn.｣
1752年11月21日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｾﾝﾄ･ﾕｰｽﾀﾃｨｳｽ島暫定司令官｢Jan de Windt, Jr.｣(⇒1753092
  4､司令官~17750119､死去)
1752年11月22日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李宗城｣(~17530626)
1752年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊｯｻﾝ･ｱｼｭ=ｼｬｼｬﾛ｣(~1755年10月)
1752年12月10日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~17561206)
1752年12月12日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾐﾅ･ﾗﾆ･ｷﾗｹﾞﾌｧﾇ｣(17570625まで摂政~17591206)
1752年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1752年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭﾄﾚｰﾘｯﾂ公｢ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ4世｣ｱﾄﾞﾙﾌ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世の甥(~179
  40602死去)
1752年12月14日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Joseph Brenier｣(2期目~17560114)
1752年12月18日-09:00|日本|東京都|宝暦2年11月13日|<死去>浮世絵宮川流の始祖･宮川長春(71)
1753年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｸｽﾌﾟﾊﾝ君主｢Sultan Sepuh4世 Muhammad Zainuddin｣(~1773年)
1753年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘﾌ･ｻﾞｲﾇﾙ･ｱｼｷﾝ｣(~1773年)
1753年-07:00|ﾗｵｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏ軍がﾗｵｽのﾙｱﾝﾌﾟﾗﾊﾞﾝ王国を攻撃
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ｶｼﾐｰﾙ総督｢ｲｼｬｸ･ｱｶｼ｣(~5ヶ月)⇒｢ｱﾌﾞﾄﾞﾗ･ｶｰﾝ･ｶﾌﾞﾘ｣(~同年
  )⇒｢ﾗｼﾞｬ･ｽｸ･ｼﾞﾜﾝ･ﾏﾙ｣(~1762年)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｲﾀﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾌﾞ･ｼﾝ･ｱﾅﾝﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1791年没)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｽﾃｨｰﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾓﾝﾄ｣(~1758年)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾝﾀﾞﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｸﾝﾎﾞｼﾞ2世ﾊﾛｰｼﾞ｣(~1790年没)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾝﾄ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾊﾞﾀﾞﾝｼﾝｼﾞ･ﾗﾀﾝｼﾝｼﾞ｣(~1774年没)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞｽﾊﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ﾄﾘﾛｶﾝ･ﾃﾞｵ･ﾊﾞﾆ｣(~1775年)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾆﾙｷﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞﾋﾞｱ･ｼﾝ･ﾏﾙﾄﾞﾗｰｼﾞ･ﾊﾘﾁｬﾝﾀﾞﾝ｣(~1771年)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾀﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌｻﾝ･ｱｯﾗｰ･ｶｰﾝ｣建国(~1786年没)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾝｽﾀﾞ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｳﾀﾞｲｼﾑｼﾞ3世｣(~1770年頃没)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｺﾞﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾏｽ･ﾏﾃﾞｨｰﾅ･ﾊﾞﾀﾗ･ｺﾞﾜ｣(~1767年)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾗﾀﾞｯｸ国王(ﾁｮｽ･ｷﾞｬﾙ･ﾁｪﾝ･ﾎﾟ)｢ﾂｪﾜﾝ･ﾅﾑｷﾞｬﾙ2世｣(~17820617)
1753年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｸﾙﾜｲのもとにﾑﾊﾝﾏﾄﾞｶﾞﾙ国設立
1753年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑ｣(⇒1756.12ﾊﾝを
  僭称~17580324)
1753年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ/ｷﾙｷﾞｽ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<復位>ｺｰｶﾝﾄﾞ･ﾊﾝ国ﾍﾞｲ｢ｴﾙﾃﾞﾆ｣(2期目~1764年死去)
1753年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで国内関税廃止の布告
1753年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｿﾙﾀﾝ･ﾎｾｲﾝ2世｣(対立~6月)
1753年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞｰﾙ･ｶｼﾑ｣(~1756年頃)
1753年-03:00|ﾊﾞｰﾚｰﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝがﾊﾞﾌﾗｲﾝ島を支配
1753年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ|  |||<建国>ｻﾝｸﾙ首長国
1753年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾗｲﾋｽﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｹﾞﾐﾝｹﾞﾝ｣(
  1回目~17551020)
1753年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｾｲｲﾄﾞ･ﾇﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1754年)
1753年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ｻｸﾞﾍﾞ｣(~1774年)
1753年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｾｲﾝ王国首相｢Count Karl-Wilhelm Finck von Finckenstein｣(~1777年)
1753年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｸﾞｻﾞｳﾞｨｴ｣ﾌﾗﾝｽ王太子ﾙｲ･ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝの次男(~1754年)
1753年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂで最初の蒸気機関ができる
1753年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾚﾘが共産主義ﾕｰﾄﾋﾟｱ論｢ﾊﾞｼﾞﾘｱﾄﾞ｣を刊
1753年 03:00|ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島/ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝﾋﾟｴｰﾙ島･ﾐｸﾛﾝ島副王｢Alexis Brin｣(~1763年)
1753年 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾃｨｸﾞｱ大統領｢ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾚｽﾘｰ｣(~1760年)
1753年 05:00|ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾀｰｸｽ･ｶｲｺｽ諸島をﾌﾗﾝｽが占領(~1754年)
1753年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾒﾘｰﾗﾝﾄﾞ植民地総督｢ﾎﾚｲｼｮ･ｼｬｰﾌﾟ｣(~1769年)
1753年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地総督｢ﾙｲ･ﾋﾞﾙｱｰﾙ｣(~1763年)
1753年1月9日-09:00|日本|岡山県岡山市|宝暦2年12月6日|<交替>備前岡山藩31万5千石｢池田継政｣隠居⇒長男｢
  池田宗政｣が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年3月14日､38歳で病死)
1753年1月10日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦2年12月7日|<初演>浅田一鳥･浪岡鯨児･並木素柳･豊竹甚六､人形
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  浄瑠璃｢倭假名在原系図｣四段目<蘭平物狂>､豊竹座
1753年1月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽの医者ﾊﾝｽ･ｽﾛｰﾝ卿がﾛﾝﾄﾞﾝで/92歳(誕生16600416)/大英博物館は
  ｽﾛｰﾝの遺産をもとに開館することになる
1753年1月13日-08:00|中国|  |||<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾗﾏ･ﾄﾞﾙｼﾞ｣
1753年1月13日-08:00|中国|  |||<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ﾀﾞﾜ･ﾁｰ｣(~1755年)
1753年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>8代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ﾄﾏｽ･ﾗｲｱﾝ｣
1753年1月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>9代ｽﾄﾗｽﾓｱ=ｷﾝｸﾞﾎｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｰｽﾞ｣先代の息子(~17760307死去)
1753年1月25日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢ﾎﾞﾊﾞﾃﾞﾗ伯Gomes Freire de An
  drade｣(~17540422)
1753年1月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｼﾞｮｰﾄﾞﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾗﾑ･ｼﾝ｣(2回目~17730823)
1753年2月1日-09:00|日本|三重県鳥羽市|宝暦2年12月29日|<死去>志摩鳥羽藩3万石｢稲垣昭賢｣(55歳)⇒翌年正
  月25日､甥｢稲垣昭央｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年7月22日､隠居)
1753年2月3日-09:00|日本|  ||宝暦3年1月|<初演>歌舞伎｢倭假名在原系図｣四段目<蘭平物狂>山下座
1753年2月10日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ｼﾞｬﾝ=ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ｼｬﾙﾙ･ﾌﾞｰｳﾞｪ･ﾄﾞ･ﾛｼﾞ
  ｴ｣(~17551203)
1753年2月13日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|宝暦3年1月11日|<死去>因幡鹿奴藩3万石｢池田仲央｣(62歳)⇒長男｢池
  田仲庸｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年6月12日､死去)
1753年3月1日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  ||ﾕﾘｳｽ暦2月18日|ｽｳｪｰﾃﾞﾝでｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ暦が採用される
1753年3月9日 04:00|日本|広島県広島市|宝暦3年2月5日|広島水主町出火,船頭･水主屋敷等家数102軒焼失
1753年3月11日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｾﾝﾄﾙｼｱは事実上ﾌﾗﾝｽの所有物(~17550913)
1753年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣
1753年3月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾀﾝｶｰｳﾞｨﾙ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾍﾞﾈｯﾄ｣(~17671027死去)
1753年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰｶｰｽﾙ政権成立
1753年3月30日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾀﾞﾝﾌﾟｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾜﾝ･ﾏﾙﾄﾞ･ｶｰﾝ2世｣建国(~1765年没)
1753年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ｵﾉﾌﾘ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌﾗﾝﾂｫｰﾆ｣
1753年4月2日 04:00|日本|広島県|宝暦3年2月29日|(~3月1日)深津･安那･品治･芦田･御調･沼隈郡の百姓2万余人
  ,つぎつぎと庄屋宅等を打ちこわす
1753年4月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝに大英博物館が設立される
1753年4月24日-09:00|日本|  ||宝暦3年3月21日|<死去>2代中山小十郎(49歳)長唄唄方
1753年4月27日 04:00|日本|鳥取県鳥取市|宝暦3年3月24日|<鳥取宝暦3年の大火｢帽子屋火事｣>午の下刻(13時ご
  ろ)､多門町の綿屋佐一郎宅から出火/鹿野海道や智頭海道あるいは若桜町の商家､それに続く侍屋敷まで焼亡/
  真宗寺に飛び火し堂宇を灰にした炎は袋川を飛び越えて菅能寺へ移り､隣接する瓦町の町家に延焼､今町も全
  焼したが妙玄寺は門が焼けたが本堂だけは焼けずに残った/被害総数､東西6丁､南北8丁が焼け､侍屋敷104軒､
  町家1641かまど数(世帯)､土蔵60か所､寺院は真宗寺は本寺と塔頭(子院)とも焼け､浄覚寺､浄宗寺､菅能寺のほ
  か4寺が被害を被った/火事は放火の仕業と判明､犯人は捕らえられて火刑に処せられた
1753年4月29日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦3年3月26日|<初演>｢京鹿子娘道成寺｣[作･藤本斗文][曲･杵屋作
  十郎､弥三郎]初代中村富十郎､中村座
1753年5月1日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Felipe Ramirez de Estenos｣(~17570830)
1753年5月3日-09:00|日本|東京都|宝暦3年4月|(～9月)江戸で麻疹が流行し､死者多数
1753年5月10日-09:00|日本|石川県金沢市|宝暦3年4月8日|<死去>加賀藩102万5千石｢前田重熙｣(25歳)⇒異母弟
  の｢前田重靖｣が継ぐ(~9月29日(17531025)､死去)
1753年5月13日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退任>ｱﾜﾄﾞ王ｻﾌﾀﾞﾙ･ｼﾞｬﾝｸﾞが宰相職を辞して､帝都ﾃﾞﾘｰからｱﾜﾄﾞに引き上げた
1753年5月13日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ首相｢ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ｱﾝﾄﾝ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾂｰ･ｶｳﾆｯﾂ･ﾘｯﾄﾍﾞﾙｸ｣(~17920819)
1753年5月23日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督代理｢ﾗﾙﾌ･Weeks｣(~17560810)
1753年5月29日-09:00|日本|新潟県佐渡市|宝暦3年4月27日|幕府､佐渡国に代官を創設
1753年5月31日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ｳﾞｫｰﾄﾞﾙｲﾕ侯爵ｼﾞｮｾﾌ･ﾋﾔｼﾝｽ･ﾄﾞ･ﾘｺﾞｰ｣(~1757
  0324)
1753年6月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｼｪﾙﾊﾞｰﾝ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾍﾟﾃｨ｣初代ｹﾘｰ伯の次男(~17610514死去)
1753年6月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱで浮浪者や物乞いを集めて就労させる施設(ｱﾙﾍﾞﾙｺﾞ)が作られる
1753年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||大英博物館設立される
1753年6月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｳﾀﾞｲﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾗｰｼﾞ･ｼﾝ2世｣(~17610403没)
1753年6月24日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗﾙﾃﾞ･ｲ･ｼ
  ｴﾝﾌｴｺﾞｽ｣(1回目~17541017)
1753年6月25日-09:00|日本|千葉県香取市|宝暦3年5月24日|<死去>下総小見川藩主｢内田正美｣(19歳)⇒養子の正
  良が継いだ
1753年6月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｺｰﾝｳｫﾘｽ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺｰﾝｳｫﾘｽ｣(~17620623死去)
1753年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾏﾃｲ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(~17560208死去)
1753年7月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾀ｣(1回目~1756年3月)
1753年7月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事代理｢Jean-Baptiste Hyacinthe de Saint-Michel Dunez
  at｣(2期目~1757.4)
1753年7月1日-09:00|日本|岐阜県中津川市|宝暦3年6月1日|<死去>美濃苗木藩10021石｢遠山友明｣(37歳)⇒7月23
  日､養子｢遠山友清｣が継ぐ(⇒安永6(1777)年11月8日､隠居)
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1753年7月2日 04:00|ｱﾝﾃｨｸﾞｱ･ﾊﾞｰﾌﾞｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘｰﾜｰﾄﾞ･ｶﾘﾋﾞｰ諸島総司令官･総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾄｰﾏｽ卿｣(~
  17660601)
1753年7月3日-09:00|日本|  ||宝暦3年6月3日|<死去>閑院宮直仁親王(50歳)皇族
1753年7月20日-09:00|日本|茨城県下妻市|宝暦3年6月20日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正敦｣(47歳)⇒養子｢井
  上正辰｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年5月27日､25歳で死去)
1753年7月26日-09:00|日本|  ||宝暦3年6月26日|｢麻疹送り｣と称して太鼓を叩き､屋台を引き賽銭を集めて回る
  ことが禁止される
1753年7月31日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙｳﾞｧﾚｽ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ｣(~17581014)
1753年8月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾆｬｰｽﾞ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞｨｯﾁ･ﾄﾞﾙｺﾞﾙｷｰ｣(~1758年6月)
1753年8月 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのｱﾉﾏﾌﾞのｱﾅﾏﾎﾞｴ砦をｲｷﾞﾘｽ軍が占領､ｳｨﾘｱﾑ砦と改名
1753年8月6日-09:00|日本|  ||宝暦3年6月20日|<死去>似雲(81歳)浄土真宗の僧､歌人
1753年8月7日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17560925)
1753年8月14日-09:00|日本|  ||宝暦3年7月16日|<死去>初代吉住小三郎(55歳)長唄唄方
1753年8月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王ﾏｰﾙﾀｰﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏがｵﾗﾝﾀﾞと和平条約締結
1753年8月19日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|宝暦3年7月21日|<死去>秋月種弘(67歳)前日向高鍋藩主
1753年8月27日-09:00|日本|愛媛県西条市|宝暦3年7月29日|<交替>伊予西条藩33000石｢松平頼邑｣隠居⇒養子｢松
  平頼淳｣が継ぐ(⇒安永4(1775)年2月3日､紀伊国紀州藩を相続)
1753年9月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金在魯｣(~17540626)
1753年9月17日-09:00|日本|秋田県秋田市|宝暦3年8月20日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義真｣腫れ物のた
  め(26歳)⇒9月3日､養子｢佐竹義明｣が継ぐ(⇒宝暦8(1758)年3月18日､死去)
1753年9月21日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱとﾊﾞｲｴﾙﾝが貨幣協定締結
1753年9月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ｾﾙｳﾞｧ･ｱﾚｸﾞﾚ侯爵ﾌｱﾝ･ﾋﾟ
  ｵ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾄｩｰﾌｧﾙ･ｲ･ﾌﾗｿ･ﾎﾟﾗｽ･ｲ･ﾃﾞﾙ･ｺﾛ｣(~17610924)
1753年9月27日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦3年9月1日|江戸深川三十三間堂通矢｢五十間堂百射｣で､湯川徳次
  郎(14歳)が58本(総矢数100中)を記録｡種目最初
1753年9月27日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦3年9月1日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十間堂百射｣で､平岩団之
  助(13歳)が82本(総矢数100中)を記録｡種目最初
1753年9月28日-09:00|日本|  ||宝暦3年9月2日|<死去>初代津打門三郎(51歳)歌舞伎役者
1753年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1753年10月17日-09:00|日本|長崎県長崎市|宝暦3年9月21日|長崎奉行所に目安箱を置く
1753年10月25日-09:00|日本|石川県金沢市|宝暦3年9月29日|<死去>加賀藩102万5千石｢前田重靖｣(19歳)⇒異母
  弟の｢前田重教｣が継ぐ(~明和8(1771)年4月､隠居)
1753年10月29日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ植民地を形成するためにｻﾝﾄﾒとﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ統合
1753年10月29日-09:00|日本|滋賀県長浜市|宝暦3年10月4日|<死去>近江宮川藩13000石｢堀田正陳｣(45歳)⇒長男
  ｢堀田正邦｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年6月2日､39歳で死去)
1753年11月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾆｺﾗｳ･ﾃﾞ･ﾋﾟﾅ･ﾃﾞ･ｱﾗｳﾎ｣(~1757年)
1753年11月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾋﾞｻｳにｻﾝ･ｼﾞｮｾﾞ･ﾋﾞｻｳ要塞が建設される
1753年11月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ｽﾊﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾌﾞｲﾙ･ﾏﾝｽｰﾙ･ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾓｷﾑ･ｶｰﾝ｣(2回目~1754
  1005)
1753年11月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢Charles August｣
1753年11月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ侯｢Charles Christian｣(~17881128死去)
1753年11月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ王国4代国王ｻﾗｰﾊﾞﾄ･ｼﾞｬﾝｸﾞはﾌﾗﾝｽとｱｳﾗﾝｶﾞｰﾊﾞｰﾄﾞ条約を結び､ﾌﾗﾝ
  ｽ軍の駐留費として､北ｻﾙｶｰﾙと呼ばれる地域を割譲
1753年11月24日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ副王｢ﾎｾ･ﾏﾇｴﾙ･ｿﾘｽ･ﾌｫﾙﾁ･ﾃﾞ･ｶﾙﾄﾞﾅ｣(~17610224)
1753年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾊﾞｰﾘﾝﾄﾝ伯･第4代ｺｰｸ伯｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ﾎﾞｲﾙ｣
1753年12月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ｺｰｸ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾞｲﾙ｣5代ｵｰﾗﾘｰ伯(~17621123死去)
1753年12月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ｸﾗﾚﾝﾄﾞﾝ伯･2代ﾛﾁｪｽﾀｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊｲﾄﾞ｣断絶
1753年12月25日-09:00|日本|愛知県田原市|宝暦3年12月1日|<死去>三宅康徳(71歳)前三河田原藩主
1753年12月27日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Jean Antoine Joseph｣(~1757年)
1754年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾝﾄﾞ国統治者(ﾊﾟﾝﾂ･ﾌﾟﾗﾃｨﾆﾃﾞｨ)｢ｼｭﾘﾆｳﾞｧｽﾗｵ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾙ｣(2回目~1762年)
1754年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾙﾑﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｷﾗｯﾄ･ﾌﾟﾗｶｼｭ｣(~1773年没)
1754年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｲｪｼｭﾜﾝﾄ･ﾗｵ｣(~1759年没)
1754年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞﾋﾟﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｼﾞｬ･ﾏﾊﾗﾅ)｢ﾀﾞﾘﾙｼﾝｼﾞ(簒奪者)｣(~6ヶ月)⇒｢ﾌﾟﾗﾀﾌﾟｼﾝｼﾞ｣(~1
  764年没)
1754年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗﾝﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾅﾙｼﾝ･ﾊﾞｼﾞｭﾗﾀﾞﾙ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1789年)
1754年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾊﾝ｢`Ubayd Allah Khan3世｣
1754年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Shah Fazil｣
1754年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣ｲﾏｰﾑ･ｸﾘの孫ｻｲｲﾄﾞ
  ･ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑの子(~1756年廃位)
1754年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Nawaub Sulaiman Pasha｣(~1765年)
1754年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｲｰｾﾞﾝﾌﾞﾙｸ･ｳﾝﾄ･ﾋﾞｭｰﾃﾞｨﾝｹﾞﾝ･ｲﾝ･ﾋﾞﾙｼｭﾀｲﾝ侯｢ｳﾞｫﾙﾌｶﾞﾝｸﾞ･ｴﾙﾝｽﾄ2世｣(~1803年)
1754年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(3度目~1755年)
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1754年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ暫定総督｢Juan de Urbina｣(~同年)⇒総督｢Miguel Agustin Carren
  o｣(~1759年)
1754年-01:00|ﾅｲｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｵﾖ王国ｱﾗﾌｨﾝ｢ﾗﾋﾞｼ｣(~同年)⇒｢ｱｵﾝﾋﾞｵﾕ｣(~同年)⇒｢ｱｸﾞﾎﾞﾙｱｴ｣(~同年)⇒｢ﾏｴｵ
  ﾌﾞｴ｣(~1770年)
1754年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Lopo de Sousa Coutinho｣(~同年死去)⇒｢
  Chamber Senate｣(~1758.2)
1754年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾁﾘ|  |||ﾐﾝｸﾞ提督の率いる英艦隊,ｻﾝﾁｱｺﾞを襲撃,略奪
1754年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Daniel Nieuwkerk｣
1754年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢George Frye｣
1754年 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官代理｢Lourens Croes｣(~1756年)
1754年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ国/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞﾐﾆｶ司令官代行｢ﾃﾞｯｻｿｰ(ﾃﾞｯｻｿｰ･ﾎﾞﾝﾀﾝの弟)｣⇒｢ﾙｲ･ﾛﾍﾞｰﾙ･ﾄﾞ･ﾗ
  ･ﾄｩｰｼｭ･ﾄﾞ･ﾛﾝﾌﾟﾚ｣(~1761年6月)
1754年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾆｺﾗｽ･ﾋﾒﾈｽ･ﾃﾞ･ﾛﾊﾞﾄﾝ･ｲ･ｱｻﾞｰﾆｬ･ﾏﾙｹｽ･
  ﾃﾞ･ﾛｼｬﾌｴﾙﾃ｣(~1757年没)
1754年 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｲｴｽﾞｽ会,ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ条約に反対し,ﾊﾟﾗﾅ河流域のｸﾞｱﾗﾆｰ族をｽﾍﾟｲﾝとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに対して
  武装蜂起させる(ｸﾞｱﾗﾆｰ戦争)2年後に敗北
1754年 04:00|ﾁﾘ|  |||ｺﾝｾﾌﾟｼｵﾝ,ｱﾗｳｺ族の襲撃により破壊され移転
1754年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第5代総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾚｲﾉﾙｽﾞ｣(~1757年)
1754年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝﾀｰ･ﾓﾘｽ｣(~1756年)
1754年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾊﾟｽﾄﾗ･ｲ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~17560702没)
1754年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｺﾈﾁｶｯﾄ植民地総督｢ﾄｰﾏｽ･ﾌｨｯﾁ｣(~1766年)
1754年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Francisco Antonio Marin del Valle｣(~1760年)
1754年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾍﾟﾃﾝ県の部隊による大規模なﾍﾞﾘｰｾ制圧作戦.失敗に終わる.英国は各
  所に砦を築き,ｽﾍﾟｲﾝ軍を撃退
1754年1月3日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ｱﾜ王国が独立
1754年1月3日-09:00|日本|愛媛県西条市|宝暦3年12月10日|西条藩領新居郡宇高･郷村など16か村の農民3900人､
  検見取による高免に反対､西条加茂河原に集まる(伊予百姓一揆).郷村平兵衛ら斬首となるが､年貢増徴は徹回
1754年1月4日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|宝暦3年12月11日|<交替>日向国佐土原藩27000石｢島津忠雅｣隠居⇒三
  男｢島津久柄｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年5月23日､隠居)
1754年1月6日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦3年12月13日|広島稲荷町出火,東柳町全焼,家196軒(503竈)焼失
1754年1月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦3年12月18日|<初演>｢けいせい天羽衣｣北川惣左衛門･初代中山新
  九郎､山名宗全､赤松四郎,初代中村歌右衛門☆大掛りなｾﾘ上がり,(3間四方)大坂角の芝居→翌年4月
1754年1月23日-09:00|日本|  ||宝暦4年|<完成>俳人白井鳥酔､師佐久間柳居の年忌を催し､記念集｢百蓮香｣
1754年1月23日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||和平条約によって､伝統あるﾏﾀﾗｰﾑ王国は､｢ｽﾗｶﾙﾀ王国｣と｢ｼﾞｮｸｼﾞｬｶﾙﾀ王国｣
  に分割された
1754年3月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ﾚｵﾎﾟﾙﾄ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣
1754年3月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｱｰﾚﾝﾍﾞﾙｸ公｢ｶｰﾙ･ﾏﾘｱ･ﾗｲﾑﾝﾄ｣(~17780817死去)
1754年3月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国第3代首相｢ﾍﾝﾘｰ･ﾍﾟﾗﾑ｣
1754年3月12日-09:00|日本|東京都|宝暦4年2月19日|千住大橋が架け直される
1754年3月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第4代首相｢初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ公爵ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣ﾎｲｯｸﾞ党(
  1期目~17561116)
1754年3月22日-09:00|日本|  ||宝暦4年2月29日|<死去>杉浦真崎(65歳)歌人
1754年3月30日-09:00|日本|京都府京都市中京区|宝暦4年閏2月7日|山脇東洋らが､壬生で初めて刑死体の解剖を
  指導/その記録｢蔵志｣は宝暦9年(1759)刊
1754年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾓﾗｯﾁ｣
1754年4月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾊｰﾄﾞｳｨｯｸ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾖｰｸ｣(~17640306死去)
1754年4月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ(第12代ｱﾙﾊﾞ公爵)(~1754051
  5)
1754年4月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ｵﾊｲｵ川の要衝にﾃﾞｭｹｰﾇ砦建設
1754年4月22日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Luis Garcia de Bivar｣(2期
  目~17600217死去)
1754年4月22日-09:00|日本|千葉県勝浦市|宝暦4年3月1日|<加増>上総勝浦藩1万石｢大岡忠光｣+5000石⇒15000石
  (⇒宝暦6(1756)年5月21日､武蔵岩槻藩2万石へ加増移封)
1754年5月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛ
  ﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ/ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯爵ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17550505)
1754年5月11日-09:00|日本|福岡県久留米市|宝暦4年3月20日|久留米藩領で人別銀の廃止などを求めて一揆が起
  る(久留米騒動)
1754年5月15日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国国家主席補佐官ﾘｶﾙﾄﾞ･ｳｫｰﾙ(~17631009)
1754年5月16日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Manuel de Saldanha e Albuquerque｣(~1758.4)
1754年5月28日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ﾜｼﾝﾄﾝがﾈｾｼﾃｨ砦を建設しﾌﾚﾝﾁｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争開始
1754年5月31日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ﾄﾏｽ･ﾌｫｰｸ｣(~17560712)
1754年6月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｰﾗﾑｷﾞｰﾙ2世｣(~17591129死去60歳)
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1754年6月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~17750101死去49歳)
1754年6月9日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦4年4月19日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､久保田源太(14
  歳)が11,638本(総矢数14,320中)を記録
1754年6月21日-09:00|日本|  ||宝暦4年夏|平瀬徹斎編｢日本山海名物図会｣が刊行される
1754年6月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｬﾝ･ｼﾞｬｺﾓ･ｳﾞｪﾈﾛｿ｣(~17560623)
1754年7月3日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李天輔｣(~17580913)
1754年7月4日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||(3~)ﾜｼﾝﾄﾝ､ﾈｾｼﾃｨ砦の戦いでﾌﾗﾝｽとｲﾝﾃﾞｨｱﾝの連合軍に敗退,ﾌｫｰﾄﾈｾｼﾃｨｰを
  放棄.ﾌﾗﾝｽ人､ｵﾊｲｵ全域を掌握
1754年7月12日-09:00|日本|徳島県徳島市|宝暦4年5月22日|<交替>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀宗鎮｣隠居⇒弟｢
  蜂須賀至央｣が継ぐ(⇒7月12日､死去)
1754年7月14日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾆｺﾗｽ･ﾏﾃｳｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾇｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｼﾞｰﾃﾚ｣(~
  17551024在任中死去)
1754年7月24日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｱﾘ1世ﾊﾟｼｬ｣(~17930730)
1754年7月26日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗﾝﾃﾞｨｱ｣(~17590531
  死去)
1754年8月 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾙｲｽ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ﾃﾞｻ｣(~1757年3月)
1754年8月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総代行督｢ｼｬﾙﾙ･ﾛﾍﾞｰﾙ･ｺﾞﾃﾞﾋｭｰ･ｻﾞｲﾓﾝ｣(~17550216)
1754年8月3日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾅｰﾝ王国第2代国主｢ｱﾘﾔｳｫﾝﾜﾝﾄｰｸ｣ﾋﾞﾙﾏの指名(~17680708)
1754年8月6日-09:00|日本|  ||宝暦4年6月18日|<死去>仲村渠致元(59歳)陶工
1754年8月7日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝暦4年6月19日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直定｣隠居⇒甥｢井伊直
  ﾖｼ｣が継ぐ(⇒同年8月29日､急逝)
1754年8月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢暫定政府軍事ﾌﾝﾀ(ﾎｾ･ﾎﾞﾃﾘｮ･ﾃﾞ･ﾏﾄｽ/ﾏ
  ﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀﾞ･ｸｰﾆｬ･ｿｳﾄ･ﾒｼﾞｬｰ/ﾛｳﾚﾝｿ･ﾓﾝﾃｲﾛ)｣(~17551223)
1754年8月18日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||清･乾隆19年7月|ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部のｱﾑﾙｻﾅが清に亡命
1754年8月23日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｲｼｬｸ｣
1754年8月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾙｲ｣(~17651220⇒ﾙｲ16世)
1754年8月23日-09:00|日本|広島県庄原市|宝暦4年7月6日|庄原新庄町残らず焼失
1754年8月24日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<設立>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王領植民地(ﾃﾞﾝﾏｰｸ西ｲﾝﾄﾞ諸島)
1754年8月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1754年8月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾊﾘｰ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~17591009死去)
1754年8月27日-09:00|日本|東京都|宝暦4年7月10日|<死去>3代嵐三右衛門(58歳)歌舞伎役者
1754年8月28日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦4年7月11日|<郡上一揆>美濃国郡上藩小駄良口(旧八幡町)の庄屋
  たちが御用金負担が重いことを訴え､新規の課税と御用金の徴収を止めるよう嘆願
1754年8月29日-09:00|日本|徳島県徳島市|宝暦4年7月12日|<死去>阿波徳島藩25万7千石｢蜂須賀至央｣(19歳)⇒8
  月25日､養子｢蜂須賀重喜｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年10月晦日､隠居)
1754年8月30日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ｽﾞﾙｶﾙﾅｲﾝ･ｲﾅﾔｯﾄ･ｼｬｰ･ｶﾊﾙﾗ･ﾊﾘﾌｧｯﾄ･ｳﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ﾖﾊﾝ･ﾍﾞ
  ﾙﾀﾞｳﾗｰﾄ･ｼﾞﾙﾗﾋ･ﾌｨﾙ･ｱﾗﾑ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ｱﾏｲｳﾗ｣(~17650714没)
1754年9月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ﾛﾊﾞｰﾄ･Hindley｣
1754年9月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮﾝ･Walsh -Supervisor｣(~17
  55年)
1754年9月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦4年7月15日|<死去>初代芳澤あやめ/歌舞伎女形役者
1754年9月3日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦4年7月17日|<郡上一揆>美濃国郡上藩那留ヶ野という場所に郡上
  郡内の庄屋､組頭が黒崎佐一右門が行った郡上領内の巡検は容認できるものではなく､何事によらずこれまで
  の先例通り行って欲しい旨の嘆願書を郡上藩側に手渡す
1754年9月4日-09:00|日本|  ||宝暦4年7月18日|<死去>2代芳澤あやめ(53歳)歌舞伎役者
1754年9月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾊﾝｽ･ｹﾞｵﾙｸ･ｸﾛｸﾞ｣(~175908
  10)
1754年9月7日-09:00|日本|  ||宝暦4年7月21日|<死去>伏見宮貞建親王(55歳)皇族
1754年9月8日-09:00|日本|  ||宝暦4年7月22日|<死去>羽川珍重(76歳)浮世絵師
1754年9月11日-09:00|日本|長崎県島原市|宝暦4年7月25日|<交替>肥前島原藩77000石｢戸田忠盈｣隠居⇒弟｢戸田
  忠寛｣(⇒天明2(1782)年9月10日､大坂城代に就任し河内国･播磨国77000石に移封)
1754年9月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦4年7月29日|<初演>千落荘主人,人形浄瑠璃｢義経腰越状｣豊竹座､
  三段目の口<五斗三番>,切<鉄砲場>
1754年9月18日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾙｳﾞｧ伯爵ﾙｲｽ･ﾏｽｶﾚﾆｬｽ｣(~17560628没)
1754年9月18日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦4年8月2日|<郡上一揆>美濃国郡上藩内の約120名の庄屋ら各村の
  惣代が郡上南宮神社に集まって惣代寄合を行い､神社の神前で一味同心の誓いを立てた上で傘連判状を作成し
  ､年貢徴収法改正お断りの嘆願書を作成し藩側に手渡されたものの､藩側からきちんとした年貢徴収法改正断
  念の返事はなかった
1754年9月20日-09:00|日本|京都府綾部市|宝暦4年8月4日|<死去>谷衛憑(81歳)前丹波山家藩主
1754年9月21日-09:00|日本|秋田県由利本荘市|宝暦4年8月5日|<死去>出羽本荘藩2万石｢六郷政長｣(49歳)⇒養子
  ｢六郷政林｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年3月10日､隠居)
1754年9月25日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ市の国勢調査実施
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1754年9月26日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦4年8月10日|<郡上一揆>美濃国郡上藩中そして郡上藩の越前領内
  からも集結した大勢の農民たちは､藩側に検見法への年貢徴収法改正断念を願う願書とともに､金森頼錦が藩
  主となって以降の各種の税や御用金､使役の負担増を指摘し､負担免除を願った十六か条の願書を差し出すと
  いう強訴に及んだ/藩側は願書を受け入れ検見法への年貢徴収法改正を断念する旨記した免許状を渡し､十六
  か条の願書についても了承する旨の免許状を手渡した
1754年9月30日-09:00|日本|大阪府豊中市|宝暦4年8月14日|<死去>摂津麻田藩1万石｢青木見典｣⇒25日､弟｢青木
  一新｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年7月26日､隠居)
1754年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏｯﾁｮｰﾆ｣｢ｵｯﾀｳﾞｨｵ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1754年10月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱでﾏﾘｱ･ﾃﾚｰｼﾞｱの関税令が発布
1754年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1754年10月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17581206死去)
1754年10月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾜﾄﾞ国統治者(ｽﾊﾞﾀﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞ)｢ｼﾞｬﾗﾙ･ｱﾄﾞﾃﾞｨﾝ･ｼｮｼﾞｬ･ｱﾄﾞ･ﾀﾞｳﾗ･ｱﾌﾞｰﾙ･ﾏﾝ
  ｽｰﾙ･ｶｰﾝ･ﾊｲﾀﾞﾙ｣(~17620215)
1754年10月15日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝暦4年8月29日|<死去>近江彦根藩30万石｢井伊直禔｣(28歳)⇒叔父｢
  井伊直定｣が再任(⇒宝暦5(1755)年､隠居)
1754年10月15日-09:00|日本|福島県いわき市|宝暦4年8月29日|<交替>陸奥泉藩15000石｢本多忠如｣隠居⇒長男｢
  本多忠籌｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年4月16日､5000石加増され2万石)
1754年10月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興15年9月|大越でｵﾗﾝﾀﾞのｷﾘｽﾄ教禁止
1754年10月16日-09:00|日本|  ||宝暦4年9月1日|世界初の計算で予測された日食/予測したのは大阪の麻田剛立
1754年10月17日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｱﾙｺｽ･ｲ･ﾓﾚﾉ｣(
  ~17601027没)
1754年10月22日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾒｰ
  ﾙ｣(~17560824)
1754年10月22日-09:00|日本|滋賀県高島市|宝暦4年9月7日|<交替>近江大溝藩2万石｢分部光命｣隠居⇒長男｢分部
  光庸｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年3月10日､隠居)
1754年10月25日-09:00|日本|福岡県朝倉市|宝暦4年9月10日|<死去>筑前秋月藩5万石｢黒田長貞｣(61歳)⇒長男｢
  黒田長邦｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年2月23日､死去)
1754年10月31日 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||ｷﾝｸﾞｽﾞ･ｶﾚｯｼﾞ(後のｺﾛﾝﾋﾞｱ大学)創立
1754年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｸｾﾀｰ伯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ｾｼﾙ｣
1754年11月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｸｾﾀｰ伯｢ﾌﾞﾗｳﾝﾛｰ･ｾｼﾙ｣(~17931226死去)
1754年11月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃﾞﾜｽ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅｼﾞ･ﾗｵ1世ﾌﾟｱｰﾙ｣(~17890324没)､摂政｢ﾗﾆ･ｻﾋﾞﾄﾘﾊﾞｲ｣(~
  1756年)
1754年11月26日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦4年10月13日|<初演>竹田出雲･吉田冠子･中邑閏助･近松半二･三
  好松洛,人形浄瑠璃｢小野道風青柳硯｣竹本座
1754年11月29日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻﾞﾝﾄﾞ朝ｷｬﾘｰﾑ･ﾊｰﾝがｼｰﾗｰｽﾞに入城
1754年12月2日-09:00|日本|  ||宝暦4年10月19日|土御門(安倍)泰邦､西川正休､渋川六蔵らによって貞享暦の改
  正､宝暦5年から宝暦暦となる
1754年12月11日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾃﾞｲ｢ｱﾘ3世ﾌﾞｰ･ｾﾊﾞ｣(~1766年2月没)
1754年12月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第24代ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑﾄ1世｣
1754年12月13日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第25代ｽﾙﾀﾝ｢ｵｽﾏﾝ3世｣先代の弟.22代ﾑｽﾀﾌｧ2世の子(~17571030
  死去)
1754年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｱﾝ･ｳﾞｧﾝ･ｹｯﾍﾟﾙ｣
1754年12月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾙﾍﾞﾏｰﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｹｯﾍﾟﾙ｣先代の息子(~17721013死去)
1754年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｺﾞｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣
1754年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｺﾞｱ伯｢ｸﾞﾗﾝｳﾞｨﾙ･ﾙｰｿﾝ=ｺﾞｱ｣先代の長男(⇒17860301兼初代ｽﾀｯﾌｫｰﾄ
  ﾞ侯~18031026死去)
1754年12月25日-09:00|日本|東京都台東区|宝暦4年11月12日|江戸寛永寺根本中堂できる
1754年12月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞのﾎﾟﾝﾃﾞｼｪﾘで英仏和平協定が締結
1755年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮﾝ･Pybus｣(~同年)⇒｢ﾄｰﾏｽ･Comb
  es｣(~1756年)
1755年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢ｱﾌﾞﾗﾊﾑ･Abeleven｣(~1758年)
1755年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃﾙﾅﾃ･ｽﾙﾀﾝ｢Syah Mardan｣(~1763年)
1755年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾀﾗｰﾑ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ3世｣ｽﾗｶﾙﾀとｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀに分裂⇒ｽﾗｶﾙﾀ君主(~1788
  年死去)
1755年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾁｪｯﾀ5世｣
1755年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｱﾝ･ﾄﾝ｣(2回目~1758年)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾑﾊﾙｻｲﾝ国統治者(ﾀﾗﾅ･ｻﾍﾌﾞ)｢ﾀﾞﾘｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1789年)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｯﾀﾞ･ｻﾝｶﾞﾆ国統治者(ﾀｺﾙ)｢ﾎﾃｨｼﾞ｣(~1812年没)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻｳﾞｧﾝﾜﾃﾞｨ国統治者(ｻｰﾙ･ﾃﾞｻｲ)｢ｹﾑ･ｻｳﾞｧﾝ3世｣(~17850512)､摂政｢ｽﾊﾞｷﾞｬｳﾞｧﾃｨ･ｼ
  ﾞｬﾅｷ･ﾊﾞｲ｣(~1763年)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾘﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾏﾝ･ｼﾝ｣建国(~1788年没)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾊﾞ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾐﾙ･ｼﾝ｣建国(~1783年12月没)
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1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾔｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾑﾙﾄｩﾝｼﾞｪｲ･ｼﾝ･ﾏﾝﾀﾞｯﾀ｣(~1789年)
1755年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚﾜ国ﾗｼﾞｬ｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ｣(~1809年没)
1755年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ﾁﾄﾗﾙ国統治者(ﾐﾌﾀﾙ)｢ﾌｧﾗﾑﾙｽﾞ･ｼｬｰ｣(~1770年)
1755年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｼﾞ･ﾁｬﾗﾋﾞ･ﾊｰﾝ｣
1755年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｶﾞｷｼ･ﾊｰﾝ｣(~1759年死去)
1755年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｴﾘｳﾞｧﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊｻﾝ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ･ｶｰｼﾞｬｰﾙ｣(~1762年)
1755年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾓｷﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｼﾞﾎﾞﾝﾄﾞ1世ﾝｶﾞﾝﾊﾞﾝｷ1世｣
1755年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞｳｪﾘ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾝﾍﾝﾃﾞ｣(~1764年頃)
1755年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<就任>ﾌﾝｼﾞのｺﾙﾄﾞﾌｧﾝ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｱﾌﾞ･ﾘｶｲﾘｸ｣(~1762年)
1755年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｶﾞﾌﾞﾗ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾅｳｪﾚﾚ｣(~1783年頃)
1755年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾓｷﾞ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｼﾞﾎﾞﾝﾄﾞ2世ﾅﾑﾎﾞﾝｺﾞ2世｣
1755年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝ首長｢Muhammad Pasha｣(~1775年)
1755年-03:00|ｼﾞﾌﾞﾁ|  |||<即位>ﾗﾊｲﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ﾌﾞﾙﾊﾝ｣⇒｢ﾌﾞﾙﾊﾝ･ﾋﾞﾝ･ﾃﾞｨﾆ｣
1755年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾝｺﾚ王国国王｢Rwabirere｣⇒｢Karara｣⇒｢Karaiga｣⇒｢Kahaya1世 Nyamwanga｣(~
  1783年死去)
1755年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>第12代ｱﾙﾊﾞ公･ｵﾘﾊﾞｰﾚｽ公｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ｼﾙﾊﾞ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾃﾚｻ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ
  ｣(~17761115死去)先代の子
1755年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｲｼｭｺﾄﾞﾗのﾜﾘｽ｢ｵﾒﾙ･ﾊﾟｼｬ･ｶｳﾞｧｼﾞｪ｣(~1768年)
1755年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(2度目~1756年)
1755年-01:00|ｶﾒﾙｰﾝ|  |||<即位>ﾏﾝﾀﾞﾗ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌﾞﾗﾃﾞｨｱ･ﾜﾝﾀﾞﾗ｣(~1773年)
1755年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｲﾗｰがarctan無限級数を発見
1755年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｼﾞｮﾛﾌ帝国統治者(ﾌﾞｰﾙﾊﾞ･ｼﾞｮﾛﾌ)｢ﾊﾞｶﾀﾑ･ﾌﾞｳﾘ･ﾆｬﾌﾞ｣(~1770年頃)
1755年 04:00|ﾓﾝﾄｾﾗﾄ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ植民地ﾓﾝﾄｾﾗﾄ大統領｢George Wyke｣(~1764年死去)
1755年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｴﾚﾃﾞｨｱ｣(~1758年)
1755年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽ総督｢ｳﾞｫｰﾄﾞﾙｲﾕ=ｶｳﾞｧﾆｬﾙ侯爵ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾘｺ
  ﾞｰ｣(~1760年)
1755年1月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<死去>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ1世｣
1755年1月 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||<即位>ﾓｽｷｰﾄ王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世ｻﾐｭｴﾙ･ﾛﾃﾞﾘｯｸ･ｶﾝﾄﾞﾗｰ｣(~1776年1月没)
1755年1月4日-09:00|日本|  ||宝暦4年11月22日|幕府が1715年の酒造制限令を廃し,1697年の額に復活させる
1755年1月7日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|宝暦4年11月25日|<死去>鍋島宗茂(69歳)前肥前佐賀藩主
1755年1月12日-04:00|ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦1月1日|女帝ｴﾘｻﾞｳﾞｪｰﾀ･ﾍﾟﾄﾛｳﾞﾅがﾓｽｸﾜ国立大学を創設
1755年1月19日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦4年12月8日|<郡上一揆>美濃国郡上藩中の村方三役が呼び出され
  ､8月10日の強訴は不届きではあるが､農民らの訴えを聞き届ける旨の藩主の意向が示された
1755年1月25日-04:00|ﾛｼｱ|  |||科学者ﾐﾊｲﾙ･ﾛﾓﾉｰｿﾌの建言によって｢ﾓｽｸﾜ大学｣創設
1755年1月27日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Samuel Pedersen i Lamhauge｣
1755年1月27日-08:00|中国|  ||清･乾隆19年12月16日|雲南､易門地震/M6.5､死者345人
1755年2月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽの法律家･啓蒙思想家ｼｬﾙﾙ=ﾙｲ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃｽｷｭｰ(1689-､66歳)｢ﾍﾟﾙｼｬ人の
  手紙｣･｢法の精神｣で知られる
1755年2月11日-09:00|日本|大谷大学|宝暦5年|東本願寺の学寮を京都高倉魚棚に移転し高倉学寮と改称
1755年2月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/中国|  ||清･乾隆20年|ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社が商船を浙江に派遣し､寧波での貿易を要
  求
1755年2月11日-09:00|日本|  ||宝暦5年1月1日|幕府が貞享暦を廃し,宝暦戌暦を使う
1755年2月13日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮｸﾞｼﾞｬｶﾙﾀ･ｽﾙﾀﾝ｢Hamengkubuwono1世｣(~17920324死去)
1755年2月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞとｼﾞｬﾜのﾏﾀﾗﾑ王国がｷﾞﾔﾝﾃｨ条約を締結､王領を折半しﾊﾒﾝｸ･ﾌﾞｳ
  ｫﾉ1世のｼﾞｮｸｼﾞｬｶﾙﾀ王国(首都:南西ｼﾞｮｸｼﾞｬｶﾙﾀ)とﾊﾟｸﾌﾞｳｫﾉ3世のｽﾗｶﾙﾀ王国(首都:ｽﾗｶﾙﾀ)が並び立ち､事実上ｵﾗ
  ﾝﾀﾞの保護下に入った
1755年2月14日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅｸﾞﾌﾟｰﾙ国統治者(ｾﾅ･ｻｰﾋﾌﾞ･ｽﾊﾞｰ)｢ｼﾞｬﾉｼﾞ｣(~17730521没)
1755年2月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾍｷﾓﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(3期目~5.18)
1755年2月16日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ暫定総督｢秘密委員会(ﾊﾞﾙﾃﾙﾐｰ/ﾎﾞｲﾛｰ/ｷﾞﾖｰﾙ)｣(~4.8)
1755年2月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｷﾙﾃﾞｱ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ｣(⇒17610303初代ｷﾙﾃﾞｱ侯･初代ｵﾌｧﾘｰ伯
  ⇒17661126兼初代ﾘﾝｽﾀｰ公~17731119死去)
1755年3月16日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝暦5年2月4日|<交替>美濃加納藩65000石｢安藤信尹｣強制隠居⇒次男
  ｢安藤信成｣が継ぐ(⇒翌年5月21日､陸奥磐城平藩6万石に減移封)
1755年3月20日-09:00|日本|静岡県沼津市|宝暦5年2月8日|<死去>駿河松永13000石｢大久保教起｣(23歳)⇒長男｢
  大久保教倫｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年5月9日､死去)
1755年3月31日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦5年2月19日|<就任>関白｢一条道香｣(~宝暦7年3月16日)
1755年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾞｱｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾍﾞﾙﾄｰﾆ｣
1755年4月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｼﾞｮﾙｼﾞｭ･ﾃﾞｭｳﾞｧﾙ･ﾄﾞ･ﾚｲﾘｯﾄ｣(~1758年)
1755年4月10日-09:00|日本|東京都|宝暦5年2月29日|幕府が,諸役所の経費節減のため勝手向御用掛を任命
1755年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣
1755年4月11日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ伯=ﾓｰﾃｨﾏｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾊｰﾚｰ｣(~17901011死去)
1755年4月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｻﾐｭｴﾙ･ｼﾞｮﾝｿﾝの｢英語辞典｣が刊行される
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1755年4月21日-09:00|日本|栃木県日光市|宝暦5年3月10日|地震により､日光東照宮奥院が崩壊
1755年5月5日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣(~17570925)
1755年5月6日-09:00|日本|群馬県沼田市|宝暦5年3月25日|<死去>上野沼田藩35000石｢土岐頼煕｣(37歳)⇒弟｢土
  岐定経｣が継ぐ(5月18日襲封⇒天明2(1782)年8月20日､55歳で死去)
1755年5月9日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｱﾌｼｬｰﾙ王朝対立ｼｬｰ/ﾎﾗｰｻｰﾝ･ｼｬｰ｢ｲｽﾏｲﾙ･ﾛﾌ｣(3回目､ﾎﾗｻﾝで対立~17960514)
1755年5月18日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ﾈｲﾘ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.24)
1755年5月20日-09:00|日本|栃木県日光市|宝暦5年4月10日|大地震により日光山奥院が崩壊
1755年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾀﾞﾝ･ｼﾝｸﾞ｣
1755年5月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾞﾗﾄﾌﾟﾙ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ｽｼﾞｬﾝｼﾞ･ｼﾝ｣(~17631225没)
1755年5月31日-09:00|日本|島根県安来市|宝暦5年4月21日|<死去>松平近明(54歳)前出雲広瀬藩主
1755年6月7日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ北西部で地震(M5.9)死者1200人
1755年6月10日-08:00|中国|  ||清･乾隆20年5月|清軍がｱﾑﾙｻﾅとともにｼﾞｭﾝｶﾞﾙ部の動乱を平定
1755年6月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｸﾞﾘﾏｰﾆ､ｻﾝ･ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄに立派な劇場を建設
1755年6月19日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Noor Muhammad｣
1755年6月19日-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Muhammad Muradyab Khan｣(~1757年)
1755年6月19日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰ･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ民兵､ﾎﾞｰｾｼﾞｭｰﾙ砦占領
1755年6月26日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲﾔｽ2世ｱｽﾏ･ｷﾞﾖﾙｷﾞｽ｣
1755年6月26日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)摂政｢ﾒﾝﾃﾜﾌﾞ皇后｣(2回目~17690507)
1755年6月26日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｴﾁｵﾋﾟｱ帝国(ｿﾛﾓﾝ朝)皇帝｢ｲﾖｱｽ･ｲﾔｽ｣(~17690507~17690514死去)
1755年7月1日-09:00|日本|岐阜県|宝暦5年5月22日|薩摩藩は幕府から命じられた木曽川､長良川､揖斐川が合流
  する､下流域の治水工事(木曽川治水工事御手伝普請,宝暦4年2月22日~)の完成が認められた/新築造や修復し
  た堤防の総延長は120kmという前代未聞の大工事/工期中の藩士の病死者33人､自害した者52人､総奉行の家老
  平田靱負は工事一切の責任を負い､この日の3日後の早朝､割腹自害
1755年7月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争開始｡ﾌﾗﾝｽ領ﾙｲｼﾞｱﾅ植民地にｲｷﾞﾘｽ軍侵入｡ﾌﾗﾝｽは
  ｲﾝﾃﾞｨｱﾝと共同しこれを迎え撃つ/ｳｨﾙﾀﾞﾈｽの戦闘で英軍は壊滅的敗北を喫する
1755年7月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争ﾓﾉﾝｶﾞﾍﾗの戦い>英軍ﾌﾟﾗﾄﾞｯｸ将軍戦死
1755年7月17日-09:00|日本|熊本県|宝暦5年6月9日|<宝暦5年球磨川の洪水､｢瀬戸石崩れ｣>球磨川中流部に山崩
  れから出来た天然ﾀﾞﾑが崩壊し､同川の下流一帯の大洪水で506人死亡､住家流出2118戸､番所流出2か所､神社､
  辻堂の流出10か所､舟の流出101艘/水田2万1753町余(約216平方km)､畑7625町余(約76平方km)が埋没
1755年7月19日-09:00|日本|  ||宝暦5年6月中旬|(～6年3月)宝暦の大飢饉､東北大冷害で米価高騰
1755年7月24日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|宝暦5年6月16日|<死去>薩摩藩72万8700石｢島津重年｣(27歳)⇒長
  男｢島津重豪｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年1月29日､隠居)
1755年7月25日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾜﾘｴﾙ国統治者(ｽﾍﾞﾀﾞﾙ)｢ｼﾞｬﾝｺｼﾞﾗｵ1世･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17610115没)､摂政｢ﾀ
  ﾞｯﾀｼﾞﾗｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱ｣(~17600110没)
1755年7月27日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Koca Mehmed Raghib Pasha｣(~1756年)
1755年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯･ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣
1755年8月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾋﾞｰ伯･ﾃﾞｽﾞﾓﾝﾄﾞ伯｢ﾊﾞｼﾙ･ﾌｨｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~18000714死去)
1755年8月5日-09:00|日本|東京都|宝暦5年6月28日|城郭付近や住宅密集地での花火の打ち上げ禁止
1755年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Augustus Louis｣
1755年8月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｱﾝﾊﾙﾄ･ｹｰﾃﾝ侯｢Karl George Lebrecht｣(~17891017死去)
1755年8月6日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄｸﾛｱ総督｢Christian Leberecht Baron von Prock
  ｣(~17660807)
1755年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ｶｰ｣
1755年8月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾛｸｽﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮﾝ･ｶｰ｣(~18040319死去)
1755年8月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼﾗﾋﾀﾞﾙ･ﾌﾞﾕｸﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~10.25)
1755年8月28日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾉｳﾞｧｽｺｼｱで忠誠誓約拒否のｱｶﾃﾞｨｱ人に対して強制追放令
1755年8月29日-09:00|日本|千葉県勝浦市|宝暦5年7月22日|<死去>植村恒朝(55歳)元上総勝浦藩主
1755年8月31日-09:00|日本|新潟県長岡市|宝暦5年7月24日|<死去>越後長岡藩74000石｢牧野忠利｣(22歳)⇒弟｢牧
  野忠寛｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年6月30日､死去)
1755年9月1日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝暦5年7月25日|<交替>近江彦根藩30万石｢井伊直定｣再隠居⇒甥｢井伊
  直幸｣が継ぐ(⇒寛政元(1789)年2月26日､死去)
1755年9月5日-09:00|日本|  ||宝暦5年7月29日|<死去>渡辺始興(73歳)絵師
1755年9月5日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦5年7月29日|<死去>公家近衛家の臣で､各地へ光琳派の絵を広めた
  絵師渡辺始興(73)
1755年9月6日-08:00|中国|  ||清･乾隆20年8月|清にｱﾑﾙｻﾅが反乱
1755年9月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｼﾞｮｰｼﾞ湖の戦い､植民地軍､ﾌﾗﾝｽ軍に勝利
1755年9月8日-09:00|日本|  ||宝暦5年8月3日|<死去>望月玉蟾(64歳)画家
1755年9月8日-09:00|日本|岩手県一関市|宝暦5年8月3日|<死去>陸奥一関藩3万石｢田村村顕｣(49歳)⇒9月24日､
  養子｢田村村隆｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年2月6日､死去)
1755年9月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ﾓｯﾀ･ｴ･ｼﾙﾊﾞ｣
1755年9月13日 04:00|ｾﾝﾄﾙｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｾﾝﾄﾙｼｱ司令官｢ﾆｺﾗ･ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾃﾞ･ﾒﾘｴ｣(2回目~17611117)
1755年9月30日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦5年8月25日|暴風雨･洪水,広島領の流失損壊家屋2304軒,死者11
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  人
1755年10月-08:00|中国|  |||<即位>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｱﾑｰﾙｻﾅ｣(~17571004､死去)
1755年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｻﾊﾞﾇｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾃﾞｨﾗｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾊｷﾑ･ｶｰﾝ1世｣(~17940220没)
1755年10月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾍｷﾓｵｰﾙ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1756年12月)
1755年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ﾊﾟｵﾛ･ﾃｨﾆ｣
1755年10月3日-09:00|日本|愛知県田原市|宝暦5年8月28日|<交替>三河田原藩12000石｢三宅康高｣隠居⇒従弟｢三
  宅康之｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年11月29日､隠居)
1755年10月8日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸｽﾅｺﾞｰﾙ(ｾﾗﾝﾎﾟｱ)､ﾍﾞﾝｶﾞﾙをﾃﾞﾝﾏｰｸが領有(~18451010)
1755年10月10日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦5年9月5日|<郡上一揆>美濃国郡上藩農民代表40名のうち3名が､
  宿屋江口屋仁右衛門の案内で郡上藩江戸屋敷に出向き､総百姓名で願書を提出/農民たちは十六か条の願書に
  加えて､新たに十七か条の願書を作成し､一緒に提出/農民代表らの対応に当たった用人の宇都宮は､代表を宿
  預けとした上でたびたび藩邸に呼び寄せたあげく､最終的には農民代表全員を牛込御箪笥町の藩別邸に監禁し
  た
1755年10月11日-09:00|日本|  ||宝暦5年9月6日|<死去>有栖川宮音仁親王(27歳)皇族
1755年10月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督代行｢ﾌﾗﾝﾂ･ｳﾞｪﾝﾂｪﾙ･ｸﾞﾗｰﾌ･ｳｫﾘｽ｣(~1757年)
1755年10月20日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督｢ｴﾙﾝｽﾄ･ﾃﾞｨｰﾄﾘｯﾋ･ﾏｰｼｬﾙ･ﾌｫﾝ･ﾌﾞﾙ
  ｸﾎﾙﾂﾊｳｾﾞﾝ｣(~1766年)
1755年10月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｳﾞｧﾝﾌﾘｰﾄ方伯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ｣断絶､領土は本家筋にあたるﾍｯｾﾝ=ﾛｰﾃﾝﾌﾞ
  ﾙｸが相続
1755年10月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾆｺﾗｽ･ﾏﾃｳｽ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞﾙ･ﾇｰﾄﾞ･ﾃﾞ･ｼﾞｰﾃﾚ｣
1755年10月24日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ﾛｴﾛﾌ･ｳﾙｾﾝ｣(~17580115)
1755年10月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｲﾙﾐｾｷｻﾞｰﾄﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17560401)
1755年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｺﾙｼｶでﾊﾟｽｶｧｰﾚ･ﾊﾟｵﾘによる独立共和国が憲法を制定
1755年11月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｺﾙｼｶ独立(ｼﾞｪﾉｳﾞｧが領土権)ﾊﾟｵﾘを首班と した独立政府を樹立
1755年11月1日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<ﾘｽﾎﾞﾝ地震>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙのﾘｽﾎﾞﾝ港付近を震源とする大地震が発生/大津波も発
  生し､6日間の火災などによって6万2千人が死亡
1755年11月8日-09:00|日本|茨城県行方市|宝暦5年10月5日|<交替>常陸麻生藩1万石｢新庄直隆｣隠居⇒弟｢新庄直
  侯｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年10月10日､死去)
1755年11月10日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｱﾏﾘﾗｽ侯爵ｱｸﾞｽﾃｨﾝ･ﾃﾞ･ｱﾌﾏﾀﾞ･ｲ･ﾋﾞｼﾞｬﾛﾝ｣(~1
  7600205)
1755年11月11日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相代理｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｶ･ｺﾙﾃ･ﾚｱﾙ｣(~17560505)
1755年11月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯･ﾒｰﾇ伯･ﾍﾟﾙﾁｪ伯･ｾﾉﾁｪｽ伯｢ﾙｲ5世｣ﾌﾗﾝｽ王太子ﾙｲ･ﾌ
  ｪﾙﾃﾞｨﾅﾝとﾏﾘｰ=ｼﾞｮｾﾞﾌ･ﾄﾞ･ｻｸｽの四男(~1790年)
1755年11月19日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||ﾓﾛｯｺ地震､死者3千
1755年11月22日-09:00|日本|山形県山形市|宝暦5年10月19日|出羽が凶作となり山形城下で打ち壊し
1755年11月25日-09:00|日本|山形県天童市|宝暦5年10月22日|出羽が凶作のため､天童で打ち壊し
1755年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣
1755年11月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ﾛｰｽﾞﾍﾞﾘｰ伯｢ﾆｰﾙ･ﾌﾟﾘﾑﾛｰｽﾞ｣(~18140325死去)
1755年11月28日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦5年10月25日|<郡上一揆>美濃国郡上藩三家老の免許状を紛失し
  た件で村預けになっていた小野村半十郎に入牢を申し付けたのを皮切りに､一揆の首謀格と見られた農民30名
  あまりを拘束し入牢を申し付け､更に100名余りを手錠､村預けの処分を下した
1755年12月2日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦5年10月29日|<郡上一揆>美濃国郡上藩:剣村藤次郎､栃洞村清兵
  衛の2名が新たに江戸に派遣到着,金森屋敷に向かい､40名の農民代表の消息について探りを入れてみたが全く
  手がかりがつかめなかったため､40名が郡上藩によって軟禁されているものと判断し､郡上藩に改めて訴えを
  行うことは危険性が高いため､公事師であった医師の島村良仙の協力で新たに訴状を作成した上で､藩主金森
  頼錦の弟である井上遠江守の邸に訴状を提出
1755年12月3日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ﾙﾈ･ﾏｺﾞﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ｳﾞｨﾙﾊﾞｰｸﾞ｣(~17591
  104)
1755年12月3日-09:00|日本|岩手県盛岡市|宝暦5年冬|陸奥盛岡藩9万2千石(藩主:南部利雄)､南部大飢饉､餓死者
  5万余を出す
1755年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣
1755年12月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公｢ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯｼｭ｣先代の息子(~17641002死去)
1755年12月23日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ｱﾙｺｽ伯ﾏﾙｺｽ･ﾎｾ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ･ｴ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~
  17600109)
1755年12月25日-09:00|日本|茨城県牛久市|宝暦5年11月23日|<死去>山口弘豊(72歳)前常陸牛久藩主
1755年12月28日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾀﾞﾏﾄ･ｲ･ﾃﾞ･ｼﾞｭﾆｴﾝﾄ･ﾌﾟﾗﾈｯﾗ･ｱｲﾒﾘｯｸ･ｲ･ｻﾝﾀ･ﾊﾟｳ｣(~17
  610909)
1755年12月28日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦5年11月26日|<郡上一揆>美濃国郡上藩:東気良村善右衛門､切立
  村喜四郎､前谷村定次郎､東気良村長助､那比村藤吉の願主5名に高原村弁次郎を加えた6名は､駕籠訴を決行/老
  中酒井忠寄の江戸城登城の行列に訴状を差し出し酒井老中は駕籠訴人らの宿所を尋ね､自らの邸に連れて行く
  よう命じた
1755年12月30日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<死去>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ﾕｽﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣
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1755年12月30日-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<就任>ﾊﾗﾙ首長国ｴﾐｰﾙ｢ｱﾌﾏﾄﾞ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ﾊﾞｸﾙ｣(~17821216没)
1756年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ｳｳﾞｪｱ王｢Vaivaikava｣(~1780年)､｢Finekata｣(~1780年死去)
1756年-12:00|ｳｫﾘｽ･ﾌﾂﾅ|  |||<即位>ﾄｩｱ(ｱﾛ)王｢Mala'evaoa｣(2期目~1784年)
1756年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1759年)
1756年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Roger Carter｣(1期目~1757年)
1756年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾟﾝﾀﾞｸ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾄｩｱﾝ･ｽﾛﾝ｣(~17580904没)
1756年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ｱｼﾞｯﾄ･ｼﾝ(~1758年3月没)
1756年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾊﾄﾞ国支配者(ﾗﾅ)｢ﾌﾟﾗﾀｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1757年没)
1756年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<廃位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ=ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣
1756年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ｷﾞｵﾙｼﾞ5世｣(1回目~1758年)
1756年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｲﾘｽ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙｶｽﾞ･ﾍﾞｸ｣(~1762年)
1756年-03:00|ｽｰﾀﾞﾝ|  |||<即位>ﾀﾞﾙﾌｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世ﾀｲﾗﾌﾞ｣(~1787年没)
1756年-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督代行｢ｴｰﾊﾞｰﾊﾙﾄ･ﾗｲﾋｽﾌﾗｲﾍﾙ･ﾌｫﾝ･ｹﾞﾐﾝｹﾞﾝ｣(
  2回目~1763年)
1756年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1758年)
1756年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽのﾄﾞ･ﾌﾞﾛｽが｢南方大陸への航海の歴史｣を刊
1756年 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ総督｢Charles Pinfold｣(~1766年)
1756年 04:00|ｾﾝﾄｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ﾈｲﾋﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾈｲﾋﾞｽ大統領｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾒｲﾅｰﾄﾞ｣(~1761年)
1756年 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島とｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島はﾃﾞﾝﾏｰｸ西ｲﾝﾄﾞ諸島の一部(独立した管理
  は1862年まで続く)
1756年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾃﾞﾆｰ ｣(~1759年)
1756年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾏﾃ｣(~
  1757年)
1756年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾒﾙﾁｮﾙ･ﾋﾞﾀﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾛﾙｶ･ｲ･ﾋﾞﾘｪｰﾅ｣(1回目~1759年)
1756年 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾓｽｷｰﾄ族に奪われたﾏﾃｨﾅ渓谷の奪回に乗り出す.この戦闘でｺｽﾀﾘｶ州
  長官が戦死
1756年1月1日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ諸島はﾃﾞﾝﾏｰｸ領土(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙに従属)(~18480610)
1756年1月2日-09:00|日本|新潟県|宝暦5年12月|(~翌年7月)村松藩領蒲原郡葎谷･遅場･吉ヶ平の各村で,飢饉に
  より32人餓死,30人行方不明
1756年1月6日-09:00|日本|広島県|宝暦5年12月5日|恵蘇郡百姓6000余人,秋作不熟難渋により蜂起,郡目付･大庄
  屋宅等8軒を打ちこわす
1756年1月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾌﾟﾛｲｾﾝがｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ協定を結び､ｲｷﾞﾘｽとﾌﾗﾝｽの抗争の際にﾌﾟﾛｲｾ
  ﾝが中立であることを約す
1756年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾌﾗﾝﾂ･ｹﾞｵﾙｸ｣
1756年1月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾄﾘｰｱ選帝侯｢ﾖﾊﾝ9世ﾌｨﾘｯﾌﾟ｣(~17680112死去)
1756年1月22日-09:00|日本|広島県|宝暦5年12月21日|高田郡百姓5～6000人,割庄屋･村庄屋宅を打ちこわす.更
  に山県郡へも波及,広島藩,鎮圧のため足軽等を派遣
1756年1月27日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ｻｰ･ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ｣(1回目~17590403)
1756年1月28日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆがﾃﾞﾘｰを占領
1756年1月31日-09:00|日本|長崎県長崎市|宝暦6年1月1日|丑刻､長崎今紺屋町の太田某の錦屋より出火.中紺屋
  町､本大工町､今魚町､引地町に延焼､423戸を焼失
1756年2月2日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Johannes Philippus Eijlbracht｣
1756年2月2日 04:00|BES諸島/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾞﾈｰﾙ司令官｢Theunis Dirkszoon Kock｣(~17681112)
1756年2月2日-09:00|日本|東京都|宝暦6年1月3日|<死去>初代澤村宗十郎(72歳､貞享2(1685)年生)元禄歌舞伎の
  立役者
1756年2月3日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|宝暦6年1月4日|淀城火災
1756年2月8日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾏﾃｲ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣
1756年2月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ|  |||ｶｲﾊﾞﾃの戦い/南米ﾊﾟﾗｸﾞｱｲで､先住民ｸﾞｱﾗﾆｰ族の蜂起が､ｽﾍﾟ
  ｲﾝ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ連合軍3000人とその火器の圧倒的威力で全滅させられる
1756年2月13日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦6年1月14日|中村座､市村座焼失
1756年2月15日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･乾隆21年1月16日|朝鮮で士族婦女の髢(かもじ)を禁止し冠を使用さ
  せる
1756年2月21日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦6年1月22日|広島小屋新町出火,家109軒(148竈)焼失
1756年2月25日-09:00|日本|広島県|宝暦6年1月26日|三次･高田･高宮郡百姓,一揆を起こす.鎮庄のため広島藩,
  足軽を派遣する
1756年3月-04:00|ﾛｼｱ/中国|  |||ﾀﾝﾇ･ﾄｩｳﾞｧが正式に中国に併合(唐龍唐海として)
1756年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾐﾊｲﾙ･ﾗｺｳﾞｨ･ﾂｧ｣(2回目~1757年3月)
1756年3月-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ汗国ﾊｰﾝ｢ﾊﾘﾑ･ｷﾞﾚｲ｣(~17581021)
1756年3月5日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|宝暦6年2月5日|<死去>松平忠喬(75歳)前摂津尼崎藩主
1756年3月15日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ｻﾞｸﾞﾚﾌﾞ司教ﾌﾗﾝｼｽ･ﾀｳｼﾞｰ｣､｢ｲﾜﾝ･ﾗｳﾁ｣(~10.31)
1756年3月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｽｷｱｳﾞｫﾆｱ(ｱﾄﾞﾘｱ海対岸)のﾊﾌﾟｽﾌﾞﾙｸ国家との境界を画定する条約
1756年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣



1760迄(2926件)

1756年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｳｨｰﾑｽﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｳｨｰﾑｽﾞ｣(~17870429死去)
1756年3月26日-09:00|日本|香川県丸亀市|宝暦6年2月26日|<死去>讃岐多度津藩1万石｢京極高慶｣(37歳)⇒5月2
  日､六男｢京極高文｣が継ぐ(⇒寛政8(1796)年7月5日､隠居)
1756年3月29日-09:00|日本|群馬県高崎市|宝暦6年2月29日|<死去>松平輝規(75歳)前上野高崎藩主
1756年4月1日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｹｰｾ･ﾊﾞﾋﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~17570111)
1756年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾘﾉ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｶｻﾘ｣
1756年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｹﾘｰ伯｢ｱﾚｸﾞｻﾞﾝﾀﾞｰ･ｱｰｽｷﾝ｣
1756年4月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｹﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｱｰｽｷﾝ｣(~17811009死去)
1756年4月9日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ｼﾗｼﾞｭｯﾀﾞｳﾗ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ｣(~17570623)
1756年4月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｱﾘｰｳﾞｧﾙﾃﾞｨｰ･ﾊｰﾝ｣
1756年4月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｼﾗｰｼﾞｭ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~17570623退位)
1756年4月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ･ﾆｺﾗｴ･ﾏｳﾞﾛｺﾙﾀﾞｯﾄ｣(5回目~1758年9月)
1756年4月20日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦6年3月21日|江戸深川三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､寺内佐吉(
  11歳)が11,683本(総矢数14,603中)を記録
1756年4月23日-09:00|日本|千葉県安房郡鋸南町|宝暦6年3月24日|<死去>安房勝山藩12000石｢酒井忠大｣(31歳)
  ⇒5月18日､次男｢酒井忠鄰｣が継ぐ(⇒寛政5(1793)年5月6日､隠居)
1756年4月27日-09:00|日本|香川県高松市|宝暦6年3月28日|高松城下今新町失火,野方町･御坊町付近まで延焼,
  町家73軒,竈数126か所,土蔵13か所焼失
1756年5月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾚｽ･ｺﾚｲｱ｣(2回目~1758年7月)
1756年5月1日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｵｰｽﾄﾘｱとｳﾞｪﾙｻｲﾕ中立防衛同盟を結ぶ
1756年5月2日-09:00|日本|島根県鹿足郡津和野町|宝暦6年4月4日|<死去>亀井茲延(35歳)前石見津和野藩主
1756年5月5日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首相｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾎｾ･ﾄﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾙﾎ･ｴ･ﾒﾛ｣(~17770304)
1756年5月10日-09:00|日本|石川県金沢市|宝暦6年4月12日|加賀の金沢町民が藩の銀札に反対して打ち壊しの一
  揆
1756年5月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ﾆｭｰﾎﾟｰﾄ男爵ﾛﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｮｾﾘﾝ(17561203ま
  で)/ｷﾙﾃﾞｱ伯爵ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ/ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯爵ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞ｣(~17570925)
1756年5月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽに宣戦､植民地戦争激化
1756年5月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世｣
1756年5月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世敬虔公｣ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ2世の息子(~
  17850421死去)
1756年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍が地中海のﾐﾉﾙｶを攻略
1756年6月1日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ･ﾘﾄﾙﾄﾝ｣(~17600405)
1756年6月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦6年5月7日|<就任>大坂城代｢井上河内守正経｣(~宝暦8.11.28)
1756年6月4日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦6年5月7日|<就任>京都所司代｢松平輝高｣(⇒1758(宝暦8年10月18
  日))
1756年6月7日-09:00|日本|  ||宝暦6年5月10日|<死去>初代山彦源四郎(不明)浄瑠璃三味線方
1756年6月7日-09:00|日本|大阪府岸和田市|宝暦6年5月10日|<交替>和泉岸和田藩53000石｢岡部長著｣隠居⇒次男
  ｢岡部長住｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年4月23日､隠居)
1756年6月17日-09:00|日本|岐阜県山県市|宝暦6年5月20日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道倫｣(37歳)⇒養子｢本
  庄道堅｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年4月26日､28歳で死去)
1756年6月18日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|宝暦6年5月21日|<移封>武蔵岩槻藩33000石｢永井直陳｣⇒美濃加納藩3
  2000石(⇒宝暦12(1762)年8月2日､隠居)
1756年6月18日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|宝暦6年5月21日|<加増移封>上総勝浦藩15000石｢大岡忠光
  ｣⇒武蔵岩槻藩2万石(⇒宝暦10(1760)年4月26日､死去)
1756年6月18日-09:00|日本|福島県いわき市|宝暦6年5月21日|<減移封>美濃加納藩65000石｢安藤信成｣⇒陸奥磐
  城平藩6万石(⇒寛政5(1793)年8月24日､67000石へ加増)
1756年6月19日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守ｼﾗｰｼﾞｭ･ｳｯﾄﾞｰﾗがｶﾙｶｯﾀを占領
1756年6月20日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦6年5月23日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､根岸勝之助(13
  歳)が11,655本(総矢数12,669中)を記録
1756年6月21日-09:00|日本|宮城県仙台市|宝暦6年5月24日|<死去>陸奥仙台藩62万石｢伊達宗村｣(39歳)⇒7月､嫡
  男｢伊達重村｣が継ぐ(⇒寛政2(1790)年6月23日､隠居)
1756年6月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｼﾞｬｺﾓ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~17580622)
1756年6月22日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王妃ﾙｲｻﾞ･ｳﾙﾘｶのｸｰﾃﾞﾀｰが失敗
1756年6月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢統治委員会(ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｳﾞｪｲﾗ･ﾀﾞ･ﾈｲｳﾞｧ･ﾌﾞﾙﾑ
  /ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｪｲﾗ(1回目)/ｼﾞｮｱﾝ･ﾃﾞ･ﾒｽｷｰﾀ･ﾏﾄｽ･ﾃｲｼｪｲﾗ/ﾌｨﾘｯﾍﾟ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾘｬﾀﾞﾚｽ･ｿｳﾄ･ﾏｲｵｰﾙ)｣(~9.23)
1756年6月28日 02:00|英領SG･SS諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||(~29日)ﾚｵﾝに乗ったｽﾍﾟｲﾝの大尉ｸﾞﾚｺﾞﾘｵﾍﾚｽによってｻｳｽｼﾞｮｰ
  ｼﾞｱが発見され､ｻﾝﾍﾟﾄﾞﾛと命名
1756年6月30日-09:00|日本|大阪府岸和田市|宝暦6年6月4日|<死去>岡部長著(46歳)前和泉岸和田藩主
1756年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||この夏､ｲｷﾞﾘｽ各地で食糧蜂起が多発
1756年7月4日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝の首都ｲｽﾀﾝﾌﾞｰﾙで大火事が発生し､まる2日間燃え続ける
1756年7月12日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ｵﾊﾗ｣(~17570416)
1756年7月20日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｲﾜﾝ･ﾊﾟｳﾞｨｯﾁ｣
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1756年7月21日-09:00|日本|  ||宝暦6年6月25日|<死去>黒川亀玉(24歳)画家
1756年7月21日-09:00|日本|  ||宝暦6年6月25日|<死去>桜井吏登(75歳)俳人
1756年7月23日-09:00|日本|  ||宝暦6年6月27日|<死去>西村重長(60歳)浮世絵師
1756年7月27日-09:00|日本|熊本大学|宝暦6年7月|肥後藩主細川重賢により蕃滋園が創立
1756年7月29日-09:00|日本|愛知県西尾市|宝暦6年7月3日|<死去>三河西尾藩23000石｢三浦義理｣(61歳)⇒8月24
  日､甥｢三浦明次｣が継ぐ(⇒明和元(1764)年6月21日､美作勝山藩23000石に移封)
1756年7月30日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<完成>｢ｴｶﾃﾘｰﾅ宮殿｣ﾛｼｱ皇帝ｴﾘｻﾞｳﾞｪｰﾀの命でﾊﾞﾙﾄﾛﾒｵ･ﾗｽﾄﾚｯﾘが建築
1756年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1756年8月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ=ｱﾝｽﾊﾞｯﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ･ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ｣(~17910116)
1756年8月10日 04:00|ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾊﾞﾙﾊﾞﾄﾞｽ元帥兼総督｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･Pinfold｣(~17660527)
1756年8月12日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾎｾ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｵﾚｱﾑﾉ･ｲ･ﾊﾞｽｹｽ=ﾒﾚﾝﾃﾞｽ｣(1回目~17
  571024)
1756年8月14日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｵｽｳｨｰｺﾞ砦の戦い､ｲｷﾞﾘｽ軍､ﾌﾗﾝｽ軍に敗北
1756年8月20日 04:00|ｱﾙﾊﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾙﾊﾞ島司令官｢Jan van der Biest1世｣(~17681010死去)
1756年8月24日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ﾔﾝ･ﾈﾌﾟｳﾞｪｳ｣(1回目~17
  570121)
1756年8月29日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世が突然ｻﾞｸｾﾝに侵入して､七年戦争が始る(～17630215:ﾌｰﾍ
  ﾞﾙﾄｽﾌﾞﾙｸ平和条約)
1756年9月2日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｱﾘ1世｣68歳
1756年9月2日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ｱﾙ=ﾗｼｯﾄﾞ｣(~17590212死去49歳)
1756年9月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ｱﾙﾍﾞﾘｺ･ｱﾙｷﾝﾄ｣(~17580930)
1756年9月20日-09:00|日本|愛媛県大洲市|宝暦6年8月26日|<交替>伊予新谷藩1万石｢加藤泰広｣隠居⇒長男｢加藤
  泰宦｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年7月4日､35歳で死去)
1756年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣
1756年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾞｯｷﾝｶﾞﾑｼｬｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾊﾞｰﾄ｣(~17930803死去)
1756年9月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ﾃﾞ･ｱﾙﾊﾞｶｰｷ･ｴ･ｶｽﾄﾛ､ｺﾝﾃ
  ﾞ･ﾀﾞ･ｴｶﾞ｣(~17651019)
1756年9月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ｽﾍﾟﾝｻｰ･ﾌｨｯﾌﾟｽ｣(~17570
  404)
1756年9月28日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦6年9月5日|江戸三十三間堂通矢｢半堂大矢数｣で､岩堀元之丞(11
  歳)が11,668本(総矢数12,987中)を記録
1756年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾍﾞﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘｷﾞ｣
1756年10月9日-09:00|日本|  ||宝暦6年9月16日|<宝暦6年畿内暴風雨>夜からの暴風雨によって淀川は､淀橋､宇
  治橋を落橋させ､宇治の平等院前にある十三層の大石塔を破壊し中流域では奔流が堰を切ったように押し寄せ
  ､牧野村の堤防を52間(約95m)､味生村(現･摂津市)の堤防それぞれを決壊させ､同村一円を水浸しにした.同川
  の下流域でも大坂の曽根崎新地､梅田､大仁､野田､福島､浦江などが残らず水に浸かり､中津川筋も堤防が決潰
  し南中之島の地が水没するなど､多くの人が死亡/同川支流の木津川も氾らん､山城木津の里は全町1000軒のと
  ころ700軒余が流れ多くの人が死亡/大和川も氾らんし､道明寺村の堤防を決壊させて､20戸が流失36人の犠牲
  者を出した/紀州熊野では､夜､大水となり､石垣が五つを残すだけで崩壊､不明門損壊､その外寺の外廻りが大
  破損/その外近江では洪水で家が流れ多くの人が死亡
1756年10月10日-09:00|日本|  ||宝暦6年9月17日|<宝暦6年畿内暴風雨>南の紀ﾉ川も氾らん､八軒家で堤防を決
  壊させ､和歌山城下を水浸しにし､死亡した人も多かった
1756年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｻﾏｾｯﾄ｣
1756年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾌｫｰﾄ公｢ﾍﾝﾘｰ･ｻﾏｾｯﾄ｣先代の子(~18031011死去)
1756年10月31日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱとﾀﾞﾙﾏﾁｱのﾊﾞﾝ｢ﾌｪﾚﾝﾂ･ｸﾞﾛﾌ･ﾅﾀﾞｽﾃﾞｨ｣(~17830515)
1756年11月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総督｢ｽﾀﾆｽﾗﾌ･ｳﾞｺﾗｲｴﾌ･ﾗﾄﾞﾝｲｯﾁ｣(~17580317没)
1756年11月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾆｭｰｶｰｽﾙ辞任し,ﾋﾟｯﾄ政権(名目上はﾃﾞｳﾞｫﾝｼｱ首相)
1756年11月1日-04:00|ｾｲｼｪﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲﾝﾄﾞ洋上ｾｲｼｪﾙ諸島がﾌﾗﾝｽ領となった
1756年11月4日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｾﾊﾞﾛｽ･ｺﾙﾃｽ･ｲ･ｶﾙﾃﾞﾛﾝ｣(
  ~17660815)
1756年11月6日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Andres del Barrio y Rabago｣(~1759
  1120)
1756年11月13日-09:00|日本|宮崎県延岡市|宝暦6年10月21日|<交替>日向延岡7万石｢内藤政樹｣隠居⇒養子｢内藤
  政陽｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年10月29日､隠居)
1756年11月16日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国第5代首相｢第4代ﾃﾞｳﾞｫﾝｼｬｰ公爵ｳｨﾘｱﾑ･ｷｬｳﾞｪﾝﾃﾞｨ
  ｯｼｭ｣ﾎｲｯｸﾞ党(~17570625)
1756年11月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾝﾀﾞｰ=ﾗｲﾝ公｢ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公
  ･初代ｸﾚｱ侯(~17681117死去ﾆｭｰｶｯｽﾙ=ｱﾎﾟﾝ=ﾀｲﾝ公爵位消滅)
1756年11月17日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦6年10月25日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十五間堂百射｣､古田
  平次(11歳)が62本(総矢数100中)を記録｡種目最初
1756年11月21日 04:00|ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ直轄植民地ﾊﾞﾐｭｰﾀﾞ総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｯﾌﾟﾙ｣(2期目~1763.1
  2)
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1756年11月22日-09:00|日本|長野県松本市|宝暦6年11月1日|<死去>信濃松本藩6万石｢松平光雄｣(41歳)⇒長男｢
  松平光徳｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年1月6日､死去)
1756年11月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ｸﾗﾝﾌﾞﾗｼﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~17580317死去)
1756年11月25日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦6年11月4日|<死去>浄瑠璃作者の竹田出雲(66歳､元禄4(1691)生
  )/仮名手本忠臣蔵の浄瑠璃作者
1756年11月28日-09:00|日本|群馬県富岡市|宝暦6年11月7日|<死去>上野七日市藩1万石｢前田利理｣(58歳)⇒四男
  ｢前田利尚｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年5月9日､隠居)
1756年12月-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｻﾃﾞﾃﾞｨﾝ･ﾊﾟｼｬ･ｱﾙ=ｱｽﾞﾑ｣(~17570429)
1756年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾏｰﾚｲ｣
1756年12月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾀﾞﾝﾓｱ伯｢ｼﾞｮﾝ･ﾏｰﾚｲ｣先代の息子(~18090225死去)
1756年12月5日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦6年11月14日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十間堂千射｣､塙幸之助
  (14歳)が956本(総矢数1000中)を記録｡種目最初
1756年12月6日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ｶﾐﾙ･ｱﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~17570828)
1756年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｵｰｸﾆｰ女伯｢ｱﾝ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣
1756年12月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｵｰｸﾆｰ女伯｢ﾒｱﾘｰ･ｵﾌﾞﾗｲｴﾝ｣(~17910510死去)
1756年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣
1756年12月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾊﾘﾝﾄﾝ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｽﾀﾝﾎｰﾌﾟ｣先代の息子(~17790401死去)
1756年12月14日-03:00|日本|東京都|宝暦6年11月23日|<江戸宝暦6年｢大学火事､青山六道火事｣>卯の刻(午前6時
  ごろ)､麹町八代州河岸にある林大学頭民部少輔信充の屋敷から出火,近隣の大名屋敷に延焼､鍛冶橋門から数
  寄屋橋門､日比谷門に及ぶ郭内の大名小路に立ち並ぶ武家屋敷の多くを焼き尽くし､周辺の町家にも延焼/その
  後､数寄屋町から郭外へと進み､京橋あたりから木挽町など浜辺の方へと延び､通りの町家を焼き尽くした上､
  築地門跡寺内に飛び火して周辺も含め灰とし､翌日寅の刻(午前4時ごろ)ようやく消し止められた/辰の刻(午
  前8時ごろ)過ぎ､築地の武家屋敷からも出火し､西本願寺地内の14ある寺でらから小田原町など海手の方まで
  焼き､未の刻(14時ごろ)過ぎ鎮火.麹町からの炎による焼け跡とあわせ､築地周辺は灰じんと帰した/四つ時(午
  前10時ごろ)､青山権田原の六道辻あたりからも出火､炎は麻布谷町から芝二本榎､三田あたりまで延びて周辺
  を焼き尽くした
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Meyert Johan van Idsing｣(~1763年死去)
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督代理(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢ｼﾞｮｾﾌ･Gun｣(~6週間)⇒｢Rando
  lph Marriott｣(~1758年)
1757年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｪﾚﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ支配者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｼﾞｪﾚﾌﾞ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾓﾔﾝ･ｻﾚﾊ｣(~?)
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾃｨﾄﾞｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ｢Amir Muhammad Masud Jamaluddin｣(~1779年)
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Ahmad Najamuddin1世Adi Kusumo｣(~1776年)
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾏﾝｸﾇｶﾞﾗﾝ君主｢Mangkunegara1世｣(~1795年)
1757年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾏﾝｸｰ･ﾌﾞｰﾐと共に戦った王族ﾏｽ･ｻｲﾄﾞも降伏し､ｽﾗｶﾙﾀ王国に従属するﾏﾝｸｰﾇｶﾞﾗ王家
  を開く
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱﾘﾌﾟﾗ国統治者(ﾗｵ)｢ｱﾁｬﾙ･ｼﾝ｣建国(~1790年没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｶﾁｬﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾘｽﾁｬﾝﾄﾞﾗ2世｣(~1772年)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾃﾞｰﾝｼｭﾜﾙ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊﾞﾝｼﾞ｣(~1758年)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾞﾊﾄﾞ国支配者(ﾗﾅ)｢ﾁｬﾄﾗﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~1784年)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼｬｲﾗﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｽﾜﾝﾄ･ｼﾝ1世｣(~1772年没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ1世｣(~同年没)⇒｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ1世｣(2回目~1759年)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾔ国統治者(ﾗﾅ)｢ｻﾙﾀﾝｼﾞ2世･ｳﾞｨｸﾏﾃｨ｣(~18130422没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞｿﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾑﾘｯﾄ･ﾊﾟﾙ｣(~1776年没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾞｰﾙ国統治者(ﾊﾟﾝﾄ･ｻﾁﾌ)｢ｻﾀﾞｼﾌ･ﾗｵ｣(~1787年没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾙﾅﾊﾞﾀﾞ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾃﾞｨｯﾌﾟ･ｼﾝ｣(~1782年没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾗｳﾘ国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢ﾄｩﾙｻﾑ･ﾊﾟﾙ｣(~17721024没)
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾁｬﾘ国首都がｶｽﾌﾟｰﾙに移転
1757年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽがｻﾄﾞﾗｽ占領(~1758年)
1757年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾗｶﾙﾊﾟｸ･ﾊﾝ｢Baybori Khan｣
1757年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾄｩｰﾙ朝国王｢Shah Nawaz Khan｣
1757年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾎﾗ朝君主｢Mian Ghulam Shah Kalhoro｣(~1772年死去)
1757年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||ｶﾗｶﾙﾊﾟｸｽﾀﾝはﾎﾗｽﾞﾑ汗国に併合され大多数はｱﾑﾀﾞﾘﾔ川に定住
1757年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<就任>ｼﾊﾞﾙｶﾞﾝ汗国ﾊｷﾑ｢ﾀﾞｳﾗｯﾄ･ｶｰﾝ｣(~1800年)
1757年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｱﾌﾞﾊｼﾞｱ公｢ｽﾞﾗﾌﾞ｣(~1779年)
1757年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾔﾝ汗国ﾊｰﾝ｢ｶﾙﾌﾞ･ｱﾘ･ｽﾙﾀﾝ｣(~1768年)
1757年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱ公｢ｶﾂｨｱ2世｣(~17881217没)
1757年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱで芸術ｱｶﾃﾞﾐｰが開設
1757年-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾀｳﾛｯｹﾞﾝとｾﾚｰはﾛｼｱに占領された(~1762年)
1757年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ国統治者(ｻﾙｷﾝ･ﾀﾞﾏｶﾞﾗﾑ)｢ﾀﾆﾑﾝ･ﾊﾞﾊﾞﾐ｣(~1775年)
1757年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<即位>ｱｼﾞｬﾁｪ･ｲﾎﾟのﾌｫﾝ王国国王｢ﾎｲ｣(~1761年)
1757年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの重農主義者ﾐﾗﾎﾞｰ｢人間の友､あるいは人口論｣で｢civilisation｣が初見
1757年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾋﾞﾘﾏ･ｺﾄﾞｩ｣(~1758年)
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1757年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾌﾀﾙ･ｳﾙﾄﾞ･ｳﾏﾙ｣(~1759年)
1757年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官代行｢ﾍﾞﾝﾄ･ﾎｾ･ﾉｹﾞｲﾗ｣(~1758年頃)
1757年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾜｲﾝ取引の自由化を求める民衆が暴動を起こし､ﾎﾟﾝﾊﾞﾙ侯爵によって弾圧を受けた
1757年 04:00|ｸﾞﾚﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚﾅﾀﾞ総督｢ﾋﾟｴｰﾙ=ｸﾛｰﾄﾞ･ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾙﾚｰ･ﾄﾞ･ﾎﾞﾝｳﾞｰ･ﾄﾞｰﾈｰ｣(~
  17620304)
1757年 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｱﾝﾃｨﾙ総督｢Francois Beauharnais de Beaumont｣(~1761年)
1757年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾌｱﾝ･ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾍﾟｽﾀｰﾆｬ･ｲ･ﾁｬﾑｾﾛ｣(~1766
  年)
1757年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第6代総督｢ﾍﾝﾘｰ･ｴﾘｽ｣(~1760年)
1757年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ｼﾞｮﾝ･ﾚﾃﾞｨﾝｸﾞ｣(~1758年)
1757年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾌﾙﾍﾝｼｵ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ｿﾘｽ｣(~1759年)
1757年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州市長兼副司令官｢ﾍﾞﾙﾅﾍﾞ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾄｯﾚ
  ･ﾄﾗｼｴﾗ｣(1回目~1759年)
1757年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾝ王ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰはﾑｶﾞﾙ帝国の首都ﾃﾞﾘｰを占領
1757年1月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾟﾗｯｼｰの戦いでﾏﾄﾞﾗｽから援軍を率いてきたｸﾗｲﾌﾞ､ｶﾙｶｯﾀを奪回
1757年1月3日-09:00|日本|東京都|宝暦6年閏11月13日|<死去>瀬川菊次郎(初代瀬川菊之丞の弟)
1757年1月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ﾗｸﾞﾌﾟ･ﾊﾟｼｬ｣(~17630408)
1757年1月17日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ｵｰｽﾄﾘｱがﾌﾟﾛｲｾﾝに宣戦布告し､七年戦争に参加
1757年1月17日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾓﾈﾀﾞ｣(~17600406)
1757年1月21日 03:00|ｽﾘﾅﾑ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｽﾘﾅﾑ(ｵﾗﾝﾀﾞ西ｲﾝﾄﾞ会社)総督代行｢ｳｨｸﾞﾎﾞﾙﾄﾞ･ｸﾛﾝﾒﾘﾝ｣(2
  度目⇒9.20､総督~17681122)
1757年1月22日-09:00|日本|長崎県平戸市|宝暦6年12月3日|<死去>松浦篤信(73歳)前肥前平戸藩主
1757年1月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾊﾟﾝｼﾞｬﾌﾞ国がｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝに併合
1757年2月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾝ王ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰはﾃﾞﾘｰで虐殺･略奪を行い､その近郊ﾏﾄｩﾗｰや
  ｳﾞﾘﾝﾀﾞｰｳﾞｧﾝでも同様に虐殺を行った
1757年2月16日-03:00|日本|高知県高知市|宝暦6年12月28日|<高知宝暦6年の大火>未中刻(15時ごろ)出火したが
  ､申下刻(20時ごろ)には鎮火/侍屋敷13軒､町及び郷(城下郊外)の家1363軒を焼失/町及び郷の内訳は､町家1191
  軒と郷家172軒で､ほかに寺2か所､土蔵19軒を焼失
1757年2月18日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦7年|この年､杉田玄白が日本橋に蘭方外科を開業
1757年2月18日-08:00|中国|  ||清･乾隆22年|ｸﾑﾙは中国に編入(ｶｰﾝは支配を続ける)
1757年2月18日-08:00|中国|  ||清･乾隆22年|ﾀﾞﾗｲ･ﾗﾏ7世が死去､清が継承法を変更し名代職を設ける
1757年2月18日-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･景興18年|大越はｶﾝﾎﾞｼﾞｱ国内で内乱が起こった隙に､現在
  のﾍﾞﾄﾅﾑの南部の領土をすべて占領してしまった
1757年2月22日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ|  |||ｴｸｱﾄﾞﾙ中部で地震(M7)死者1000人
1757年2月25日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Husayn Pasha ibn Makki｣(~12月)
1757年2月26日-09:00|日本|熊本大学|宝暦7年1月9日|肥後藩主細川重賢医学寮を創設して再春館と称した
1757年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Haci Ali Zishtovili Pasha｣(~同年)
1757年3月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ﾄﾞｩﾐﾄﾗｼｭｸ･ｽﾄｩﾙｯﾂｧ｣(~同月)⇒｢ｽｶﾙﾗｯﾄ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(~
  1758年8月)
1757年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾙｲ15世の暗殺を企てたﾛﾍﾞｰﾙ･ﾀﾞﾐｱﾝが裁判にかけられ､溶かした鉛をかけられたう
  え八つ裂きの刑に処せられる
1757年3月 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Charles Francois Emmanuel Nadeau du Treil｣(
  ~17590427)
1757年3月11日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ長官｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ｼﾞｪｯｾﾝ｣(~17620214)
1757年3月17日-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｾｲﾛﾝ総督｢ﾔﾝ･ｼｭﾛｲﾀﾞｰ｣(~17620917)
1757年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾎﾞｳｽﾞ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1757年3月21日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾌｫｰｸ伯･ﾊﾞｰｸｼｬｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~17790307死去)
1757年3月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がﾌﾗﾝｽ領ﾁｪﾝｼﾞｬｰﾅｺﾞｰﾙを占領
1757年3月24日 05:00|ﾊｲﾁ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾊﾞｰﾙ｣(~17620730)
1757年3月27日 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｿｳｻﾞ･ｴ･ﾒﾈｾｽ｣(~17611006
  )
1757年3月27日-03:00|日本|福井県坂井市|宝暦7年2月8日|<死去>越前丸岡藩5万石｢有馬孝純｣(41歳)⇒八男｢有
  馬允純｣が継ぐ(⇒明和9(1772)年9月2日､26歳で死去)
1757年3月28日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌﾗﾝﾁｪｽｸ･ｼﾞｮｾﾌﾟ･ｶﾀﾗﾝ･ﾄﾞ･ｵｺﾝ｣(~1762090
  8年)
1757年4月 03:00|仏領ｷﾞｱﾅ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｷﾞｱﾅ知事｢Gilbert Guillouet｣(5期目~1763.5)
1757年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ﾏﾙｸ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾀｯｼｰﾆ｣
1757年4月16日-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ知事｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾋｭｰﾑ｣(~17610428死去)
1757年4月17日-03:00|日本|三重県鈴鹿市|宝暦7年2月29日|<死去>本多忠統(67歳)前伊勢神戸藩主､若年寄
1757年4月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Antonio Villalba y Angulo｣
1757年4月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ暫定総督｢Francisco de Alba｣(2期目~1758年)
1757年4月29日-08:00|中国|  ||清･乾隆22年|<就任>ﾁﾍﾞｯﾄ摂政｢ﾃﾞﾓ･ｽﾌﾟﾙﾙｽｸ･ﾅｶﾞｸﾞ=ﾀﾞﾝｸﾞ=ｼﾞｬﾑ=ﾄﾞﾊﾟﾙ=ﾌﾞﾃﾞ=ﾚｸ



1760迄(2926件)

  ﾞｽ=ﾙｷﾞｬ=ﾂﾎ｣(~17620828)
1757年4月30日-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｻｲｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1758年)
1757年5月2日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾋﾞﾙﾏでｱﾗｳﾝﾊﾟﾔｰ王がﾍﾟｸﾞｰを包囲攻撃し､国土を統一
1757年5月3日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦7年3月16日|<就任>関白｢近衛内前｣(~宝暦12年7月12日)
1757年5月6日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<七年戦争ﾌﾟﾗﾊの戦い>ﾌﾟﾗﾊ城外でﾌﾟﾛｲｾﾝ軍がｵｰｽﾄﾘｱ軍に勝利
1757年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公･3代ｱｰﾘﾝﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣
1757年5月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｸﾞﾗﾌﾄﾝ公｢ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂﾛｲ｣(~18110314死去)
1757年5月17日-03:00|日本|福井県小浜市|宝暦7年3月30日|<交替>若狭小浜藩10万3500石｢酒井忠用｣隠居⇒弟｢
  酒井忠興｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年6月18日､42歳で死去)
1757年5月18日-09:00|日本|新潟県|宝暦7年4月|頸城郡大潟新田組合24か村が新堀川の自普請完成
1757年5月25日-03:00|日本|  ||宝暦7年4月8日|<死去>深江蘆舟(59歳)画家
1757年5月31日 04:00|ﾏﾙﾃｨﾆｰｸ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ﾏﾙﾃｨﾆｸ知事｢Francois Beauharnais de Beaumont｣(~176
  10207)
1757年6月18日-01:00|ﾁｪｺ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<七年戦争ｺﾘﾝの戦い>ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ大王が､ﾌﾟﾗﾊの東方40ｷﾛの
  ｺﾘﾝでｵｰｽﾄﾘｱ軍と戦い､大敗北
1757年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ｼﾗｰｼﾞｭ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1757年6月23日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ東ｲﾝﾄﾞ会社軍が､ﾌﾗﾝｽ･ﾍﾞﾝｶﾞﾙ大守の連合軍をﾌﾟﾗｯｼｰの戦い
  で破る
1757年6月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose da Camara Teles｣
1757年6月24日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Joana Tomasia da Camara｣(~17660
  802)
1757年6月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ連合王国首相代理｢ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ伯ｼﾞｪｰﾑｽ･ｳｫﾙﾄﾞｸﾞﾚｲｳﾞ｣(~2
  9日)Whg
1757年6月25日-03:00|日本|島根県安来市|宝暦7年5月9日|<死去>出雲広瀬藩3万石｢松平近輝｣(28歳)⇒弟｢松平
  近貞｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年11月23日､隠居)
1757年6月29日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｼﾞｬﾌｧﾙ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(1回目~17601020)
1757年6月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ王国第6代首相｢初代ﾆｭｰｶｯｽﾙ公爵ﾄｰﾏｽ･ﾍﾟﾗﾑ=ﾎｰﾙｽﾞ｣ﾎｲｯｸﾞ党
  (2期目~17620526)
1757年6月29日-03:00|日本|大分県大分市|宝暦7年5月13日|<死去>松平近貞(69歳)前豊後府内藩主
1757年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||夏から秋にかけてｲｷﾞﾘｽで民兵制の反対暴動がおこる
1757年7月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｼﾞｬｱﾌｧﾙ｣(~17601020退位)
1757年7月5日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾒﾒﾙはﾛｼｱが占領(17580124~17620708併合~17620806)
1757年7月8日-03:00|日本|兵庫県加東市|宝暦7年5月22日|<死去>播磨三草藩1万石｢丹羽薫氏｣(63歳)⇒長男｢丹
  羽氏栄｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年7月9日､死去)
1757年7月10日-03:00|日本|山形県米沢市|宝暦7年5月24日|<宝暦7年梅雨前線豪雨>(~27日)出羽国米沢藩領内で
  は､大雨が降り各地が洪水に見舞われた/家屋流出397軒､同倒壊297軒､37人死亡.水田8万2271石
1757年7月12日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Antoine Marie Desforges-Boucher｣(2期目~10.15
  )
1757年7月15日-03:00|日本|佐賀県佐賀市|宝暦7年5月29日|<死去>肥前蓮池藩52625石｢鍋島直興｣水腫のため(28
  歳)⇒弟｢鍋島直寛｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年7月26日､死去)
1757年7月16日-09:00|日本|  ||宝暦7年6月|国学者の賀茂真淵が,枕詞に関する｢冠辞考｣を著す
1757年7月17日-03:00|日本|  ||宝暦7年5月29日|<死去>2代大谷広次(41歳)歌舞伎役者
1757年7月21日-03:00|日本|  ||宝暦7年5月29日|<死去>初代富士松薩摩掾(72歳)浄瑠璃太夫
1757年7月29日-03:00|日本|福島県田村郡三春町|宝暦7年6月14日|<死去>陸奥三春藩5万石｢秋田定季｣(32歳)⇒8
  月7日､甥｢秋田千季(倩季)｣が継ぐ(⇒寛政9(1797)年7月20日､隠居)
1757年7月31日-03:00|日本|  ||宝暦7年6月16日|<宝暦7年梅雨前線豪雨>(~17日)横田村の破堤か所から大洪水(
  横田切れ)､信濃川ほか各河川が氾らんして各所で破堤､越後平野一帯が大洪水となる/新発田領内で死者1000
  人余､家屋全壊256戸､田畑5万3000石が被災､長岡藩領の被災は7万5000石余
1757年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾑｶﾞﾙ王国宰相ﾊﾞｰﾗｰｼﾞｰ･ﾊﾞｰｼﾞｰ･ﾗｰｵは弟ﾗｸﾞﾅｰﾄ･ﾗｰｵをﾃﾞﾘｰへと派遣し､ﾃﾞ
  ﾘｰの戦いでｱﾌｶﾞﾝ勢力を破った
1757年8月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ceteci Abdullah Pasha｣(~10月)
1757年8月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｳﾅﾙ｣(~17600603)
1757年8月6日 05:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱ･ｼﾗｸｻﾞ地震M5.6､死者1万
1757年8月9日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾝﾘｰ砦の戦い､ｲｷﾞﾘｽ軍､ﾌﾗﾝｽ軍に降伏
1757年8月15日-09:00|日本|東京都文京区|宝暦7年7月|田村藍水が湯島で初の物産会である｢薬品会｣を開く
1757年8月16日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|宝暦7年7月2日|<死去>紀伊和歌山藩55万5千石｢徳川宗直｣(76歳)
  ⇒8月7日､長男｢徳川宗将｣が継ぐ(⇒明和2(1765)年2月25日､死去)
1757年8月20日-09:00|日本|  ||宝暦7年7月6日|<死去>高野蘭亭(54歳)漢詩人
1757年8月22日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾋﾞﾙﾏのｱﾗｳﾝﾊﾟﾔ王がﾈｸﾞﾚｽ島をｲｷﾞﾘｽに割譲(~17591006)
1757年8月26日-09:00|日本|  ||宝暦7年7月12日|<死去>梁田蛻巌(86歳)漢詩人
1757年8月27日-09:00|日本|東京都|宝暦7年7月13日|<死去>佐渡島長五郎/座長兼役者
1757年8月28日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾊﾁ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~17600813)
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1757年8月30日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Esteban Bravo de Rivero｣(2期目~1
  7590603)
1757年8月31日-09:00|日本|兵庫県たつの市|宝暦7年7月17日|<死去>播磨龍野藩51000石｢脇坂安弘｣(20歳)⇒弟｢
  脇坂安実｣が継ぐ(⇒宝暦9(1759)年7月21日､死去)
1757年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾊﾉｰｳﾞｧｰ防衛に派遣されたｶﾝﾊﾞｰﾗﾝﾄﾞ公,ｸﾛｽﾀｰｾｳﾞﾝ協定でﾌﾗﾝｽ軍に降伏
1757年9月9日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Felipe Ramirez de Estenoz｣(~17631112
  )
1757年9月9日-09:00|日本|愛媛県今治市|宝暦7年7月26日|今治領内大風雨により倒壊家屋･潰家1,846軒
1757年9月9日-09:00|日本|香川県|宝暦7年7月26日|讃岐が大洪水に襲われ､堤防が数十箇所で崩れて多数の死者
  を出す
1757年9月9日-03:00|日本|広島県|宝暦7年7月26日|<宝暦7年安芸国暴風雨･洪水､高潮>芸州藩で暴風雨･洪水･高
  潮､城中･城下被害/流失損壊家屋2万7118軒.死者91人
1757年9月13日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||清･乾隆22年8月|ｱﾑﾙｻﾅが敗走してﾛｼｱに入り病死
1757年9月25日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾞｯﾄﾞﾌｫｰﾄﾞ男爵ｼﾞｮﾝﾗｯｾﾙ｣(~17611006)
1757年9月30日-09:00|日本|宮崎県日南市|宝暦7年8月18日|<死去>日向飫肥藩51000石｢伊東祐隆｣(42歳)⇒長男｢
  伊東祐福｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年7月20日､42歳で死去)
1757年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾏﾈﾝﾃｨ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｶﾋﾟｯｷｵｰﾆ｣
1757年10月2日-09:00|日本|福井県坂井市|宝暦7年8月20日|<死去>有馬一準(61歳)前越前丸岡藩主
1757年10月4日-08:00|中国|  ||清･乾隆22年|<死去>ｼﾞｭﾝｶﾞﾙ･ﾎﾝﾀｲｼﾞ｢ｱﾑｰﾙｻﾅ｣
1757年10月13日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦7年9月|<初演>歌舞伎｢源平布引庵｣大坂嵐座
1757年10月17日-09:00|日本|香川県|宝暦7年9月5日|7月に続き､讃岐が再び大洪水に襲われ､高松城が大破
1757年10月19日-04:00|ﾚﾕﾆｵﾝ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙﾎﾞﾝ島知事｢Jean-Baptiste Charles Bouvet de Lozier｣(2期
  目~17630906)
1757年10月19日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦7年9月7日|<死去>広島藩儒学者･医師｢堀景山｣京都で(70)
1757年10月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦7年9月7日|幕府､江戸神田佐久間町の天文台を廃止
1757年10月24日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ﾎｾ･ｺﾞﾝｻﾚｽ･ﾗﾝｶｰﾆｮ｣(~17580918)
1757年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1757年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の弟(~17600206死去)
1757年10月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第25代ｽﾙﾀﾝ｢ｵｽﾏﾝ3世｣
1757年10月30日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第26代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｽﾀﾌｧ3世｣先代の従弟.23代ｱﾌﾒﾄ3世の子(~1774012
  1死去)
1757年11月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第35代ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ1世ｶﾗﾊﾞｲ｣(~1758.3)
1757年11月5日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾛｽﾊﾞﾊの戦い/ｺﾘﾝの戦いでｵｰｽﾄﾘｱ軍に大敗北を喫したﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ大王率い
  るﾌﾟﾛｲｾﾝ軍が､鉾先を転じてﾗｲﾌﾟﾁﾋ西方のﾛｽﾊﾞﾊで4万を越えるﾌﾗﾝｽ･ﾄﾞｲﾂ諸侯連合軍と戦い､勝利を得る
1757年11月10日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗｰ｣79歳
1757年11月10日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｱﾗｳｨｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世ｱﾙﾊﾃｨﾌﾞ｣(2回目~17900409死去)
1757年11月12日-09:00|日本|  ||宝暦7年10月|江戸相撲独特の縦番付が初めて刊行(このころから江戸相撲の諸
  制度が整いはじめる)
1757年11月20日-09:00|日本|  ||宝暦7年10月9日|<死去>柳川直政(66歳)装剣金工
1757年11月22日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<七年戦争ﾌﾞﾚｽﾗｳの戦い>ｵｰｽﾄﾘｱ連合軍がﾌﾟﾛｲｾﾝ軍に勝利
1757年12月 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Eleazar Le Marchant｣
1757年12月5日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾛｲﾃﾝの戦い/ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ大王が､ｺﾘﾝの戦いの余勢をかってｼｭﾚｼﾞ
  ｴﾝを占領しているｵｰｽﾄﾘｱ軍を破る
1757年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｰﾓｱ｣
1757年12月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｻﾏｾｯﾄ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｼｰﾓｱ｣(~17920102死去)
1757年12月30日-09:00|日本|兵庫県姫路市|宝暦7年11月20日|<死去>建部政周(84歳)前播磨林田藩主
1758年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||<就任>化身ﾗﾏ｢ｲｼﾀﾞﾝﾊﾞﾆｬﾑ(ｼﾞｪﾌﾟﾂﾝﾀﾝﾊﾟ3世)｣(~1773年没)
1758年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ副総督(ﾏﾄﾞﾗｽ総督に従属)｢Roger Carter｣(2期目~17600403)
1758年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ｵﾗﾝﾀﾞ総督｢Jacob van Schoonderwoert｣(~1766年)
1758年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾁﾙﾎﾞﾝ･ｶﾁﾚﾎﾞﾅﾝ君主｢Sultan Cirebon3世 Muhammad Harruddin｣(~1768年)
1758年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｵｳﾃｲ2世｣(~1775年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｼﾞｬｲｶﾞﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾊﾙ･ｼﾝ｣(~1765年没)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｴｯｸ男爵ﾙﾊﾞｰﾄ･ﾔﾝ｣(~1761年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｹｵﾝｼﾞｬﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｶﾞﾃｼｭﾜﾙ･ﾅﾗﾔﾝ･ﾊﾞﾝｼﾞ｣(~1762年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬｲﾄﾌﾟﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾟﾊｰﾙ･ｼﾝ｣(~1765年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌﾞｱ国ﾗｼﾞｬ｢ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ｼﾝ｣(~1770年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾊﾞﾙ国統治者(ﾗﾅ)｢ﾌｶﾑ･ﾁｬﾝﾄﾞ｣(~1773年没)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾗﾝﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾗﾑﾃﾞｳﾞｼﾞ｣(~1774年没)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞｩﾗﾝｶﾞﾄﾞﾗ国摂政｢ﾗ･ﾆｼﾞ･ｼﾞｼﾞﾊﾞｲ･ｸﾝｳﾞｧｰﾊﾞ･ｼﾞｬｼｭﾜﾝﾂｨﾑｼﾞ2世｣(~1782年)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾙﾀﾌﾞｶﾞﾙ国統治者(ﾏﾊﾗﾜｯﾄ)｢ｻﾘﾑ･ｼﾝ｣(~17751026没)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾅ国ﾗｼﾞｬ｢ﾋﾝﾄﾞｩﾊﾟｯﾄ･ｼﾝ｣(~1777年没)
1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾆﾌﾟｰﾙ国ﾗｼﾞｬ｢ｼﾞｬｲ･ｼﾝ｣(1回目~1761年)
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1758年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾊﾞﾗｼﾉｰﾙ国が独立
1758年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ﾊﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑ｣
1758年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ｼﾞｬｰﾝ朝ﾊﾝ｢ｱﾌﾞﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ･ﾊｰﾝ｣ｲﾏｰﾑ･ｸﾘｰの孫
  ｻｲｲﾄﾞ･ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑの子(~1785年)
1758年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾊﾗ･ﾊﾝ国ﾏﾝｷﾞﾄ朝ｱﾀﾘｸ｢ﾀﾞﾆﾔﾙ･ﾋﾞｰ｣ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾗﾋｰﾑの叔父
  (~1785年死去)
1758年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶﾗｯﾄ国はｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ宗主権下
1758年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｸﾊﾞ汗国ﾊｰﾝ｢ﾌｧﾄ･ｱﾘ･ﾊｰﾝ｣(~1789年3月)
1758年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<就任>ｸﾞﾘｱ公｢ﾏﾐｱ4世｣(2回目~1765年)
1758年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ﾍﾟﾙｼｬ大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｱｷﾙ･ｱﾗｳﾞｨ｣(~1763年)
1758年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｹｰｾﾞ･ﾊﾞﾋﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1761年)
1758年-01:00|ｾﾙﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｾﾙﾋﾞｱ･ﾜﾘｽ｢ﾊｼﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1761年)
1758年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ4世｣(~17600617没)
1758年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽの重農主義者ﾌﾗﾝｿﾜ･ｹﾈｰが｢経済表｣を作成
1758年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾘﾝﾈがﾋﾄにﾎﾓ･ｻﾋﾟｴﾝｽの学名を与える
1758年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｶﾞｰﾝｼﾞｰ島管理人｢Samuel Bonamy｣(~1771年死去)
1758年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾛｹ･ｿﾄ=ﾏｲｵｰﾙ｣(2回目~1759年)
1758年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｲｻ･ﾋﾞｯｼﾞ｣(2回目~1759年)
1758年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ﾋﾟﾚｽ･ｺﾚｲｱ｣(~1759年)
1758年 00:00|ｼｴﾗﾚｵﾈ|  |||<即位>ｶﾌ･ﾌﾞﾛﾑ国王｢ﾚｲ･ｻﾏ｣(~1792年頃)
1758年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｷﾞﾙ･ｲ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣(~1761年)
1758年 05:00|ﾊｲﾁ|  |||ﾏｯｶﾝﾀﾞﾙが逮捕される.反乱終了.死者は6千を数える
1758年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ｣(~1760年)
1758年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾙｶｽ･ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾊﾟﾗｼｵ｣(~1761年)
1758年1月4日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦7年11月25日|<死去>六代目中村勘三郎
1758年1月8日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||ｾﾗﾝｺﾞｰﾙはｼﾞｮﾎｰﾙ統治下(~1766年)
1758年1月8日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Ceteci Abdullah Pasha｣(~1760.1)
1758年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｻｾｯｸｽ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ･ｲｪﾙｳﾞｧｰﾄﾝ｣
1758年1月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｻｾｯｸｽ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｲｪﾙｳﾞｧｰﾄﾝ｣(~17990422死去)
1758年1月14日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦7年12月5日|<初演>人形浄瑠璃｢祇園祭礼信仰記｣四段目<金閣寺>
  6人ほどの合作,大坂豊竹座
1758年1月15日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾗﾝﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｳﾞｧﾝ･ﾃｯﾂ｣(~3.12)
1758年1月17日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのｱﾌﾏﾄﾞが北ｲﾝﾄﾞに侵入し､一時ﾃﾞﾘｰを占領
1758年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･3代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1758年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾊﾐﾙﾄﾝ公･4代ﾌﾞﾗﾝﾄﾞﾝ公｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(⇒17610721兼ﾀ
  ﾞｸﾞﾗｽ侯~17690707死去)
1758年1月27日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦7年12月18日|<郡上一揆>美濃国郡上藩郡上八幡城下で首謀者と
  見られていた気良村甚助は穀見の刑場でひそかに打ち首にされた
1758年2月 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ総督｢Luis Henrique da Mota e Melo｣(~176
  1年)
1758年2月3日-09:00|日本|栃木県さくら市|宝暦7年12月25日|<交替>喜連川藩4500石(10万石格)｢喜連川茂氏｣隠
  居⇒次男｢喜連川氏連｣が継ぐ(⇒宝暦11(1761)年12月17日､死去)
1758年2月7日-09:00|日本|愛知県名古屋市|宝暦7年12月29日|<名古屋宝暦7年の大火>七つ時(午前4時ごろ)､中
  橋裏から出火､北は信行院の際まで､延長1里10町(約5000km)の範囲を焦土と化し､四つ時(午前10時ごろ)鎮火/
  2500余軒焼失
1758年2月8日-09:00|日本|愛媛県松山市|宝暦8年|松山領井門の大庄屋豊島家住宅(国指定重要文化財)が建てら
  れる
1758年2月8日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦8年1月|<初演>歌舞伎｢祇園祭禮信仰記｣京都澤村座
1758年2月8日-09:00|日本|東京都|宝暦8年1月|<郡上一揆>美濃国郡上藩:鮎走村甚左衛門､那比村久助が江戸に
  着いて､駕籠訴の後も弾圧が止まることがない上に､藩側は駕籠訴は取り下げられたとの虚偽の話を広めるあ
  りさまであり､早く駕籠訴の訴えを聞き届けていただきたいとの内容の訴状を町奉行所に提出する追訴を行っ
  たが､町奉行側は訴状を受け取ることなく門前払いされた
1758年2月8日-08:00|中国|  ||清･乾隆23年1月|天山南路のｳｲｸﾞﾙ族が反乱をおこす
1758年2月12日-09:00|日本|  ||宝暦8年1月5日|<死去>豊竹肥前掾(54歳)浄瑠璃太夫
1758年2月15日-09:00|日本|長野県小諸市|宝暦8年1月8日|<死去>信濃小諸藩15000石｢牧野康周｣(52歳)⇒長男｢
  牧野康満｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年12月22日､隠居)
1758年2月21日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ｱﾘ･ﾅﾜｽﾞ･ｶｰﾝ｣(~12.2)
1758年2月26日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<就任>全ﾛｼｱ首相｢ｸﾞﾗｰﾌ･ﾐﾊｲﾙ･ｲﾗﾘｵﾉｳﾞｨﾁ･ｳﾞｫﾛﾝﾂｫﾌ｣(12.4まで副首相~17650402
  )
1758年3月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾀ国支配者(ﾏﾊﾗｵ)｢ﾁｬﾀﾙ･ｻﾙ･ｼﾝ1世｣(~17641217没)
1758年3月-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾋｳﾞｧ･ﾊﾝ国第36代ﾊﾝ｢ﾃﾑﾙ･ｶﾞｰｽﾞｨｰ｣(~1764年死去)
1758年3月12日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾗﾝﾊﾞｰﾄ･ｼﾞｪｲｺﾌﾞ･ｳﾞｧﾝ･ﾃｯﾂ｣
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1758年3月13日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争かんじきの戦い>ﾌﾗﾝｽ軍がかんじきを履いた英
  国軍に勝利
1758年3月15日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾏﾇｴﾙﾃﾞ･ﾒﾛ｣(~17
  580406没)
1758年3月17日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ総督｢ｽﾀﾆｽﾗﾌ･ｳﾞｺﾗｲｴﾌ･ﾗﾄﾞﾝｲｯﾁ｣(~17580317没)
1758年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｸﾗﾝﾌﾞﾗｼﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1758年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ｸﾗﾝﾌﾞﾗｼﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~17980206死去)
1758年3月22日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ大統領｢ﾔﾝ･ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ﾊｲﾃﾞｺﾊﾟｰ｣(1回目~
  17601005)
1758年4月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ軍がﾗｰﾎｰﾙを占領
1758年4月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ｶﾗﾃﾞｯｸ｣(~1759年12月)
1758年4月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muhsinzade Mehmed Pasha｣(~7月)
1758年4月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督代理｢Gaspar Afonso da Costa Brandao｣(1期目~17590527)
1758年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾃｨﾆ｣
1758年4月2日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦8年2月24日|<郡上一揆>美濃国郡上藩の足軽4名と歩岐島村久右衛
  門を始め十数人の寝者農民が､歩岐島村久右衛門の家に押し入り､帳面､金銭などを奪った/歩岐島村四郎左衛
  門はからくも逃げることに成功し､隣家に匿われた/た近隣の一揆勢は､さっそく大挙して駆けつけ､久右衛門
  ら四郎左衛門の家に押し入った寝者を捕え､逆に四郎左衛門宅に監禁
1758年4月7日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官代行｢ﾃﾞﾋﾞｯﾄﾞ･ﾏﾙｹｽ･ﾍﾟﾚｲ
  ﾗ｣(~8.5)
1758年4月13日-07:00|ﾀｲ|  |||<死去>ｱﾕﾀﾔ王朝第34代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ3世ﾎﾞｰﾛﾏｺｰﾄ｣
1758年4月13日-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第35代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰﾃｨﾗｰﾄ4世ｳﾄｩﾑﾎﾟｰﾝ｣(~8月)
1758年4月13日-09:00|日本|長野県上田市|宝暦8年3月6日|<死去>松平忠愛(58歳)前信濃上田藩主
1758年4月15日-09:00|日本|  ||宝暦8年3月8日|幕府が,公用旅行者が規定以上の人馬を不法に徴発することな
  どを禁じる
1758年4月21日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦8年3月14日|江戸深川三十三間堂通矢｢四十五間堂千射｣､黒谷岩
  吉(13歳)が827本(総矢数1000中)を記録｡種目最初
1758年4月25日-09:00|日本|秋田県秋田市|宝暦8年3月18日|<死去>出羽久保田藩205800石｢佐竹義明｣(36歳)⇒5
  月11日､長男｢佐竹義敦｣が継ぐ(⇒天明5年6月1日(17850706)､死去)
1758年4月25日-09:00|日本|福井県福井市|宝暦8年3月18日|<死去>越前福井藩30万石｢松平重昌｣(16歳)⇒21日､
  弟｢松平重富｣が継ぐ(⇒寛政11(1799)年9月18日､隠居)
1758年4月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾗﾘｰ伯爵ﾄﾏｽ･ｱｰｻｰ･ﾄｰﾚﾝﾀﾞﾙ｣(~17610115)
1758年4月30日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ･ｾﾈｶﾞﾙ総督｢ﾘﾁｬｰﾄﾞ･ｱﾙｺｰﾇ･ｳﾞｫﾙｼﾞｭ｣(~1763年)
1758年4月30日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｾﾈｶﾞﾙをｲｷﾞﾘｽが占領(~17790211)
1758年5月3日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>246代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ14世｣83歳(誕生:16750331)
1758年5月8日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾍﾟｼｬｰﾜﾙはﾏﾗｰﾀｰ帝国に占領された(~1759年)
1758年5月8日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦8年4月2日|<郡上一揆>美濃国郡上藩:江戸に滞在していた郡上一
  揆勢のうち歩岐島村治衛門､二日町村伝兵衛､市島村孫兵衛､東俣村太郎衛門の4名と､訴訟実行の人員として派
  遣された向鷲見村弥十郎､剣村藤次郎の2名の計6名が､目安箱に訴状を投函する箱訴を決行
1758年5月9日 07:00|日本|広島県|宝暦8年4月3日|<広島｢宝暦の大火｣>申の刻(16時ごろ)､白神五丁目から出火,
  北東方向に伸び､隣接する尾道町､塩屋町､革屋町､紙屋町､猿楽町と次々と焦土と化し､袋町､西魚屋町､鉄砲屋
  町､平田屋町､立町とこれまた炎の下に収め､ついで研屋町､播磨屋町､車屋町､東魚屋町､東白鳥町から九軒町､
  牛田村を焼いた/さらに八丁堀､鉄砲町､上流川町､幟町の侍屋敷と城内の一部を焼いて翌4日寅の刻(明け方午
  前4時ごろ)いったん鎮火
1758年5月10日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行判事｢ｱｰﾏｰ大司教ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾄｰﾝ/ｼｬﾉﾝ伯爵ﾍﾝﾘｰ
  ﾎﾞｲﾙ/ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17591007)
1758年5月10日 04:00|日本|広島県|宝暦8年4月4日|<広島｢宝暦の大火｣>午後,国泰寺の境内からふたたび出火,
  東を目指して伸び､白神社､小野国泰寺をはじめ町家へと進み､新川場町から竹屋町､竹屋新開､下流町､田中屋
  敷を灰にしていった/そして炎は京橋川を目指し下柳町､薬研堀､東柳町と伸び､ついに京橋川を渡り､稲荷町､
  比治山町､茅屋町､松川町から段原村の家々までも焼いて翌5日酉の刻(18時ごろ)鎮火/この二度にわたる火事
  で城下東部の大半が焼失/被害のうち人家が､町家は世帯数で3504間余､侍屋敷172軒ほど､扶持人(所領のない
  給料受給侍)の家927軒､安芸郡牛田村の百姓家104軒.そのほか町内の土蔵90か所､通行門24か所､橋1か所､寺院
  22か所､神社2か所/城内の被害は､二曲輪内の櫓4か所(うち1か所は土手､塀とも焼失)､町口の櫓門1か所､城中
  囲い土手の塀2か所､御用屋敷1か所､普請屋敷1か所､泉水屋敷1か所､厩屋敷1か所､米蔵2か所､紙蔵2か所､銀札
  場1か所
1758年5月14日-09:00|日本|山口県周南市|宝暦8年4月8日|<交替>周防徳山藩3万石｢毛利広豊｣隠居⇒次男｢毛利
  広寛｣が継ぐ(⇒宝暦14(1764)年2月26日､死去)
1758年5月17日-09:00|日本|東京都|宝暦8年4月11日|<郡上一揆>美濃国郡上藩:初回と同様の内容で2度目の箱訴
  を行った/2度目の箱訴が受理され､訴人の6名は町奉行の依田政次に呼び出され､訴状が受理され吟味が行われ
  ることを告げられた上で､6名の訴人に宿預けが言い渡された
1758年5月18日-09:00|日本|熊本県人吉市|宝暦8年4月12日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良頼峯｣(24歳)⇒養子｢
  相良頼央｣が継ぐ(⇒宝暦9年8月3日(17590926)暗殺される)
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1758年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾝ｣
1758年5月28日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公･ｻﾞｸｾﾝ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公｢ｶｰﾙ･ｱｳｸﾞｽﾄ｣ｴﾙﾝｽﾄ･ｱｳｸﾞｽﾄ2世の息子(
  ⇒1809年ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ公⇒1815年､ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ=ｱｲｾﾞﾅﾊ大公~18280614死去)
1758年5月28日-09:00|日本|大阪府高槻市|宝暦8年4月22日|<死去>摂津高槻藩36000石｢永井直行｣(29歳)⇒弟｢永
  井直珍｣が継ぐ(⇒明和7(1770)年11月17日､死去)
1758年6月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||<就任>ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾋﾟｰﾀｰ･ｱｳｸﾞｽﾄ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾍﾞｯｸ｣(~1762
  年)
1758年6月1日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢Harrien Felchenhauer｣(
  ~17601018)
1758年6月2日-09:00|日本|大阪府大阪狭山市|宝暦8年4月27日|<死去>河内狭山藩11000石｢北条氏貞｣(56歳)⇒長
  男｢北条氏彦｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年4月27日､死去)
1758年6月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<七年戦争ｸﾚｰﾌｪﾙﾄの戦い>ﾌﾟﾛｲｾﾝ連合軍がﾌﾗﾝｽ軍に勝利
1758年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ﾌﾞﾗﾊﾞｿﾞﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣
1758年7月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾍﾞｽﾊﾞﾗ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟﾝｿﾝﾋﾞｰ｣(~17930311死去)
1758年7月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第248代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ13世｣(~17690202死去)
1758年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王｢ﾏｰﾙﾀｰﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏ｣
1758年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾄﾗｳﾞｧﾝｺｰﾙ王ﾏｰﾙﾀｰﾝﾀﾞ･ｳﾞｧﾙﾏ→<即位>ﾀﾞﾙﾏ･ﾗｰｼﾞｬ[息子の](~17980217死
  去)
1758年7月7日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾃｨﾙｳﾞｨﾀﾞﾑｺﾄﾞｩ国ﾗｼﾞｬ｢ﾀﾞﾙﾏ･ｳﾞｧﾙﾏ2世｣(~17980217没)
1758年7月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争ﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｶﾞ>(6日~)ﾌﾗﾝｽ軍が英国軍に勝利
1758年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｺｸﾗﾝ｣
1758年7月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ﾀﾞﾝﾄﾞﾅﾙﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ｺｸﾗﾝ｣先代の従兄弟(~17781031死去)
1758年7月10日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督代行｢ｼﾞｮﾝ･ｶﾞﾝﾋﾞｱ｣(1回目~17591230)
1758年7月15日-09:00|日本|東京都|宝暦8年6月11日|<郡上一揆>美濃国郡上藩預地の石徹白で続いていた石徹白
  騒動についても箱訴が行われた
1758年7月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|宝暦8年6月12日|<死去>因幡鹿奴藩3万石｢池田仲庸｣(38歳)⇒長男｢池
  田澄延｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年9月3日､死去)
1758年7月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍が､ﾇｰｳﾞｪﾙ･ﾌﾗﾝｽの要塞ﾙｲﾌﾞｰﾙを奪う
1758年7月26日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争ﾙｲﾌﾞｰﾙの戦い>(6月8日~)英国軍がﾌﾗﾝｽ配下ﾙｲﾌ
  ﾞｰﾙ要塞攻略
1758年8月-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾕﾀﾔ王朝第36代国王｢ﾎﾞｰﾛﾏﾗｰﾁｬｰ3世(ｽﾘﾔｰﾄｱﾏﾘﾝ(ｴｰｶﾀｯﾄ))｣(~17670407)
1758年8月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督代行｢ｳﾞｨﾀﾞｰﾚ｣(~同月)⇒｢ｲｵｱﾝ･ﾃｵﾄﾞｰﾙ･ｶﾘﾏﾁ｣(~1761年6月)
1758年8月 06:00|ｱﾒﾘｶ|  |||北米最初のﾈｲﾃｨｳﾞ･ｱﾒﾘｶﾝ居留地､ﾆｭｰ･ｼﾞｬｰｼﾞｰ植民地に設けられる
1758年8月4日-09:00|日本|北海道|宝暦8年7月|東部ﾉｯｼｬﾌのｱｲﾇ,西部ｿｳﾔのｱｲﾇを襲撃,60余人を殺害し,200余人
  を傷つける
1758年8月5日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ総督･総司令官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ･ｴ･ｱﾙ
  ﾊﾞｶｰｷ｣(1回目~17630106)
1758年8月5日-09:00|日本|東京都|宝暦8年7月2日|<郡上一揆>再度,美濃国郡上藩預地の石徹白で続いていた石
  徹白騒動について箱訴
1758年8月15日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦8年7月12日|広島新開組西愛宕町出火,東の町両側全焼
1758年8月16日-09:00|日本|山形県酒田市|宝暦8年7月13日|<酒田宝暦8年の大火>港町の中心部伝馬町より出火､
  家屋1479軒､土蔵48棟を焼失
1758年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>14代ｴﾛﾙ女伯｢ﾒｱﾘｰ･ﾍｲ｣
1758年8月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>15代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾍｲ｣(~17780703死去)
1758年8月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾏﾃｵ･ﾌﾗﾝﾂｫｰﾆ｣(~17600822)
1758年8月24日-09:00|日本|東京都|宝暦8年7月21日|<郡上一揆>美濃国郡上藩:石徹白騒動の3回目の箱訴が受理
  されて吟味が開始されることになった
1758年8月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ﾂｫﾙﾝﾄﾞﾙﾌの戦い/ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ大王がﾂｫﾙﾝﾄﾞﾙﾌでﾛｼｱ軍と会戦し､辛くも勝利を
  収める
1758年8月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ﾗｰｽﾛｰ･ｸﾞﾛﾌ･ｹﾒﾆｰ･ﾑ･ｱｷﾞｬﾙ-･ｼﾞｪﾙﾓﾉｽﾄｰﾘ｣(政府大統領
  ~17620517)
1758年8月27日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||植民地軍､ﾌﾛﾝﾄﾅｸ砦を占領
1758年8月27日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦8年7月24日|京都所司代が公家への尊王論を講義していた､尊王
  論者の竹内式部を捕らえる(宝暦事件)
1758年9月-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｽｶﾙﾗｯﾄ･ｸﾞﾘｺﾞｰﾙ･ｷﾞｶ｣(1回目~1761年6月)
1758年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣
1758年9月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｶｰﾗｲﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣4代伯の四男(~18250904死去)
1758年9月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾊﾟﾝﾀﾞｸ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾄｩｱﾝ･ｽﾛﾝ｣
1758年9月4日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ﾗｼﾞｬ｢ﾗｼﾞｬ･ﾛﾝｸﾞ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ﾄｩｱﾝ･ｽｰﾛﾝ｣(~1763年7月
  没)
1758年9月5日-03:00|ｸｳｪｰﾄ|  |||<就任>ｸｳｪｰﾄ統治者｢ｼｪｲｸ･ｱﾌﾞﾄﾞﾗ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｻﾊﾞ･ｱﾙ･ｻﾊﾞ｣(~18140503没)
1758年9月5日-09:00|日本|  ||宝暦8年8月4日|<死去>伊藤単朴(79歳)戯作者
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1758年9月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Francesco Felice Alberti di Enno｣(~17621231)
1758年9月13日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢兪拓基｣(~17950414)
1758年9月18日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾏﾇｴﾙ･ｿﾚﾙ｣(~1760年)
1758年9月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Narciso Vazquez y Nicuesa｣(~1767年)
1758年9月23日-09:00|日本|京都府京都市左京区|宝暦8年8月22日|台風による豪雨で高野川･谷川が氾濫し､御蔭
  神社境内埋没､社殿流失
1758年9月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾓﾊﾏﾄﾞ･ﾏﾊﾊﾞｰﾄ･ﾊﾝｼﾞｰ1世｣(1回目~1760年)
1758年9月28日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾗｼﾉｰﾙ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ･ﾊﾞﾋﾞ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾝｼﾞ･ﾊﾞﾊｰﾄﾞｩﾙ･ﾊﾝｼﾞ｣(~不明)⇒｢
  ｼﾞｬﾐﾔｯﾄ･ﾊﾝｼﾞ1世ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊﾝｼﾞ｣⇒｢ｻﾗﾊﾞｯﾄ･ﾊﾝｼﾞ1世ｼﾞｬﾐﾔｯﾄ･ﾊﾝｼﾞ｣(~1820年5月没)
1758年10月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾗｼﾞｬﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣
1758年10月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾋﾞｽｳﾞｧｼﾞｯﾄﾏﾗ｣(~1760年8月没)
1758年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾏﾘｱ･ｼﾞｬﾝｼﾞ｣｢ｼﾞｭｾﾞｯﾍﾟ･ﾌﾗﾝﾂｫｰﾆ｣
1758年10月2日 06:00|ｶﾅﾀﾞ|  |||ｶﾅﾀﾞのﾊﾘﾌｧｯｸｽで初の代議制議会が開会
1758年10月3日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦8年9月2日|<解任>老中｢本多正珍｣
1758年10月4日-09:00|日本|静岡県牧之原市|宝暦8年9月3日|<改易>遠江相良藩1万石｢本多忠央｣金森頼錦事件に
  連座､美作津山に幽閉
1758年10月4日-09:00|日本|静岡県牧之原市|宝暦8年9月3日|<拝領>相良藩1万石｢田沼意次｣(⇒宝暦12(1762)年2
  月15日､15000石に加増)
1758年10月6日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|宝暦8年9月5日|<死去>柳沢淇園(55歳)絵師(池大雅の師にあたる
  )､漢詩人
1758年10月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾁｶﾝ枢機卿国務長官｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾏﾘｱ･ﾄﾘｼﾞｬｰﾆ｣(~17690202)
1758年10月14日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領西ｱﾌﾘｶ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｳﾞｧｽｺﾝｾﾛｽ｣(~17640606)
1758年10月14日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾎｯﾎｷﾙﾋの戦い/ﾄﾞﾚｽﾃﾞﾝ東方のﾎｯﾎｷﾙﾋでﾚｵﾎﾟﾙﾄﾞ･ﾌｫﾝ･ﾀﾞｳﾝ元帥の9万ｵｰ
  ｽﾄﾘｱ軍が､ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世の3万7000ﾌﾟﾛｲｾﾝ軍を夜のうちに包囲し､夜明けとともに猛攻撃
1758年10月18日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|宝暦8年9月17日|<死去>伊勢菰野藩11000石｢土方雄端｣(43歳)
  ⇒長男｢土方雄年｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年10月8日､隠居)
1758年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣5代ｻﾝﾀﾞｰﾗﾝﾄﾞ伯
1758年10月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ﾏｰﾙﾊﾞﾗ公｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｽﾍﾟﾝｻｰ｣先代の子(~18170129死去)
1758年10月21日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国ﾊｰﾝ｢ｸﾙﾑ･ｷﾞﾚｲ｣(1期目~1764.9)
1758年10月23日-09:00|日本|  ||宝暦8年9月22日|<死去>吉子内親王(45歳)徳川家継の婚約者､霊元天皇の皇女
1758年10月25日-09:00|日本|東京都|宝暦8年9月24日|<死去>2代市川團十郎(71歳)歌舞伎役者(初代市川團十郎
  の息子)
1758年10月27日-09:00|日本|大分県中津市|宝暦8年9月26日|<死去>豊前中津藩10万石｢奥平昌敦｣(35歳)⇒長男｢
  奥平昌鹿｣が継ぐ(⇒安永9(1780)年7月24日､死去)
1758年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾑｰｱ｣
1758年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾑｰｱ｣(⇒1791.7初代ﾄﾞﾛﾍﾀﾞ侯~18221227死去)
1758年11月5日 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ管理者｢Hans Egede｣
1758年11月5日 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ管理者｢Paul Hansen Egede｣(~17890603死去)
1758年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯[ﾊｲﾝﾘﾋ35世]
1758年11月6日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ3世｣(~17941014死去)
1758年11月10日-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公｢ｶｰﾙ･ﾌｫﾝ･ｻﾞｸｾﾝ｣(~17630123)
1758年11月18日-09:00|日本|滋賀県大津市|宝暦8年10月18日|<死去>近江堅田藩1万石｢堀田正賓｣(43歳)⇒12月1
  0日､長男｢堀田正富｣が継ぐ(⇒天明7(1787)年9月16日､隠居)
1758年11月18日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦8年10月18日|<就任>老中｢田沼意次｣(~宝暦10年5月6日)
1758年11月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌｫｰﾌﾞｽﾞ准将の率いるｲｷﾞﾘｽ軍が､ﾃﾞｭｹｰﾇ砦を占領
1758年12月2日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽｰﾗﾄ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾐｰﾙ･ﾓｲﾝ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｰﾝ･ﾐｱﾝ･ｱｯﾁｬﾝ｣(2回目~1
  7630227)
1758年12月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ王国首席大臣｢ｼｮﾜｽﾞｰﾙ公ｴﾃｨｴﾝﾇ･ﾌﾗﾝｿｱ･ﾄﾞ･ｼｮﾜｽﾞｰﾙ｣(~17701224)
1758年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣
1758年12月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ｺﾝﾌﾟﾄﾝ｣(~17631018死去26歳)
1758年12月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ｱﾗﾝ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾊﾞﾄﾗｰ｣
1758年12月20日-09:00|日本|三重県三重郡菰野町|宝暦8年11月20日|<死去>土方雄房(48歳)前伊勢菰野藩主
1758年12月24日-09:00|日本|滋賀県蒲生郡日野町|宝暦8年11月24日|<交替>近江仁正寺藩17000石｢市橋直挙｣隠
  居⇒養子｢市橋長ﾃﾙ｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年10月6日､53歳で死去)
1758年12月25日 00:00|宇宙/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｴﾄﾞﾓﾝﾄﾞ･ﾊﾚｰが予言した彗星が出現/｢ﾊﾚｰ彗星｣と名付けられる
1758年12月28日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦8年11月28日|<就任>大坂城代｢青山因幡守忠朝｣(~宝暦10.7.15)
1758年12月28日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦8年11月28日|<就任>京都所司代｢井上正経｣(⇒1760(宝暦10年12
  月3日))
1758年12月30日-09:00|日本|  ||宝暦8年12月|幕府が,江戸･大坂に加えて京･堺に明礬会所を新設
1758年12月30日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦8年12月1日|<創設>清水徳川家3万石｢松平萬二郎｣(9代将軍徳
  川家重の次男⇒翌年9月29日､｢徳川重好｣と改名)
1758年12月31日 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍がｺﾞﾚを占領(~17630210)



1760迄(2926件)

1759年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事｢ﾊﾟﾄﾞﾚ･ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ･ﾃﾞ･ｱｾﾞﾍﾞﾄﾞ･ｴ･ﾌﾞﾘﾄ｣(~1760年
  )
1759年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝﾅｰ王朝国王｢ｵﾝ･ﾁｬﾝ｣(~1761年)
1759年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾗﾑﾊﾟｰﾝ国主｢ﾁｬｰｲｹｰｵ｣(~1774年)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｳﾞｸ国統治者｢ｸﾏﾗ･ﾗｶﾞｳﾞｧ｣(~1767年)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺﾗﾊﾞ国統治者(ｻﾙｹﾙ)｢ﾗｸﾞｼﾞ1世ｱﾝｸﾞﾘｱ｣(~1793年没)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｬﾌｧﾗﾊﾞｰﾄﾞ国ﾀﾅﾀﾞｰﾙ兼ｼﾞｬﾝｼﾞﾗ国ﾜｼﾞﾙ｢ｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ｶｰﾝ1世｣(~1761年)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｮｽ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｱﾑﾘｯﾄ･ﾗｵ1世｣(~1790年没)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾗﾄﾞ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾊﾝｼﾞ｣建国(~1786年没)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾀﾞﾌﾗﾌﾟｰﾙ国統治者(ﾃﾞｼｭﾑｸ)｢ｱﾑﾘｯﾄ･ﾗｵ1世｣(~1790年没)
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ領東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)司令官｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾍﾝﾘｯﾋ･ﾏｲﾔｰ｣
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾀﾞﾃｨｱの下でｻﾑﾀｰﾙ国(ｼﾞｬｷﾞﾙ)が設立された
1759年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾘﾌﾟﾗ国の一部がｲｷﾞﾘｽ領ｲﾝﾄﾞに併合される(残りは1920年まで植民地政府にﾋﾙ･
  ﾃｨﾍﾟﾗとして知られていた)
1759年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾝ統治者(ﾐｰﾙ)｢ｼｬﾊﾀﾞｰﾄﾞ･ｶｰﾝ2世｣(~1764年)
1759年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ｱｶﾞｷｼ･ﾊｰﾝ｣
1759年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾗﾊﾞｰｸﾞ汗国摂政｢ﾒﾌﾙ･ｱ･ﾘｰ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1763年)
1759年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｼｬｯｷ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾌｻｲﾝ･ﾊｰﾝ｣(~1780年8月死去)
1759年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｱｸﾃｨはｸﾊﾞ汗国に従う(~1789年);ﾃﾞﾙﾍﾞﾝﾄはｸﾊﾞ汗国のｳﾞｧｯｻﾙ(~1806年)
1759年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｻﾞﾔ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ﾑｻﾞﾔ･ｶﾍﾞｶﾞ｣(~1784年頃)
1759年-02:00|ﾗﾄﾋﾞｱ|  |||<就任>ｸｰﾙﾗﾝﾄ･ｾﾞﾑｶﾞﾚﾝ公国政府議長｢ｵｯﾄｰ･ｸﾘｽﾄﾌ･ﾌｫﾝ･ﾃﾞｱ･ﾊｳｴﾝ｣(1回目⇒同年､首相･
  議長代理~1763年)
1759年-02:00|ｼﾞﾝﾊﾞﾌﾞｴ|  |||<就任>ﾑﾋﾞﾚ統治者(ﾏﾝﾎﾞ)｢ｽｳﾞｫｽﾍﾞ･ﾁｬﾝｶﾞﾗ｣(~1785年頃)
1759年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾖｱﾆﾅ･ﾜﾘｽ(総督)｢ｽﾚｲﾏﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1762年)
1759年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<就任>ｱｲﾙ国統治者(ｱﾒﾉｶﾙ)｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾞﾏｰ･ｲﾌﾞﾝ･ｳｽﾏｰﾝ｣(~1763年)
1759年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Jose Sant Just｣(~1760年)
1759年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾄｩｸﾞﾙﾄ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~1765年)
1759年-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｶﾘﾌﾞ海西ｲﾝﾄﾞ諸島ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟを英軍占領(～63年)
1759年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾉﾙｳｪｰに初のｼﾞｬｶﾞｲﾓが入る
1759年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ﾋﾞﾘﾏ･ﾔﾑ｣(~1760年)
1759年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾙｻﾞ連邦ｴﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾏﾄﾞ･ﾊﾞﾊﾞﾅ｣(~1786年)
1759年 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾋﾞｻｳ司令官｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾎｾ･ﾛｲｽ｣
1759年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ﾏﾇｴﾙ･ｱｽﾞﾛｰﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗｺﾞﾝ･ｲ･ｳﾘｽ｣
  (~1771年)
1759年 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事代理｢Joseph de Jarrier de La Chassaigne｣(2期目~
  5.26)
1759年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾍﾟﾝｼﾙﾍﾞﾆｱ植民地総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣(~1763年)
1759年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県暫定総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾌﾗﾝｺ｣(~1761年)
1759年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝ･ｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ､ｻﾝ･ﾐｹﾞﾙ､ｻﾝ･ﾋﾞｾﾝﾃ州暫定市長兼副司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｲｸﾞﾅ
  ｼｵ･ﾁｬﾓﾛ･ｿﾄﾏﾖｰﾙ･ｲ･ﾋﾞﾗﾋﾞｾﾝｼｵ｣(~1761年)
1759年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾃｷｻｽ植民地総督｢ｱﾝﾍﾙ･ﾃﾞ･ﾏﾙﾄｽ･ｲ･ﾅﾊﾞﾚﾃ｣(~1766年)
1759年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢ﾊﾟﾝﾀﾚｵﾝ･ｲﾊﾞﾆｪｽ･ｸｴﾊﾞｽ｣(~1761年)
1759年1月10日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦8年12月12日|<初演>｢三十石よぶねの始｣[作･並木正三]☆廻り舞
  台使用､大坂角の芝居,中山文七座
1759年1月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ摂政｢ﾏﾘｱ･ﾙｲｰｻﾞ･ﾌｫﾝ･ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ｣(~17650409)､｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ･ｴﾙﾝｽﾄ･ﾌ
  ｫﾝ･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ｳﾞｫﾙﾌｪﾝﾋﾞｭｯﾃﾙ｣(~17660308)
1759年1月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jose de Mascarenhas da S
  ilva e Lencastre, marques de Gouveia｣
1759年1月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾛｰﾚｽ島･ｺﾙｳﾞｫ島はﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王が没収(~1814年)
1759年1月15日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<一般公開>大英博物館[ﾛﾝﾄﾞﾝ･ﾓﾝﾀｷﾞｭｰﾊｳｽ]
1759年1月20日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦8年12月22日|大阪･角座で世界初の回り舞台が発明され公開され
  る/並木正三が考案
1759年1月23日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦8年12月25日|<改易>美濃郡上藩38900石｢金森頼錦｣郡上一揆領内
  混乱/陸奥盛岡に幽閉
1759年1月25日-09:00|日本|岐阜県郡上市|宝暦8年12月27日|<移封>丹後宮津藩48000石｢青山幸道｣⇒美濃郡上藩
  48000石(⇒安永4(1775)年11月11日､隠居)
1759年1月25日-09:00|日本|京都府宮津市|宝暦8年12月27日|<移封>遠江浜松藩7万石｢松平資昌｣⇒丹後宮津藩7
  万石(⇒宝暦11(1761)年11月27日､隠居)
1759年1月25日-09:00|日本|静岡県浜松市|宝暦8年12月27日|<加増移封>陸奥磐城平藩37000石｢井上正経｣⇒遠江
  国浜松藩6万石(⇒明和3年5月30日(17660706)､死去)
1759年1月27日-09:00|日本|東京都荒川区|宝暦8年12月29日|<死去>馬場文耕.金森騒動の講釈や書物を頒布した
  ため捕縛され､市中引き回しの上打首､獄門に処される(41歳)講釈師
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1759年1月29日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|宝暦9年|<交替>下野烏山藩3万石｢大久保忠胤｣隠居⇒次男｢大久
  保忠卿｣が継ぐ(⇒明和6(1769)年2月10日､死去)
1759年1月29日-08:00|中国|  ||清･乾隆24年|清が生糸､絹織物の価格高騰を理由にその輸出を禁止
1759年2月3日-09:00|日本|長野県松本市|宝暦9年1月6日|<死去>信濃松本藩6万石｢松平光徳｣(23歳)⇒養子｢松平
  光和｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年12月9日､隠居)
1759年2月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢Louise Henriette de Bourbon｣
1759年2月9日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢ﾙｲ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ2世｣ｵﾙﾚｱﾝ公(~1792年)
1759年2月12日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<死去>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ1世ｱﾙ=ﾗｼｯﾄﾞ｣49歳
1759年2月12日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||<即位>ﾌｻｲﾝ朝ﾍﾞｲ｢ｱﾘ2世｣(~17820526死去69歳)
1759年2月12日-09:00|日本|茨城県古河市|宝暦9年1月15日|<移封>石見浜田藩5万石｢松平康福｣⇒下総古河藩5万
  石(⇒宝暦12(1762)年9月晦日､三河岡崎藩に移封)
1759年2月12日-09:00|日本|島根県浜田市|宝暦9年1月15日|<移封>下総古河藩5万石｢本多忠敞｣⇒石見浜田藩5万
  石(⇒宝暦9年7月10日(17590802)､死去)
1759年2月14日-09:00|日本|栃木県大田原市|宝暦9年1月17日|<死去>大関増恒(74歳)前下野黒羽藩主
1759年2月27日-09:00|日本|  ||宝暦9年2月|山県大弐が｢柳子新論｣を著し､尊王論を説く
1759年2月27日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦9年2月1日|<初演>近松半二ほか,人形浄瑠璃｢日高川入相花王｣大
  坂豊竹座
1759年3月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｰﾗﾄ国はｲｷﾞﾘｽの保護領
1759年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾍﾞｸﾞﾆ｣｢ﾎﾟﾝﾍﾟｲ･ｿﾞﾘ｣
1759年4月3日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾎｰﾙﾃﾞﾝ｣(~7.27没)
1759年4月14日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李天輔｣(~6.1)
1759年4月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾄﾞｲﾂの作曲家ｼﾞｮｰｼﾞ=ﾍﾝﾃﾞﾙがｲｷﾞﾘｽで/74歳(誕生16850223)
1759年4月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾚｽﾀｰ伯｢ﾄﾏｽ･ｸｯｸ｣
1759年4月27日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢John Barrington｣(~5.1)
1759年4月27日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟをｲｷﾞﾘｽが占領(~17630704)
1759年5月1日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Byam Crump｣(~17600311死去)
1759年5月6日 06:00|日本|石川県金沢市|宝暦9年4月10日|<金沢宝暦9年の大火>未の下刻(15時ごろ)､泉野寺町
  にある玉龍寺の塔頭(子院)舜昌寺より出火,本院の玉龍寺に延焼､その矛先は龍淵寺､遍照寺を焼き､笹ｹ町へと
  伸びた/そこから野田寺町へと伸びに伸び､南側の極楽寺より伏見寺､大円寺を焼いた/北側に伸びた炎は､永井
  源太左衛門屋敷から妙典寺までを灰とした/妙典寺に入った炎の勢は激しく､出火から半刻(約1時間)ほど経っ
  た､申の上刻(16時)過ぎには､犀川を飛んで十三間町の上町に延焼､そこから四方に飛び火し､町家が立ち並ぶ
  新竪町､百姓町､川除町､水溜町を焼く/暮れるころ､炎は､柿木台の本多遠江守屋敷など侍屋敷から､古堂形を経
  て､本丸辰巳櫓に延焼､城郭内は本丸のほとんどを全焼､二の丸､三の丸を焼き､大手門､坂下門などその城門の
  数々､櫓､塀､蔵の数々が灰となった/城郭の大半を焼いた炎は再び城下に転じ､石引町､材木町を焼け抜け､松山
  寺､雲龍寺､宝円寺を焼き､浅野川も飛び越えて､御歩町､観音町､愛宕町､森下町と次々とひとなめにし､森本町
  から金屋町､高道町､大衆免もなめになめた/一方､材木町から延びた炎は､尾張町､彦三､博労町をも焼いて､翌
  日の辰の下刻(午前9寺ごろ)鎮火/城下の焼失家屋､町家4775軒､寺社門前の百姓家1506軒､武家屋敷は家老以下
  の居宅など4150軒､防火のための破壊家屋23軒など1万454軒｡その他､土蔵283棟､寺社99か所､番所87軒､木戸61
  か所､橋梁89か所/26人死亡､城中の宿直の家人202人が死亡
1759年5月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ﾎ
  ｲﾔｰ｣(~17600704)
1759年5月24日-09:00|日本|東京都江東区|宝暦9年4月28日|江戸深川三十三間堂通矢｢全堂百射｣で､神戸亘が68
  本(総矢数100中)を記録
1759年5月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃ知事｢Francis Maclean｣(~1763年)
1759年5月26日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾏﾘｰ･ｶﾞﾗﾝﾃをｲｷﾞﾘｽが占領(~1763年)
1759年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾊﾞﾃｨｽﾄ･ﾉｴﾙ｣
1759年5月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ｹﾞｲﾝｽﾞﾊﾞﾗ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾉｴﾙ｣(~17980408死去断絶)
1759年5月27日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾏﾃﾞｲﾗ総督｢Jose Correia de Sa｣(~17671209)
1759年5月27日-09:00|日本|新潟県阿賀野市|宝暦9年5月2日|幕領水原役所付きの村々26か村,代官山中源四郎の
  悪政を江戸に訴える
1759年5月29日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦9年5月4日|道頓堀芝居小屋三軒焼失(人形浄瑠璃竹本座も)
1759年5月31日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾏﾇｴﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗﾝﾃﾞｨｱ｣
1759年6月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督代理｢Miguel Lino de Ezpeleta｣(~1761.7)
1759年6月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kucuk/Sinek Mustafa Pasha｣(~1760.1)
1759年6月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢金尚魯｣(~17601121)
1759年6月2日-09:00|日本|  ||宝暦9年5月8日|<死去>初代大薩摩主膳太夫(65歳)浄瑠璃太夫
1759年6月3日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Mateo de Guazo Calderon｣(~17600307死
  去)
1759年6月15日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>初代ｵｴｲﾗｽ公｢ｾﾊﾞｽﾁｬﾝ･ﾎｾ･ﾄﾞ･ｶﾙｳﾞｧﾙﾎ･ｴ･ﾒﾛ｣(⇒17690916兼初代ﾎﾟﾝﾊ
  ﾞﾙ候~17820508死去)
1759年6月26日-09:00|日本|  ||宝暦9年6月2日|<死去>伏見宮邦忠親王(29歳)皇族
1759年6月26日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|宝暦9年6月2日|<交替>伊勢南林崎藩1万石｢有馬氏久｣隠居⇒養子｢有
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  馬氏恒｣が継ぐ(⇒宝暦10(1760)年2月24日､22歳で死去)
1759年7月-08:00|中国|  ||清･乾隆24年|ｶｼｭｶﾞﾘｱ(1757年からｶｼｭｶﾞﾙ､1759年からﾔﾙｶﾝﾄﾞ)が清帝国に占領された
1759年7月8日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｱﾏｰｽﾄ将軍がﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｶﾞ,ｸﾗｳﾝﾎﾟｲﾝﾄ攻略;別働隊がﾅｲｱｶﾞﾗ攻略
1759年7月15日-09:00|日本|  ||宝暦9年6月21日|<死去>服部南郭(77歳)儒学者､漢詩人､画家/荻生祖徠門下の逸
  材
1759年7月23日-09:00|日本|広島県広島市|宝暦9年6月29日|佐伯郡草津村出火,家238軒(310竈)焼失)
1759年7月25日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾅｲｱｶﾞﾗ砦を放棄
1759年7月26日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ軍､ﾀｲｺﾝﾃﾞﾛｶﾞ砦を放棄
1759年7月27日 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>英領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督代行｢ﾍﾝﾘｰ･ﾑｰｱ卿｣(2度目~17620120)
1759年8月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾁﾝ国統治者(ﾏﾊﾗｼﾞｬ･ｶﾞﾝｶﾞﾀﾞﾗ･ｺｳﾞｨﾗﾃﾞｨ･ｶﾘｶﾙ)｢ｹﾗﾗｳﾞｧﾙﾏ2世｣(~1775年9月
  没)
1759年8月2日-09:00|日本|島根県浜田市|宝暦9年7月10日|<移封>石見浜田藩5万石｢本多忠敞｣(33歳)⇒養子｢本
  多忠盈｣が継ぐ(⇒明和4年閏9月16日(17671107)､死去)
1759年8月5日-09:00|日本|愛媛県今治市|宝暦9年7月13日|<死去>松平定基(73歳)前伊予今治藩主
1759年8月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ国王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ6世｣45歳(誕生17130923)
1759年8月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ｶﾙﾛｽ｣ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ6世の甥.後のｽﾍﾟｲﾝ
  王ｶﾙﾛｽ4世(~1788年~18190120死去)
1759年8月10日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｽﾍﾟｲﾝ国王(ﾎﾞﾙﾎﾞﾝ朝)｢ｶﾙﾛｽ3世｣ﾌｪﾘﾍﾟ5世の息子(~17881214死去72歳)
1759年8月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  |||ｸｰﾅｰｽﾄﾞﾙﾌの戦い/ﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がｸｰﾅｰｽﾄﾞﾙﾌでｵｰｽﾄﾘｱ･ﾛｼｱの連合軍
  に大敗
1759年8月13日-09:00|日本|兵庫県たつの市|宝暦9年7月21日|<死去>播磨龍野藩51000石｢脇坂安実｣(15歳)⇒27
  日､養子｢脇坂安親｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年4月13日､隠居)
1759年8月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ地中海艦隊がﾗｺﾞｽ湾でｲｷﾞﾘｽ艦隊に敗れる
1759年8月24日-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼﾞｬｱﾌｧﾙ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ｣(~1760年1月)
1759年9月3日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが全領土からｲｴｽﾞｽ会士を追放する
1759年9月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｫﾘｯｸ伯･ﾎﾗﾝﾄﾞ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾘｯﾁ｣
1759年9月13日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争>七年戦争で英国軍がﾌﾗﾝｽ領ｳﾞｨﾙ･ﾄﾞ･ｹﾍﾞｯｸを
  占領
1759年9月18日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領北ｱﾒﾘｶ植民地ﾆｭｰﾌﾗﾝｽの中心地ｹﾍﾞｯｸが､ｲｷﾞﾘｽに攻略される
1759年9月21日-09:00|日本|京都府京都市|宝暦9年8月|伊藤若沖が｢向日葵雄鶏図｣を描く
1759年9月21日-08:00|中国|  ||清･乾隆24年8月|清がｳｲｸﾞﾙの反乱を鎮圧し東ﾄﾙｷｽﾀﾝ平定､ｳﾙﾑﾁを省都に新彊と
  呼称
1759年9月23日-09:00|日本|熊本県人吉市|宝暦9年8月3日|<死去>肥後人吉藩22165石｢相良頼央｣閏7月15日に鉄
  砲で撃たれ､その傷が元で(23歳)⇒12月11日､養子｢相良晃長｣が継ぐ(⇒宝暦12(1762)年2月4日､死去)
1759年9月28日-09:00|日本|  ||宝暦9年8月8日|幕府が,新規の銀札発行と金札･銭札の発行を禁止
1759年10月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｱﾌｶﾞﾝ王ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰはﾏﾗｰﾀｰからﾗﾎｰﾙを奪還し､ﾃﾞﾘｰに向けて進
  軍
1759年10月 00:00|ｷﾞﾆｱﾋﾞｻｳ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶﾁｭｰ司令官代行｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾎｾ･ﾛﾄﾞﾘｹﾞｽ｣(~1761年)
1759年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ﾌｧｯﾂｨｰﾆ｣
1759年10月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ4世｣(~18060330)兼ｼﾁﾘｱ王｢ﾌｪﾙﾃﾞｨﾅﾝﾄﾞ3世｣(~181612
  12)
1759年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾊﾘｰ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1759年10月9日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾎﾞﾙﾄﾝ公･ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~17650705死去)
1759年10月21日-05:00|日本|長崎県対馬市|宝暦9年9月1日|対馬府中大火.千戸を焼失
1759年10月30日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｽﾗｴﾙ|  |||ｼﾘｱ西部､ｲｽﾗｴﾙで地震(M6.6)死者2000人
1759年11月3日-09:00|日本|  ||宝暦9年9月14日|<死去>岡昌名(79歳)雅楽家
1759年11月4日-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ/ﾚﾕﾆｵﾝ/ｾｲｼｪﾙ|  |||<就任>ﾏｽｶﾘﾝ諸島総督｢ｱﾝﾄﾜｰﾇ･ﾏﾘｰ･ﾃﾞﾌｫﾙｼﾞｭ･ﾌﾞｰｼｪ｣(~17
  670714)
1759年11月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｫﾘｯｸ伯｢ﾌﾗﾝｼｽ･ｸﾞﾚｳﾞｨﾙ｣ﾌﾞﾙｯｸ伯(~17730706死去)
1759年11月18日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦9年9月29日|<改名>清水徳川家3万石｢松平萬二郎｣⇒｢徳川重
  好｣(⇒宝暦12(1762)年5月15日､10万石に加増)
1759年11月20日-10:00|ｸﾞｱﾑ/北ﾏﾘｱﾅ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾅ諸島知事｢Jose de Soroa y Lorca｣(~17680609
  )
1759年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ大西洋艦隊が､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ半島ﾛﾘｱﾝ南部のｷﾌﾞﾛﾝ湾でｲｷﾞﾘｽ艦隊に敗れ
  る/ｲｷﾞﾘｽは海上制覇を確立し､北ｱﾒﾘｶでのﾌﾗﾝｽとの戦いを有利に
1759年11月25日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ｲｽﾗｴﾙ/ﾚﾊﾞﾉﾝ|  |||ｼﾘｱ西部､ﾚﾊﾞﾉﾝ､ｲｽﾗｴﾙで地震(M7.4)死者4万人
1759年11月29日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｱｰﾗﾑｷﾞｰﾙ2世｣宰相ｶﾞｰｽﾞｨｰ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ﾊｰﾝに暗殺される/6
  0歳
1759年12月-04:00|ﾓｰﾘｼｬｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾏﾘｱﾝﾇ島司令官｢ｳﾞｨﾝｾﾝﾄ･ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾏﾙﾃﾝﾇ･ﾄﾞ･ﾌﾟﾙｳﾞｨｴ｣(2回目~1762010
  4)
1759年12月1日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝのｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰがﾃﾞﾘｰに入城
1759年12月6日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｲｯｽﾞ･ｱｯﾃﾞｨﾝ･ｱﾙ･ﾊｻﾝ･ﾊﾞﾃﾞｲﾘ･ｱﾙ･ｶﾞｼﾞ｣(17530309から



1760迄(2926件)

  事実上の摂政~17670202没)
1759年12月6日-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<退位>ﾓﾙﾃﾞｨﾌﾞ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾐﾅ･ﾗﾆ･ｷﾗｹﾞﾌｧﾇ｣
1759年12月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国対立皇帝｢ｼｬｰ･ｼﾞｬﾊﾝ3世｣(~17601010廃位~1772年死去)
1759年12月12日-09:00|日本|愛知県田原市|宝暦9年10月23日|<死去>大垣新田藩1万石｢戸田氏房｣(56歳)⇒長男｢
  戸田氏之｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年1月17日､死去)
1759年12月19日-09:00|日本|東京都中央区|宝暦9年11月|富士田吉次､江戸市村座に出演し長唄を始める
1759年12月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾑｶﾞﾙ帝国皇帝｢ｼｬｰ･ｱｰﾗﾑ2世｣(1回目~17880731廃位~18061119死去78歳)
1759年12月29日-09:00|日本|群馬県甘楽郡甘楽町|宝暦9年11月11日|<交替>上野小幡藩2万石｢織田信右｣隠居⇒
  弟｢織田信富｣が継ぐ(⇒明和元(1764)年6月7日､死去)
1759年12月30日 05:00|ﾊﾞﾊﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王室植民地ﾊﾞﾊﾏ総督｢ｳｨﾘｱﾑ ｼｬｰﾘｰ｣(~17681128)
1760年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｼﾞｮﾎｰﾙ統治者(ｳﾀﾞﾝｸﾞ･ﾙｱｸ･ｼﾞｮﾎｰﾙ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾌﾟﾄﾘ･ｾﾃｨｱﾜﾝ2世｣(~1790年頃没)
1760年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<就任>ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ統治者(ｳﾝﾀﾞﾝ･ﾙｱｸ･ｽﾝｶﾞｲ･ｳｼﾞｮﾝ)｢ﾀﾞﾄｩｸ･ﾊﾞﾄﾞﾙ｣(~1780年頃)
1760年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/東ﾃｨﾓｰﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾃｨﾓｰﾙ知事代行｢統治ｼﾞｭﾝﾀ(ﾌﾚｲ･ｼﾞｬｼﾝﾄ･ﾀﾞ･ｺﾝｾｲｶﾝ(3期目)
  /ﾋﾞｾﾝﾃ･ﾌｪﾚｲﾗ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ/ｱﾗｽ規制当局ﾎｾ)｣(~1762年)
1760年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ｼｬｰ｣(~1781年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｶﾙｺｯﾄ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｬﾊｼﾞ･ﾗｵ1世ﾌｧｯﾃｼﾝ･ﾗｵ･ﾎﾞﾝｽﾚ･ﾊﾞﾊﾞ･ｻﾍﾌﾞ･ﾗｼﾞｪ｣(~1789年没)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｷﾗｽﾗ国統治者(ﾀｰｸｰﾙ)｢ﾋﾞﾑｼﾞ･ｶﾛｼﾞ｣(~不明)⇒｢ｻﾝｶﾞｼﾞ･ﾋﾞﾑｼﾞ｣(~不明)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｪｯﾄﾌﾟｰﾙ国支配者(ｱｻﾞﾑ･ｳﾞｧﾗ)｢ｼﾞｪｻ･ｼﾞｬｲｻ｣(~不明)⇒｢ｶﾞﾝｶﾞ･ｳﾞｨｶﾑｼ｣(~1847
  年没)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｼﾞｭﾅｰｶﾞﾄﾞ国支配者(ﾅﾜﾌﾞ)｢ﾑｻﾞﾌｧﾙ･ﾊﾝｼﾞ｣(~1762年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｽﾙｸﾞｼﾞｬ国ﾗｼﾞｬ｢ｼｪｵ･ｼﾝ･ﾃﾞｵ｣(~不明)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｬﾝﾃﾞﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｱﾆﾙﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1774年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾘﾌﾟﾗ国ﾗｼﾞｬ｢ｸﾘｼｭﾅ･ﾏｰﾆｰｷﾔ｣(1回目~1761年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾄﾞﾛﾙ国統治者(ﾀｸﾙ･ｻｰﾋﾌﾞ)｢ｼﾞｪｲｼﾑｼﾞ1世･ｳﾞｧｰｼﾞ｣(~1781年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾅﾙｸﾞﾝﾄﾞ国統治者(ﾗｵ)｢ﾊﾞｽｶﾗﾗｵ1世｣(~1773年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾊﾞﾙﾜﾆ国統治者(ﾗﾅ)｢ｳﾒｯﾄﾞ･ｼﾝ｣(~1794年没)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾎﾟﾝﾁ国ﾗｼﾞｬ｢ﾙｽﾀﾑ･ｶｰﾝ｣(~1787年)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾏﾅﾊﾞﾀﾞﾙ国支配者(ｶｰﾝ)｢ｻﾀﾞﾙ･ﾅﾄｩ･ｶｰﾝ･ﾃﾞｨﾗｰ･ｶｰﾝ｣(~不明)⇒｢ｶﾞｻﾞﾌｧｰﾙ･ｶｰﾝ･ﾅﾄｩ
  ･ｶｰﾝ｣(~不明)
1760年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾗｼﾞｬｳﾘ国ﾗｼﾞｬ｢ｲｻﾞﾀﾗ･ｶｰﾝ｣(~1765年)
1760年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｶﾞﾝｼﾞｬ汗国ﾊｰﾝ｢ｼｬｰ･ﾜﾙﾃﾞｨ･ﾊｰﾝ｣
1760年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<就任>ｶﾞﾝｼﾞｬ汗国ﾊｰﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾊｻﾝ･ﾊｰﾝ｣(1回目~1778年)
1760年-04:00|UAE|  |||<即位>ｱﾙｶｼﾐ･ｽﾙﾀﾝ｢Sheikh Rashid bin Matar Al Qasimi｣(~1777年)
1760年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||ｼｬﾏｶはﾀﾞｹﾞｽﾀﾝのｶｼﾞ･ｸﾑｸに占領される(~1762年)
1760年-03:00|ｳｶﾞﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾌﾞｺﾉ統治者(ｵﾑｶﾏ)｢ｷｿｼﾞ｣(~1785年頃)
1760年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>下ﾔｰﾌｧ･ｻﾙﾀﾝ｢Ghalib ibn Ma`awda al-Afifi｣(~1780年)
1760年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｶｽｨｰﾘｰ国ｻﾙﾀﾝ｢Ahmad ibn 'Amr al-Kathir｣(~1800年)
1760年-03:00|ｺﾓﾛ|  |||<即位>ﾜｼﾘ･ｽﾙﾀﾝ(ﾌｧﾙﾒ)｢ﾀﾝﾌﾞｳｪ･ﾉ･ﾌﾑ･ﾜ･ﾑﾗ･ﾅｳ｣
1760年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<死去>ｶﾊﾞﾚ王国ﾑﾜﾐ･ﾅﾌﾞｼ･ｶﾊﾞﾚ｢ﾅﾌﾞｼ19世ﾑｳｪﾙｳｪ｣
1760年-02:00|ｻﾞﾝﾋﾞｱ|  |||<就任>ｶｾﾞﾝﾍﾞ統治者(ﾑﾜﾀ･ｶｾﾞﾝﾍﾞ)｢ｶｾﾞﾝﾍﾞ3世ｲﾙﾝｶﾞ･ﾙｸｳｪｻ｣(~1805年10月没)
1760年-02:00|ｴｽﾜﾃｨﾆ|  |||<就任>ｽﾜｼﾞﾗﾝﾄﾞ最高支配者｢ｸﾞﾜﾈ3世｣(~1780年)
1760年-02:00|ｺﾝｺﾞ民主共和国|  |||<即位>ｶﾊﾞﾚ王国ﾑﾜﾐ･ﾅﾌﾞｼ･ｶﾊﾞﾚ｢ﾅﾌﾞｼ20世ﾋﾞﾙﾍﾝｼﾞﾗ｣(~1799年)
1760年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾟﾝﾂｯﾃｨ伯｢Fortune-Bernard de Felice, 3rd Count Panzutti｣(~1832年)
1760年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ総督｢ｶｰﾙ･ｸﾘｽﾃｨｱﾝ･ﾌｫﾝ･ﾅｯｻｳ=ｳﾞｧｲﾙﾌﾞﾙｸ｣(~1765年)
1760年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾋﾂｧ大公｢ｼﾞｭﾚ･ﾉｳﾞｧｺｳﾞｨｯﾁ｣(~1768年)
1760年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｳｨｰﾝに帝国議会が創設される
1760年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞのｺﾅﾙｽｷが｢有効な議決法について｣刊
1760年 00:00|ｾﾈｶﾞﾙ|  |||<就任>ｹﾖｰﾙ統治者(ﾀﾞﾝﾒﾙ)｢ｲｻ･ﾋﾞｹﾞ･ﾅｺﾞﾈ｣(~1763年)
1760年 00:00|ﾄｰｺﾞ|  |||<就任>ｹﾞﾆｸﾞﾊﾞ統治者(ﾌｨｵ)｢ｴｸｳｪ･ｱｻﾞﾝｸﾎﾟ｣(~1785年)
1760年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ｣(~17670917死去)
1760年 00:00|ｺｰﾄｼﾞﾎﾞﾜｰﾙ|  |||<即位>ｻｶｽｰのﾊﾞｳﾙ王国女王｢ﾅﾅﾝ･ｱｸﾜ･ﾎﾞﾆ｣(~1790年)
1760年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽで衣料生産の工場制工業化がすすみ､産業革命が本格化
1760年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||元ｺﾛﾏﾝﾃｨ族首長ﾀｷｰの反乱/ﾎﾟｰﾄ･ﾏﾘｱを占領し捕らえた白人を皆殺しにする
1760年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｹﾍﾞｯｸ植民地総督｢ｼﾞｪﾌﾘｰ･ｱﾏｰｽﾄ卿｣(~1763年)
1760年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｼﾞｮｰｼﾞｱ植民地第7代総督｢ｼﾞｪｰﾑｽﾞ･ﾗｲﾄ｣(~1776年)
1760年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ総督｢ﾄﾏｽ･ﾌﾞｰﾝ｣(~1761年)
1760年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾊﾋﾞｴﾙ･ﾃﾞ･ｵﾚｱﾑﾉ･ｲ･ﾊﾞｽｹｽ･ﾒﾚﾝﾃﾞｽ｣(2回目~1762
  年)
1760年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督代理｢Mateo Antonio de Mendoza｣(~同年)
1760年 10:00|ﾎﾟﾘﾈｼｱ|  |||<就任>ﾌｱﾋﾈ統治者｢Rohianu`u｣(~1777年)
1760年1月-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<就任>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ﾏｻｰﾄﾞ･ﾌﾞﾝ･ｻｲｰﾄﾞ2世｣(2度目~17700523死去)
1760年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Boynuegri Abdullah Pasha｣(~3月)
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1760年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Mustafa Agha｣(~2.18)
1760年1月9日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾗｳﾞﾗｼﾞｵ侯爵ｱﾝﾄﾆｵ･ｱﾙﾒｲﾀﾞ･ｿｱﾚｽ･ﾎﾟﾙﾄｶ
  ﾞﾙ･ﾃﾞ･ｱﾗﾙｶﾝ･ｴｻ･ｴ･ﾒﾛ｣(~7.8)
1760年1月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<ﾊﾞﾗﾘｶﾞｰﾄの戦い>ﾃﾞﾘｰ近郊でｸﾞﾜｰﾘﾔﾙ摂政ﾀﾞｯﾀｰｼﾞｰ･ﾗｰｵ･ｼﾝﾃﾞｨｱがｱﾌ
  ｶﾞﾝ王ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｩｯﾗｰﾆｰと戦いを交え戦死､ｱﾌﾏﾄﾞ･ｼｬｰはﾃﾞﾘｰを占拠
1760年1月13日-09:00|日本|  ||宝暦9年11月26日|<死去>3代岩井半四郎(62歳)歌舞伎役者
1760年1月16日-09:00|日本|長崎県対馬市|宝暦9年11月29日|<死去>宗方熙(64歳)前対馬府中藩主
1760年1月24日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ﾏﾗｰﾀｰ軍が､ｱﾌｨﾏﾄﾞ･ｼｬｰ･ﾄﾞｯﾗｰﾆｰが占拠しているﾃﾞﾘｰを攻撃
1760年1月25日-09:00|日本|岐阜県海津市|宝暦9年12月8日|<死去>美濃今尾藩3万石｢竹腰正武｣(75歳)⇒28日､養
  子｢竹腰勝紀｣が継ぐ(⇒天明5(1785)年3月1日､隠居)
1760年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ8世｣
1760年2月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾍｯｾﾝ=ｶｯｾﾙ方伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世｣ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ8世の息子(~17851031死去)
1760年2月5日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｴﾁｪｳﾞｧﾘ｣(~4.28)
1760年2月6日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｶﾞｽﾊﾟﾛ･ｺﾞｯﾂｨの｢ｶﾞｾﾞｯﾀ･ｳﾞｪﾈﾀ｣の第一号発刊
1760年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>6代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣
1760年2月6日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>7代ﾊﾟｰｽ公(ｼﾞｬｺﾊﾞｲﾄ)｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾄﾞﾗﾓﾝﾄﾞ｣先代の従兄弟の息子(~1781071
  8死去)
1760年2月17日-09:00|日本|玉ひで|宝暦10年|江戸日本橋和泉町に､軍鶏専門店｢玉鉄｣が開店
1760年2月17日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑの呉時仕が｢越史標按｣全10巻を完成
1760年2月17日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Luis Garcia de Bivar｣
1760年2月17日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督代理｢Manoel de Azevedo Marqu
  es｣(~3.5)
1760年2月18日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Muhammad Pasha al-Shalik｣(~11.6)
1760年3月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾜﾘｽ(総督)｢Kose Bahir Mustafa Pasha｣(~1761.12)
1760年3月5日 03:00|ｳﾙｸﾞｱｲ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻｸﾗﾒﾝﾄ新植民地ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ総督｢Vicente da Silva Fonseca｣(~1
  7621031)
1760年3月6日-09:00|日本|  ||宝暦10年1月19日|<死去>吉田文三郎(不明)人形浄瑠璃の人形遣い､作者
1760年3月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Mateo de Guazo Calderon｣
1760年3月7日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督代理｢Esteban Bravo de Rivero｣(3期目~17
  610420)
1760年3月7日-09:00|日本|  ||宝暦10年1月20日|<死去>2代津打治兵衛(82歳)歌舞伎作者
1760年3月11日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Byam Crump｣
1760年3月11日 04:00|ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｸﾞｱﾄﾞﾙｰﾌﾟ知事｢Campbell Dalrymple｣(~17630704)
1760年3月20日-05:00|日本|東京都|宝暦10年2月4日|<江戸宝暦10年2月連日の火災>(~7日)明け七つ時(午前4時
  ごろ)､赤坂今井谷に住む将軍親衛隊の小十人組正木新蔵宅より出火､麻布辺りから日が窪､雑色､十番綱坂､三
  田寺町へ､伊皿子聖坂から田町､品川へと海辺まで延焼し､朝四つ半時(午前10時ごろ)鎮火
1760年3月21日 12:00|日本|東京都港区|宝暦10年2月5日|<江戸宝暦10年2月連日の火災>夜五つ半ごろ(21時ごろ
  )麻布狸穴の武家屋敷から出火し近辺を焼失､九つ時(午前0時ごろ)前には鎮火
1760年3月22日 09:00|日本|東京都港区|宝暦10年2月6日|<江戸宝暦10年2月連日の火災>暮れ六つ時(18時ごろ)
  芝神明前の湯屋(銭湯)から出火し､増上寺片町より本芝四丁目の浜通りまで全焼､金杉橋を焼き落とし田町方
  面に延焼して夜四つ過ぎ(22時ごろ)鎮火/夜の五つ時(20時ごろ)､神田旅籠町一丁目の足袋商･明石屋から出火
  ,火元に近い佐久間町を灰とし､その勢いで浅草辺りから両国橋､馬喰町､本町､日本橋､江戸橋辺りまでと延び
  に延び､霊巌島から新川辺りまで延焼.さらに炎は新大橋､永代橋を焼いて隅田川を越えて深川へ飛び火し､州
  崎､木場辺りまで灰にして､翌朝四つ時(午前10時ごろ)焼け止まった｢明石屋火事｣
1760年3月23日-09:00|日本|石川県加賀市|宝暦10年2月7日|<加賀大聖寺宝暦10年の大火>子の刻(午前0時ごろ)
  前､中新道袋町より出火､一向宗本善寺や願成寺の堂宇に燃え移り､そこから勢いを増して炎は拡がり､横新町､
  観音町､越前通町､荒町､寺町､京町から下口福田町まで焼き､翌日の辰の刻(午前8時ごろ)鎮火/被害は町家では
  わずかに150軒程が焼け残り､侍屋敷では家老の山崎伊織宅と小身の侍の家12､3軒が残った程度であとは寺院
  も含め灰となった/御算用場(会計を統括する役所)など役所3か所が焼失/郊外では上福田村と下福田村の民家
  5､60軒が焼失/全体で住家1252軒､土蔵57棟が焼失し､6人死亡
1760年3月24日-09:00|日本|滋賀県彦根市|宝暦10年2月8日|<死去>井伊直定(61歳)前近江彦根藩主
1760年3月25日-09:00|日本|  ||宝暦10年2月9日|<死去>三橋検校(不明)筝曲家
1760年3月29日-09:00|日本|福井県坂井市|宝暦10年2月13日|丸岡城下で火事,町家176軒･侍屋敷36軒焼失
1760年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱｳﾚﾘｵ･ｳﾞｧﾛｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾘｷﾞ｣
1760年4月1日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾖｰｸ･ｵｰﾙﾊﾞﾆ公･初代ｱﾙｽﾀｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｵｰｶﾞｽﾀｽ王子｣(~17670917死去
  )
1760年4月3日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽのﾍﾞﾝｸｰﾚﾝ司令官｢Jean-Baptiste ﾁｬｰﾙｽﾞ･Henri Hector｣(~
  1760年)
1760年4月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ｻｳｽｶﾛﾗｲﾅ植民地総督｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌﾞﾙ2世｣(~17611222)
1760年4月6日 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ知事｢ｼﾞｬｼﾝﾄ･ｻﾝ･ﾌｧﾝ｣(~1762年)
1760年4月9日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|宝暦10年2月24日|<死去>伊勢南林崎藩1万石｢有馬氏恒｣(22歳)⇒4月9
  日､養子｢有馬氏房｣が継ぐ(⇒安永2(1773)年閏3月20日､17歳で死去)
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1760年4月15日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ領ｶﾘｶﾙをｲｷﾞﾘｽ軍が占領
1760年4月17日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ総督｢Juan Wanmarch Lumen de la Vice｣(~17630321)
1760年4月22日-09:00|日本|群馬県高崎市|宝暦10年3月7日|<死去>上野吉井藩1万石｢松平信友｣(49歳)⇒養子｢松
  平信有｣が継ぐ(⇒明和8(1771)年12月4日､隠居)
1760年4月26日-09:00|日本|神奈川県横須賀市|宝暦10年3月10日|<死去>遠江横須賀藩35000石(老中)｢西尾忠尚｣
  (72歳)⇒4月26日､家督を養子｢西尾忠需｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年9月29日､隠居)
1760年4月28日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ暫定副王｢ｶｷﾞｶﾞﾙ侯爵ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｱﾝﾄﾆｵ･ｶｷﾞｶﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾍﾞｶ
  ﾞ｣(~10.5)
1760年4月29日-09:00|日本|岡山県浅口市|宝暦10年3月14日|<交替>岡山新田藩25000石｢池田政方｣隠居⇒長男｢
  池田政香｣が継ぐ(⇒明和5(1768)年8月25日､28歳で死去)
1760年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾛｰﾚﾝｽ･ｼｬｰﾘｰ｣
1760年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾌｪﾗｰｽﾞ伯｢ﾜｼﾝﾄﾝ･ｼｬｰﾘｰ｣(~17781001死去)
1760年5月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾛﾝﾄﾞﾝで初めて絞首刑が実施されるｱｰﾙ･ﾌｪﾗｰｽﾞの処刑で
1760年5月10日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾆｭｰﾒｷｼｺ総督｢Manuel de Portillo y Urrisola｣(~1762年
  )
1760年5月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<死去>ﾋﾞﾙﾏ王｢ｱﾗｳﾝﾊﾟﾔ｣
1760年5月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾋﾞﾙﾏ王｢ﾅｳﾝﾄﾞｰｷｰ｣(~17631128没)
1760年5月15日-09:00|日本|千葉県佐倉市|宝暦10年4月1日|<加増>下総佐倉藩10万石｢堀田正亮｣+1万石⇒11万石
  (⇒翌年2月8日､死去)
1760年5月16日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦10年4月1日|<就任>老中｢秋元涼朝｣(~明和1年2月24日)
1760年5月18日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督･総司令官代行｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｱﾛﾝｿ｣(~17610207)
1760年6月3日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督代理｢ﾄﾏｽ･ﾊｯﾁﾝｿﾝ｣(~8.2)
1760年6月9日-09:00|日本|岐阜県山県市|宝暦10年4月26日|<死去>美濃高富藩1万石｢本庄道堅｣(28歳)⇒6月24日
  ､養子｢本庄道信｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年12月18日､19歳で死去)
1760年6月9日-09:00|日本|埼玉県さいたま市岩槻区|宝暦10年4月26日|<死去>武蔵岩槻藩2万石｢大岡忠光｣(49歳
  )⇒長男｢大岡忠喜｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年､隠居)
1760年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>3代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ｳｨﾗﾋﾞｰ･ﾊﾞｰﾃｨ｣
1760年6月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>4代ｱﾋﾞﾝﾄﾞﾝ伯｢ｳｨﾛﾋﾞｰ･ﾊﾞｰﾃｨｰ｣(~17990926死去)
1760年6月17日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<死去>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾌｫﾝｿ4世｣
1760年6月17日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ|  |||<即位>ｺﾝｺﾞ王国ﾏﾆｺﾝｺﾞ｢ｱﾝｿﾆｰ2世｣(~1762
  年)
1760年6月19日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦10年5月6日|<解任>老中｢松平輝高｣
1760年6月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<ﾗﾝﾃﾞｽﾌｰﾄの戦い>七年戦争でｵｰｽﾄﾘｱ軍がﾌﾟﾛｲｾﾝ軍に大勝
1760年7月4日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>東ｲﾝﾄﾞ諸島(ﾄﾗﾝｹﾊﾞﾙ)ﾃﾞﾝﾏｰｸ領総督(ｷﾞｭﾊﾞｰﾝ)｢ﾍﾙﾏﾝ･ﾔｺﾌﾞ･ﾌｫﾙｸ｣(
  ~17610427)
1760年7月8日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督代行｢ﾄﾏｽ･ﾙﾋﾞ･ﾊﾞﾛｽ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(~17610621)
1760年7月9日-09:00|日本|茨城県下妻市|宝暦10年5月27日|<死去>常陸下妻藩1万石｢井上正辰｣(25歳)⇒長男｢井
  上正意｣が継ぐ(⇒天明4(1784)年2月17日､26歳で死去)
1760年7月16日-09:00|日本|岡山県新見市|宝暦10年6月4日|<死去>備中新見藩18000石｢関政富｣(38歳)⇒次男｢関
  政辰｣が継ぐ(⇒安永3(1774)年8月23日､死去)
1760年7月18日-09:00|日本|新潟県新発田市|宝暦10年6月6日|<死去>越後三日市藩1万石｢柳沢保経｣(55歳)⇒長
  男｢柳沢信著｣が継ぐ(⇒天明2(1782)年3月10日､死去)
1760年7月28日-09:00|日本|大分県佐伯市|宝暦10年6月16日|<死去>豊後佐伯藩主｢毛利高丘｣(33歳)⇒次男｢高標
  ｣が継いだ
1760年8月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<死去>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾋﾞｽｳﾞｧｼﾞｯﾄﾏﾗ｣
1760年8月-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾗﾘﾀﾌﾟﾗ王｢ｼﾞｬﾔﾌﾟﾗｶｻﾏｯﾗ｣(1回目~1762年)
1760年8月2日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ領ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ湾直轄植民地総督｢ﾌﾗﾝｼｽ･ﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ｣(~17690801)
1760年8月11日-09:00|日本|東北大学|宝暦10年7月|仙台藩明倫養賢堂で医学教育開始
1760年8月13日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ･ﾑｼﾝｻﾞｰﾃﾞ｣(~17640408)
1760年8月15日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾌﾟﾛｲｾﾝのﾌﾘｰﾄﾞﾘｯﾋ2世がｼｭﾚｼﾞｴﾝのﾘｰｸﾞﾆｯﾂでｵｰｽﾄﾘｱ軍を急襲
  し破る
1760年8月18日-09:00|日本|宮崎県児湯郡高鍋町|宝暦10年7月8日|<交替>日向高鍋藩27000石｢秋月種美｣隠居⇒
  長男｢秋月種茂｣が継ぐ(⇒天明8(1788)年11月6日､隠居)
1760年8月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｽﾗｲﾏﾝ･ﾊﾞﾄﾞﾙﾙ･ｱﾗﾑ･ｼｬｰ
  ｣
1760年8月20日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾝ･ﾘｱｳ･ﾘﾝｶﾞ(ｼﾞｮﾎｰﾙ帝国)ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ﾑｱｯｻﾞﾑ･ｼｬｰ･
  ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ=ﾏﾙﾌﾑ･ｽﾙﾀﾝ･ｽﾗｲﾏﾝ･ｼｬｰ｣(~17610129死去)
1760年8月20日-09:00|日本|東京都|宝暦10年7月10日|幕府が人家付近での花火を禁止
1760年8月25日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|宝暦10年7月15日|<死去>丹波篠山藩5万石｢青山忠朝｣(53歳)⇒養
  子｢青山忠高｣が継ぐ(⇒天明元(1781)年6月24日､隠居)
1760年8月31日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦10年7月21日|<初演>近松半二･三好松洛,人形浄瑠璃｢極彩色娘扇
  ｣竹本座



1760迄(2926件)

1760年9月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>初代ﾓｰﾆﾝﾄﾝ伯｢ｷﾞｬﾚｯﾄ･ｳｪｽﾞﾘｰ｣(~17810522死去)
1760年9月8日 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾚﾝﾁ･ｲﾝﾃﾞｨｱﾝ戦争で､ｲｷﾞﾘｽがﾌﾗﾝｽからﾓﾝﾄﾘｵｰﾙを奪う/ﾌﾗﾝｽ軍､全ｶﾅ
  ﾀﾞをｲｷﾞﾘｽ軍に引き渡す
1760年9月13日-09:00|日本|  ||宝暦10年8月5日|幕府が,将軍代替わり時慣例の諸国巡見使への法度を公布
1760年9月20日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|宝暦10年8月12日|<死去>但馬豊岡藩15000石｢京極高永｣41歳)⇒長男｢
  京極高品｣が継ぐ(⇒寛政3(1791)年5月10日､隠居)
1760年9月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｱｺﾞｽﾃｨｰﾉ･ﾛﾒｯﾘﾆ｣(~17620910)
1760年9月23日-09:00|日本|大阪府大阪市|宝暦10年8月15日|<就任>大坂城代｢松平周防守康福｣(~宝暦12.12.9)
1760年9月26日-09:00|日本|広島県呉市|宝暦10年8月18日|安芸郡宮原呉町にて大火,焼失家数,町家237軒(293竈
  )･村分家9軒(18竈)など
1760年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ｴﾝｼﾞｪﾙｽ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾏﾙﾃｯﾘ｣
1760年10月5日 00:00|ｶﾞｰﾅ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｵﾗﾝﾀﾞ領ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ総裁｢ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾋﾟｰﾀｰ･ｴﾗｽﾑｽ｣(~17630719在
  任中死去)
1760年10月6日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｸﾙﾔｽ侯爵ﾎｱｷﾝ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾄｾﾗﾄ･ｲ･ｼｳﾗﾅ｣(~17660823
  )
1760年10月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾛｼｱ|  ||ﾛｼｱ暦9月28日|ﾛｼｱ女帝ｴﾘｻﾞｳﾞｪｰﾀが､ﾍﾞﾙﾘﾝを急襲し､街を焼きつくす
1760年10月10日-09:00|日本|東京都千代田区|宝暦10年9月2日|家重の長男徳川家治が第10代の征夷大将軍にな
  る/政治の舵取りは田沼意次になる
1760年10月18日 04:00|米領ｳﾞｧｰｼﾞﾝ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ｾﾝﾄﾄｰﾏｽ島･ｾﾝﾄｼﾞｮﾝ島総督｢John Georg von John｣
  (~17640421死去)
1760年10月20日-06:00|ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ﾅﾜﾌﾞﾅｼﾞﾑ｢ﾐｰﾙ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｶｼﾑ･ｱﾘｰ･ﾊｰﾝ｣(~1763年)
1760年10月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｶｰｼﾑ｣(~17630707退位)
1760年10月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ太守｢ﾐｰﾙ･ｼﾞｬｱﾌｧﾙ｣
1760年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ2世｣兼ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公･ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯
  ･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ2世｣/76歳(誕生16831110)
1760年10月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ3世｣兼ﾊﾉｰﾌｧｰ選帝侯･ﾌﾞﾗｳﾝｼｭｳﾞｧｲｸ=ﾘｭｰ
  ﾈﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣ｹﾞｵﾙｸ2世の孫(~1806年ﾌﾗﾝｽによるﾊﾉｰﾌｧｰ占領と神聖ﾛｰﾏ帝国崩壊で選帝侯位を喪失)兼
  ｻﾞｸｾﾝ=ﾗｳｴﾝﾌﾞﾙｸ公｢ｹﾞｵﾙｸ3世｣(~1803年)
1760年10月27日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ暫定総督･総司令官･大統領｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗﾙﾃﾞ･ｲ･
  ｼｴﾝﾌｴｺﾞｽ｣(2回目~17610614)
1760年10月28日-09:00|日本|鹿児島県|宝暦10年9月20日|<死去>島津継豊(60歳)前薩摩藩主
1760年10月28日-09:00|日本|新潟県長岡市|宝暦10年9月20日|<死去>越後与板藩2万石｢井伊直存｣(42歳)⇒次男｢
  井伊直郡｣が継ぐ(⇒同年2月26日､死去)
1760年11月7日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)代行｢Sulayman Bey｣(~12.11)
1760年11月20日-09:00|日本|三重県鈴鹿市|宝暦10年10月13日|<交替>伊勢神戸藩15000石｢本多忠永｣隠居⇒甥｢
  本多忠興｣が継ぐ(⇒明和3(1766)年7月15日､死去)
1760年11月21日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･雍正5年6月|<就任>朝鮮国領議政｢李天輔｣(~17611024)
1760年11月29日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽ軍､ﾃﾞﾄﾛｲﾄ占領
1760年12月11日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢Uthman Pasha al-Kurdji｣(~17711022)
1760年12月20日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｺｰﾙﾊｰﾌﾟﾙ国摂政｢ｼﾞｼﾞﾊﾞｲ･ｻｰﾋﾌﾞ･ﾎﾞﾝｽﾚ｣(~17730217没)
1760年12月30日-09:00|日本|新潟県佐渡市|宝暦10年11月24日|幕府､佐渡蔵奉行を創置


